
    
      
        
      
    

  
ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。


その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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Mardock City【マルドゥック市シテイ】


港湾型重工業都市。政令中枢に設置された〝天国への階段〟と呼ばれる螺旋階段状のモニュメントを都市名称の由来とする。





Mardock Scramble【マルドゥック・スクランブル】


マルドゥック市における裁判所命令の一種。人命保護を目的とした緊急法令の総称。





Mardock Scramble‐09【マルドゥック・スクランブル‐０９オー・ナイン】


緊急法令の一つ。非常事態において、法的に禁止された科学技術の使用が許されることをいう。





マルドゥック・スクランブル




The 2nd Combustion──燃焼




〔完全版〕







登場人物


ルーン[image: ]バロット……未成年娼婦


ウフコック[image: ]ペンティーノ……委任事件担当官


ドクター・イースター……同


シェル[image: ]セプティノス……賭博師


ディムズデイル[image: ]ボイルド……委任事件担当官


ミディアム・ザ・フィンガーネイル……畜産業者


トゥイードルディ……楽園の住人


トゥイードルディム……同


プロフェッサー・フェイスマン……楽園の最高管理者


ベル・ウィング……スピナー


マーロウ・ジョン・フィーバー……ディーラー





彼女は秘められた憎悪に復讐された。




それは彼女を鞭打ち、いびつにした。




焼き払ったのは彼女自身の怒りだが、




和解のための代価は残された。




その良心だけは。




背後にのびる憎悪の影を辿ることを、




彼女は恥じて引き返した。




道のりは長いものになったが、




救済したのは彼女自身の生命であり、




彼女はそれに従うことに決めたのだ。







第１章　活塞　Piston









　　　　　１







　──死にたくない。


　その思いが血まみれの銃に伝わり、弾丸となって放たれるたび悲しみが否応なくこみ上げた。今なら濫用という言葉の意味がバロットにもわかった。今になってようやく。


　──ごめんなさい、ウフコック。ごめんなさい。


　自分はウフコックを深く傷つけた。彼を危険な道具にしてしまった。結果が、この血を流す銃だった。それでも守ってくれるウフコックに血と苦痛でしか報いられなかった。


　手にした銃から血ち飛沫しぶきが跳ね、バロットの頰を濡らし、胸元を赤く染めた。銃も手も真っ赤だった。弾倉を排出するたび血が蒸発しながら銃底からしたたった。ウフコックの血肉を刻んで撃ち出すことで、身を防いでいるようなものだった。


　弾丸と弾丸が宙で激突し、鋼鉄が砕けて飛散する火花が雨のようにバロットに降りかかった。ボイルドの放った弾丸が、すぐ脇の鉄柵を紙細工のように木こっ端ぱ微み塵じんにしたが、バロットは、そちらを見なかった──感覚すらしなかった。相手の途方もない銃撃の威力を認識すれば怖くなって身動きすらままならなくなるという以上に、もはや全力を尽くして脅威を退けることだけが、ウフコックの苦痛を止める唯一のすべだったからだ。


　男が一撃を放つたび軽くその十倍は──場合によっては二十倍は撃ち返した。相手の弾丸を弾いて逸らすためでもあったが、圧倒的弾数差で相手を牽けん制せいすることも考えるようになっていた。そればかりか、仕留めようとすら思う自分が顔を出すことも二度か三度はあった。身を守るということと等しく、目前の男の動きを止めるすべを必死に求めた。


　男の一撃が怪物的である一方、少女もまた驚異的な速度と正確さで銃撃し続けている。過去数時間で元死体安置所の内外では十人以上の死者が出たが、もし彼らが生きてこの光景を見たら、屈強な殺人者と哀れな少女ではなく、二種類の怪物の争いとみなしたかもしれない。とはいえバロットの身を覆う殻スーツは損傷を深め、おびただしい弾丸はボイルドの体に一発として届かず、重力フロートの壁を貫くすべがあるとはとても思えなかった。


「なぜだ……ウフコック」


　巨大な銃口から殺意の塊を噴き放ちながら、ふいにボイルドが昏くらい眼まな差ざしで呟いた。


「その娘と、俺と、何が違う」


　弾倉を開き、焼けつく空薬莢を棄てた。それが屋上に現れて二度目の行為であるという事実が──きっと男の考えでは、一度として弾倉を開かずにことを済ませるどころか、一発、多くとも二発で済むはずだったのだ──男に、痛烈な裏切りにでも遭ったような殺意を抱かせたのをバロットは感じた。モーターが一段大きな歯ギ車アと嚙み合い、いっそう激しく回転するような殺意の奔流に、ぞっとなった。


　弾丸を装塡してゆく間、暗く光るボイルドの灰青色の目が、じっとバロットに向けられ、ほどなくして再び怪物拳銃が力を得るまで、バロットも銃撃を止め、ひたと凝視した。


　相手の巨大な銃を。


　なぜなのだろう、と考えながら。


　なぜ男が放つ弾丸は自分の弾丸と違って、軌道を逸らされないのだろう。


　答えは簡単だった。ほんの一瞬、それが生まれるのだ。卵の殻を壊さず中身だけ吸い出すための穴を空けるように。ボイルドは銃を撃つ瞬間だけ、重力フロートの壁のほんの一部に──弾丸が通過する一点に──砦の銃眼のように小さな穴を開けるのだ。


　その一瞬こそ全てだという思いが湧いた。ウフコックの指示もないまま。生き延びるために必死に考え、それこそ百発近くも撃ち、死に物狂いで見つけた唯一の突破点だった。


　バロットがその急所に狙いを定めたことをボイルドもすぐに察知したらしい。


　聞くも恐ろしい音を立てて撃鉄を起こしながら、陰惨な影が男の頰に浮かんだ。


　男が怒りを剝むき出しにしたのだとバロットは思った。そのほうが理解できたし、むしろ怖くなかった。だがボイルドの顔に浮かぶのは、かすかな笑みだった。こちらを屈服させるというより歓迎するように。異国で同胞を見たような、この殺戮ゲームにようこそとでも言いたげな、まったく理解のつかない表情に、バロットの全身の肌が戦慄で粟あわ立だった。


「それが、お前の有用性か、ウフコック」


　ボイルドが言った。いつの間にか笑みは煙のように消えていた。


「新しい怪物がこの世に生まれたにすぎない」


　ほとんど現実の臭気として感じられるような緊張が満ちた。バロットの額から流れる血が顎で滴った。二人とも、ゆっくりと一ミリずつ引き金を絞ってゆき、まさに激突が再開されんとしたときだった。突如として銃声としか思われないような轟音が天空で勃発し、ついで拡声器越しの怒鳴り声が降ってきた。


「ウフコック！　バロット！　到着したぞ！」


　猛烈な突風が吹きつけてきた。ヘリコプターや飛行機とは根本的に異なる、巨大な物体が浮遊する際に生じる風だった。呆然となったのはバロットのみで、


「ハンプティか……法務局ブロイラーハウスも対応が早くなった」


　ボイルドが、頭上に浮かぶしろものを見上げて呟いた。


　巨大な銀色の卵が──縦二十メートルほどはありそうな卵形の物体が──月の一部が剝がれ落ちてきたように屋上へと垂直に舞い降りてくるのだ。かと思うと、二人の間の、バロットから見てやや右寄りの位置に着陸した。特大の殻つきゆで卵をテーブルに叩きつけたような光景だが、この場合、砕けたのは屋上のコンクリートのほうだ。


　卵の一部が亀裂を走らせ、いくつもの六角形に分かれて開くや、中からドクターが現れて勇ましくライフルを構えながらまくし立てた。


「退ひくんだ、ボイルド！　本日午後六時をもって今事件は連邦法適用案件として最高ランクに承認された！　事件委任者には浮遊住居での一時居住が許可され、住居への侵入および一切の暴力的行為は、重要参考人への危害と見なされ、重大な連邦法違反となる──！」


　最後の言葉を言い終える前に、ボイルドが銃をドクターに向けた。


　バロットは全身の血が沸騰し、頭に逆流するような昂揚を味わった。


　ボイルドを覆う不可視の盾が、その一瞬、その一点、確かに開いたのを、研ぎ澄まされた空間認識で感覚したのだ。喉さえ無事なら大声で叫んでいた。バロットは正確無比にその一点めがけて撃った。一発の弾丸が、ボイルドの重力フロートの穴を通過し、巨大な銃口をかすめ、相手の右肩に突き刺さった。遅れて盛大な銃火が炸裂したが、狙いはドクターから逸れて銀の卵の表面で爆発し、殻の一部がひしゃげて真っ黒になった。


　──届いた。


　その思いがさらに心を沸騰させた。だが次弾を放つ前に、銃から細い声がした。


「早く……ドクターのもとへ……」


　バロットは弾かれたように立ち上がった。攻撃の意志は一瞬で消え、ひたすらウフコックの声に従うことを優先した。体中の痛みに耐えて銀の卵に向かって走るバロットを、ボイルドが昏く光る目で追った。右手から左手へ銃を移し、層倍の殺意を込めて構え直した。


「なぜだ……ウフコック」


　呟きながら二度目の銃撃を行った。バロットもその動きを読んで反射的に撃ち込んでいる。ドクターがボイルドに向けてライフルをぶっ放した。


　弾丸は一つとしてその場にいる者に当たらなかった。ドクターが撃った弾は、重力フロートで逸らされる以前に、そもそも狙いを外してボイルドの近くの床面で火花を上げた。バロットの弾丸は、ほんのわずかな時間差で重力フロートの壁に押しやられ、夜の彼方へ飛び去った。


　そしてボイルドの弾丸はバロットの右腿の裏のすぐそばを通過してスーツを引き裂き、床面に地雷の炸裂じみた爆煙を上げた。飛び散る破片に鋭く打たれ、スーツの裂け目から直接肌に痛みを感じた。弾丸の衝撃波だけで右脚全体が痺れたようになったが構わず走り、伸ばした左腕をドクターに引っ張られ、卵の中へ転がり込んでいた。


　卵が浮いた。内部は無音だが、地面がみるみる遠のくのを感覚した。上等な重力素子グラヴイテイ・デバイスの力による、あっという間の上昇だった。


「奥に行くんだ！　開いた壁のそばにいると気圧酔いを起こす！　目がくらんだら横になって──」


　卵の底のほうで、どすん、という音がし、ドクターの声が途切れた。


　殻の外側から、こつこつと足音が響き、閉じかけた入口へ迫った。


　ドクターが慌ててライフルを構えたとき、ぬっとボイルドが現れた。直角に外壁に立って銃を向けながら、ドクターを見下ろしている。その足下では殻かく壁へきが刻々と閉じ、


「諦めろ、ボイルド。あと数秒で、お前の能力で耐えられる高度を超えるぞ」


　ドクターが緊張した顔で告げた。それから、穏やかな親密さを込めて言い添えた。


「僕もウフコックも、なるべくならお前とは、どんぱちやりたくないんだ」


　だがボイルドは、警告も何もかも無視して撃鉄を上げ、


「ウフコックは、なぜ、俺の手を離れた」


　呟くように、長年の疑問を口にするような様子でそう言った。


　ドクターが眉をひそめた。相手の言葉を聞き取り損ねたような、訝いぶかしげな顔だった。


「離れていったのは、君のほうだ──」


　ドクターの返答を待たず、ボイルドが重力フロートの方向を変え、頭から落下した。


　ライフルを撃つ間を与えず、右腕のひと振りでドクターの細っこい体を殴り飛ばし、卵の中に躍り込みながら立つ方向を変え、左手の銃を構えた瞬間だった。


　奥に行き安全な場所に逃げ込むどころか、片膝を立てた姿勢でしっかりと銃を構え、敵の到来を待ち続けていたバロットが、狙い澄まして発砲した。


　べったり血で覆われ尽くした銃身が震え、赤い雫しずくを激しく飛び散らせながら立て続けに火を噴いた。放たれた弾丸は七発。その全てが、着地と同時に銃撃すべく開かれた重力フロートの穴を通過し、巨大な銃口の至近を通り抜け、ボイルドの両腕と分厚い胸板に、命中した。


　それでもボイルドの体から発せられる第二の重力フロートが、弾丸の勢いを殺そぐのをバロットは感覚した。外側を分厚く覆う第一の壁と違い、銃撃の際にも開かれることのないやや薄い内側の壁が、絶えず腕以外を──頭や胸や腹といった急所を守っているのだ。


　まだ足りない。たとえ七発全て顔面に叩き込んでいたとしても命には届かなかったという事実が、ますます男に対するバロットの戦慄を強めた。


　だがボイルドにとっても内壁に守られるということは、ひどくプライドを傷つけられる事態であったのかもしれない。驚きと怒りに目をみはるばかりか、この男がそういう声を発するとは想像もしていなかった、言葉にならぬ痛烈な叫びが上がった。


　しかも着地直前に宙で銃撃を受けたため身を支える方向をどこにも設定できず、巨体がそのまま真後ろへ吹っ飛んでいた。咄とつ嗟さに入り口の縁を右手でつかんで体をとどめようとしたものの、撃たれた肩からこぼれ出る血でぬめり、卵の外の宙へ投げ出されていた。


　ボイルドの叫びが尾を引き、ぴたりと閉じた入り口の壁が、その声を断った。


　静寂が訪れた。エンジンの唸りさえ聞こえず、エア・カーの中のように、しんとしていた。空にいるはずなのに、生き埋めにされたような錯覚に襲われ、閉じた壁に向けて銃を構え続けた。昂揚と恐怖が経験したこともない濃密さで入り交じり、その姿勢から指一本動かせなくなっていた。目はボイルドが残した血の跡に釘付けになっている。


　同じ色をした雫が、銃の先からぽつりぽつりとこぼれて絨毯に染みをつくった。赤い雫はグリップを握る手首にもつたわり、肘からもしたたった。


　ライフルを床に放り出したドクターが、バロットの傍らで膝をついた。


「ウフコックが負傷したのか？」


　バロットは銃を構えるのをやめず、そろそろと血の手形からドクターへ視線を移した。


「君は？　額を切ってるな。他に、どこか怪我は？」


　小さく首を横に振ったとき、あたりの光景が急に目に入ってきた。


　どこかの避暑地に建てられた豪華な別荘みたいな内観だった。天井は高く、階段があり、踊り場には窓があった。窓は電子モニターで、外の夜空が映されていた。ロビーにはシックなテーブルと椅子があり、離れたところにソファがあった。他にも様々な調度品が壁の中に収納されているのを感じた。それでどうやら棺桶の中に閉じ込められて生き埋めにされたのではないということを、ようやく心が理解し始めた。


「浮遊移動式住居フライング・ハウスハンプティ[image: ]ダンプティ。スクランブル‐０９オー・ナインの一つで、空中要塞として開発された軍事品さ。特定の空域での使用を期限付きで認めさせた。君は今やＶＩＰ待遇だ。ただの事件委任者ではなく、二次事件の重要参考人として君の生命を保全する」


　ドクターが、銃を握り続けるバロットの手に触れ、ゆっくりと銃を下ろさせた。


「もう安全だよ」


　バロットの手から力が抜け、ドクターに銃を引き抜かれるままにした。銃のあちこちからどっと血が溢れた。涙のようにとめどなく血を流す銃を見つめながら、バロットは暗い虚無が四方から落ちかかってくるのを感じた。不思議な感覚だった。銀色に光る卵に入り、月夜に浮かんでいるのだ。そのことが夢とも現実ともつかぬ感覚として認識された。


《卵のまま、空を飛んでる》


　スーツの左手からひび割れた電子音声がした。ドクターが相槌を打ち、バロットを安心させようとする笑みを浮かべて何か言いかけたが、その前にバロットの緊張の糸がぷつんと切れた。バロットは自分が空っぽになった気がした。急激に意識が遠のき、


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ……、磨くブラツシユ、流すフラツシユ……


　脳裏で韻を踏む言葉が数珠じゆずつなぎに紡ぎ出され、ぐらりと体が傾かしいだ。


　──ぶん殴るハツシユ、鞭打ちラツシユ……、クズトラツシユ、灰アツシユ……


　真後ろに倒れ込むバロットの体を、ドクターが慌てて支えた。


　──光フラツシユ、新鮮フレツシユ……、希望ウイツシユ、終わりフイニツシユ……


　そんな言葉とともに、ふっと意識が完全に途絶えた。





　近所のアパートメントから大勢の野次馬が現れ、大いに騒ぎ立てている。


　次々にパトカーが到着して一帯を封鎖し、消防官と警官による状況把握が入り乱れて行われる中、ボイルドは堂々と横切っていった。


　不審がって呼び止めた警官に、ボイルドは委任事件担当官のライセンスを突きつけ、事件の重要参考人を追っていることと事情聴取は法務局ブロイラーハウスを通してしか受け付けないことを短く告げた。警官は汚い言葉を一つ二つ返したがっていたが、ボイルドが発散する苛烈な雰囲気に圧おされて口を閉じた。


　歩いて隣のブロックに行き、ガソリン車のバンを見つけた。車体には航空会社のロゴがプリントされている。運転席のドアを開くと、かちりと撃鉄を上げる音が車内に響いた。


　助手席で銃を構える男に、ボイルドはうっそりとした目を向けて車内に乗り込んだ。


「誰かが来ると信じてた。メンバーの誰かが。俺が誰だか、わかるか？」


　ボイルドは男の左手の不揃いな指を一いち瞥べつし、静かにうなずいた。


「ミディアム・ザ・フィンガーネイル……最強の猟犬の一匹だ。そのはずだった」


　食いしばった歯の隙間から火でも噴くような調子でミディアムは言った。もう一方の手は──全ての指を吹き飛ばされたほうは──真っ赤に染まった布きれでぐるぐる巻きにしている。全身火膨れだらけで、左目は白濁し、耳からひっきりなしに血が流れた。足に力が入りきらないらしく、両膝が凍えたように痙けい攣れんし続けている。


　ボイルドは銃を向けられたままドアを閉め、


「お前以外は全員死亡した」


　差しっぱなしのキーを回しながら告げた。エンジン音にミディアムの嗚お咽えつが重なった。


　ボイルドは車を出した。ミディアムは撃鉄を戻すと、銃の重みに耐えかねて膝の上に投げ出した。ボイルドの血で汚れた右手を見て、舌をもつれさせながら言った。


「ウフコックって事件屋は、依頼主そっくりに姿を変えるのか？　整形とかで？」


「いや」


「あれが標的だったのか？　あんな女の子が、俺をこんなふうにしちまったのか？」


「特殊な技術を用いて、依頼主を強化し、戦術を与えている」


　ミディアムの銃が膝の間から座席の下に落ちた。両目から涙が流れ、おいおい泣いた。かと思うと、ぞっとするような金切り声がその口から飛び出した。


「俺たちは完璧な群だった！　それをたった一匹の雌犬がぶち壊したんだ！　殺してやる！　ばらばらにしてみんなに振る舞ってやる！　全てのパーツを支配してやる！」


　そしてひとしきり叫ぶと、黙って運転するボイルドに、すがるような目を向けた。


「俺たちは取り戻さなければいけないんだ。そうだろう？　俺たち男は美を規定した。社会を規定し、戦いを規定し、女らしさまで規定した。世界を支配するのは男だ。一部の、俺たちのような優れた戦士だ。それなのに女が──ちっぽけな雌犬が、俺をこんなふうにしやがった。俺たちは誇りを取り戻さなければいけないんだ。なあ、そうだろう？」


　熱を込めて言い募るミディアムに目を向けぬまま、ボイルドは最後の言葉に対してだけ、わずかにうなずいてみせた。


「そうだ……取り戻さねばならない」










　　　　　２







　暗がりにいた。あたりには誰もいなかった。バロットは手探りで恐る恐るその場から逃れようとした。そこにいる限り、いつまでも嫌な感情にさらされ続けることはわかっていた。やがて、もがくように進むうちに、人影を見つけた。ドクターだった。


　急いで近寄ったが、ドクターはバロットを見るなり嫌な顔をして後ずさった。


「待って！」


　手足がもどかしく動き、ドクターのつぎはぎだらけの白衣をつかんだ。


「ウフコックはどこ？」


　バロットは言った。ドクターは怪しむような表情を浮かべてバロットの両肩に手を当て、押し戻そうとした。それまでいた場所に再び追いやろうというのだ。ふいにドクターの背後で苦悶の声が上がった。胸がつまった。ウフコックが向こうの闇で苦しんでいた。


「お願い、ウフコックに会わせて」


　ドクターの表情が非難の色を帯びた。バロットは悲しくなって言い募った。


「謝りたいの。ごめんなさいが言いたいだけ。お願い」


　ドクターは首を傾げた。なぜ？　と。ただの一匹のネズミに、なぜそうも執着しなければならないのか、まるでわからない、という顔だった。


「あの人は私に、殻から出てこいとは言わなかった。暖かいところへ連れていこうとしてくれた。あの人は、とっくに腐った卵でも大事に温めてくれる人だから」


　ドクターがまたバロットを押し返した。バロットは懸命にその手から逃れようとした。


「ごめんなさい。謝ります。あの人の言葉が聞きたいの。今度こそ約束を守るから。あの人を傷つけない。お願い、もうここにはいたくないの！　あの人のいる所に行きたい！」


　ドクターが手を離し、行く手に立ちふさがったまま告解を聞く神父のようにバロットを見つめた。ウフコックの苦悶の声とともに、なぜ、という問いがどこからともなく聞こえてきた。なぜここから出ようとするのか。なぜ、そうするのが自分でなければいけないのか。無限の問いの詰まった、嫌な臭いのする一つの問い──なんで私なの？


　閉じ込められたエア・カーで聞いた警告音が鳴り響き、耳をつんざいた。口の中で爆煙の味が痛烈によみがえった。涙が溢れた。


「死にたくない！」


　バロットは闇に立ち、響き渡る警告音に逆らってあらん限りの力を込めて叫んだ。


「私は、生きたい！」


　まさしくその瞬間、バロットは目覚めた。





　ベッドに横たわって目を見開き、白く輝く天井灯を見つめていた。


　瞳の奥に痛みを感じるほど真っ白い清潔な光だ。消毒液の匂いが鼻をついた。湿しつ布ぷの匂いも。打ち身のとき使う薬の匂い。それらを認識し、やっと覚醒した自分に気づいた。


　体のあちこちが痛んだ。バロットは目蓋をしばたたかせ、目の痛みだけでも追い払おうとしたとき、ふいに何者かの存在を感覚した。すぐそばに誰かがいた。はっと身をよじり、体の痛みに耐えて相手から遠ざかろうとして、背後の壁にぶつかりそうになった。


　一人の青年が、ベッド脇の椅子に座り、バロットの様子を面白そうに眺めていた。


　理知的な風貌だが微笑みはひどくあどけない。陶器のように滑らかな白い頰に、青く血管が透けて見えた。柔らかな巻き毛に、びっくりするほど綺麗な水色の瞳をしていた。


　青年が、自分の手を握っていることに気づき、反射的にふりほどこうとした。


　その前に青年がぱっと手を離した。こちらの警戒をなだめようというのか、椅子から立ち上がり、ベッドから離れて何か探し物でもあるような素振りをした。


　探し物などあるはずなかった。何もない部屋なのだ。ベッドと椅子と天井灯と出入り口のドア以外、白い壁があるだけだった。バロットは反射的にドアと青年の距離を感覚した──痛む体で素早くそこから逃げ出せるように。するとまた青年がくるりと方向を変え、壁際へ移動した。バロットを拘束する意志がないことを、自然に伝えようというように。


　バロットはかえって青年を警戒しつつドアを感覚した。電子ロックの鍵は開いている。ドアの前に立ってパネルに触れれば外へ出られるのだ。青年さえ何もしなければ。


　そこで青年がにっこり笑った。他愛ない会話の最中に、何か互いに共感するものを見つけたときのような笑顔だ。それでバロットも悟った。この青年は自分が空間認識を行ったことを察している──バロットがそうしていることを青年もまた感覚しているのだ。


　青年が嬉しげに両手を頭の後ろで組んだ。子供っぽくはしゃぐように。その仕草からは純粋な興味ばかりが伝わってきた。バロット自身への興味ではなく──たとえば子供が、長い旅行から帰ってきた他の子供に、旅先での珍しい話を聞きたがるような感じだった。


　バロットは注意深く青年の挙動を把握しながら自分の着ているものに触れた。絶縁体で出来た患者服──ドクターと初めて会ったときと同じ服だ。そのサイズから用途まで。


　青年もバロットと同じ服を着ていた。ふと青年が手を下ろし、ズボンのポケットを探り、ひょいと何かを放った。バロットの膝元にそれが転がり、青年が自分の耳を指さした。


　バロットは放られた補聴器のイヤホンを取り、青年を見ながら右の耳にはめこんだ。


《こんにちは、ルーン[image: ]バロット》


　イヤホンが喋った。バロットはあんぐりと口を開いてしまった。


　青年はさらにイヤホンに干渉し、言った。


《君の〝電子攪拌スナーク〟の干渉能力は、識しき閾いき値ちの八〇％を超えてるって聞いたよ。すごいね》


　青年が前髪をかきわけた。その額の真ん中が妙な具合に盛り上がり、幼い鹿の角のようなものが生えているのが見えた。その角を指先で叩いてみせ、


《僕は、ここで喋るし、話を聞く。だからイヤホンはいらない。君は、ここで喋る》


　今度は袖をまくり上げ、自分の腕を──ひどく白い肌をなぞってみせた。


《受信は未発達だね。低容量の電子情報を視聴覚に還元する程度でしょう？》


　青年がにこにこしながら首を傾げた。バロットはぼんやりうなずいてみせた。


《直接、君の皮膚に干渉するのは失礼かなと思ってね。僕は喋れなくはないけど、喋ることを忘れたんだ。息を吐くことをね。喋ると疲れてしまう。君も喋れないんでしょう？》


　バロットはまたうなずきかけ、はたと青年を見つめた。その口元を。鼓動を感覚し、行われるべき呼吸の様子を見守ったが、いつまで経ってもそれは行われなかった。


　青年が、ぐるっと周囲に向かって手を回してみせた。


《ここは楽園。もともと宇宙戦略実験施設だったんだけど今ではみんながここを楽園って呼んでる。僕もその意味はわかるな。平和な場所って意味だもの》


　バロットは今度こそ本格的に呆あつ気けに取られた。青年の言葉に驚いたのではなかった。


　青年は全く呼吸をしていなかった。


《僕の名前は、トゥイードルディ》


　青年が、やっと自己紹介の段に入れたことを心底嬉しがるように告げた。


《ようこそ、禁じられた科学技術の誕生の地──楽園へ。僕と君とは、兄妹ってわけだ》





《何かお望みのものは？》


　トゥイードルディと名乗る青年が親しげに訊いてきた。かと思うと、壁の一部に干渉し、操作スナークした。壁が左右にスライドし、カップ棚やコーヒーメーカーが現れた。


《コーヒーでもいかが？　僕の口は、純粋に味わうことだけが目的なんだ》


　朗ほがらかな歓迎の態度だったが、バロットは今しがた青年が口にした喩たとえに抵抗を覚えていた。兄妹──父を撃ち、自分を残して刑務所へ行ってしまった実の兄を、心の底で恨む気持ちがないわけではなかったからだ。


　だがトゥイードルディは、そんな心持ちなど想像もしなさそうな様子でカップを選んでいる。相手を信用すべきかどうかわからなかったし、今いる場所についても判断がつかなかった。判断がつかなければ、それができる人物に会うべきだった。


《ドクターはどこ？》


　バロットが訊いた。干渉するというより相手に向かって言葉を念じるような感覚だ。


　トゥイードルディは手を止めて怪け訝げんそうに振り返った。


《……ドクター？　あ……そうか、イースター博士のこと？　今、忙しいみたい》


《会わせて》


　ベッドから下りようとして痛みが走った。体中に湿布が貼られ、特に両手首は骨折の処置なみにぐるぐる巻きにされていた。ぎくしゃくとベッドから両足を下ろし、床に置かれたスリッパを苦労して履いた。


《打ち身だね。骨に異常はないけど、じっとしてたほうがいいよ。コーヒーが嫌なら、他のものを用意するから。何がいい？》


《ドクターに会わせて》


《何か用事が？》


《話が聞きたいの。あなたや、この場所を、信用していいかどうか》


　トゥイードルディは、バロットの言葉の意味を受け取り損ねたように首を傾げた。


《話なら僕がするけど？　イースター博士は今、ウフコックのメンテナンス中だし》


　だがバロットがそれでは納得しないことを、ようやく理解したようだった。


《でも部外者をラボに入れて、他の博士たちにうるさがられないかな》


《私とあなたは兄妹なんでしょう？》


　バロットが言い返した。やたらと子供っぽいやり取りに少し苛いら々いらしていた。


　トゥイードルディはちょっと驚いたようだったが、


《なるほどね》


　にっこり笑ってうなずいた。





　部屋を出るなり鮮やかな緑が目を打った。閉鎖されたオープンテラスという趣きだ。


　廊下の天井と、一方の壁が、鉄とガラスで作られている。開放的だが、決して外には出られない感じがした。ガラスの外では木々が生い茂り、なだらかに下る丘が見えた。ガラスの内側は暖かくて気持ち良かった。日差しがバロットとトゥイードルディの影を廊下に色濃く浮かばせていた。


《外部の人たちって、みんな君みたいなのかな》


《どういうこと？》


《なんていうんだろう。何でも知ってるイヴみたい》


　トゥイードルディが面白そうに呟いた。スリッパがぺたぺた床を叩く音さえ楽しげだ。


《イヴ？》


《アダムが彼女に知恵の実を渡されたとき、僕のように思ったんじゃないかな。これは逆らえないって。彼女が正しいかどうかは別として》


　奇妙に実感のこもった態度についていけず、今度はバロットが別のことを訊いた。


《あなたは、なんでここにいるの？》


《僕は重度の身体不随意症児だったんだ。どうせ普通に育てても死んでしまうからっていうんで、軍の実験のために、両親が、この楽園に献体したんだってさ》


《親が……？》


《顔も見たことない親さ》


　まるで屈託した様子もなく言った。そんなことは珍しくもないというように。むしろ自分の体のことを、こんなふうに誇らしげに語った。


《実験っていうのは身体機能の回復実験さ。僕が体を動かせるようになったのは、ここに来てからなんだ。その後ずっとここに住んでる。たまにデータを取るため、博士たちと外出が許可されることもあるけど、ここのほうが落ち着くよ。外はごちゃごちゃして嫌だな》


　バロットはうなずいた。確かに落ち着く場所だった。裸足にスリッパ、素肌に患者服という格好なのに何の不安もなく、むしろ元死体安置所で目覚めたとき以上の安心を覚えた。清潔で暖かで、ガラス張りの鳥籠みたいに密閉されていた。温度と湿度が一定に保たれ、全自動の掃除機が壁の下部に設置されており、どこも埃一つなく、ぴかぴかだった。


　禁じられた科学技術の誕生の地、とトゥイードルディは言った。つまりウフコックやドクターがいた研究所ということだ。なぜそんな場所に自分がいるのか見当もつかず、


《ドクターが、あなたにその角を付けたの？》


　何を訊くべきかもわからないまま質問していた。トゥイードルディは目をぱちぱちさせてかぶりを振った。バロットが冗談を言ったのかどうか推測しかねている様子だった。


《違うよ。僕のこれは勝手に膨らんだんだ。君と同種の、感覚の加速技術の影響さ》


《ドクターはここで働いていたんでしょう？》


《イースター博士は最年少のメンバーだよ。みんなから、黒い羊ブラツク・シープって呼ばれてる》


《黒い羊ブラツク・シープ？》


《誰かが代表して罪を被らなければいけないとき、すすんで罪を被った一人なんだ。イースター博士はちょっと特殊で、科学技術を民間で活用することを一番主張してたらしいよ。


　だから〝三博士〟の一人がスクランブル‐０９オー・ナインを発案したとき、最初に志願したんだ。失敗すれば刑務所行きなのにね。黒い羊ブラツク・シープらしいな》


《〝三博士〟……？》


《ここのトップメンバー。二人は出てっちゃったから残ってるのは一人だけ》


《その二人が０９オー・ナインを作ったの？》


　妙な話になったと思いながら訊いた。遙か過去の話を聞かされても、ぴんとこなかった。


《違うよ。一人が０９オー・ナインを、もう一人は違う方法を思いついて研究廃止に対抗したんだ》


《違う方法？》


《オクトーバー社って会社に参加して、とっても大きい組織を作ったんだってさ》


　ぴたりとバロットの足が止まった。トゥイードルディが不思議そうに振り返った。


《どうしたの？》


　バロットはぽかんと立ち尽くしている。自分が救われた理由と、殺された理由を、いっぺんに告げられた気分だった。オクトーバー社はドクターやウフコックの宿敵だとドクターは言っていた。シェルはその企業のために働いているのだと。そのことをどう受け止めるべきか、わからなかった。


《ウフコックも、黒い羊ブラツク・シープって呼ばれてるの？》


　再び歩き出したバロットへ、トゥイードルディがくすくす笑いの電子音声をよこした。


《あいつは、金の卵ブリオン。楽園の博士たちみんな、あいつを欲しがったのさ。でも、あいつは外に出たくてしょうがなかったんだ。それに０９オー・ナインを創案した博士は、ウフコックの生みの親でもあるからね。ウフコックが楽園を出るのを誰も止められなかった。でも、まさか黒い羊ブラツク・シープや錆びた銃ラステイ・ポンプと一緒になるとは思わなかったって、みんな言ってる》


　それからふと思い出したように付け加えた。


《錆びた銃ラステイ・ポンプってのは、君も知ってるでかい男のこと。ディムズデイル[image: ]ボイルド》


　名前を言われて、ようやくわかった。


《あなたのほうが、なんでも知ってるみたい》


　痛みに耐えながらバロットは少し肩をすくめてみせた。だいぶ、この利発だがあどけない青年に安心していた。トゥイードルディは争いとはまるで無縁らしかった。感情の起伏に悩まされずに育った鷹おう揚ような感じがしたが、べたべたと甘ったれた感じはしなかった。


　バロットは壁に手をあてながら体を引きずるようにして歩いたが、トゥイードルディは手を貸そうともせず、歩調も合わせようとしない。好きなように話し、好きなように歩いた。だが自分勝手というのとは違い、ときおり足を止めてバロットを待った。苛々した様子もなく。見慣れているのだろうとバロットは思った。トゥイードルディは、もっと身体が不自由な人間と、日常的に接しているのだ。


　入り組んだ通路を進み、ふいに廊下の曲がり角から三人の男女が何やら議論しながら現れた。みな老人だった。黒い帽子をかぶった男と、電動車椅子に乗った男、そしてサングラスをした老女が、バロットたちに気づいて立ち止まった。帽子の男が尋ねた。


「おや、トゥイードルディ、そちらのお嬢さんは？」


《彼女の名前は、バロットだよ。ルーン[image: ]バロット》


　トゥイードルディが告げた。三人の頭部に移植された通信機器に干渉したのだ。


「そんなコードネームは登録されていない。新規の被験志望者か？」


　電動車椅子の男が割り込んだ。トゥイードルディがかぶりを振った。


《彼女、イースター博士の依頼人なんだ》


「依頼人……外部の仕事を楽園に持ち込んだのか」


　帽子の男が妙にショックを受けたような顔になった。その隣で老女がサングラスの奥で青白い光をまたたかせながらバロットを覗き込み、


「代謝性の金属繊維の具合は非常に良好よ。高い識閾値のデータがとれそうだわ」


　電動車椅子の男がうなずいてバロットの頭から足まで何度も目を往復させた。


「バイオリズムを激変させないようにせんとな。第三ポッドの羊液槽で泳がせるといい」


　彼らの様子がバロットの肌にぴりぴり障さわった。帽子の男は馬鹿でかい腫れ物でも見るようにバロットを見ていたし、老女は食材の鮮度でも調べるようにじろじろ眺め、電動車椅子の男は釣った魚の保存の仕方でも口にするようだった。誰もバロットに話しかけなかったし、ドクターのように自分たちについて説明しようともしなかった。


「どうも私には、民間のデータが比較の材料になるとは思えないのだがね」


　そう言って帽子の男が顔を背けた。


「イースター博士はデータを独占する気ではなかろうな。プロフェッサーに確かめよう」


　車椅子の男が渋面になって言った。


「私たちと一緒にお茶でもいかが、トゥイードルディ？　そちらのお嬢さんも」


　老女が文字通り目を光らせた。トゥイードルディは肩をすくめた。


《考えておくよ》


　三人は議論を再開しつつ去った。トゥイードルディがこっそりバロットにだけ告げた。


《彼らのお茶会に行くと、バイオリズム指標登録のための薬品を沢山飲まされるんだ》


　バロットは、彼らがそうしたように、遠ざかる三人に背を向けた。悪人には見えなかったし他人を支配しようという感じはなかった。だが親しみは湧かなかった。


《ドクターは、私の声を元に戻そうとしてくれた。私が何も言わなくても》


　トゥイードルディは歩き出しながら、それがどうしたのかと不思議そうな顔をした。それで、ここでは誰もそうしてくれないことがはっきりした。声が出せないくらい大したことではないのだ。バロットにはそれが良いことか悪いことかもわからなかった。ただ、ドクターはここに長居する気はないだろうと予想がつき、そのことに安心を覚えていた。


　やがて、ぴったり閉ざされたドアの前でトゥイードルディが振り返った。


《本当にイースター博士に会う必要があるの？》


《ウフコックもいるんでしょう？》


　途端にトゥイードルディが訳知り顔になった。


《ウフコックに会いたいんだ。でも体が半分なくなってたし、話せるかな》


　その言葉に、バロットは胸をぐさりとやられた気持ちになった。急にドアの中に入るのが怖くなったが、トゥイードルディはあっさりインターフォンに干渉した。


《ねえイースター博士。ここを開けていい？》


《なんだい、トゥイードルディか。どうしたんだ？》


《ルーン[image: ]バロットが目を覚ましたよ。あなたたちに会いたいって言うから連れてきた》


　インターフォン越しにばたばた物音がし、ドアが横滑りに開いてドクターが現れた。


「彼女が目を覚ましたら、僕を呼ぶように言ったろう。彼女は民間人なんだ。廊下を歩くだけでも、本来なら許可が必要なんだよ」


《彼女、ウフコックに会いたがってるんだ》


　トゥイードルディがインターフォンを使って言った。ドクターは溜め息をついて眼鏡を指で押し上げた。レンズに表示されていたグラフや数値がふっと消え、その青い目が、まっすぐバロットを見つめた。


「なぜ僕らがここにいるかは、後で説明するよ。今は体を休めておいてほしいんだ」


《ウフコックは、どこ？》


「……あいつは今、僕の治療を受けている。心配いらない。君が裸を見られたくないのと同じで、あいつも君に今の姿を見られたくないはずだ。それに、ショックを受けているようなんでね、あいつ。理由はわからないが……今はそっとしておいてやろう」


　ドクターはやんわりと、声の調子に気を遣いながら言ったが、まさにバロットが夢で見た通りに立ちふさがるようだった。バロットは悲しくなった。短い人生でこれ以上ないというほど傷つく悲しさだった。しかしその悲しさを放っておくべきではないと教えてくれたのは、他ならぬウフコックなのだ。


《ウフコックは、私のこと、相棒だって言ってくれたの》


「まあ、そりゃ……」


《謝りたいの。ごめんなさいが言いたいだけ。お願い》


　ドクターは夢と違ってバロットの肩をつかんで押し返したりせず、困ったように棒立ちになった。バロットはたまらず、するりとその脇を通り抜けた。


「おい、バロット」


　ドクターが面食らって手を伸ばしたが、バロットはすっと身をかわしている。これも夢と違い、ドクターの動きを読むのは造作もなかった。


《歩くのもあんなに辛そうだったのに》


　トゥイードルディがすごいダンスでも見たように感心し、ドクターの袖を引っ張った。


《いいじゃない。挨拶がしたいだけだよ》


　ドクターは何か言いたげだったが、結局、黙って見守ってくれた。


　バロットは沢山の機械の間を縫うようにして部屋の奥へ行き、そこで円筒形の水槽を見つけた。バロットの肩幅くらいはある円柱が澄んだ青い液体で満たされていて、その中に見たこともないものが浮かんでいる。


　一見してそれがウフコックだと判断できなかった。ただそれが彼だという感覚はあった。


　水槽の中で、肉と鋼はがねが混ざり合いながら螺旋を描き、その中央に人間の胎児に似た、色鮮やかな薄赤いものが浮かんでいる。肉と鋼は全てそれから伸びていた。その大きくて複雑なかたちを見つめ、ふとそれがウフコックの肉体が裏返った姿であることが理解された。それは穏やかに鼓動し、赤く血の熱を帯びて生きていた。バロットはその生命を感じて、たまらない安堵に襲われた。そっと水槽に手を触れ、額を押しつけて目を閉じた。肉と鋼の塊が身じろぎした。ところどころがぐにゃりと変化し、バロットの前で収縮した。


　バロットが、水槽に額をあてたまま、かぶりを振った。


　その様子を遠巻きに眺めていたドクターが、トゥイードルディを振り返った。


「会話しているのか？」


《俺が不甲斐ないせいで、君を危険な目に合わせた。すまないってさ》


　ドクターは、それで？　というようにうなずいた。トゥイードルディは肩をすくめ、


《愛してるって》


「ウフコックが言ったのか？」


《彼女だよ》


　呆れたように訂正した。


　バロットは水槽にぴったり寄り添うようにして、唇をつけた。そっと慎ましやかに。


　それから水槽を離れ、ドクターたちのところへ戻り、


《少し眠るって》


　とウフコックの言葉を伝えた。それから、きつく眉根を寄せ、


《あの人は、大丈夫？》


　しかめっつらで訊いた。そうでもしないと涙が溢れて止まらなくなりそうだった。


「それが僕の仕事さ」


　ドクターが優しく笑みを浮かべた。その腕をトゥイードルディが叩いて振り向かせた。


《ねえ、彼女をプールに連れていってもいい？　その予定なんでしょう？》


《……予定？》


　バロットが訊いた。ドクターはかぶりを振り、


「後で説明するよ。今はウフコックのメンテナンスを仕上げないといけないんだ」


　ついでトゥイードルディに向かって念を押すような調子で言った。


「あれを使うのは色々と説明してからだ。彼女はここを出る人間なんだよ。僕らと一緒に」


《わかってるよ。イヴに、うっかり知恵の実を食べさせるなってことでしょ。そそのかされない限り、彼女も自分から食べたりしないさ》





《僕は呼吸しないんだ》


　トゥイードルディが改めて自分の出自でも話すような調子で教えてくれた。


《博士たちが言うには、完全な個体であることが、僕のテーマなんだってさ》


《完全な個体？》


《環境に依存しないでいられるってこと。殻よりも中身が固い、完全な固ゆで卵ハードボイルドさ》


　幼い子供が知ったかぶるように言った。精神年齢が低いのではなく、驚異的なほど屈託がないせいでそう見えるのだということをようやくバロットも理解していた。


　バロットはスリッパをぺたぺた鳴らしながら相手の言葉の意味を考えた。この施設は、巨大な箱のように丘全体を人工物で覆い尽くしていた。広大さのせいで咄嗟にそう感じられなかったが、外部に対し、完全に閉鎖された空間なのだ。


《僕は息をしないし、滅多に食事もしない。僕が食べるのは光くらいなものさ。その光だって必要ってわけじゃない》


《食べないのにどうして生きていられるの？》


《定期的に体液を交換するんだ。交換をシンプルにするのが、課題だってさ》


《味はわかるの？》


《わかるよ。空腹も感じたいと思えば感じられる。体に干渉してね。久々にコーヒーを味わうために喉の渇きを思い出そうとしたけど、君は気のりしなかったようだし》


《ごめんなさい》


　本気で謝ったわけではなかったが、それ以外にどう反応していいかわからなかった。


《いいんだ。飲む必要ないんだもの。僕の頭には小さなハードが沢山埋め込まれていて、いつでも色々な味や匂いの感じを読み出せるから》


《頭の中に図書館があるの？》


　トゥイードルディは目をぱちくりさせ、かと思うと合点したようにうなずいた。バロットは、その一瞬で青年が自分の頭の中で調べたのだとわかった。図書館の意味を。


《うん。映像や音声や、五感にもとづくデータが沢山あるよ。君も頭に入れてみる？》


《図書館に用があるときは、図書館に行くから、いい》


《君も、僕らみたいにならないのかな》


《あなたたちみたいなのが、どういうのかわからない》


《完全な個体さ》


　トゥイードルディはその言葉で全て説明できるというように繰り返した。


　地下に入り、扉の前に来た。厳重な電子ロックのため操作スナークはできず、トゥイードルディの網膜と指紋が照合されて分厚いドアが開いた。濃密な植物の匂いに満ちた風が吹いた。


《ようこそ、楽園の中庭へ》


　バロットは目をみはった。地下に熱帯樹林が広がり、色とりどりの花や実が溢れ返っている。背の高い木のさらに上の天井に、照明機器が並んでいるのが感覚された。日差しは本物そっくりで空気も芳醇だった。潤いのある風が流れ、頰を心地よく撫でていった。


《すごい》


　バロットが告げた。思わず感動しそうになった。


《いい所だよ》


　トゥイードルディが誇らしげに告げた。中に入ると背後でドアがぴったり閉ざされた。施設のどのドアも真空パックなみに完全に閉じることを金科玉条にしているらしかった。


　草の上をプラスチックの道が通っており、トゥイードルディはその上を歩いて木々の間へ入っていった。バロットも後を追った。あちこちに広場のようなものがあり、テレビで見た保護指定のジャングルみたいだった。違うのは広場にビーチパラソルみたいな傘が置かれ、その下に、椅子やテーブル、あるいは複雑な機器が設置されていることだった。


　傘の下で何やら熱心に議論する職員たちがいた。すぐに彼らの姿が見えなくなり、バロットはトゥイードルディに従ってどんどん奥へ進んだ。広大な空間だった。完全に密閉されているくせに、そのことを感覚するのに苦労するほどだ。


　バロットと同じような服装で、木陰で身を横たえている者を何人も見た。車椅子に乗った者もおり、みなめいめいに瞑想しているようだった。だが彼らの間に行き交うものを感じて、彼らが会話していることに気づいた。不思議な光景だった。みな目を半眼にして、ぴくりともせぬまま、互いを認識し、盛んに語り合っているのだ。


《動かなくなった人たちさ》トゥイードルディがバロットの視線に気づいて言った。《僕が呼吸を忘れたように、動くことを忘れたんだ。それでも動くことが必要だと思う人たちは、ああして車椅子に乗って車輪で移動してる》


《なんで立って歩かないの？　動けないの？》


《動こうと思えば動けるけど、必要ないのさ》


《よくわからない。どうして、あなたは歩いてるの？》


《動機の違いだろうって博士たちは言ってた。僕は生まれたときに動けなかったから、動けることが嬉しいんだ。でも、そのうち僕も、動くことを忘れるかもしれないね》


《他に動く人たちはいないの？》


《けっこういるよ。紹介しようか？》


《やっぱりいい。あなただけで十分》


　あまり良い意味で告げたわけではなかったが、トゥイードルディは喜んだらしかった。


《じゃあ一人だけ紹介するよ。僕の恋人なんだ》


　バロットはびっくりした。


《恋人？》


《うん。お互いそう呼ぶのがぴったりなんだ。一緒にいると優しい気持ちスイートハートになれるから》


　トゥイードルディが足を早めた。バロットもなるべくそれに追いつこうとした。不思議と汗はかかなかった。風が優しく体を拭っているような気がした。人を優しい気持ちにさせるための空気なのだと思った。それこそ、二度と動きたくなくなるくらいに。


《君は泳げる？》


　唐突にトゥイードルディが訊いた。バロットがうなずくと、顔を笑みでいっぱいにし、


《一緒に泳ごう。体の炎症を抑えて、筋肉を正常に戻すのにも良いはずだよ》


　その意味がいきなり理解された。木々が開けるなり巨大なプールが現れたのだ。


　ほとんど湖と呼ぶべき大きさだ。周囲の緑が長方形に区切られていなければ人工物だと思えなかった。対岸が彼方にあり、かなり深いようだった。周囲に人はおらず、猿や、バロットには何だかわからないネズミに似た動物たちが、泳いだり水を浴びたりしていた。


　バロットは屈んで水に手を入れた。細かな波を感じた。水を循環させてクリーンな状態に保っているのだ。かと思うと、突然その波が変化した。


　何かが水中から迫り、ざあっと光を飛び散らしながら宙に躍り出た。その青く滑らかなフォルムを認識した直後、盛大な水しぶきを上げて再び水面に飛び込んだ。


　バロットはずぶ濡れになって、たった今跳ねたそれが尖った口を突き出すのを見た。


《なんだこいつ、トゥイードルディ。俺の知らないやつだ。お前が連れてきたのか？》


　それの干渉波による声をイヤホンが拾い、バロットは呆あつ気けに取られた。


《そうだよ。ルーン[image: ]バロットっていうのさ》


　トゥイードルディが、ひょいとプールに飛び込んだ。いつの間にか服を脱いで裸になっていた。また盛大に水が飛び散り、さらにバロットを水びたしにした。


　トゥイードルディはするする泳いでそれに抱きつき、頭部にキスした。


《彼女、ウフコックの恋人なんだ。君を紹介したくって連れてきたんだ》


　トゥイードルディが告げた。そういう紹介の仕方をされるとは思ってもいなかった。


《よろしく、お嬢ちゃん。俺はトゥイードルディムだ。こいつと似たような名だが、俺のほうがオリジナルだ。なにせ俺の脳細胞の一部が、こいつの脳に移植されてんだからな》


　それが、ざっくばらんな調子で言った。水から身を乗り出し、


《あんたも俺の背中に乗るかい、お嬢ちゃん？　ひいひい言わせてやるぜ》


　そう言って尖った口でバロットの膝をつついた。バロットはますます面食らった。


　イルカからセクシャル・ハラスメントを受けたのは、さすがに初めてだった。










　　　　　３







《僕のほうがオリジナルだよ。君にも僕の脳の一部が移植されているんだ。その上、僕の言語意識を基本に学習したのは君のほうだろう？》


　トゥイードルディが抗議し、トゥイードルディムの頭部の鼻孔が、ぷっと息を噴いた。


《俺の行動意識を基本に、よちよち歩いてるくせに。俺ぁ、お前を動けるようにしてやったんだぜ》


《僕は、君を喋れるようにしてやったんだ》


　それから二人してバロットのほうを見た。どう思う？　とでもいうように。


　バロットは自分の頭のほうがおかしくなった気がした。悪い気分ではなかった。それどころか、とうとう顔がほころんでいた。元死体安置所で目覚めたときは自分が狂った存在になった思いがしたが、それに比べてこの光景には愉快さすら感じた。何より、自分をウフコックの恋人だと紹介してくれるのは、世界でトゥイードルディただ一人だろう。


《トゥイードルディムは女の子なの？》


　バロットが訊いた。トゥイードルディムが、またもや頭頂部から飛沫を噴いた。


《人間のくせに、そんな狭い概念に囚われてちゃ駄目だぜ。俺は雄だが、こいつとは兄弟であり、恋人であり、ホモセクシュアルのパートナーだ。ちゃんとやることもやる》


　さも誇らしげな口調だが、いったいどこからどこまでが本当なのかわからなかった。


《本当に意味がわかって言ってる？》


　念のため訊くと、青年とイルカは不思議そうに顔を見合わせた。信じがたいほど無知な──あるいは無垢と言うべき存在が、人間の言葉で遊んでいる感じがありありと伝わってくる。屈託がなさすぎてバロットのほうが不ぶ躾しつけなことを口にした気分にさせられた。


《その目は？》


　代わりに別のことを訊いた。トゥイードルディムの額から頰にかけて金属が埋め込まれているのだ。まるでイルカが大きな銀色のサングラスをかけているような具合だった。


《いいだろう？　あんたもつけてみるかい？》


　トゥイードルディムが自慢した。トゥイードルディが肩をすくめてバロットに答えた。


《アクセスの補助機器だよ。視覚器官の補助でもあるけど、視覚はあまり必要ないしね》


《アクセス？》


《このプール全体が端末ってわけさ》


　とイルカのトゥイードルディム。


《君も泳ごうよ。そうすればわかる》


　と青年のトゥイードルディ。


　完全に二人のペースだった。バロットは痛む体を庇かばいながらプールの縁に腰を下ろし、両足を水に入れた。溺れないという確信が起こるのを感じ、ゆっくり全身を落とした。


　清澄な水だった。透明で柔らかかった。少し冷たかったが確かに体の炎症を鎮めてくれる気がした。いったん頭のてっぺんまで潜り、体をほぐすようにして水上に顔を出した。


　ふっと息をつぐバロットを、トゥイードルディが不思議そうに見ていた。


《服を濡らすと博士たちがうるさいから、脱いだほうがいいよ》


《このままでいい。脱ぎたくなったら、脱ぐ》


　ぬっと下からトゥイードルディムが現れ、バロットの体を持ち上げた。イルカの背に乗せられたのは初めてだった。ふわっと体が浮き、水面を走るように滑り抜けた。


　頰がゆるむどころではなかった。喉さえ無事なら、大声で笑っているところだった。


《潜るぜ。しっかりつかまってな。このプールの正体を教えてやるよ》


　トゥイードルディムが潑はつ剌らつと告げた。まさかその一言が、バロットの事件を推し進めることになるとは、さすがに想像もしていなかった。このプールでの経験が、やがてバロットに生き残りを賭けた勝負を行わせることになるとは。


　バロットは慌てて口を閉じ、勢いよく潜るトゥイードルディムにしがみついた。その傍らをトゥイードルディが魚みたいに泳いだ。


《ようこそ、もう一つの海へ》


　トゥイードルディムが言った。バロットが水中で見たのはほんの一部にすぎなかったが、体全体でプールの構造を感覚していた。それは巨大な端末だった。プールの床や壁一面に無線通信の機器が生えており、その先にさらに広大な電子情報の海が広がっているのだ。


《上げて》


　息が続かなくなり、慌てて告げた。


《懇切丁寧な運転でお届け》


　トゥイードルディムが調子めかして浮上した。いきなり上がるのではなく、バロットの体に配慮しての泳ぎ方だった。


　水面に出て大きく息をつくと、濡れた髪をかきあげながら感想を告げた。


《怖くなるくらい深い》


《内部が液体で満たされた宇宙船を想定して作られたプールさ。ほとんど世界中のコンピュータにつなげられる通信基幹だ。許可さえあれば、どこへだって泳いでいける》


　トゥイードルディが仰向けになって水面に浮かび、のんびり言い添えた。


《でも、許可なんて十年以上も下りてないけどね》


《楽園のデータベースに潜り込むのは自由さ。けっこう面白いぜ。また潜るかい？》


《今はもういい。息がつづかない》


　バロットはトゥイードルディムの背を押すようにして後ろ向きに離れた。


　泳ごうとすると濡れた服が体にまとわりついてきた。水中で脱ごうとしてぐるっとひっくり返った途端、イヤホンが耳から外れそうになって慌てて留め金を押さえた。そこを、さっとトゥイードルディムが下から押し上げてくれた。バロットが服を体から剝ぎ取ると、今度はトゥイードルディがそれを拾い、プールの縁に綺麗に広げて置いてくれた。


　下着は身につけていなかった。バロットは裸になって水に身を委ねた。体の痛みが水に溶けてゆくのを感じた。不安も気恥ずかしさもなかった。青年もイルカも無用にバロットに触れるどころか、その体に興味を抱く様子すらなかった。


　トゥイードルディムがデータベースにアクセスし、何かの情報を得てはトゥイードルディといちゃいちゃして笑い合った。二人とも体中に切ったり穴をあけたりした傷跡があり、プラスチックや金属の断片が腹や胸からのぞいていた。それこそ全身を切り刻まれていたが、そのことを恥じたり、辛そうにしている様子は全くなかった。


　二人のたわむれを眺めながら、バロットはトゥイードルディの言葉について考えた。完全な個体。卵のように完結した世界。この密閉されたジャングルは何かを切り離そうとしていたが、それが何かわからなかった。矛盾のない人生サニー・サイド・アツプに充実し、やがて動くこともなくなる安らぎを羨うらやむべきなのか、憎むべきなのか。ドクターやウフコックと話したかった。自分のすべきことを教えてほしくて。それができない今、自分で考えるしかなかった。


　泳ぎながらドクターやウフコックが考えるだろうことを考えようとした。二人は次の手を打つためにいくつも考えを撚より合わせているはずだった。そのアイディアのロープが引き寄せようとしているものが何か考えた。これは生存を賭けた競争だった。一端にはシェルがいて、何かを守るためボイルドや殺し屋たちにロープを引っ張り返させていた。


　唐突に、バロットは探し物があることに気づいた。


　さっと泳いでトゥイードルディムの滑らかな背に手を触れて訊いた。


《ねえ、私にこのプールを使わせてくれる？》


　トゥイードルディが驚きを浮かべた。


《へえ。イヴが自分から知恵の実を食べようとするなんて》


　途端に先ほどのドクターの言葉が思い出された。あれを使うと。つまりこの巨大な端末であるプールを。何のためかも理解していた。


《何を探すんだい？》


　トゥイードルディムが、わくわくしたように聞き返した。


《ある男の過去が、どこかに隠されているの。それがどこか知りたい》


　青年とイルカが顔を見合わせた。


《どうする、トゥイードルディム？》


《俺ぁ、勝手に外部に回線を開いたりして、廃棄処分にされたかないぜ》


　トゥイードルディはうなずいてプールの縁に手をかけると、勢いよく外へ飛び出した。


　体から水をさっと振り払い、ズボンを拾って穿はきながら、


《待ってて、バロット。楽園の神様を、紹介してあげる》


　そう告げると、シャツを肩にかけ、裸足のまますたすたと歩み去ってしまった。


　その帰りを待つ間、トゥイードルディムと泳いだ。水に身を任せるうちに湿布が剝がれ、プールの縁に設置された小型のダストシュートのような機械に吸い込まれて消えた。


　実によく出来たプールだった。水は一定の温度に保たれ、常にクリーンだった。


《楽園の神様って、どういうこと？》


　バロットが訊くと、トゥイードルディムが電子の笑い声を上げた。


《神様みたいに怒りっぽいのさ。ここの全ての被造物の最高管理者だ。〝三博士〟の一人って言えばわかるか？》


《その〝三博士〟が、ここを作ったって聞いたけど……詳しいことはわからない》


《じゃあ、すぐにわかるようになるさ》


　トゥイードルディムはあっさり返し、バロットの下に潜り込んだ。またもや体が持ち上げられ、トゥイードルディムの頭部が現れて、息孔からふうっと息を吐いた。


《ここには、あなた一人なの？》


《他にもいるが、俺が一番ノリがいいぜ。俺のように喋れるのはあまりいないからな》


《みんなイルカなの？》


《メジャーだが、みんなじゃない。クジラもいるが、あいつらは大きすぎてこっちには来られない。マイノリティとしてシャチやサメもいるが、こっちとは遮断されてるから安心しな。俺も、やつらとはあんまり気が合わない。トゥイードルディは上手に扱うけどな》


《ウフコックのことは知ってるんでしょう？》


《ああ。六年前まで、ここにいたよ。俺と同じ、軍の依頼で作られた被造物クリーチヤーさ》


　一瞬、怪物クリーチヤーと言われた気がした。だが水槽の中のウフコックを思い出しても、そんなふうに思えなかった。代わりに巨大な銃を持つ男の姿が浮かんだ。銃を撃つ自分の姿も。


《ウフコックと気は合った？》


《嫌いじゃないね、ああいうタイプ。いいやつだよ。一緒にいると便利だしな。指摘できる欠点は色々あるけど、恋人にするには悪くない相手だと思うぜ》


《そういうふうに言ってくれるの、あなたたちだけ》


《どういうことだい？》


《あの人は、そう思ってないみたいなの》


《ははん、片思いね》


　トゥイードルディムが悟り澄ましたように言った。


《煮え切らねえやつだからな。自分はちっぽけなネズミだが、考えるネズミなんだって吠えてたぜ。気楽にやればいいのに》


《噓をつくのが下手みたい》


《感情を体臭で理解する種族だからな。噓をつくってことが、ちゃんと理解できないんだ。あんたも難儀な相手に惚れたね。ま、じっくり煮込むさ。辛抱だな》


　バロットは思わず笑ってしまった。ひゅうひゅう虚うつろな息が漏れただけだが、それはそれで笑い声と呼ぶべきものだった。まさかネズミとの恋愛を、イルカにアドバイスされるなんて。そう思うとますます笑い声が溢れた。何もかも狂っていたが、やはり悪い気はしなかった。もともと狂った世界にいたのだ。いっそここまで狂ったほうが清せい々せいした。


《私、ウフコックに、とても悪いことをしたの》


《なんだい、いきなり》


《私はあの人を、無理矢理使おうとした。それでもあの人は、私を守ってくれた》


《ははあ……。あいつが、ここへメンテナンスに戻ってきたのは……》


《私のせい。私がウフコックをあんな目に合わせたの》


《あいつは半不死さ。心配いらねえよ》


《不死……？　死なないの？》


　さすがに驚いた。トゥイードルディムは笑いながらバロットをプールの縁へ運んだ。


《死なないんじゃない。あいつの肉体は多次元構造なんだ。一つの次元で肉体が傷ついても別の次元から修復できる。生体ユニットの最大の利点だな。ただし、寿命はあるぜ》


《寿命……？》


《生体ユニットの最大の欠点だ。生物はいつか死ぬ。あいつは、それが顕著ってわけ》


《どういうこと？》


　バロットは、どきっとしながらプールの縁につかまってトゥイードルディムから離れた。怖い話を聞いているような気分だった。聞くべきでないのかどうかもわからなかった。


《肥大だ》


　トゥイードルディムが神妙な調子で言った。


《ネズミは生きてる限り体重が増える。大きくなり続けて、いつか自分の体重に押しつぶされて死ぬ。多次元に肉体を分割したってダメなもんはダメ》


《病気なの？　治らないの？》


《病気とは違うんじゃねえかな。生命の必然ってやつだ。ウフコックが言うには、いつか来る自分の死を自覚したとき、この楽園を出る必然が、自分の中で生まれたってさ》


《どういうこと？》


《……さあな。俺はここを出ることはないだろうからな。あいつに訊いてみてくれよ》


　トゥイードルディムはそう言って黙った。ちょっと気まずい感じを受けながら、


《あなたは、外に出たいと思ったことはないの？》


　途端にバロットは質問したことを後悔した。トゥイードルディムは宙に顔を向けた。


《どうやって生きていく？》


　答えようがなかった。質問の形をとってはいたが、それが彼の返答だった。ひどく痛切なものをバロットは感じた。バロットにも経験のある不自由さを。


　だがこの気さくなイルカは優しく言い添えた。


《俺にはこの海がある。平和と刺激が。ここじゃ何もかもが実験的だが、存在そのものが最先端だっていうプライドもある。なによりトゥイードルディがいる。俺の大事な相棒が。俺はここから出ていかねえ。あんたこそ、ここに住んだら？　ウフコックと一緒に》


《私も？》


《外は危険なことばかりなんだろう？　閉鎖は生命の力の一つでもあるんだぜ》


　バロットはかぶりを振った。この場所を羨む気持ちがないことをはっきり悟っていた。


《私、選択したの。一度死んで、助けられた後で。殻の外で生きる──生き残るって》


《ふうん……。なるほどね》


　トゥイードルディムがそこで初めて鳴いた。電子音声ではなく、彼の肉体本来の声で。


　きゅっと胸を締めつけられるような、細い、透明な鳴き声だった。


《本当の海って、どんなだろうな》


　そんな言葉が鳴き声とともに聞こえていた。





《戻ってきたぜ》


　トゥイードルディムに言われて、バロットはプールの縁に上半身をもたれさせて森から現れたトゥイードルディを感覚した。てっきり誰か紹介してくれると思っていたが、トゥイードルディは何かを持ち帰っただけだった。大きな荷物だった。鳥籠によく似ていた。


《やあ、お待たせ》


　トゥイードルディがにこにこして言った。バロットは両腕で体を持ち上げ、ぎくっとなった。実際、トゥイードルディが抱えているのは鳥籠だった。少なくともそっくりだった。


　そしてその中に人間の首が入っていた。


「こんにちは、ルーン[image: ]バロット。私が、この楽園の最高管理者ビツグ・プロフエツサーだ」


　鳥籠の中で顔が──初老の男の頭部が──言った。真っ白い髪が綺麗にカットされ、髭も剃られていた。細身の顔には深い年輪のような皺が刻まれており、上品で優しそうな表情をしていた。ただし、それ以外の体のパーツがなかった。首から下は。何一つ。


「みなは教授プロフエツサーと呼ぶ。プロフェッサー・フェイスマンとね。今の私にぴったりだ。中にはフェイスマン・イン・ザ・ケイジと呼ぶ者もおり、これもなかなか当を得ている」


　トゥイードルディはにやにや笑っている。驚きで凍りつくバロットを面白がっているのだ。それは籠の中の首も同じだった。


　バロットは裸であることも忘れて、その鳥籠の中の顔人間フエイスマン・イン・ザ・ケイジに見入った。


「テーブルを、トゥイードルディ」


　フェイスマンが命じた。トゥイードルディがプールそばの地面に干渉した。板状のものがせり上がり、白い円卓とパラソルになった。トゥイードルディはテーブルに鳥籠を載せ、さっさと服を脱ぐと、役目は終わったとばかりにプールに飛び込んでしまった。


　その様子をにこやかに眺めながら、フェイスマンは鳥籠の中でゆっくり回転し、バロットを向いた。バロットは思わずプールの中に体を落としてしまった。


「私の鳥籠ケイジに干渉したまえ。会話できるはずだ」


《はい》


　反射的に応じていた。フェイスマンがにっこり笑った。背後でトゥイードルディが早速ばしゃばしゃやるのを感じながら、まじまじと相手を見続けた。初対面の相手をこんなにも注視したのは初めてだが、他に見るものがないため視線が集中してしまうのだ。


「君のデータは拝見させてもらった。素晴らしい適性だ。ただ、このままでは君の心の成熟に技術が影響を与えることになる。君はそのことにストレスを感じているかね？」


　バロットはぼんやりかぶりを振った。質問の意味がほとんど頭に入らなかった。無意識に自分の喉のあたりを触っていた。そこから上しかないということが想像できなかった。


「私の言葉で気を悪くしたかもしれないね」


　フェイスマンは少女の態度をそんなふうに解釈した。


「ウフコックに記録された君の能力データを私に提供することが、この施設を使う条件だったのだから」


《条件？》


　訊き返しつつ合点するものがあった。


《私のことを教える代わりに、ウフコックの怪我を治させてもらってるんですか？》


「その通り。イースター博士からは何も訊いていないのか？」


《ウフコックの治療で、忙しそうだから……》


　だが気を悪くすることはなかった。ウフコックの負傷も何もかも全て自分のせいなのだから。ウフコックの治療に役立つなら、何をしてもらっても構わなかった。


「移植された繊維の様子を、拝見させてもらえるかね？」


　フェイスマンがそう訊いたときもバロットは素直にプールから出て体を見せた。仕事でそうしていたときとは違った。医者に自分の体を診てもらう感じだった。


「肉体改良において成長期ほど厄介なものはない。イースター博士の技術は的確だ。成長を見越し、繊維をあえて部分的に不安定にしている。何の心配もいらないらしい」


　フェイスマンの鳥籠は、目の前の人体を走査スキヤンするほか、ほとんど鳥籠大の研究所と呼ぶべき多数の機能を備えているのだ。ドクターとはまた違う凝り性アーテイストを見た気分だった。


「君のデータには感動した。まるで芸術品だ。精巧で強靭。全てがベストのタイミングで形成されたオンリーワンの逸いつ物ぶつだ。──こういう言い方は嫌いかね？」


　バロットは曖昧にかぶりを振って目を落とした。正直なところ嫌いだった。これまで物のように扱われたことで、ずいぶん嫌な思いをしてきた。


「私ばかりデータを揃えるのは不平等だ。こちらのことで何か知りたいことは？」


　バロットは困惑した。いまだかつて、誰かに、なぜ首だけなのですかと訊いたことなどなかったからだ。それでつい遠回しな口のきき方をした。


《……フェイスマンというのは、本名ですか？》


「研究用のコードネームだよ。本名はチャールズ・ルートヴィッヒ。私にとって自分自身もまた研究材料なのだ。とはいえ、それにかこつけた延命措置にすぎないともいえるが」


《延命──？》


「癌に蝕むしばまれてね。切り離すしかなかった」


　フェイスマンはあっさりと告げた。


「ここで開発された技術を用いれば、体を生存させることもできたが、むしろこの姿こそ私の適性だった。私はこの施設を管理し、同時に幾多の研究を行っている。体がいくつあっても足りない激務で、それなら、いっそヘッドクォーターに徹しようと判断したのだ」


《不便じゃないんですか？》


　思わず訊いてしまった。フェイスマンは誇らしげに微笑んだ。


「自慢の鳥籠ケイジでね。この針金細工は工芸品ではなく、快適な空間を造り出す装置だ。針金の一本一本が排塵処理を行い、内部の空気を清浄に保ち、湿度と温度を一定にする。触れてもわからぬほど微細な空気振動で垢あかを落とし、皮膚を清潔にし、新陳代謝を促進させ、内部にいる者の健康を保つのだ。手と水と石鹼で顔を洗うよりよほど快適だよ。また厚さ二インチの鳥籠の底部は、電子的干渉、生命維持、重力素子、データベース用のハード、通信機器、衝撃吸収、さらには自衛など、考えられる限りの機能を備えているのだ」


　流れるような説明だった。首の下で胸を張る相手の姿を想像して笑みを浮かべそうになった。フェイスマンは大いにそうしてくれて構わないというような鷹揚な眼差しで、そばの地面を一瞥した。干渉し、操作スナークしたのだ。銀色の物体が現れ、パイプチェアになった。


「おかけなさい」


　バロットは言う通りにした。命じられるのではなく歓迎されている気分だった。


「君を見ているとイースター博士の優秀さがよくわかる。だがあるとき彼も私も、みな全てを否定された。イースター博士から聞いていると思うが……」


《ひっくり返った？》


「そう。我々が技術を発達させることに、連邦政府が制約を課したのだ。他ならぬ彼らが、我々にそうしろと命じたのだがね。我々の生んだ技術の多くが、海を越えた大陸国家との戦争で使用され、甚大な被害を生んだのが理由だ。我々の科学技術を民間に応用することは深刻な社会不安を招く可能性があるとすらされた。あらゆる研究が危険視されたのだ」


《誰が決めたんですか……？》


「政府の人間と、彼らを支持する多数の者たちだ。研究所は存続を賭けて様々な手を講じた。そして私をふくむ三人の最高管理者が、それぞれ別の対策をはかった」


《〝三博士〟……？》


「その一人は技術の社会的有用性を訴え、スクランブル‐０９オー・ナイン法案を作った。今の君を存在させているその法案によって、ウフコックもかろうじて存在を認められている」


《その人は今どうしてるんですか？》


「法案の成立後……他界した。殺されたのだ。当時のニュースによれば、マルドゥック市シテイで建設中だった法務局ビルで、むごたらしい死体となって発見されたのだ」


　バロットは驚いた。まさに自分が屈辱の尋問に遭った場所だった。イエスかノーか、沈黙か。その人物は最期にどのボタンを押したのだろう。そんな不思議な疑問がよぎった。


《なぜ殺されたんですか？》


「〝三博士〟の別の一人が関係している。０９オー・ナイン法案とは異なる有用性を訴えたその人物は、科学技術を人々の要求に最も添ったかたちで提供しようとした。娯楽や快楽として。結果、ある一企業にすぎなかった組織を、巨大な産業複合体にまで成長させた」


《オクトーバー社──》


　フェイスマンがうなずいた。


《ドクターやウフコックを助けた人を、オクトーバー社が殺したんですか？　なぜ？》


「有用性についての考え方の違いが、どちらが都市原理において優れているかを巡る争いに発展したからだ。研究室での議論ではなく、お互いの生存すら賭けて。愚かなことだ」


《オクトーバー社に関わったという人は、まだ生きてるんですか？》


「ああ。私以上に肉体の機能を失った状態でね。脳の一部だけが活動しているそうだ」


《最後の一人は、どうしたんですか──？》


「私は社会が最も望むかたちで事を運んだ。すなわち全研究の、永遠の閉鎖だ」


《閉鎖……？》


「そうだ。研究は全てこの施設内で完結する。我々のデータが外部に洩れることはない。政府は様々な条件付きで我々を認め、予算も出している」


《ずっと、ここに……？》


「ここは永遠の箱庭だ。我々は自ら檻に入ることで生存する科学者という名の猛獣だ」


　それからようやくフェイスマンは、彼がここに現れたことについて、こう告げた。


「楽園は、外部からの来訪を拒まない。だが来訪者が楽園を去るとき、様々な制約が課せられ、ときに連邦法違反で罰せられる。中でも最大の制約は、連邦政府の許可なしに、ここにある設備を用いて、外部と接触しないことだ。それを破れば、重罪となる」


《ドクターは、私にこれを……この大きな端末プールを使わせたがっているんだと思います》


「その提案は受けている。君が、この多元型通信基幹をどれだけ使いこなせるかは実に興味深い。だがイースター博士は君にリスクを負わせたがっているわけではないようだ」


《リスク？》


「君自身を、０９オー・ナイン法案がもたらす有用性の天秤に載せることだ。すなわち、この通信基幹を使用した瞬間、君は計画的重犯罪の容疑者とみなされる。だが君のその行為が自らの生命を保全し、かつ社会的に有用であることが証明されれば、君の容疑は晴れる」


《はい》


「ただし今言ったように、君が危険を冒す理由はない。今の君が当事者となっている事件の解決を、イースター博士とウフコックに完全に任せてしまえばいいのだ」


《でも、そうしないと、私は殺されると思います》


「ここにいれば殺されない。ここは政府の保護施設や刑務所よりも遙かに安全で快適だ」


　フェイスマンは穏やかに言った。バロットにゆっくりと理解させようというように。イルカのトゥイードルディムにつづき、またもや同じ誘いを受け、同じように感じていた。


《ウフコックは、私に、生きる意味を一緒に考えてくれると言いました》


「生きる意味とは社会適応のことかね。０９オー・ナインもオクトーバー社も、結局は社会の病理的争乱の産物だ。部分的な技術を民間に応用したところで社会も人も変わりはしない」


《ウフコックとドクターは、私を助けてくれました》


　バロットは少しむきになって返した。


《私、変われる気がしています。あの人たちのおかげで》


「それは部分的で個人的な変化だ。人には全体的な革新が必要なのだよ。人という種の革新が。この楽園は、いつか必ず人類の新たな社会モデルになる。そうなることで世界が、ここと地続きになるのだ。ここは総合的な技術と思想の一体的な成果の場なのだ」


　バロットは黙った。急に話が大きくなりすぎて夢の話でも聞いている気分だった。鳥籠の中で見る夢の話を。だがフェイスマンにとっては夢どころか何よりの現実らしかった。


「かつてウフコックが言った。自分はいつか死ぬ。死を理解したとき、初めて自我を手に入れた気がしたと。彼の自己実現の欲求を、誰も止めることはできなかった」


　フェイスマンが言った。呟くような口調だった。


「だが我々は、いわば役を仕込まれていない役者のようなものだ。君も私も、生を即興で演じねばならないという厳しい現実の中にいる。シナリオもなければ、何をすべきか耳打ちしてくれる演出家も存在しない。気づけば舞台に投げ出され──そしてこう言われる。生きろと。死ぬまで。それは野生だ。ただの社会的な野生動物だ。我々は、いつまでもそのような即興の社会に生きるべきではない。即興から人々を救う世界が必要なのだ。この楽園のように。それが文明の意義なのだよ」


　そしていっそう優しい眼差しになってバロットを見つめ、こうつづけた。


「君は、いずれその能力への適性によって成熟過程の精神に多大なる影響をこうむるだろう。君を狂わせる可能性が十分にある。そのとき、今の社会は君を助けてくれるかね？」


　上手な誘い方だと思った。バロットは、街角で帰る家を失った女の子を自分のものにするポン引きの手口を連想した──フェイスマンの言うことはそれとは比べものにならないくらい遙かに高尚で公正だったが、恐怖を理由にして選択をさせるところは同じだった。


　君が失ったものを与え直そう。ルールを守り続ける限り君は愛され続ける。


　バロットはそれを信じて自分の生命を差し出した。大事に守ってくれると期待して。都市で孤独に生きる恐怖から逃げるために。


　だがウフコックは違った。ルールを選択しろとあの優しいネズミは言ってくれた。たとえ自分の中が空っぽで、恐怖に直面していても。選ぶ意志を持ち続けることを自分みたいな人間にも望み、それができると信じてくれた。だから恐ろしい過ちを犯したときでさえ、守り続けてくれたのだ。社会は問題ではなかった。それにすがることも恨むこともなかった。ウフコックはこうも言ってくれた。君の事件と。バロットの体がそうであるように。これは自分のものだった。


《事件の当事者になるのは凄く怖かった。でも今は、そうして良かったと思います。社会が私を助けてくれることはないです。でも、助かる道があることを教えてくれました》


「事件の被害者ヴイクテイムとして？　社会での生存の権利サバイバルを、社会に対して主張するために戦う？」


　バロットはうなずき、そして、そのすぐ後でかぶりを振った。どちらも、本心だった。


《私は、物ヴイクテイムでした。いつも支配されてた。誰かに。何かに。結局、殺されました。でも運良く生存サバイヴしました。もし事件を解決ソルヴするチャンスがあるなら、私は、そうしたい》


「ウフコックと同じ、社会にとって危険な存在とみなされかねない立場を選ぶと？」


　喉が震えるのを感じた。はっきり声に出そうとして。代わりに鳥籠ケイジに干渉して告げた。


《はい》


　フェイスマンは優しく微笑んだ。彼は高尚で公正だった。自分の利益に適かなう限りは。


「君の貴重なデータを提供してくれるなら、我々は君の犯罪行為を傍観する。どのように泳ごうと自由だ。通信基幹の使い方はトゥイードルディムにサポートしてもらうといい」


《ありがとうございます》


　素直に感謝の言葉が出た。大きな取引の後でセールスマンがにっこり笑ってそう告げるように。ずいぶん大きな取引をしたと思った。だが不思議と怖さも興奮もなかった。ただ充実感がじわじわと込み上げてきた。こんなことは初めてだった。


　ふいに新たな人間がやってくるのが感覚された。バロットとフェイスマンは、そちらを見やった。いつもの白衣姿のドクターが、まだらに染めて固めた髪を搔き上げている。バロットとフェイスマンの会話がひと段落するのを、ずっと待っていたような顔だった。


「ご協力に感謝します、プロフェッサー」


「やあ、イースター博士。君の依頼主から貴重な意見を頂いていたところだ。しばらくここに滞在するかね？」


「いえ……仕事がありますので」


「有意義な仕事かね？」


「はい」


　フェイスマンはうなずいた。


「彼女は、知恵の実を食べる気でいるよ。自分からね」


　ドクターがバロットに歩み寄って言った。


「ウフコックのメンテナンスが終了した。もうしばらく休めば、元気になるよ」


　バロットは思わず涙ぐんだ。自分が生き延びたときよりもドクターの存在に感謝した。


《ありがとう》


　ドクターは毛嫌いされていると信じていた娘から優しくされた父親みたいに戸惑った。


「これが僕の商ビ売ズさ。……君を、連邦法違反者にするつもりはないよ。この通信基幹の使用を僕の名で申告する。君はただ、シェルの急所をつかむことだけを考えれば……」


《私にやらせて。あなたたちの戦い方を、教えてほしいの》


　バロットは言った。フェイスマンは鳥籠に干渉して声を発することを許してくれていた。そうしながら立ち上がりかけて、初めて自分が何も身にまとっていないことを思い出した。慌てて服を探そうとすると、ドクターが自分の白衣を脱いで肩にかけてくれた。


「イヴは、己が裸であることを、急に悟った」


　フェイスマンは微笑みを浮かべて呟くように言った。










　　　　　４







　ノースサイドの丘のふもとに広がる夜景は、戦後の好景気に輝くマルドゥック市シテイの、エデンでありソドムだった。戦後派と呼ばれる平和団体やメディアやビジネスマンたちにとっては輝く楽園であり、息子が海兵隊に入ることを誇りとする戦中派にとっては悪徳の都そのものだ。他州や連邦の首長都市からも、貧富の差を問わず大勢の人間がそこに流れ込み、享楽か仕事か、あるいはその両方を求めた。


　マルドゥック市シテイは本来、貿易港と技術工の都市だが、戦争の好景気を経て、工場地帯と研究施設と港の三角形が現れた。今はその内部に、市議会と歓楽街とメディアセンターの逆三角形があった。それら二つの三角形のあらゆる角度の内部に、富や名声や栄光、貧困や堕落が、ルーレット式ダーツの標ま的とに記された賞品のように区分けされている。


　中でもノースサイドはダーツの特賞で、上流層が下界を睥へい睨げいする一帯だった。丘の中腹に建つ高層ホテルは、どれも高架道路と接続されている。地上のエントランスは従業員がガソリン車で乗りつけるためのもので、エア・カー用エントランスはそれより格段に広く、贅を尽くしている。それより下は──四十階以下は──上階を常宿とする者たちの世話をする人々が、働きバチの群よろしく宿泊する場所とみなされていた。


　旅船でいうその三等客室の一室で、ボイルドはシャワーを浴び、血が排水孔へ流れる様子を見ていた。銃創はどれも貫通しておらず、穴は途中で止まっている。


　弾丸は自分で摘出できた。そう大した道具も必要なく、部屋の備品であるバターナイフとフォークで事足りた。両方とも血で濡れ、トイレの白い貯水タンクの上に置かれている。


　最後に処置した腕の穴は、もっと簡単だった。口をつけて血と一緒に吸い出し、ぷっと噴き捨てればよかった。ひしゃげた弾丸が、かちんと音を立ててバスタブに転がった。


　傷が体の前面と両腕にしかないからこそできることだった。手が届かない場所に傷は一つもなかった。ボイルドは血でいっぱいになった口をシャワーの湯ですすぐと、バスタブの底に落ちた弾や鉄の破片を一つ残らず拾った。


　それからシャワーを止め、バスタブから出て洗面台に立った。生きて動く鋼のような体が、曇り止めの効いた鏡に映し出された。摘出した破片をゴミ箱に捨て、タオルで体と傷口を拭き、化膿止めと皮膚の成長促進剤を飲んだ。傷口を消毒し、ガーゼと包帯で処置した。縫合の必要はなかった。もう一滴たりと血はこぼれなかった。傷はただの傷だった。


　浴室を出て服を着た。脇下にホルスターを吊り下げ、銃を手にした。弾丸の装塡を確かめてからホルスターに収め、腕時計をはめた。特注の巨大なジャケットを手にしたところでデスクの上で携帯電話が鳴った。出るとシェルの快活な声がした。


《ボイルド、俺だ。部屋に来てくれ。見せたいものがある》


　その背後から笑いが聞こえてくる。女の嬌声らしかった。


「すぐに行く」


　電話を切り、部屋を出てエレベーターに乗った。四十階から上の表示にはボタンがなく、ポケットからカードを出してパネルの読み取り機にかざした。六十六階の表示が点灯し、目的の階に着くと、廊下を進んで目的のドアの前に立った。アナクロな呼び出し用の把とつ手てでノックした。ドアが開き、派手なスーツを着たシェルが現れ、鋭い笑みを浮かべた。


「入ってくれ、ボイルド。こいつを見てやってくれ」


　部屋に入り、寝室に行くと、ダブルベッドの上で女が一人、笑いを振りこぼしながら跳びはねていた。十歳の女の子みたいに。実際は二十歳そこそこに見えた。綺麗に結い上げられていたらしいブロンドの髪が、ぐしゃぐしゃに乱れて顔に垂れかかっている。


　二人が入ってくると、ぴたりと笑いを止めた。ベッドに突っ立ったまま、あーと大きな声で何か伝えようとした。シェルがくっくっと喉の奥で笑った。


「天然さ。紹介しよう、オクタヴィアお嬢様だ。別名を名家の恥部アイズ・ワイド・シヤツト。オクトーバー社の重役の娘にして……要するに買い手のつかない不良品だ。一家の極秘事項だったが、こうして俺が存在を暴き、もらってやったというわけさ。こいつが俺の、取引だ」


　シェルはソファに座って足を組んだ。女が笑いながら叫んだ。テレビ番組のタイトルや菓子の名や、人名を。何を求めているのかシェルにもボイルドにもわからなかった。


「お前にも顔を覚えてもらうため三十分ほど借りてきた。これぞ我が栄光の細君だ」


「婚姻届けは？」


「月末には契約が決まる。忌々しい裁判さえなければ、とっくに決まってたんだがな。で──別件でお前に頼んでおいた仕事があったはずだな、ボイルド？」


　ボイルドはシェルに目を向けた。シェルの形相は一変していた。不安で顔を引きつらせ、恐怖が唇から血の気を失わせ、怒りと激情が目をぎらぎら光らせていた。


「依頼主を強化している。相手側のメンバーの一人と考えるべき、戦術的な存在だ」


「なんだそれは。お前は戦争をしているのか？」


「似たようなものだ」


「それなら戦場のミスター・ボイルドの報告を聞こうじゃないか」


「事件屋に傷を負わせた。どこで治療中かは目星がついている。これからそこへ向かう」


「素晴らしい。お前が核弾頭となって敵を粉砕してくれるわけだ」


　シェルが何かを力いっぱい踏みつけるような調子で言った。


「その後の黒い雨ときのこ雲の処理も、お前がやってくれるんだろう？」


「そうだ。しかし一つ奇妙なことがある」


「何もかもが奇妙だ。夢で死んだはずの女が、この俺の足を引っ張ってるんだからな」


「次回の裁判で、罪状項目が白紙のまま法務局ブロイラーハウスに提出されている」


「……どうせまた、ぎりぎりまで罪状公開せず、こちらを焦じらそうって腹だろう」


「ブラフならいい。そうでない場合、相手方が調査中だということだ。経路はわからないが、あんたの取引の鍵を探っている。記録化された、あんた自身の記憶を」


　シェルがぎらつく目を宙にさまよわせた。安全装置を外した銃を火にくべている感じだった。息をするたびに一挺ずつ。いつ暴発するかも、どこの誰に対してそうするかもわからない危うさを発散させるシェルに、ボイルドは動じたふうもなく訊いた。


「あんたの取引の鍵はどこにある？」


「お前が知る必要はない」


　シェルが素早く言った。凄惨な目つきだったが、声は極度の緊張で震えていた。


　けたたましい嬌声が上がった。女が、怯えるシェルを見て嬉しそうな笑い声を放った。


「黙れっ！」


　シェルが金切り声で叫んだ。女はいっそう面白がって笑った。


「俺は……くそ、俺はいつでも別の人間になれる。お前はなぜ女の首を絞めて、ついでにへし折る程度のことができない？　ええ、ボイルド？　取引を横取りしようって腹か？」


「ナンセンスだ、ミスター・シェル。落ち着け」


「殺せっ！」


　いきなり立ち上がったシェルの口から部屋の壁を震わせるほどの怯えきった怒号がほとばしった。まるで悲鳴を上げて泣き叫んでいるようだった。


「俺を追いかけてくるあの女を殺せえっ！」


　ボイルドは黙って願い通りにするためにその場に立っている。シェルは息を切らせてソファに座り、右手を掲げ、ブルーダイヤの指輪を嵌はめた指を一つずつ立てていった。


「一つ、女を見つける。一つ、お前の懐に入ってるものを女の中に突っ込む。一つ、ぶっ放す。造作もないはずだ。少しばかり腕の立つ事件屋が女の味方をしたからといって、あんな女の子を怖がる必要なんてないはずだ。おお……くそっ、女の何が怖い？　なんだって俺の脳は、いつも女の記憶で破壊されそうになってるんだ？」


　その譫うわ言ごとめいた言葉に、ボイルドはいちいち反応しなかった。シェル自身が知るはずの答えは、とっくにその頭から吸い出されて、どことも知れぬ場所にしまい込まれていた。


　ボイルドは女を見た。お前に見せたくて。シェルはそう言った。子供が寝室のクローゼットの中に怪物がいると両親に訴えるように。そんなものはいないと言ってほしくて。だがシェルにしかわからない怪物についてボイルドはいるともいないとも言えなかった。


「また、女か──」


　シェルにも聞こえぬようボイルドは低く呟いた。確かに目の前のこの女だけが、シェルが何から逃げ、そのせいでどこへ落ち込もうとしているか知っているようでもあった。


　女は嬉しそうに笑い続けた。





　シェルの部屋から出てホテルの地下駐車場へ降りた。ガソリン車が並ぶそこに、青いツードアの車が停められている。窓はミラー式で中は見えない。運転席のドアを開けると、かちりと撃鉄を上げる音が出迎えた。助手席に座る男の、ただの愛嬌だった。


「調子はどうだい、ボス」


　ボイルドは運転席に座り、ドアを閉め、キーを差し込んだ。


「問題ない。お前のコンディションは？」


「ばっちりさ」


　ミディアムが、銃の撃鉄を元に戻しながら嗄しやがれた声で言った。顔の皮膚に皺を寄せ、サングラスの奥で二つの赤い光をともした。笑っているらしかった。顔のあちこちに、うっすらつぎはぎが見えた。髪は綺麗に剃り、頭皮のあちこちが明らかに異なる色をしている。


　側頭部に抜糸もしていない傷があり、透明な抗菌テープを貼っていた。歯を剝き出しにし、膝をせわしげに揺する様子は、よだれを垂らして餌をほしがる犬そのものだった。


「負傷した指はどうした？」


　ミディアムは黒い手袋をした左手を上げた。指を曲げると、きりきりと軋きしんだ音がした。


「間に合わせの電化製品だが、指を移植してるヒマはないだろ？」


「ドラッグをやっているのか」


「気つけさ。しらふのまんまじゃ電撃の後遺症で手足が使い物にならねえんだ。心配ない、扱いには慣れてる。ブッとんだりはしねえさ。それより、ほら、これを見てくれ」


　懐から小さな手帳型のモニターを取り出し、ボイルドに手渡した。


「フレッシュの遺産だ。やつのハッキングルートから、あんたの言う通り、航空管理局と法務局ブロイラーハウスに侵入した。だが、あの空飛ぶ卵の着陸地点は特定できなかった」


　ボイルドはモニターの航跡を示す赤い線を眺めると、それをミディアムに返した。


「これで十分だ。郊外へ行く。寝ておけ。ハイになっているとスタミナが保たない」


「大丈夫さ。もう一度あの子猫ちゃんに会えるんなら、どこにでも走り込んでやる。さぁ早く俺をけしかけてくれ。俺はどこに向かって走り込めば良いんだ？」


「楽園だ」


　そう言ってキーを回した。エンジン音が鳴り響き、ミディアムが歓声を上げた。


　ボイルドは車を出した。ノースサイドの高架道路の下を、時計回りにぐるりと巡り、市の北西へ抜けて幹線に入った。しばらくしてミディアムがカプセルを取り出して飲んだ。


「多幸剤ヒロイツク・ピルか」


　ボイルドが車を追い越し車線に入れながら言った。


「タイムズスクェアの横流し品じゃないぜ。混じりっけなしさ。あんたもやるか？」


「一つもらおう」


　手のひらを差し出した。ミディアムは意外そうな顔をしたが、にたりと笑って分厚い手にカプセルを一つ落とした。ボイルドがそれを飲み下す様子を見守り、くすくす笑った。


「どうだい？　幸せな感じになってきたかい？」


「頭の裏側が痒かゆい感じだ」


　ミディアムが呆れ顔になった。


「なんで飲んでみる気になったんだ？」


「依頼主が中毒で、効果を把握しておきたかった。やはり俺には効かない」


「あんたはウェルの言ってた通り、本物の猟犬さ。必要なことなら、どんなくだらないことでもきっちりこなす。だが願わくば、もう少しユーモアがほしいがな」


　ボイルドは取り合わず言った。


「途中、法務局ブロイラーハウスの夜間窓口に寄る。目的地への到着は約四時間後だ」


「了解、ボス。どこで車の運転を交代する？」


「必要ない。お前は体を休めておけ」


「おいおい、ドラッグもやらずによく体が保つな。いったいいつ寝てるんだ？」


「俺は眠ることを忘れた」


「いいぜ」ミディアムがにやりとした。「今のは良いユーモアだ」


「もう九年、眠っていない」


「その調子だ、ミスター・アイアンマン。表情がちょっと無愛想なのが難だがな」


　一時間ほどしてモーテルで車を停めた。隣接する支所の窓口で法務局ブロイラーハウスに連絡し、書類を整えた。再び車に乗り込んだとき、ふとボイルドは手を止めて考えた。


　最後に眠ったとき、夢を見たかどうかを。


　答えはノーだった。


　ボイルドは車を発進させた。





第２章　噴出　Injection
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《ヒットだ。シェルって名前は、マルドゥック市シテイに百人くらいいるが……そら、オクトーバー社の系列カジノに『エッグノッグ・ブルー』って店がある。そこの代表取締役だ》


　トゥイードルディムが告げた。バロットは簡易呼吸器をくわえた状態で、巨大な端末であるプールのほとんど底に近いあたりを泳いだ。口元から泡が溢れて頭上へ舞い上がり、下方では通信端末の明滅が光る珊さん瑚ごのようにひしめいている。


《今みたいな要領でアクセスしてみな。もっと深い所へ……余計な情報に足を引っ張られないよう、コンピュータと以心伝心セマンテイツクに探ってみるんだ》


　バロットは一糸まとわぬ姿で大きく手足を広げ、この巨大な端末と全身で会話するよう努めた。情報経路が次々に開かれ、関係した意味合いから、さらに発展的な意味合いへ──より確かな推測へいたるよう意味論的セマンテイツクに解析するのだ。


　都市のあらゆる管理システムが、シェルの行動を教えてくれた。何に触れ、何を買い、誰といて、どのようなことをしてきたかを凄まじい速度で推測してゆくのだ。


　広大さと速度に圧倒されながらバロットは電子情報の海を泳いだ。以前ウフコックと一緒に市民登録を調べたときの調査など、この大海原に比べれば水たまりだ。情報の海底ではシェルの足跡が掘り起こされ、その組み合わせによって情報の意味合いが千変万化し、それらの意味合いが最も意味をなす可能性を、巨大なコンピュータが瞬時に計測した。


《矛盾した情報がいくつもあるぜ。ずいぶん更新……というより改かい竄ざんしたんだろうな。中途半端なバージョンアップで金を稼ぐソフトハウスみてえだ》


　トゥイードルディムが毒づいた。アドバイスはするが手は貸さず、バロットも助けは求めなかった。連邦法違反者は、あくまでバロット一人であるべきだった。


《記憶障害っていう点ログで沢山、共通してる……。大学病院とか、脳科学研究治療棟のシェルのデータに、外側からいじられた跡があるみたい》


《きっと何か隠そうとして消したんだろうさ。たとえ記録は消しても、消えた穴は残るもんだ。どこまでその穴が伸びているか、探ってみな》


《うん》


　無数の情報が頭上の水面から降り注ぐ日差しの粒の一つ一つに重なるようだった。バロットは水中で手足を泳がせ、次々にその光を撫でていった。





　プールの縁では、ドクターとフェイスマン、そしてトゥイードルディが、バロットたちの作業を見守っており、


「素晴らしい……この情報基幹の全てを、こうまで意のままに操るとは」


　フェイスマンが称賛する一方、トゥイードルディは、しょんぼりと膝を抱えている。


《踊ってる。楽しそうだな》


　ふとフェイスマンが表情を変えた。宙を見上げて珍しがるような声を上げた。


「ほう……どうやら楽園を訪れようとする者がいるようだ。ここに接近する車輛を確認した。二名だ。事件担当官が正式に法務局ブロイラーハウスを通して、この楽園への来訪を希望している」


　ドクターの顔が緊張でさっと青ざめた。


「ボイルドだ……」


「どうやら、錆びた銃ラステイ・ポンプが、火を噴きに来たらしい。どうするね……？」


「バロットの所在を明らかにするのは楽園にとっても好ましいことではないはずです」


　ドクターの必死な口調に、フェイスマンが声を上げて笑った。


「社会の争いにすっかり慣れた論調だぞ、イースター博士。ここでは似つかわしくない主張だが、確かにその通りだ。ルーン[image: ]バロットの貴重なデータを採取しきらないうちに中断することもない。楽園を訪れる者は、私たちが応接しよう。トゥイードルディ」


　トゥイードルディが、きょとんとした顔でフェイスマンを振り返った。


「少々、荒っぽいお客さんが来るようだ。一緒に出迎えてくれるかね」


《外部の人間と接触していいってこと？》


「そう。滅多にない機会だ」


「プロフェッサー……まさか、トゥイードルディにやらせる気ですか？」


　ぎょっとなるドクターを、トゥイードルディが浮き浮きと立ち上がって遮さえぎった。


《心配ないよ。外部の人間との接触の仕方は、ちゃんと学習してるから。楽しみだな》


「イースター博士。君は準備をしておくといい。彼女の作業は今しばらくかかりそうだ」


「感謝します……プロフェッサー」


　きびすを返して去るドクターを、トゥイードルディが不思議そうに見送った。


《イースター博士は、どうするつもりなの？》


「屋上に待機させてあるハンプティ[image: ]ダンプティに、ウフコックを搬入するのだよ。それから、彼女の作業が終わり次第、ここを出ていくつもりなのだ」


《やっぱり行っちゃうんだ》


　トゥイードルディが唇を尖らせた。


《また来てくれるかな》


「彼女や社会が、この楽園を希望的に理解してくれることを、私も願っているよ」


　深沈とした調子で言うフェイスマンの鳥籠が、ふわりと宙に浮かんだ。


「さて、接客の用意をしようか、トゥイードルディ」





《契約が決まった。法務局ブロイラーハウスが何と言おうと、後の祭りってやつだ》


　車内のスピーカーから響くシェルの声が告げた。


《まだ婚約届を提出した段階だが、取引の後で婚姻届にサインをする手はずだ》


「契約の具体的な日時は？」


　ボイルドが運転しながら訊いた。隣でミディアムが笑いをこらえて肩を震わせている。


《一時間以内さ。姻戚関係を証明する書類がステーキみたいにテーブルに並べられてる。カモのステーキだ。俺はこれからそいつをつまみに行くんだ。その後で、娘の父親をカジノのホテルに泊まらせることになってる。無利子の借用チップを握らせて遊ばせるさ》


「彼個人による取引か？」


《オクトーバー社の取締役の一人だからな。どうせリムジンの中には一ダースの弁護士がワインと一緒に並べられてるだろうが関係ない。なにしろ娘の父親の名前が、最高についてる感じなんだ。知っているだろう？　クリーンウィル・ジョン・オクトーバー》


　一言ずつ区切るように、シェルがその名を告げていた。


《清廉潔白クリーンウイルなカモジヨンってわけだ。それとも娼婦の客ジヨンかな。綺麗なあれジヨンに変わりはないさ》


「娘のほうは？」


《あの女はしばらくホテルに滞在する。所有権が俺のほうに回るから、あれの置き場所も考えなきゃならん。せいぜい綺麗な宝箱にしまっておくさ》


「こちらは予定通りに行動する。報告は今日の夜半から明け方にかけて送る」


《夜の手紙ナイト・メールか。そいつで俺の悪い夢ナイトメーアを吹き飛ばしてくれ。指輪はもういらん。粉々にしろ》


「了解した」


　ボイルドがハンドルのボタンを押して通話をオフにした。ミディアムが笑い声を洩らした。サングラスを指で額に押し上げ、にたにた笑いながらボイルドの横顔を見やった。


「事情はわからんが、確かなことがある。イカレてるぜ、あんたのクライアントは」


「お前には無関係だ」


「悪い意味で言ったんじゃねえさ。俺たちと同じくらいイカレてるって言いたいんだ。いいクライアントだぜ。フェティッシュな依頼だ。そいつが俺には嬉しいのさ」


「今日の午前中に、担当事件における協力者の証人を申請した。お前のことだ」


「へええ……俺が事件屋ってわけだ」


「その補助だ。標的の少女も、同じように申請されている」


「合法的に殺せるわけだ。全てのパーツを使い尽くしてやる。俺が満足いくまで」


　兇悪な面相のまま浮き浮きした声でミディアムは言い、窓を開けてヘッドライトの明かりに照らされる蛇行がちの道路を眺めた。周囲は深い緑で、うっそうとし、コンクリートを分解する酵素を混入した還元土壌プラント・フアームが広がっている。木々の間に廃棄された腐りかけの建物が見え、さながら都市の墓場だった。


　ミディアムがサングラスの奥で赤く目を光らせ、歪んだ笑みを浮かべた。


「あれは爆撃機の工場跡か？　植林バンドエイドだらけだ。マシンガンで撃たれた傷にバンソウコウバンドエイドを貼ってやがる。このあたりで無人戦闘機が何機も撃墜されたんだ。噂じゃ、ここに軍の特殊な実験施設があったって話だぜ。本当にこんな場所に、子猫ちゃんがいるのか？」


「すでに、敷地に隣接した車道に乗っている」


「敷地？　何のだ？」


「お前が知る噂どおりのものだ。軍と政府が多額の資金投下を行っていた」


　そのとき暗い夜の森の間に、明るい金属とガラスの構造物が現れた。あまりに巨大すぎて、どういう構造なのかもはっきりしない。どこまでも続く壁のように、白い大きな何かが広がっているのだ。ミディアムが目を丸くし、ついで笑い転げて膝を叩いた。


「こいつは驚きの箱船だ！　ここで子猫ちゃんが尻尾を丸めて寝てるってわけだ！」


　車が丘を登りきった。ボイルドが車を停めた。ミディアムが押し殺した声を放った。


「さあ、早くけしかけてくれよ、ボス」


　ボイルドは丘の一方を指さした。


「西側から行け。警備の人間が駐留している。そこで施設の情報を手に入れて移動し、可能な限り俺に位置を報しらせろ。俺は、正面から正式な手続きをふまえた上で入る」


　ミディアムは喜びに胸を膨らませて両手を広げた。


「俺の好きにしていいんだな？」


「あらゆる行動を許可する。行け」


　ミディアムは車の外へ飛び出し、解き放たれた猟犬さながらに森へ走り去った。


「箱船……」


　ボイルドは車を進めながら、静かにその言葉を呟いた。


「永遠に来ることのない洪水を待つ、箱船だ」
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　明るい照明の下のロータリー式ゲートに車を入れた。中央の警備塔のモニターに警備員の顔が映り、ボイルドは委任事件担当官のライセンスを示してみせた。


《管理者につなぎますのでお待ちください。音声と映像は記録されます》


　警備員が言った。すぐに映像が切り替わり、初老の男が現れた。首から下は画面から外れて見えなかったが、その先がどうなっているかをボイルドは知っていた。


《錆びた銃ラステイ・ポンプが、自分自身の出す毒錆びに耐えられず、メンテナンスに戻ってきたか？》


「ウフコックがここにいるはずだ、プロフェッサー」


《受理した申請とは、だいぶ文脈が違うな。他に言うことは？》


「事件の重要参考人が当施設に逃げ込んだ可能性がある。ゲートを開けてもらおう」


《銃を使って押し入る必要はない。十一月の森ノーヴエンバー・フオレストに来たまえ》


　モニターがオフになった。ボイルドは外来駐車場に車を停め、徒歩で白亜の門に向かって進み、壁の一部の小さなドアに手を当てた。ドアが電子音を立ててゆっくりと向こう側へ開いた。さらに進むと、鮮やかな白さに満ちた長大な廊下へ入った。


　何もかも白く冴えわたる、空港のロビーのように穏やかな廊下を進んだ。冷徹な歩調だが、どこか慣れ親しんだ足取りだった。一度だけ足を止めて周囲を見やった。懐かしむというより、もはや何も感じないことを改めて確認するように。


　誰ともすれ違うことなく壁の前に来た。壁がひとりでに左右に開いた。別の森が──明るい陽射しと草と木々が現れた。ボイルドは白樺の森に入った。歩いてすぐ白いプラスチックのテーブルと椅子に出くわした。テーブルの隣にトゥイードルディがいて、ボイルドに向かって懐かしそうに微笑んだ。かと思うと、不審そうに首を傾かしげた。


「俺の頭部の通信機器は摘出した。干渉しても無駄だ、トゥイードルディ」


　ちょっと傷ついた様子でトゥイードルディはテーブルを指さした。カップが置かれ、コーヒーが湯気と香りを漂わせている。ボイルドのために用意したのだと目で言っていた。


　だがボイルドはそれを無視し、コーヒーカップの向こうに置かれた鳥籠へ目を向けた。


　フェイスマンは親身になって生徒に語りかける教師のように言った。


「この森で多くの兵士が永眠した。お前も、ここを帰るべき場所にすればいい」


「十年前、軍の命令でここに来た。戦争が終わった今、あんたの材料ヴイクテイムになる気はない」


「それがお前の戦後かね。多くの兵が被害者ヴイクテイム意識に悩まされているが、お前はどうだ？」


「俺は、被害者でも加害者でもない」


　フェイスマンはうなずき、二人の間でぶらぶらするトゥイードルディに言った。


「ここはもういいよ、トゥイードルディ。西の森に行きなさい」


　トゥイードルディは肩をすくめてボイルドに近づき、その逞たくましい腕を叩いた。また会ってくれと頼むように。それから、てくてくと森の奥へ歩き去った。


「同じ年頃の、動性の被験者がいないのが、今の彼の唯一の困りごとだった。しかしここに来た少女と仲良くなれそうだと喜んで話してくれた」


　ボイルドは表情を変えずに手を懐に入れた。


「質問は三つ。一つは、ウフコック、依頼者、イースターの所在だ。どこにかくまった」


「我々は誰もかくまったりはしない。受け入れるだけだ」


「ここにいるな？」


「回答の拒否権はあるはずだ」


「虚構にひたる施設に、あんたの死という現実を教えることになる」


「死が最上の現実か？　お前らしいな。私を殺したところで何も変わりはしない。私の命がお前の助けになるとも思われない。それともそれでいいのか？　今のお前にとって？」


　ボイルドはゆっくり懐から手を出した。銃は握られていなかった。だらりと手を垂らして告げた。


「事件の参考人が、もう一名、ここに侵入した」


「西区の物資搬入路から油まみれになって侵入しようとしている男か？　お前の質問に答えねば彼が破壊行動に移るのかね。今のお前が社会で活躍するための手段がそれか」


「俺だけが彼を重要参考人として逮捕する権限を有している。法務局ブロイラーハウスは承認済みだ」


　フェイスマンは慨嘆するように溜め息をつき、言い聞かせるような調子で言った。


「我々は技術を更新し続ける。イースター博士が民間で磨いた技術データの提供を条件に、最適な施設を貸与した。私のこの言葉を、自由に解釈したまえ」


「二つ目の質問だ」


「待て。回答の条件だ。席に着きたまえ。位置が悪くて視界に入りきらないし、せっかくトゥイードルディが淹いれたコーヒーが冷めてしまう」


　ボイルドは黙って相手を見下ろしていたが、やがて椅子を引き寄せて座った。


「すさんでいるな。お前は充実した人生を送っているか？」


「ドクター・イースターから提供されたデータはこちらで預からせてもらう」


「それは質問とは言えん。だいたいあの少女のデータを、なぜお前がほしがる」


「重要な法廷資料になる可能性がある」


「なるわけがなかろう。やれやれ……お前もトゥイードルディと同じかね」


「なに？」


「あの少女のデータを、トゥイードルディがほしがっているのだよ。むろん、重要なデータは、私と一部の研究者の共有申請にもとづいてアクセスを不可能にしているがね」


「何が言いたい？」


「トゥイードルディのように、お前も自分の同類を求めているのではないかね？　かつて多くの仲間たちとともに、この施設で過ごした日々を思い出したのだろう？」


　ボイルドは昏くらい目で相手を見つめ返した。思い出すべきものなど何もなかった。


「楽園の技術は、怪物しか生まない。その事実がまた一つ増えただけだ」


「今の社会では、そう解釈される可能性が高いだけだ。いつか一般的な技術になるだろう。とはいえ、彼女のデータを得たところで、お前の役には立たんよ」


「あの少女が０９オー・ナインを濫用している証拠になる」


「無駄だ。彼女のデータからは何が濫用か、法的にも判断が難しいだろう。彼女は成長している。それも爆発的に。現在のデータなど比較検討の材料にすぎん。彼女は天才だ」


「天才？　戦闘のか？」


「いいや。自己を空間に溶かす技術──自己意識の希薄化だ」


「希薄化？」


「彼女の識しき閾いきテストには変性意識状態と同じ脳波が見られる。おそらく彼女がその人生において精神を正常に保つために獲得した、セルフガードのための感覚の消失だ」


「どういうことだ」


「代謝性の金属繊維は普通、大量には移植できない。異質な感覚に戸惑い、精神の均衡を崩す。人間がコウモリの耳を得たところで、脳が混乱して使いこなせないのと同じだ」


「技術を使いこなしているのか」


「彼女は全身に移植されながら、その識閾値は八〇％を超えている」


　ボイルドがいっとき完全に口を閉ざした。沈黙が、男の驚愕を雄弁に語っていた。


「彼女の皮膚全体に繊維が広がっている。彼女の無意識下の刺激を受け、繊維が自律的に成長しているのだ。お前の手のひらに移植した繊維は、ついに手の甲にまで成長することはなかった。それを考えれば、彼女がどれだけ特異かがわかるだろう。皮膚に完全同化し、そればかりか、いずれ口腔内部や目蓋の裏、一部の臓器にも広がる可能性がある」


「馬鹿な」


　ボイルドの声が、かすかに上ずった。そのことにボイルド自身が驚いたようだった。


　フェイスマンは相手に共感するようにうなずいてみせた。


「イースター博士の技術の更新、ウフコックの存在、彼女の生い立ち。この三つが重なって生まれた最高の成果だ。ゆえにそのデータを我々は欲し、代わりにラボを貸し与えた」


「脳の空間認識に、電子的な干渉能力を与えることは、ごく単純な補助機能のはずだ」


「だが同じ絵筆を持った人間の中には、芸術的な絵を描く者もいれば、全く絵の感性が湧かない者もいる。それと同じだ。彼女の〝電子攪拌スナーク〟に特異なのは、その驚異的な集中力と意識の拡散、そして感覚の操作だ。理論的に人間の脳は、自己暗示によって、自在に感覚を操作することができる。熱いと感じたいときに熱いと感じ、寒いと感じたいときに寒いと感じ、何も感じたくないときには何も感じない、というように。それは肉体内部にまで影響を及ぼす、感覚する力だ。その力を応用すれば、環境のあらゆる変化を瞬時に読みとり、空間認識を通して微細に意識化することもできる」


「理論と実際は違う。感覚を操作できる一般人など、いるわけがない」


　フェイスマンが声を上げて笑った。


「高所での移動補助にすぎなかった疑似重力フロートを、壁だろうが天井だろうが自由に歩き回る道具にしたのは、お前だぞ。無駄と言ったのは、汎用性がなく成長が予測不能だからだ」


「だが器質的なデータは有効だ。少女にはＦＥＳが使用されたはずだな」


「それさえ未知数なのだ。機能的電気刺激治療法ＦＥＳは彼女の全身に応用されている。本来は四肢の麻痺に対し、神経信号を電子的にプログラムして手足の運動を回復させるためのものだったが……彼女の皮膚組織の系は、すでに小脳の器質に同化しつつある。むしろ影響面から言えば、ある意味で皮膚組織が、脳を操作しているといっていいだろう」


「……そんなことが可能なのか？」


「肉体は一つの系だ。十分に可能だよ。彼女はもはや金属繊維と人体の合成生物キメラだ。繊維は自律的に発展し、空間感覚に従い、数億種類の電位パターンを自動生成する。そして筋肉やあらゆる内臓器官へ最適刺激を行う。体を動かすということの、かつてない形だ」


「なぜ、俺の繊維はそうならなかった？」


「彼女の特異性としか答えられない。イースター博士は、ある程度の戦闘行動パターンを金属繊維の系にプログラムしたが、もはや初期パターンがわからぬほどの発展だ。彼女以外の誰にも、そんなことはできなかった。お前だけが疑似重力フロートを発展させられたように」


「どう処理すればいい？」


「処理？　なんだねそれは。殺害することか？　我々は楽園の住人だ。武器とそれに関わる技術は全て悪だという観念をもたらした世論と違い、彼女を脅威と考えない。お前は彼女のような存在と敵対して殺すことに生き甲斐を感じるのか？　軍人だったお前は宇宙空間での生活と戦闘に適応する、強靭な精神と肉体を持つため、ここに身を委ねた。その結果が、そのような見境のない殺意とは、あまりに惨めではないか？」


「俺がこの施設に関わった理由は、今も昔もあんたには関係ない。三つ目の質問だ。ウフコックたちは、シェルの何を調べようとしている？」


「どういうことかね？」


「法務局ブロイラーハウスへの申請は照覧した。シェルについて独自の調査を行っているはずだ」


「残念だが、お前に情報を与えることは殺人の幇ほう助じよになりかねんようだ。お前の中で縮小の一途を辿る命の価値を、常識的なレベルにまで回復させた上で、訊きたまえ」


「密室で命を切り刻んできた人間が、俺に命の価値を説明するのか？」


「命の価値ではない。お前自身の価値だ」


「俺は楽園が殺した多くの命を知っている」


「我々の目的が虐殺だとでも？　馬鹿なことを。確かに研究者の中には被験者を物体のように論じる者もいる。だが彼らも人間であり、自己を含めた命の価値を知る者たちだ。そうでなければ、ここでの研究に必要な忍耐は持てぬよ」


「虚構の価値だ」


「価値が虚構なのは当然だ。価値という名の物体が、どこかに存在しているとでも？」


「あんたが楽園と呼ぶここで、俺は命の価値から遠ざかることを求められた」


「死への恐怖を取り除こうとしたのだ。軍とお前が望んで捨てたものだ。兵士に不死の観念を与えるための数十パターンの処置を、お前一人に講じた。決してお前の心を破壊するためではない」


「悲しみも怒りも忘れた」


「当時は識閾検査が万全ではなかった。とはいえかつてのお前は今ほど虚無的ではなかったはずだ」


「眠ることさえ忘れた」


「無睡眠活動は最優先の研究項目だった。軍は激務に耐えさせるため興奮剤ホツトフユールや覚醒剤アンフエタミンを処方していた。以前のお前は完全な覚醒剤中毒だった。我々はお前たちを救おうとした」


「俺を救うだと？」


「今でも同じ気持ちだ」


「命に価値があるかどうか、俺に再び教えられるというのか」


「命に価値があるか？」


　フェイスマンは力をこめて繰り返した。


「真理を逆転させた愚かな問いだ。価値はあるのではない。創り出すものだ。命の価値を創り出す努力をおこたれば人は動物に戻る。社会とは価値を巡って機能する人間独自のシステムだ。今、お前との議論で問題にしているような同族同士の殺し合いとて、人間固有の行為ではなく、むしろ動物全般に共通するということを多くの観察が証明している。動物は殺すために殺す衝動を常に備えており、価値がその永続システムに拮抗するのだ」


「俺が動物だと？」


「人間は動物だ。だがお前は価値観念を失い、特定の本能でそれを補おうとする獣だ。動物同士の、共食い、迫害、脱落者づくり、自殺、親殺し、子殺し、兄弟殺しといった異常行動は、本能というシステムの帰結にすぎない。動物たちは環境を学習し、代々受け継ぐ。学習が正当でも、環境の変化が矛盾すればシステムにのっとって異常行動をとる」


「俺が銃を撃つことが異常行動だと言いたいのか」


「ほう」フェイスマンが、したり顔になった。「異常と言われて、銃を連想したかね」


　ボイルドは答えない。フェイスマンの声にますます力がこもり、弁舌の勢いが増した。


「異常行動とは、たとえば同族への虐待だ。動物の一部は様々な要因により、自分よりも弱い存在──すなわち己の子を嬲なぶり殺すといった行動に出る。子供への性行為を繰り返したり、子供を食べてしまう例もある。他にも、動物同士の集団自殺、共食い、親殺しなどは枚挙にいとまがない。たとえば保護指定下のサバンナでは、増えすぎた草食動物の群が、ときおり挑発としか思えない行動に出る。すなわち群全体で、わざわざ肉食動物の前を通りかかり、自分たちを追いかけさせるのだ。やがて仲間の一頭が脱落して犠牲になると、群の残りは仲間が引き裂かれるところを悠々と見物し始める。そのときの草食動物の脳からは、明らかに興奮と快感を示す脳波が検出されている。


　低次の社会を構成するといわれる一部の昆虫はどうか？　たとえば蜂の群には必ず、一定の割合で何もさせてもらえない個体が出る。彼らは何もすることなく、ただ無視され、死んでゆく。群を形成する上でのゆらぎであり、言い換えれば、脱落者をつくることでストレスを解消する一種の娯楽だ。


　また人間に特異と言われている行動──たとえば戦争はどうかね。群を作る動物は、昆虫から草食動物まで全て戦争する。一部の蟻は、違う種族の蟻の巣を攻撃し、食料を奪い、領土を占領し、生き残った蟻を捕獲して奴隷として働かせる。こうした行為はごく動物的な衝動であり、人間が動物の本能的システムから逃れてなどいないということは明らかだ。では動物と人間では、何が違うか？」


　そこでやっと言葉を切り、頸くびを傾げてみせた。ボイルドは答えず、フェイスマンはなおも喋り続けた。


「価値の創造だ。動物が捕食以外の殺害行為に走る一方で、人間は生命と死に対し、価値という観念を長い時間かけて創り出してきた。命に価値があるのではない。人間は価値という観念を様々なかたちで命に当てはめたのだ。そうすることで初めて人間は本能の支配に拮抗し、圧倒的な強さと複雑さを兼ね備えた社会を生み出した。他の生物を凌りよう駕がし、地球の全領土に進出したのだ。人間とは何か？　それは価値という観念を理解する存在だ」


　ボイルドは応じなかった。皮肉も返さず、納得の意思表示もない。沈黙の殻をまとう相手に対して、フェイスマンは効果的な刺激を与えるように注意深い様子で言った。


「ウフコックは、価値を知っている」


　果たしてボイルドの表情が昏くらさを増した。それこそ男の中の兇悪な動物が、むっくり身を起こしたような迫力があった。その様子を観察しながらフェイスマンは続けた。


「最初はただ単に、生体ユニットとしてネズミの新陳代謝が最適だという理由で、たまたまあのネズミが選ばれたにすぎなかった。やがてネズミは知能の増大によって人格を手に入れ、価値観念を理解し、ウフコックという名の存在になった。彼は彼自身の価値を築こうとし、他者の価値をみとめようとした。それが、人間がここまで巨大な社会を得た最大の理由だと理解したからだ。無数の危機を乗り越えながら、人間の意志は、つねに社会を新たに創り上げ、高度に発展させようとしてきた。ウフコックが自ら進んで人間の社会病理に関わろうとするのも、その理解があるからだ。しかしお前は自分自身の価値を自ら摩耗させることで動物に戻ろうとしていながら、いつまでも人間社会にしがみつく愚かな男だ。純粋な殺害を求めるならば本当のジャングルに行って、あらゆる生命を、動植物を、魚類も昆虫も細菌もなんでも殺してくればよかろう。わざわざ人間といる必要はない」


「社会から隔絶された場所に楽園を築いた人間に、社会の何がわかる」


「わかったからこそ、この楽園を発展させたのだ。これが私の価値への挑戦なのだ」


「人間は一方の価値を守るため、他の価値を否定し、虚無に還す。俺はそのために、より多くの虚無を生むことを期待されて造り上げられた存在だ」


「究極的で、底のない思考だ。それが、お前の無力感の代償か？　感情の起伏が失われたせいで、あらゆるものにむしろ虚無感を求めるのか？」


「ここは人間の価値を破壊しながら発展した。虚無感をもてあそぶのはそちらのほうが得意だろう」


「価値は流転する。破壊は確かに行われた。今後も行われるだろう。だが建設を目的としている限り、破壊の中からでも価値は生み出される。決して虚無ではない」


「人間を物体として扱った施設が評価されるのか」


「我々の観測技術が、いまだ物質レベルでしか用いられないだけだ。未熟なのだよ。我々もまた籠の中の卵にすぎない。だからこそ私はウフコックを惜しむ。魂の匂いを嗅ぎ分ける、あの金の卵を。お前もそうではないのか。お前がたぐい希まれなる精神力で、剝むき出しとなった殺意をコントロールしていることは認めよう。だがお前は、お前の魂を、どう取り戻す気でいるのだ？」


　ボイルドが席を立ち、再び相手を見下ろして言った。


「俺は俺の依頼者の権利と利益を守るために殺すだけだ」


「人間は神になろうとして挫折する生き物だ。お前は殺意をもって神の全能感と失われた感情を取り戻そうとしているが、お前がそれで得るどんなものも、所詮は絶望への階段でしかない。歴史上のどんな戦士も狩人も、お前とは比べものにならぬほど謙虚だ」


　ボイルドの手が懐に入った。今度こそジャケットの下で、重い金属の気配が起こった。


「最前線では兵士は常に自分の価値を否定される。あんたが俺を無価値と言ったところで、俺は何とも思わない。俺の価値を認めるのは、俺の敵だけだ」


「お前に価値を見出す者も、自らの価値を切り崩しているということだ」


「人間は、どんなものにも本当は価値などないことを心の底では知っている」


　そう言い放ちながら銃を抜き、巨大な銃口をためらいなく相手に向けた。


「質問に答えてもらう。ウフコックは、シェルの何を調べようとしている」


「毒錆びが広がりすぎたお前に、私の答えなど不要だ。今のお前は無感動と生存本能と殺意だけで回転するモーターだ。ウフコックが自分の手にあれば、それが自分の魂の代わりになるというのかね」


　ボイルドが引き金を引いた。一度、二度、三度──バロットと相対したときには考えられないような立て続けの銃撃だった。一発目で白いテーブルが消えた。砕けるというより飛び散って消滅したと表現するほうが適切だった。土くれが盛大に宙を舞い、土の下のプラント管理装置に大穴を開けた。


　発煙筒を束にして火にくべたような朦もう々もうたる火薬の煙が立ちこめたが、ふいに風が吹き払った。宙に浮かんだ鳥籠から目に見えない壁が展開し、煙を押しやったのだ。


　そしてその不可視の殻の中に浮かぶ、フェイスマンの真摯な面おも差ざしが現れた。


「重力フロートによって銃弾の軌道を逸らす技術は、ここで開発され、お前が発展させたものだ」


　ボイルドが撃った。弾丸は鳥籠には届かず、軌道を逸らされて樹の幹を木こっ端ぱ微み塵じんに撃ち砕いた。また引き金が引かれた。五発目にいたってようやく弾丸が鳥籠をかすめ、金属を熔断するような火花が飛び散った。が──それが限界だった。ボイルドは銃を握る手を押しやられないよう拮抗しつつも身動き一つできずにいる。


　鳥籠の中でフェイスマンの首が反時計回りに回転した。砕けた針金が自動的に修復される様子を目で確認すると、また元の位置に戻り、静かに訊いた。


「これはお前たちの事件だ。なぜお前の依頼主は、情報を公開しない」


　ボイルドは無言で相手を鋭く凝視している。フェイスマンは悲しげな調子で言った。


「信頼の感情さえ棄てたお前のもとに、ウフコックが戻ってくると思うのか」





《こいつは……なんて言うんだ？》


　トゥイードルディムが驚きをこめて澄んだ鳴き声を上げた。


《そう……嵐だ。俺は見たことなんてないが、これは、まるっきり嵐ってやつだ》


　今やバロットの周囲を電子のきらめきが渦を巻いて飛び交っていた。意味論的セマンテイツクに発展する電子情報が複雑きわまりない液体回路を駆け巡り、その範囲は広大なプールのほとんど全域に及んだ。


《プログラムの痕跡がわかったの……》


　バロットがゆったりと四肢を泳がせながら告げた。


　自分が求めるイメージが全身の人工皮膚ライタイトを通して電子信号となり、情報の嵐をさらに猛烈な勢いで搔き回スナークしてゆく。心に念じるだけであらゆる関連情報が瞬時に取捨選択され、脳手術と記憶障害というキーワードを核として引き寄せられるおびただしい情報が、シェルの人物像と過去の行動をこの上なく明確に浮かび上がらせていった。


《コピーがある……確かに……痕跡……。十八年分の記憶が……記録化されてる》


　唇と呼吸器の狭間から吐息の泡が浮かび上がってゆく。微睡まどろむような目が、頭上の光を仰いでさらに細められた。


《すげぇ……全部、つながってく》


　トゥイードルディムが興奮したように電子の渦の中を旋回した。


　にわかに確実な事実によってのみ構成された情報が姿を現した。何千通りもの化石の骨の組み合わせが試みられた末に、正しい過去の姿が出現するように、情報が正しい輪郭を伴ってバロットの脳裏に流れ込んだ。もはや情報がひとりでに語り出している状態だった。


（シェルの脳内の記憶を、記録媒体に転写するための、専用プログラムを解析──）


（その実行形跡を特定し、保存されたはずのデータの概要を逆算──）


（五感にもとづく記憶を記録化し、想像や願望による記憶の錯誤を除外するための別プログラムを再現することで、記録化された後、脳の記憶がゲシュタルトを崩して消失する過程を再現──）


（主に視聴覚による十八年分の記憶保存のため、専用の記録媒体の制作記録を特定──）


（制作に用いられる特殊な金属加工技術の使用記録を解析──）


《プログラムと金属を加工する技術……二つが使われた跡を追えば、ルートは決まる……》


　情報がバロットの体と意識を通過し、ささやきとなってこぼれ出した。


《十八年物の脳味噌を保存したボトルか。見失うなよ。さあ、どこまでも追いかけろ》


　トゥイードルディムが高らかな調子で、半ば夢遊状態となったバロットをけしかける。


《シェルだけが知ってる場所……。記憶代替……お金の流れ、プログラムの使用、シェルの行動、女の子たち、資金洗浄……全部パターン化が可能。女の子が死ぬたび、お金が生まれ変わる……》


　最後の言葉をささやいた途端、バロットの胸の内側で、ひやりと冷たいものが生じた。まるでナイフを飲み込んだように。脈拍は穏やかなまま心がざわつき、ノコギリの刃のように鋭く尖ってゆく。


《なんで私なの──？》


　自身の問いが情報の渦に溶け込んでいった。バロットは芽生えた殺意を研ぎ澄まそうとする心を鎮めるために深く息を吸い、ゆっくりと泡を吐いた。自分自身の一部が──沈黙をしいられ、抵抗できず殺されるしかなかった自分が──泡となって砕け散り、消え去ってゆくのだという思いを抱いた。


《そう──。シェルの記憶の中に、答えが全部……》


　その結論とともに、哀れむべき無力な自分が、そのとき本当に死んだのを感じた。悲しみが湧き、泡が葬列となって頭上の光へ消えてゆく。生き残った自分は、手に入れた情報が一つの回答を示すのを肌で感じていた。いつの間にか電子の渦は消え、水は静けさに満ちている。バロットは揺らめく水面の光を見つめながら新たな歯車が回り出すのを悟った。それは今の状況と嚙み合い、自分が解決すべき事件として回転し始めていた。


《見つけたな。よくやったぜ》


　トゥイードルディムが、いたわるように身を寄せてくれた。


《うん──見つけた》


　バロットは疲労に襲われ、相手の滑らかな胴に抱きつかせてもらいながら、告げた。


《腐った卵の中身を》
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《ボス？　ミスター・アイアンマン？　ちくしょう、なんでつながらねえ？》


　地声ではなく、通信機器を介してのミディアムの声が、むなしく宙に消えた。


　錠前破りのロツクバスターカードと二十万ドルのバターナイフを大活躍させて警備室に入り込んだものの、そこには誰もいなかった。かなりがっかりしながらロッカーを開けて制服を拝借し、建物の図面を警備室のサーバーから脳内のハードに写し取った。その作業が終わると、縫合だらけの頭を制服の帽子で隠し、部屋を出た。警備の巡回経路をきちんと辿り、自分をここに放った新たなボスに連絡を取ろうとするが一向につながらない。高価な通信妨害装置が存在するのか、ボスに応答する気がないか、その両方か──なんであれ好きにやるさ。とことん満足するまでやってやる。


　廊下を歩き、ときおり広々としたロビーや、ガラスで密閉されたテラスに出たが、いるのは全身を機械につながれた老人だったり、研究員らしい人間が固まって論議しているだけだったりで、目当ての少女は見つからない。だが焦らず脳内のハードで色々と検索するうち、該当項目にぶつかった。


「ルーン[image: ]バロット」


　声に出して呟き、走って移動した。すぐに入り口を見つけた。分厚い扉だったが、電子ロックのストックに愛用のカードを差し込むと、あっさり開いた。


「来たよ、子猫ちゃん！」


　一歩そこに入り、ぎょっとなった。青々とした美しい森だった。サングラスを外してポケットに収め、ナイフを振り回しながら踊るようにぐるぐる回って笑い声を上げた。


「強烈ハード・コアだ！　確かに楽園だ！　こんな素敵な場所で俺は子猫ちゃんと遊べるわけだ！」


　右へ左へナイフを振るって木々の枝を切り裂いた。ふと動きを止めた。


　人影が見えたからだ。ミディアムは今さらのように、すうっと姿勢を低くし、木々の狭間を通って音もなく人影へ近づいた。


「なんだ、あいつら」


　ぽつぽつと人間がいたが、みな微動だにしない。ある者は車椅子に乗り、ある者は地面に身を横たえている。みな穏やかな目を中空に向けており、いくつもの精巧な人形を置いて飾っている感じだった。


　ミディアムはじっと彼らを観察していたが、だしぬけに茂みの陰から出て、彼らの注目を惹こうとするように荒っぽい足取りで歩み寄った。誰も目を向けようとしなかった。車椅子に乗る、異様に白い肌をした若い女の横に立った。屈み込んで、くんくん臭いを嗅いだ。その耳に、ふっと息を吹きかけた。女は動かない。その女の頭を撫でた。髪の感触を楽しむようにかき分け、頭部のところどころに手術痕があるのをみとめた。一歩下がり、勢いよく車椅子を蹴り飛ばした。


「くそダッチワイフ！　俺を見ろ！　素っ裸にして木に吊してやる！」


　車椅子はがくがく揺れながらも衝撃を吸収し、落ちそうになる女を、クッション付きのアームが伸びてきて支えた。ミディアムは喜びで顔を輝かせた。


「こいつはフェティッシュだ。生きたダッチワイフがこんなにいやがる」


　ミディアムは、蹴り飛ばした女の顔にかかった髪を丁寧に元に戻してやった。それから女の手を取り、その指を舐めた。車椅子の肘掛けに乗せて固定し、手首をナイフで切断した。


　一瞬、女性の身体が、ぴんと硬直した。傷口が焼ける臭いがつんと鼻を刺す。血は出ない。ミディアムは切り落とした手首を、女の膝の上に置いた。それから女のもう一方の手を肘掛けに固定し、小指にナイフをあてた。小指は刻んだ野菜みたいに地面に落ちた。薬指、中指と、順番に楽しみながら切り落とした。そうするうちに動かぬ女の両目に、ふっくらと涙が浮かび、頰をつたった。それに気づいたミディアムは、舌を出して尖らせ、涙を舐めとってから、最後の一本を丁寧に切り落とした。


「俺の指をここで見つくろってやる。それから、子猫ちゃんだ。宝物がいっぱいだ──」


《何してるの？》


　突然頭の中で声が響き、ミディアムは悲鳴を発して跳び上がった。地面に帰還するなり、茂みへ走り込んで木に背をつけた。恐怖で息を荒らげ、周囲をぎらぎらした目で睨んだ。


《さっき、バロットのデータにアクセスしたでしょ。でも残念。あれは偽物なんだ──》


「どこだ、くそハッキング野郎！　仲間を殺しやがって！　殺してやる！」


《ここにいるよ。よく喋るんだね。そんなに大きな声で喋る人は久しぶりに見たな》


　ミディアムが叫ぶのをやめた。青年が木々の間から現れ、何の警戒もなく近づいてくる。


《僕はトゥイードルディ。あなたは誰？》


　わずかに距離をとって立ち止まった。


「俺か？　俺が誰だって？　そうか、そうなんだな？」


　青年を凝視して呟いた。赤く光る目が、ほとんど丸の形に見開かれている。


「てめえがやりやがったんだな。俺の仲間を。俺の群を。てめえが」


《あなたも頭の中にハードを──》


「俺の頭の中で喋るな！」


　トゥイードルディがぽかんとなった。怯えはせず、相手の凶暴な形相をしげしげ眺めた。


「どうしてくれるんだ。俺の心は傷ついてる。俺が傷ついてるんだ。くそハッキング野郎」


《会話にならないや。つまんない。外部の人間が、錯乱傾向の被験体と同じだなんて》


「俺の頭の中から出ていけ！」


　ミディアムの振りかざした刃が光を反射し、トゥイードルディの目を刺激した。


　驚いて目を閉じたところへ、走り寄ったミディアムに右腕をつかまれ、ねじり上げられた。手袋で覆われた金属の手の感触に、ぞくっと鳥肌が立った。腕を振りほどこうとしたが、もう離れられなかった。


「可愛がってやる。たっぷりと。こっちに来い。こっちにだ」


《乱暴な来訪者に対しては、いくつかの対処が許可されるんだよ》


　トゥイードルディが、丁寧に言い含めるように告げた。ミディアムのナイフを握った拳が、その顔面に叩き込まれた。ぐしゅっと湿った音がし、鼻が潰れ、大量の血が噴き出した。手を振りほどけず、さらに殴られた。唇が、瞼まぶたが、耳が裂けた。顔がみるみる青黒く腫れ上がり、血まみれになった。


「可愛がってやる、このガキ。可愛い指をしてやがるな。ええ。綺麗な指をしてやがる」


《セキュリティが機能するレベルまでは、我慢してあげる》


　トゥイードルディは平然と顔を上げた。状態は悲惨だが、表情は変わらなかった。


《久しぶりに痛みを味わおうと思ったけど、やっぱり嫌な感覚だよね。すぐに自分の体に干渉して、痛みを消しちゃった》


　ミディアムのナイフが閃き、唐突にトゥイードルディは自由になった。なぜ自分の体が男から離れることができたのか、不思議がって目をさまよわせ、すぐに理由を見つけた。切断された右腕の肘から先をミディアムが握っていた。傷口は灼き切られ、血も出ない。


　ふいにトゥイードルディの喉が、大きく上下し、


「あ……」


　と口が声を放った。トゥイードルディ自身が、そのことに驚いたように目を丸くした。


　ミディアムは切断した腕にキスし、投げ棄てた。そして青年が反射的に身を防ごうとするように持ち上げた左腕を狙い、ナイフを振り下ろした。腕は柔らかいバターのように切り落とされた。ミディアムが歯を剝いて笑った。


「俺好みの身体になったじゃないか！」


　トゥイードルディは、ひゅうひゅう息を吸いながら後ずさり、


「あ、あ……。声……呼吸……久しぶり……」


　ぱくぱく口を開いたり閉じたりし、その場に棒立ちになった。それからミディアムに向かって、にこりとあどけない微笑みを浮かべた。腫れ上がった血まみれの顔はもとより、切断された両腕のことすら気にもしていない。逆にミディアムのほうが笑みを失った。


「何だ、お前……」


「セキュリティが機能したからね。もう知らないよ」


　ふいに複数の影がミディアムの周囲で走った。何者かが音もなく迫ってくると勘違いし、ナイフを構えた。だが誰もおらず、影だけが素早く周囲を旋回している。


　顔を上げても、影を落としているはずのものが見えない。さらに頭上を見上げ、やっと影の正体をはっきり認識した。


　サメだった。ミディアムの顔が引きつり、両目が吊り上がった。巨大な魚影が、いくつも旋回していた。真上で。何もない宙で。バカでかいサメの群が空を泳いでいる。


《みんな、おいで》


　トゥイードルディが再び電子の声を放ち、切断された両腕を、獰どう猛もうな魚影に向かって掲げてみせた。


《セキュリティが許可を出したからね。みんなで、この人を食べてもいいよ》


「なんだって？」


　呆然と振り返った。青年の無邪気な両目が、腫れた瞼の下でミディアムを見返した。


　宙を舞うサメの一匹が、信じがたい速度で降下した。


　ぽっかりと開いた顎の内側が──生々しい赤さに満ちた口腔にびっしりと何重にも連らなって生えている牙が、ミディアムの視界一杯に迫った。


　ミディアムはほんのわずかな時間で、全身から絞り出すようにして人生最大の悲鳴を上げた。精一杯叫べばサメの心にも慈悲が芽生えると信じているようだった。だが反射的に頭部を庇かばったミディアムの左腕にサメは容赦なく食いつき、次の瞬間には軽々と宙に持ち上げられている。


「あきゃぁっ！」


　期待を裏切られたミディアムが悲痛な声を迸ほとばしらせた。


　牙を突き立てられた左腕の皮膚と筋肉が、己自身の体重のせいで音を立てて引き千切られてゆく。必死にナイフを振り回すが、ばしっと激しい音がして火花が散り、高磁圧の刃はサメの体に届かず、ものの見事に弾き返されている。


「きいっ！　痛っ！　きひっ！　痛いっ！　痛い痛い痛いぃいいいっ！」


　半狂乱になってナイフを振るう腕に、もう一匹が食らいついた。宙で大の字になり、大きく弧を描いて振り回された。まるで二人の子供が両側から人形の腕を引っ張り合って遊んでいるようだ。じたばたと空を蹴る両足に、左右から別のサメが食いついた。


　ちょうど×字になって四肢が引き裂かれる格好になった。牙に嚙まれた皮膚にミシンで縫ったような傷が走り、音を立てて肉ごと裂け、血が噴き出して白い骨が剝き出しになった。四肢を同時に嚙み千切られる痛みに、ミディアムの肺と喉が勝手に声を上げていた。いつの間にか盛大に失禁し、股間から生温かい液体をふりこぼしていた。


　悲鳴がふいにやんだ。凄まじい恐怖のせいだった。一匹のサメがミディアムの濡れた股ぐらを鼻面でつつき回していた。そして間もなく、かぶりついた。


　ミディアムが、ぐぅっと、やけにこもったような、湿った声を上げた。それが合図であったかのように、さらに他のサメたちが集まり、むさぼるように前後から一斉にミディアムの股間に牙を突き立てた。


　ミディアムの言葉にならぬ絶叫が、あたり一面にこだました。





「乱暴な来訪者だったね、トゥイードルディ。救護室で処置を受けなさい。腕は二、三日で回復する。そう、いい子だ。他に被害者がいないことは確認しているよ。ああ、大丈夫。こちらは問題ない」


　フェイスマンが虚空に目をあてて言った。それから鳥籠の中でボイルドに向き直った。


　ボイルドは、フェイスマンの言葉から事態を察する一方で、銃を構え続けている。眼差しはますます昏く、まるでどちらがより虚うつろであるか、銃口と競ってでもいるようだ。


「暴力の形にも、実に色々ある……」


　フェイスマンが呟いたとき、彼らのいる森に影が走り、ついで鋭い銀光が出現した。それはくるくると弧を描いて落ちてきたかと思うと、フェイスマンとボイルドの間で圧迫し合う重力フロートの壁に弾かれ、樹の幹に突き刺さった。


　ボイルドが、ひしゃげたミディアムのナイフを一瞥した。


　頭上で、ぽつりと何かが散った。赤い雫しずくだ。それが一つまた一つと草を濡らし、急にどっと量が増えた。血が、朱色の驟しゆう雨うとなって白樺の樹肌に幾筋もの赤い線を走らせた。嚙み砕かれた肉の破片が赤い雫とともにばらまかれて枝々にぶら下がり、息の詰まる血臭がたちこめた。だが赤い雨も臭いも重力フロートに遮さえぎられてボイルドとフェイスマンには届かない。


「この楽園を守る、智天使ケルビムたちだ」


　フェイスマンが微笑みを浮かべて言った。


「トゥイードルディの命令によく従う。彼らは、お前とは違う形で疑似重力の発生装置を活用している。彼らが泳ぐのは磁界の海だ。その海は、お前の武力を完全に防ぐ。彼らが楽園の住人を襲うことはない。彼らの感覚野には対象を制限するプログラムが施されており、認知できるのは我々が外敵と判断した存在だけだ」


　巨大な魚影がいくつも地上で踊るが、ボイルドはただフェイスマンを見据えている。


「ところでサメが人を襲うのは、なぜだと思うかね？」


　ボイルドの揺るがぬ攻撃姿勢を、やんわりとたしなめるようにフェイスマンが訊いた。


「たとえば平和な海水浴場で、あるいは手頃な波で有名な海際で。なぜ彼らは突如として人に牙を剝くと思う？　長年の謎だったのだ。彼らは腹を空すかせているのでもなく、縄張りを荒らされて怒る習性もない。もちろん、たまたま空腹だったり、攻撃的だったりする場合もある。だが、そんなものは全体の数パーセントに満たない。人間はそんなにもサメにとっては捕獲しやすい餌なのか？　他の餌となる魚の数倍の体積をもった人間が？　答えは簡単だった。簡単すぎてわからなかったのだよ」


　フェイスマンは、骨と肉の最後のかけらをむさぼるサメたちを見上げて言った。


「彼らが人を襲うのは、好奇心からだ。彼らが牙を剝くのは、人間が対象を覗き込んだり、手で触れたりするのと同じことだ。彼らに与えられた優れた器官が、たまたま牙や味覚や嗅覚であったにすぎない。彼らはただ、海辺を漂うものが何であるか知りたいのだ。そして味わいたいのだ。数キロ先の、ほんの一滴の血の匂いを嗅ぎつけて現れるサメは、何より、たった今嗅いだものを味わってみたいという欲求につき動かされるのだよ。


　それが暴力の本質だ、ボイルド。好奇心こそが。対象を知り尽くしたい。自己の力を行使したい。味わえるもの全てを味わいたい。たとえそれが勝利感や義務感、無力感の代償、自己実現の手段、はたまた病的気質によるものだとしても、本質は変わらない。


　この世で好奇心ほど暴力的なものはあるまい。そして他ならぬ好奇心によって、人も動物も生きておる。そのことを知り、そのことに耐えられる者こそ人間と呼ぶべきだ。ボイルド、お前の人生において、お前の好奇心が──お前自身の力の興味が、どこへ向かっているか、本当にわかっているのか？」


「俺はもう、俺が生み出す虚無にしか、興味がない」


　ボイルドがゆっくりと銃を下げ、張り巡らされていた重力フロートの壁を弱めた。


　銃の弾倉を開き、一発の残弾を除き、空薬莢を落とす。上着から弾丸を取り出し、空洞の分だけ弾薬を装塡した。銃を振り、けだものが牙を嚙み鳴らすような、がちん、という音を立てて弾倉が元の位置に戻った。


「誰かが、この施設内で、高度な電子的干渉を行っているのを感じた」


　左の手のひらをかざした。不自然なほど白い皮膚──移植された代謝性の金属繊維だ。


「電子的干渉を行っている者の捜査を行う。妨害は、法的に罰則の対象となる」


「罪と罰は、必ずしも等価値ではないよ」即座にフェイスマンが茶化した。「動けば、智天使ケルビムたちが、お前に楽園の罰を与えるだろう」


「やってみればいい」


　ボイルドが、きびすを返した。


　たちまち宙を泳ぐサメの一匹が反応し、かっと牙を剝いて躍りかかった。


　火花が飛び散った。ボイルドが再び張り巡らせた重力フロートの壁が、真っ向からサメの牙を防いでいた。フェイスマンが息をのんだ。サメは怒り狂ったように身をくねらせて何とか近づこうと重力フロートの壁を突き破りにかかる。それを押し返しながら、ボイルドが言った。


「俺はもう、あんたたちの被造物クリーチヤーではない。楽園から放たれた怪物クリーチヤーだ」


　サメの牙が、きりきり音を立てていっそうボイルドの重力フロートの壁に食いついた。むしろボイルドが展開する壁が、サメに口を閉じることを許さなかった。


　ボイルドは銃を無造作にサメの口の中に突っ込み、腕全体を分厚い重力フロートで支え、引き金を引いた。サメが展開する重力フロートが一挙に突き破られ、爆発した。小型の戦車砲のごとき一撃が、風船でも割るようにサメの体を内側から木っ端微塵にし、顎を上下に引き千切って別々の方向へ吹っ飛ばした。


　残りのサメどもが、ボイルドを警戒して頭上を素早く泳ぎ回った。


　頭上から柔らかな雨が降ってきた。赤い雨ではない。血を洗い流すための洗浄装置が働いていた。その雨の中を、巨大な魚影がいくつも迅はしった。恐るべき速度で、頭上から、背後から、横から、真正面から、牙と重力フロートを叩き込んできた。


　ボイルドは正面に向かって銃を構え、まっすぐ前へ足を踏み出している。爆撃と呼ぶべき銃火が、眼前に迫るサメを、柔らかい果実をハンマーで叩いたような有り様にした。


　サメは次々にボイルドの銃弾に撃ち砕かれ、地面にもんどり打って動かなくなった。目にしみるような血の臭いとアンモニア臭が立ちこめ、あたりの木々も草も、たちまち先ほどにも増して赤く染まり、鮮やかな死の色に塗り重ねられてゆく。


　最初の一歩を踏み出した後は、ほとんどその場を動かず、牙を剝いて襲いかかるものから順に撃ち滅ぼしていった。やがて十体近いサメの残骸が地面に折り重なり、残りの、それでもまだ同じ数ほどいる群は、戸惑うようにボイルドの頭上を舞うばかりで下りてこようとはしなかった。


「信じがたいデータだ。磁界の発生装置に対するお前の識閾値は九五％を超えている。ここにいた頃は六〇％に満たなかったお前が……有用性を求め、社会の病理的争乱を経て、そこまで技術を発達させるとは。技術を禁じる法令に、新たな根拠を与えるようなものだ」


　フェイスマンはボイルドの手に握られた銃に向かって顎をしゃくった。


「それはウフコックが変身ターンした銃だな？　私にはわかる。実に破壊という点でのみ有用な品だ。その抜け殻だけが、今のお前の魂の代替品というわけかね」


　ボイルドはわずかに口を開きかけたが、何も言わなかった。言葉もまたボイルド自身の虚無に飲み込まれて消え、後には何も残らなかった。フェイスマンが言った。


「お前は、血の臭いを嗅いだサメだ。高度な殺害の手段を求める、好奇心旺盛なサメだ。これ以上の闘争による犠牲は望むところではない。行くがいい。もはやお前の足は、荒れ野以外を踏むことはあるまい」





《なるほど、十八年ものの脳味噌のワイン倉にしちゃ洒落しやれてやがる》


　トゥイードルディムが、ひとりごちた。巨大な端末であるプールの水辺に立つバロットを仰ぎ見て、少し寂しそうに銀色のサングラスをした顔を傾げてみせる。


《行くのかい》


《うん》バロットは言った。患者服を素早く身につけ、膝を折って、そっとトゥイードルディムの頰に触れた。《いつかまた、ここで泳げたらいいなって思う》


《いつか外の世界が、ここと同じになれば、自由に泳げるようになるさ》


　バロットは小さくうなずいた。


《いつか本当に優しい世界が出来たら、ここに来る》


《そのために外の世界に行くんだろう？　あんたの周りだけでも良くなって、みんな優しくなれるように。だが外に出れば、あんたは連邦法違反容疑者だ。後悔はしてないかい》


《うん。やって良かったと思う》


《幸運を祈ってるぜ。さ、急ぎな。荒っぽい客が来て、あんたを出せって騒いでやがる》


《一緒に泳いでくれて、ありがとう》


　バロットはトゥイードルディムの額にキスをして、立ち上がった。


《ウフコックと仲良くな》


　細い、綺麗な声で鳴くイルカに微笑を返したのを最後に、裸足のまま駈け出した。


　バロットが森を出たのちも、トゥイードルディムは、じっと黙ってそこにいた。


　やがて、森の一角から現れた冷たい殺意の塊のような男へ、飄ひよう然ぜんと告げた。


《天使は行っちまったぜ》


　プール脇に設置された、アナウンス用のスピーカーに干渉しての声だった。


「トゥイードルディムか……」


　ボイルドが銃を向けた。トゥイードルディムが馬鹿にしたように鼻孔から息を吹いた。


《俺ぁ、生体ユニットとして、この通信基幹の端末の一部として扱われてるんだ。俺を殺せば、政府が作らせたこのシステムを破壊する重大な犯罪行為だぜ。あんたも連邦法違反者になるかい》


「ここで、何を調べていた」


　音を立てて撃鉄を上げる。スピーカーが愉快そうな笑い声を返した。


《あんたの依頼主に訊けよ。それとも、あんたには何も教えてくれないのかい》


　銃火が爆はぜ、スピーカーが粉微塵になった。また別のスピーカーから呆れ声が響く。


《おいおい、喋れなくしてどうするってんだ。じきに、あんたの会いたい相手は楽園からいなくなる。容疑者が不在になりゃあ、あんたの権限は一般人と同じだ。ここにいるだけで法律違反になるんだろ》


「口が達者になったな、トゥイードルディム」ボイルドが銃口を下げた。「いずれ正式に、ルーン[image: ]バロットがこの場所で行ったことについて情報開示を求める」


《その前に、あの子が事件を解決するさ。ウフコックと一緒に》


「ウフコックは、俺が手に入れる」


《へぇ、三角関係？》


　トゥイードルディムが、ぴぃっと口笛のような鳴き声を上げた。


　ボイルドはそちらには目もくれず、周囲を見渡すと、バロットが駈けていった方角を正確に嗅ぎあて、無造作に歩んでいった。


《あんたが、あのサメをぶっ殺した情報が入ったときは、さすがに驚いたぜ。錆びた銃ラステイ・ポンプのあんたも、有用性ってやつを証明するのに必死なんだな。それとも何に必死になってるかも忘れちまったかい？》


　ボイルドは一瞬だけ立ち止まった。だが振り返らず、すぐに森から姿を消してしまった。


　トゥイードルディムは溜め息をつくように、ぽつんと呟いた。


《おっかねぇ……あんまり時間稼ぎにもならなかったかな》





　銀色の卵は、施設の屋上に浮遊し、殻が割れてタラップのようになっている。


　大きなカプセルを台車で搬入しているドクターが、バロットが息を切らして走ってくるのを見て目を丸くした。


「裸足か。大丈夫かい。足の裏を怪我して、破傷風にでもなったら……」


　バロットはハンプティの室内スピーカーに干渉した。


《大丈夫。ドクターに治してもらうから》


「ふむ」ドクターは神妙にうなずき、ちょっとためらうように訊いた。「首尾は……？」


《見つけた。あの男の、過去の隠し場所》


　ドクターはほっとした顔を隠さず、台車を押しながらバロットを気遣うように言った。「このまま君を連邦法違反者にはできない。何か手だてを考えよう。そうでないとウフコックに怒られてしまうよ」


《あなたたちと、立場が同じになるだけ。ウフコックと同じ立場に》


　バロットは自然と笑顔になって言った。あのプールでまた生まれ変わった気分だった。元死体安置所で目覚めたときのように狂った存在としてではなく、もっと正しい何かに。


《行っちゃうんだ》


　スピーカーが、バロットとは違う者の操作で、声を放った。


　ハンプティの中に入ったところで足を止め、振り返って外を見た。


　タラップから離れた場所に、ぽつねんとトゥイードルディが立っている。その腫れ上がった顔と、切断された両腕に巻かれた包帯に、バロットとドクターが愕然となったが、当人はにっこり笑って告げた。


《心配しないで。たまには痛覚を感じようと思って、調子に乗っただけ。それに、セキュリティが機能するには、これくらいやられないとね。すぐに治してもらうよ》


《ごめんなさい、私のせいで──》


《別にいいんだ。これで、君と友達になれるなら》


　バロットはうなずいた。


《ありがとう。私も、友達ができて嬉しい》


　トゥイードルディは傷だらけの顔に、満面の笑みを浮かべた。


《じゃあね、バロット。手紙もメールも禁止されてるけど、また会えたら嬉しいな》


　ハンプティが浮上し、その入り口の殻かく壁へきが閉ざされていった。銀色の卵が虚空に浮かんでゆく様子を見送るトゥイードルディの背後で、ふいに屋上の扉が開き、大きな男が現れて銃を振りかざした。


　バロットがはっとなった。ドクターもすぐに気づいてぎょっとなる。


「やめろ！　連邦法違反者になりたいのか──」


　ドクターの叫びが、銃撃音にかき消された。ボイルドの放った弾丸は、バロットのすぐそばで、閉じゆく殻に突き刺さり、盛大な火花を散らした。


　ハンプティ全体が震えたが、さすがに撃墜は不可能だった。ボイルドもそれを承知で撃ったのだ。その新たな宣戦布告に、バロットは恐怖よりも違うものを感じた。


「撃った……」


　ドクターが呆然と呟いた。この時点でボイルドも事件の解決なくしては連邦法違反の容疑者とされる立場になったのだ。そして、事件の制圧を宣言するように、ボイルドは銃口を向け続けている。


　バロットは咄とつ嗟さに、地上にいる相手にもよく見えるよう、左手の指を突き出した。人差し指を伸ばし、親指を立て、銃で撃ち返す真似をした。もう二度と、抵抗もできずに殺される気はないという思いが激しく込み上げた。恐怖で震え出していたはずの自分さえ、あのプールで泡となって消えたのだと思った。


　殻が閉じてバロットの姿を隠した。ハンプティが一挙に高度を上げて空へ消えた。


《笑ってるの、ボイルド？》


　トゥイードルディが、屋上のスピーカーに干渉して訊いた。


「なに……？」


　相手が振り返ったことを嬉しがりながらトゥイードルディが言った。


《友達ができたみたいな笑い方》


　ボイルドは銃を懐に収め、きびすを返した。そのときにはもう何の表情も浮かべてはいなかった。


《また来てよ、ボイルド》


　その後ろ姿を、トゥイードルディが、寂しげに見送った。










　　　　　４







　カプセルの内部は青い液体で満たされ、コードにがんじがらめにされたウフコックが──金属と生体ユニットの塊が──折り畳まれた姿で眠っている。


　一階の寝室に置かれた金属の筒のガラス窓に触れながら、バロットは、ウフコックの死について考えた。鋼と肉体が複雑に絡み合ったこの姿が膨らみ、自分の体重で死ぬということについて。ウフコックがどうそのことを理解したか考えた。いつかウフコックが告げた言葉が思い出された。自分もまた焦げつきを都市に投影しているのだと。


　ドクターが、開けっ放しの寝室のドアを叩いた。


「コーヒーを淹いれたんだけど」


　バロットはカプセルから身を離し、ドクターと一緒にダイニングに向かった。


「高度一万八千フィートだ。都市の沖合いのあたりさ。寒くはない？」


　バロットはかぶりを振って椅子に座り、カップを受け取った。カフェオレだった。ひと口すすって、すぐそばの衛星放送用のテレビに干渉した。


《美お味いしい》


「それは良かった」


《コーヒーなんて、あんまり美味しいと思ったことなかった》


「調合と煮沸にコツがあるんだ。試験管を振るのと同じさ」


　ドクターが実際に手を振って真似をしてみせる。バロットは眉をひそめた。


《急に、美味しくなくなった》


「ひどいな」


　バロットはくすくす笑ってコーヒーを飲んだ。ドクターが改まった様子で向かい合って席に着いた。口にしにくいことを告げようとしているのが雰囲気でわかった。


《また裁判をするの？》


　バロットが率先して訊いた。ドクターは肩をすくめ、いつもの癖で、眼鏡を押し上げた。


「今のままだと裁判に意味はない。相手の行動に、確実にチェックメイトをかけないと」


《相手の行動？》


「婚姻だ。上流階層の人間とね。以前からつかんでたけど、とうとう実行に移したらしい」


《シェルが誰かと結婚するの？》


「まあ、そういうこと」


　ドクターが渋いものでも口にしたように顔をしかめてみせた。バロットは別にどうでもよかったが、ドクターが気を遣っているのを察して、嫌にむず痒がゆい感じがした。


《聞かせて》


「うん。シェルが、オクトーバー社の重役のご息女との婚姻を提案したんだ。資金洗浄の記録をたてにしてね。その重役にも断れない理由があって……まあ、断る必要のない理由とでもいうのかな」


《よくわからない。どういうこと？》


「知的障害者なんだ。その娘さんは」


　ドクターが苦々しげに言った。バロットはまた眉をひそめた。意味がわからなかった。


「兄弟姉妹は、みな優秀なようでね。彼女一人、監禁状態らしい。体面ってやつだ。実に情けない。で、シェルはその女性の存在を知り、自分が片づけてやるから一族の一員にしろと言ってるわけだ。そうでなきゃ、その女性の存在ともども、自分が知ってることを色々とばらすぞ、とね」


《殺してやりたい》


　誰を、とは言わなかった。誰もかれもだった。ドクターは肩をすくめて同感を示した。


「僕が妻と別れた話はしたよね」


《──うん》


「娘がいるんだ。君より年は下かな」


　バロットは素直に驚きを顔に出した。ドクターが苦笑した。


「そのせいかどうかわからないんだが、君を娘のように感じ始めている自分がいてね。シェルには、個人的な怒りさえ感じてるよ。あまりいいことではないと思うんだが……」


《よくわからない。それは、悪いことなの？》


「君は不愉快じゃないのかい？　そういうふうに思われて？」


《全然、お父さんって感じしない》


「まあ……そうだろう。ただ、君をこちらの都合で誘導している面があるし。その上、勝手な保護欲を押しつけられても、不愉快だろうから……」


《すごく嫌》


　真顔で告げた。それから、困りきった様子のドクターに、少しだけ笑ってみせた。


《感謝もしてる。協力したいと思ってる。自分のためにも》


　ドクターがうなずいた。それこそバロットに感謝するように。


「君は、どうしたい？　事件の後、君の望むようにしたいと思ってるんだが……」


《なかなか答えが見つからない。事件が解決するってことを、まだよく理解できないから》


　正直に言った。それから、ぽつっと訊いた。


《ウフコックは、いつ死ぬの？》


　ドクターが、ぽかんとなった。


「僕はウフコックをメンテナンスしたのであって、安楽死させるわけじゃないよ」


《トゥイードルディムが言ってた。プロフェッサー・フェイスマンも。ウフコックは、自分が死ぬことを知ったから、生きることについて考え始めたって》


「ああ……なるほど」


　途端にドクターはむつかしげな顔になって宙に眼をさまよわせた。


「短くて、五年」


　ずいぶんあっさりとした口調で告げた。


「悪性の腫瘍が発見された場合とかね。実際はわからないんだ。その倍か、三倍か。もしかすると半世紀くらい生きるかもしれない。その可能性はある。ただ、辛いだろうね」


《辛い？》


「全身が肥大するんだ。脂肪がついて太るんじゃない。何もかも大きくなっていく。骨も筋肉も内臓も──眼球でさえ大きくなる。今も、生体ユニットをいくつかの次元に分割してるけど、体組織だけで君が使ってる枕くらいの体積があるんだ。通常の四倍さ。いつかこのハンプティにも収まらないくらい大きくなるかもしれない。ただし問題は、どう生きるかってことさ。あいつも僕も、そして君も、いつ死ぬかはわからない。どんなふうに死ぬのかもわからない。ただ、いつか死ぬことは知ってる」


　バロットはうなずいた。ドクターの言ってることはわかるつもりだった。


《私、あの人のそばにいたい。──駄目？》


「いいと思うけど……この事件が終わった後も？」


《あなたたちの仕事は、有意義？》


　あえてフェイスマンと同じ質問をした。ドクターはやや間を空けてうなずいた。


「僕は、充実してる。悲しいことも沢山あったけど。今でも、あの研究所を出てマルドゥック市シテイに来たときと同じように……いや、そのとき以上に、これが自分のすべきことだと信じてる」


《私にもできると思う？》


「まあ……君の適性や、これまでのデータを考えれば、十分に可能だろうけど……」


《アンダーグラウンドのショーで、私より年下の男の子や女の子が、働いてるのを見たことがある。お料理や給仕がメインだったけど。ときどき舞台で踊ったりしてた》


「委任事件はショーとは違う。様々な争いや焦げつきを無理にでも解決しなきゃいけない。ハードな仕事さ。僕らも結局、自分たちの焦げつきを投影してるだけかもしれないけど」


《私もそうしたい。ウフコックがやろうとしているみたいに。私もトライしたい》


「困ったな……」ドクターは、ごまかすように笑った。「僕は、すべきことをデータにもとづいてアドバイスできる。でも君に良い環境を用意できるかわからない。学校にも行くべきだし……」


《勉強しろって言うならする。勉強しながら手伝う》


「まあまあ」ドクターは両手を上げて降参のポーズを取った。「まずは今の事件解決に全力を注ごう。このままじゃ、みんなで仲良く、社会から廃棄される運命さ。事件を解決した後で、ウフコックにも相談してみなよ。僕の意見ばかりじゃ偏かたよるよ、きっと」


　バロットはうなずいてカップの中身を見つめ、真面目な顔で告げた。


《コーヒーの淹れ方も覚える》


　二杯目は、バロットが淹れた。





　キッチンには、しばらく閉じこもっていられるだけの十分な食料があった。ドクターとバロットとで分担を決めた。メインディッシュは一日おきに交代で作ることにした。


「ボイルドのやつも連邦法違反の危険を冒してまで、僕らの敵になることないのに」


　ハンバーガーに食いつきながらぶつぶつぼやくドクターに、バロットが訊いた。


《あの男の人は、ウフコックの前のパートナーだったんでしょう？》


「そうだね。君に勝るとも劣らぬ使い手だったよ」


《どうして別れたの？》


　ドクターはすぐには答えなかった。


《言えないこと？　恋人だったの？　トゥイードルディたちみたいに？》


「違うよ」ドクターは慌ててハンバーガーごと手を振った。「戦闘のためのタッグさ。強かったよ。向かうところ敵なしってやつだ。でも、あるとき、ボイルドのほうが暴走した」


《何があったか訊いていい？》


　そこでドクターは考え込むような顔をしたが、手にした食べ物を平らげると、


「ボイルドって男を少しは理解しておいたほうがいいだろうからね。話すよ」


　そう前置きして口をきった。


「ある委任事件でね……大学生の青年が、昏睡状態になるほどの暴行を受けたっていうんだ。依頼主は父親で、青年は長男だった。母と弟と妹の五人家族さ。父親は工場を経営してたけど借金まみれでね。長男が頼りだったんだ。いわゆる勤労青年で、奨学金の他にも色々と収入を得ていた」


《誰が乱暴したの？》


「初めはドラッグのディーラーだという話だった。青年のガールフレンドがドラッグにはまったせいで、青年がディーラーと喧嘩をして、昏睡するぐらい痛めつけられたってね。当時の僕らはドラッグ売買の背後に、オクトーバー社が操るダークタウンの勢力が存在すると仮定した。そしてその勢力を叩き潰すことを最終目標とし、警察と協力して戦った。僕らはまず青年に暴行を加えた人間を特定しようとした。犯人は大学内をテリトリーにするドラッグのグループで、すぐに尻尾をつかんだ。だがそこでおかしなことが起きた」


《おかしなこと？》


「青年を昏睡させたディーラーが、いきなり自殺した。あからさますぎて、何か裏があると思ったよ。前後して青年のガールフレンドが行方不明になった。グループの裏には非合法の薬品を売りさばくための大がかりな組織があると予想された。錯綜したよ。影で動いているのが何か、すぐにはわからなかった」


《組織が、何かを隠そうとして、そのディーラーを殺したの？》


「僕もそう思った。だが何のことはなく、中心には青年がいた」


《どういうこと？》


「勘違いだったんだよ。青年が犯人だった」


　バロットが、ぽかんとなった。ドクターは苦々しげにうなずいてみせた。


「ドラッグが青年の主な収入源だったんだ。主犯格は、表向き、自殺した学生だった。でも裏では全て昏睡した青年が仕切ってたんだ。そもそもガールフレンドをドラッグ漬けにして、ものにしたのも青年だった。ドラッグを使って何人ものガールフレンドを作ることを、彼らは釣りフイツシングと呼んでいた」


《じゃあ、誰が青年を痛めつけたの？》


「さっきの自殺した学生が、金の取り合いか何かで青年を殴り倒したんだ。青年は階段を真っ逆さまに二十ステップほど踊って目覚めなくなった。学生はそのことにショックを受けてドラッグに逃げ、ハイになりすぎて歩道橋から車道へダイブした。悲惨ではあるけど、単に中毒者がラリって死んだだけだ」


《わけがわからない。被害者が犯人だったなんて》


「僕らも混乱した。警察は警察で、同じ時期にドラッグ汚職の警官がいて錯綜した。押収品を横流ししてたんだが、その一部が大学に流れていて、そこに自殺した学生も絡んでた。とはいえ、緊密なつながりはなかった。誰もが、あるかもしれないと思っただけで」


《勘違いばかりってこと？》


「青年の家族の主張が凄くてね。工場の借金を返すため、法務局ブロイラーハウスから多額の児童福祉法賠償金をせしめたがった。だが実際は青年の自業自得さ。さらに青年の家族も暴走して、弟が別のディーラーを見つけ出して暴行を加えた。しっちゃかめっちゃかだったよ。そのうち行方不明のガールフレンドが、実はドラッグでラリって、車の中で三日間ほど眠り続けていたことが判明した。彼女が発見されて、ようやくこの事件は違うことがわかった」


《そんな事件、どうやって解決したの？》


「最悪だった」ドクターが額に手をあてた。当時の惨状が目に浮かぶという顔だった。「みなが損害を受ける。依頼主の家族は工場を失い、青年の弟は暴行罪で逮捕、加えて児童福祉法賠償をするのは彼らだ。家族みんな、一生、借金生活さ。警察の面めん子つは丸潰れだし、舞台となった大学はドラッグ大学とまで言われ、警察内部の汚職もばれて大騒ぎ。僕らは僕らで、窮地に陥った。市からペナルティを受けるのは僕らだ。誰が敵だか不明になるなか、ボイルドは考えうる限り最悪の方法で解決をはかった。僕らにさえ何も言わずに」


《どうしたの？》


「まず第一に、昏睡した青年を射殺した」


　バロットの目がまん丸になるのを見て、ドクターが力ない様子で肩をすくめた。


「我々の依頼主の、そもそもの守るべき、くそ野郎でもある青年をだ。次に、ラリっていたガールフレンドを発見した車まで連れ戻し、射殺した。その後で、ドラッグ売買に関わった全員を一人ずつ殺していった。正確に、迅速に。汚職警官まで皆殺しにした」


《何人殺したの？》


「その時点で、十一人だ」


《ウフコックが、武器になって？》


「あいつは完全にボイルドを信用していた。あくまで正当な解決をはかろうとしてね。あの日、ボイルドは全ての裏を取るためにウフコックと出かけたんだが、途中で、自分の解決の仕方のほうが正しいと思ったらしい。僕らを潰すための罠があったかどうかも不明なままボイルドが何もかもを叩きつぶした。死んだのは犯罪者たちだけじゃない。当時、僕らの他にも二人のメンバーがいたんだけど、両方とも殺された。ダークタウンの連中に。いまだに、ボイルドが二人を殺したんじゃないことを、神様に祈ることがあるよ」


《どうしてウフコックはわからなかったの？》


「ボイルドは両手に、君と同じ、電子的な干渉のための金属繊維を移植しているんだ」


　ドクターはそう言って、バロットをさらに驚かせた。


「君ほど凄い力じゃないけどね。当時のウフコックには、変身ターン後に周囲の状況をそんなに把握できなかったし、必要なかった。主な情報はボイルドの手を通して伝わった。そのほうが精密で迅速に変身ターンできるしね。でも今じゃ変身ターン後も視覚や聴覚、特に嗅覚は完全にフォローされてる」


　バロットはうなずいた。ウフコックの気持ちが痛いほどわかった。支配される気持ちが。それは絶望だった。他人と自分、両方に対する深い絶望だ。


《ウフコックは、いつ、それを知ったの？》


「ボイルドがウフコックを使って十一人を殺した後さ。事実を悟ったウフコックはボイルドを拒否し、茫然自失となり、自閉気味になった。その後、ボイルドは姿を消し、さらに二十人近く殺してドラッグ売買を仕切るギャングを壊滅させた。それからしばらくして、僕らとは違う０９オー・ナイン法案のライセンスを手に入れて独立した。ウフコックは二度とボイルドの手に身を委ねなかったし、ボイルドも噂じゃオクトーバー社にスカウトされたって話だった。今回の事件で、それがはっきりしたけどね」


　ドクターは当時の陰々滅々たる思いを再び味わっているように溜め息をついた。


「結局、青年の父親の工場は売却され、家族には当初予定されていた額の十八分の一の福祉賠償金が支払われた。ボイルドの活躍で、青年が主犯だった証拠も証人も消滅したんだが、同時に解決すべき事件すら消えてなくなった。スクランブル‐０９オー・ナインを選択したこと自体、間違いだったのかとさえ思ったよ。ただ……あのまま終わりたくはなかった。僕もウフコックも巻き返しをはかるため、その後も色々と事件を担当した。ボイルドも自分の解決の仕方が間違っていないことを証明するために、あちこちで虐殺をしでかすようになった。その結果、こうして銃を向けあう関係になったってわけ」


　ドクターは、口にした出来事の苦さを洗い流すように、コーヒーをすすった。


《話してくれて、ありがとう》


「いやいや」


《ボイルドという人は、どうして人を殺すの？》


「さあね……軍人として訓練してきた月日が、あいつの最後の拠より所どころなのかも。虚無感に抗あらがうためのね。虚無感は……人間にとって最大のストレスと言ってもいいから……」


《あの人、ウフコックを欲しがってた》


「だろうな。ウフコックはオンリーワンの、最強の白兵戦兵器だ」


《私、ボイルドの気持ちがわかる》


　ドクターが、ごほっとむせた。慌てて口を拭い、バロットをまじまじと見た。


「……君は殺人マシーンになりたくて事件屋をやろうってわけじゃないんだろう？」


《違う……でもわかる。私もそうなったから。私、ウフコックをレイプした。私の焦げつきの犠牲にした。ボイルドもそうだったんだと思う。自分一人じゃ、やめられない》


「君は、あいつとは違うさ」


　ドクターが言い聞かせるように言った。そのくせドクターはバロットにも、あるいは誰にでも、そうなる可能性があると知っているようだった。自分を怪物扱いするしかないほど焦げつく可能性が。


《ウフコックは、私のこと許してくれる？》


「許すもなにも……。大丈夫さ。君は学び、反省し、成長する。あいつもよくわかってる」


　だがかえってバロットは恥ずべきことをした自分を意識した。ウフコックもドクターも優しかった。二人に甘えたくなる気持ちを必死で抑えた。自分ですべきことを考え、行動しなければいけなかった。


「ところで……僕も一つ、訊いて良いかな」


《なに？》


「シェルの、隠された記憶についてなんだが……」


《ごめんなさい。忘れてた》


　バロットは口に手をあて、本気でそう返した。それから、手に入れた答えを告げた。


《チップ。シェルが持ってるお店の一つに『エッグノッグ・ブルー』というカジノがあるの。そこにある百万ドルチップの中に隠してる》


「百万ドルチップとは、こりゃまた……お宝を隠すにはお宝の中というわけか」


　ドクターが感心顔でバロットに向かって何度もうなずいてみせた。


「よく突き止めたな。大したもんだよ」


《トゥイードルディムに助けてもらったから。一人じゃわからなかった。持ち出し厳禁のチップで、ショー以外で、お客が手にすることなんてほとんどないの》


「カジノを協賛してる、投資会社やアミューズメント・カンパニーの、隠れ蓑みの的な資産運営の一つだ。資金洗浄だよ。同時にカジノにとっては、それだけの資産背景があるぞっていう看板になるんだ」


《うん。ドクターの言う通りのことをしてるみたい》


「公共物に近い品の中に、わざわざ隠すとはね……やっぱり素晴らしいイカレ野郎だよ」


《チップの製造記録を調べたの。記録は消されてたけど、再構築してみた》


「凄いな。あの設備とトゥイードルディムのサポートがあったとはいえ、よくもまあ短時間でそこまで……」


《また、やってみたいな》


　バロットが微笑んだ。ドクターが目を剝いた。驚きではなく、叱り声が飛んできた。


「連邦法違反と重ハッキング罪で、二十年以下の刑だよ。半世紀はコンピュータに触れることも禁止されるぞ。今回みたいなケースでない限り絶対にしちゃ駄目だからね」


《ごめんなさい》


　バロットが肩をすぼめ、またもや自分を恥じた。こんなことでウフコックに許してもらえるのだろうかと失望に襲われた。その様子にかえってドクターのほうがまごついた。


「まあ、リスクを知るべきだってことさ。それで、百万ドルチップはいくつあるんだい」


《カジノには、全部で十二個ある》


「大した額だ。その全部に、シェルの記憶が？」


《そのうちの四つ。オクトーバー社の社章がついたチップだけ、特別に製造されてる》


「なるほど……。さて、どうするか。カジノ強盗は、銀行強盗並みに厄介だからね」


《強盗？》


「それは最後の手段さ」


　冗談かと思って聞き返したが、真顔で返すドクターに、ちょっとびっくりした。


「検事に捜索させれば動きを読まれて隠し場所を変えられてしまうし、オクトーバー社を警戒させて、より大きな魚を逃すことになる。うかつに動けないぞ。事件担当官の捜査特権──いや、待てよ……まずは単に客のふりをすればいいんだ」


　そう呟いてドクターがにやりとした。気味が悪いくらい、やる気満々な様子だった。


「バロット、ウフコックも同じ判断をすると思うんだが……カジノで遊んだ経験は？」


《ない。シェルに言われて立ってただけ》


「ポーカーやルーレットのルールは知ってる？　ブラックジャックやバカラは？」


《神経衰弱とトランプ占いなら知ってる》


「レッスン２だ」ドクターは言った。「ここは、事件屋見習いのルーン[image: ]バロットくんに、コーヒーの淹れ方に続いて、さらなるレッスンを施すべきだと思うんだが、どうだろう」


《訊いていい？》


「なんだい」


《ドクターは賭け事が好きなの？》


　ドクターは指を立て、左右に振ってみせた。しかつめらしい顔をしようと努めているらしかったが、ほころぶ笑みは隠せそうになかった。


「そうだな、あれは実にスリリングな──知的ゲームであり、人生の美学だ」


　バロットは呆れた。
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　バロットは泣きそうだった。


　そのせいで、目覚めたウフコックがカプセルの外に出たことにも全く気がつかなかったほど、ひどい状態だった。ドクターの教え方はまさに怒濤のごとしだった。


「いいかな」


　と言ってドクターがレポート用紙に、小気味良い音を立てて数式と表を書き込んだ。


「さっきも述べたけど、有限ゲームは全て標準系で表せる。そこで、ゼロ和サムとなるゲームを標準系でとらえ、各プレーヤーがどの戦略を選ぶのが合理的といえるか、合理性の基準を考えてゲームの均衡解を探ろう」


　バロットは眉をひそめ、うなずいた。ドクターは何かを教えてくれていた。ゲームに勝つ方法を。最初は合法的なネット・カジノを閲覧し、その賭けの仕組みを教えられ、様々なゲームを紹介された。ドクターとカードを並べたり、ダイスサイコロを転がしたりして、さらによくわかった。カードもダイスも、この閉鎖された空飛ぶ要塞で過ごす時間を有意義なものにするため、前の使用者が残していったものだった。


　ブラックジャック、ポーカー、ハイボールにローボール、ハイロースプリット。他にも、バカラ、ホィール・オブ・フォーチュンやルーレット、スロットの仕組みと遊び方も知った。そこまでは良かった。だがドクターの講義は、むしろ、そこから始まった。


「さあ、いいかい。この標準系を利得表で表してみよう。１からｎまでの数字を君の戦略記号とし、もう一方を僕の戦略記号とする。ここで利得額が互いにどう影響を与えるかを明確にする。どのプレーヤーも確実に取得できる利得額を最大にしようとするでしょ。あれこれ考えたって、結局は最適戦略に落ち着くのさ。この組を、ゲームの均衡解と呼ぶんだ。どうだい。とっても簡単だろう？」


　ドクターは喋りながら沢山のアルファベットを書いた。数字のついたアルファベットを。プラスやマイナスの記号はまだよかった。そのうち色々な記号が登場しだして、アルファベットなのかそれとも他の何かを意味する記号なのかさえわからなくなってきた。


「ただしプレーヤー間が協力できるとしたらどうなるか。次に協力ゲームについて見ていこう。簡単な理屈だよ。プレーヤーが有限個の純粋戦略の中から一つ選び、ルールの適用の中で、他のプレーヤーとの混合戦略にまで拡大することの合理性を考えるんだ」


　バロットには実におどろおどろしく思われた。特に合理性ラシヨナルという言葉が出てくるたび、ドクターはそれが人をうっとりラヴイツシユさせるものであるかのような熱意をみせたが、バロットは暴行事件ラヴイツシユの説明を受けている気分にさせられた。けれども、頑張って聞いた。


「こういった結託構成における手続きを経て、任意の部分集合に対して、それが結託したと仮定すると、こうして実数値を求めることができるんだ。これがいわゆる特性関数ってやつでね。協力者ｎが与えられれば、その特性関数は一意的に定まるってわけ」


　ドクターがさらさら書き出す記号の群を見つめながら、バロットは自分にも覚えられるのはどのあたりだろうと考えた。せめて最後の結論くらいは覚えたかった。


　同じ頃、寝室でカプセルのハッチが開いた。通常ならその瞬間にはバロットも察知しているはずだが、ドクターの言葉には結論らしきものが見当たらず、終わらぬ悪夢の中をさまよう思いに襲われて気づかなかった。


　開かれたカプセルの中の液体が無害な物質に分解されて残らず気化すると、いつもの金色の体毛をしたネズミの姿になったウフコックが、難儀そうにカプセルの外に出た。


　ベッドの上に立ち、体毛の一部をひっくり返した。ぐにゃりと変身ターンさせて切り離し、お気に入りのズボンを造り出す。それから話し声のするほうへ、てくてく歩いていった。


　点々と床に落ちている数式が書かれた紙を眺め、その紙の上を歩き、そしてバロットとドクターが額をつき合わせている現場に出くわした。ウフコックは、ふんふん鼻を鳴らしながら、熱心に喋るドクターの椅子の真下を通り、空席の椅子に飛び乗った。さらにテーブルに乗り、だしぬけに言った。


「十五歳の女の子に、経済理論を叩き込んで何をしようっていうんだ？」


　バロットとドクターが、はっと顔を上げた。


　ウフコックは二人に向かって、ここにいると告げるように小さな手を振ってみせ、テーブルの上に散乱したレポート用紙の上に座り込んだ。


「得意分野をかさにきて相手に劣等感を与えるのは良いことじゃないな。バロットも、何をそんなに我慢してるんだ？　囚人のジレンマを身体で覚えようとしているのか？」


「やあ、ウフコック。ずいぶん早いお目覚めだな。楽園の技術の更新ぶりがわかるよ」


「現状を説明してくれないか」


　ウフコックは肩をすくめて言った。


　ドクターが、楽園でバロットが獲得した情報と、導き出された結論について朗々と説明する間、バロットはじっと目を伏せていた。ひどく緊張していて、手を伸ばせば届くところにウフコックがいたが、とてもそちらに顔を向けられなかった。


「バロットが連邦法違反の容疑者になる点は再検討するとして……カジノの必勝法を数学的に教える以外に、もっとわかりやすい方法があるだろうに。なあ、バロット？」


　バロットは、びくっと身をすくませた。ドクターがぽかんとなる。


　ウフコックはとっくにバロットの緊張を察しているようだった。バロットは返事をしようとした。他愛ない言葉を。だが言葉に詰まり、目をテーブルの上に落としたまま、閉じこもるように身をすぼめている。ウフコックもドクターも、それを責めなかった。意志を示せとか、言いたいことがあるなら言え、といった乱暴な言い方はしなかった。


「すまなかった」


　ふいにウフコックが言った。


「君が、大変な決意をしている間に、寝ていたなんて」


　バロットは急いでかぶりを振った。


「調子はどうだい、ウフコック？」


　ドクターが訊いた。バロットを安心させるために。


「まだあまり衝撃を伴う変身ターンは無理だが、ゲームに勝つための手伝いは十分に可能だ」


　ウフコックはバロットの前まで歩いてくると、最初に会ったときのように両手を広げた。


「よければ、君の肩に乗ってもいいかな」


　バロットはじっとウフコックを見つめた。みるみる視界が歪んだ。うなずいた拍子に涙がこぼれた。両手で顔を覆うバロットの腕に、ウフコックが触れた。


　ドクターが席を立って言った。


「コーヒーでも淹いれてこよう」


　バロットは恐る恐る手を開き、ウフコックに伸ばした。


　──触っていいの？


「ああ」


　ウフコックが手のひらに乗った。バロットは相手に頰を寄せるようにして肩に乗せた。


　──今だけでいいから、そばにいてくれる？


「もちろんだ。今だけと言わず」


　──ごめんなさい、ウフコック。


「俺は大丈夫だ」


　後は言葉にならなかった。混沌とした感情に押されて、むやみにウフコックに干渉しないよう、必死に抑えた。やがてドクターが戻ってきて、コーヒーの入ったカップを並べた。ウフコック用の小さなカップまであった。ドクターもウフコックも、バロットが落ち着くまで待ってくれた。


　それから、作戦を練った。三人で。それぞれの役割を決め、どう動くかを決めた。考えつくあらゆる事態を想定し、ドクターがプランをまとめると言った。その後、バロットとドクターが分担して食事を用意した。バロットがメインディッシュを作った。テーブルを囲み、事件が解決した後のことを漠然と話した。決定的でも具体的でもなく、冗談めかした言葉で。互いの気持ちを一つにするために。


「態勢は、整ったね」


　食事が終わり、ドクターが食器を手に、立ち上がりながら言った。


「勝つぞ、この事件」


　ウフコックが渋い笑みを見せた。


　バロットも何か言いたかったが、何も思い浮かばず、ただ、うなずいた。


　二階の個室を与えられ、バロットがベッドに潜り込んだとき、


「寝つくまで、そばにいようか？」


　ウフコックがナイトスタンドのスイッチのひもにぶらさがりながら言った。


　バロットはかぶりを振り、手を伸ばしてウフコックに触れ、干渉して言葉を伝えた。


　──ありがとう。


　そこで初めて、それが言いたかったのだと気づいた。


　ウフコックは、ひもを引っ張って明かりを消し、部屋を出て、きちんとドアを閉めた。


　バロットは闇の中で泣いた。


　泣きながら考えた。前進することについて。ウフコックもドクターも前を見ていた。前進し、漠然とした価値や目標に向かって、具体的な成果を上げようとしている。


　だがシェルやボイルドは違った。彼らは振り返ってしまったのだと思った。自分自身を振り返り、もうとっくに死んだはずの過去と、目を合わせてしまった。過去は、自分の思い通りにすることのできる屍しかばねだ。ただしそれが、きちんと埋葬されている限りは。バロットはそんなふうに思った。


　墓の下から、過去は常にこちらを狙っている。腐った手を伸ばし、生者の足をつかんで暗闇に引きずり込んでしまうのだ。


　じっとこちらをうかがう過去のプレッシャーに耐えられなくなったとき、シェルもボイルドも暗闇に飲まれた。バロット自身がいつでも飲まれそうになっているのと同じ暗闇に。


　バロットは、あの楽園のプールが自分の墓標になったことを深く実感した。泡となって消えた過去の自分の冥福を祈った。イルカと青年の二人組は、彼女がそこにいたことを覚えていてくれるだろうと思った。


　それから自分に何ができるのかを考えた。この空飛ぶ卵の外に出て何ができるのかを。


　やがて涙は引き、バロットは眠った。





「これで良いのだろうか」


　ダイニングに戻ってきたウフコックがテーブルの上に跳び乗って言った。


「なんだい、やぶからぼうに」


　嬉々としてプランをまとめていたドクターが手を止め、呆れ顔になる。


「我々が施したこと……それが、彼女に重大な選択を突きつけてしまった」


「彼女が選択したプランのこと？　彼女自身の識しき閾いき検査にもとづいた選択だぞ」


「彼女の潜在的な復讐心が、選択に影響を与えなかったとは言えない」


「そうかもしれないけど、別に復讐に燃えているわけじゃないんだろう？」


「とても謙虚に、事件の解決とは何かを考えているようだ」


「じゃあ、いいだろ。０９オー・ナインを選択しなかったら彼女は今頃、闇市で売られてたんだぞ」


「闇市？」


「検事からの情報だ。隠れ処がを襲った連中のことさ。ダークタウンの人体移植マニアの間じゃ、ちょっとした顔だったって。良質なパーツを売るってことで」


「ふむ……」


「それこそ八つ裂きにすべき連中だ。僕もそう思うし、彼女もそうだろ。でも彼女は、そういう連中を皆殺しにすることが僕らの仕事だとは思ってない。いいことだろ。あの素晴らしい隠れ処が崩壊したのは痛恨のきわみだけど、それだって望み通りに事件が解決すれば補償金で建て直せる」


「まあ、そうなんだが」


「彼女を強化して良かったと思ってるよ。案の定、警備機構ハムエツグがサーバーのシステムで意図的な回線の操作を発見したってさ。内部の人間が金をもらって、ハッキング補助をしたんだ。金をもらうほうは、相手がボイルドだろうが人体改造マニアだろうが関係ない」


「内部の幇ほう助じよ者は警察が押さえにかかってるな？」


「もちろん。ハッキング罪は保釈金が高い。警察はボーナスを期待して逮捕するよ」


「ふむ……」


「本当に煮え切らないやつだなぁ。お前はどう思ってるのさ、彼女のこと」


　ウフコックは、ちっちゃな手で頭を搔いた。


「彼女の負の意識が、理性と向上心によって克服されることを願う。それが彼女の事件だ。彼女の成長を助けるために、法的に彼女の諸権利を取り戻す。俺がやりたかった仕事は、これだとさえ思う」


「ソーシャルワーカー気分？　どんぱちが嫌なら、職種を変えるか？」


「穏健な社会福祉では守れない命もある。法務局ブロイラーハウスは常に錯綜し、委任事件制度に解決を求める。絶え間ない暴力から命を守るため、俺は彼女のような人間に俺を使ってほしい」


「じゃあ、いったい、何が問題なんだ？」


「脅威を理由にして、彼女に俺を武器として使用させることが、俺には……」


「だから相手の隙を突いて、最も穏健な手段に出ようとしてるんだ。何が問題なんだ？」


「ドクターには、道具存在である俺の気持ちはわからない」


「うん？」


「俺は常に使い手を求める。もう二度と誰かの手に、自分を完全に委ねることはないと思っていた。彼女が、事件解決後、委任事件担当官になることを考えていると知って、俺は困惑している」


「なるほどね」ドクターは、しみじみとコーヒーをすすった。「そりゃ良かった」


「何だドクター？」ウフコックは途方に暮れている。「何が良かったんだ？」


「マリッジブルーって知ってるか、ウフコック？」


「なんだ、それ」


「一度決めたことについて、後からぐだぐだぬかすことさ。個人的な感情がどうとか、自分は大丈夫なのかとか、何が必然で何が偶然なのかとか、そういったことをだらだら考えるんだ」


「俺がそれだと？」


「我ながらうまい喩たとえだ」


「解決方法は？」


「ただ待つのさ。そのときが来るまで」


　ウフコックはあらぬほうを見て、深々と溜め息をついた。


「難しい」


「人類始まって以来の難問だからな。まあ、がんばれよ」


　ドクターは、特に励ます気もなさそうに言った。










　　　　　２







　夜明け間際、巨大な銀色の卵は、法務局ブロイラーハウスのビルの屋上に下降した。


　隠れ処に到着したときとは違い、床面からぴったり一メートルで静止し、朝焼けの深い紫色を帯びる殻に亀裂を走らせた。


　殻の一部がタラップとなり、ドクターとバロットが外へ現れた。風が強く、周囲の金網フェンスが音を立てて揺れている。バロットが先に建物に入り、エレベーターを呼んだ。


　操作スナークではなくボタンを押した。ハンプティを再び空へ戻したドクターが、踊るようにエレベーターに乗り込んできた。


「さあ、行こう。ここが勝負どころってやつだ」


　実に潑はつ剌らつとしていて、これまでバロットが見てきたドクターの表情の中では最も晴れやかだった。その手にトランクを提さげており、バロットも肩にバッグを吊している。


「はしゃいでるな、ドクター」


　チョーカー姿のウフコックが気け怠だるげに言う。珍しくぼうっとした調子だった。


「賭け事が嫌いなお前がせっかくその気になったんだ。カジノの一つや二つ、潰す気でいくさ」


「別に、シェル[image: ]セプティノスの店を潰しに行くわけじゃない……」


　ぐにゃぐにゃとチョーカーが歪んだ。欠伸あくびをしたらしい。バロットはくすぐったさに肩をすくめた。


「朝は苦手だ。俺の本来の習性が出る」


　ウフコックがそうぼやいたところで、エレベーターが地上に着いた。


　一階のロビーには早くもちらほらと法務関係者の姿が見える。カフェでは大勢の人間が目覚ましのコーヒーをすすっている。


　バロットたちはエントランスホールを出て、タクシーを拾った。タクシーはビルを離れ、アップタウンへ向かった。ドクターはしきりに電子手帳を覗き込んで鼻歌を歌っている。ディスプレイには数字が沢山並んでおり、まるでそれが預金残高ででもあるかのように、ドクターはにこにこした。


　タクシーは空港に近いモーテルの前で停まった。ロビーに行くと、部屋が用意されていた。ドクターが昨晩、ハンプティからネットサービスで予約を入れておいたのだ。バロットとドクターは隣り合った部屋にそれぞれ入った。たった今、飛行機から降りてこの都市にやってきたというように。確かに、空を飛んでいたことに変わりはなかった。


　バロットは部屋に入り、ほとんど衣類しか入っていないバッグからドレスを出した。


　ネットショップのカタログを参考にしてウフコックに作ってもらったものだ。それを綺麗にハンガーにかけ、靴やアクセサリーを出してデスクに並べた。準備をしているうちに、するりとチョーカーがほどけ、宙で裏返ってウフコックになり、ベッドに降り立って今度こそ大欠伸をした。


「まだだいぶ時間がある。俺はもうひと眠りしたい」


　そう言って枕元まで歩いていくと、大の字にひっくり返ってしまった。


　バロットはウフコックを追ってベッドに行き、腹をつついて干渉した。


　──あなたのそんなだらしのないところ、初めて見た。


　ウフコックは肩をすくめた。どうとでも言ってくれというように。人間みたいに仰向けになって両手を腹の上で組み、悠々と脚を伸ばして寝息を立て始めた。


　まだ傷が癒えないのだろうかと思った。バロットはそれ以上邪魔せず、シャワーを浴びた。そしてドクターに渡されたゲームのルール表を眺め返すうち、自分も眠くなってきた。時刻は六時半を回ったところだ。ベッドに入り、行儀悪く腹を搔くウフコックの様子を耳元で感じながら眠ってしまった。


　ドクターからの電話で目が覚めたときは昼近くになっていた。ウフコックはすでに目覚めてテレビを観ていた。音もなく、映像だけ。それで内容がわかるのかと訊くと、


「読唇術の訓練だ」


　との返事だった。変な趣味だと思ったが別に遊びでやっているわけではなかった。


「これからやる仕事のウォーミングアップにちょうどいい」


　そう言って、テレビのリモコンを、ちっちゃな足で踏み、映像を消した。


　モーテルのレストランに行くと、すでにドクターが来ていた。そこで食事をしながら最後の打ち合わせを行った。どういうふうに動くのかを。それからテストをした。バロットが、主要なゲームのルールを理解しているかどうか。ルール自体は簡単だった。そもそも複雑なゲームは対象にしていない。問題は、ルールにのっとったとき、必ず、負ける者と勝つ者とに分けられる、ということだった。


《いくら勝てばいいの？》


　バロットが、チョーカー姿のウフコックに干渉して訊いた。するとドクターはにやりとなって眼鏡を指で押し上げた。心なし眼鏡が鋭い光を発したようだった。


「二千ドルを、四百万ドルにする」


　夢のような話だった。だがドクターは肩をすくめてこう付け加えた。


「まあ、実際にプレイしてみればわかるよ。肝心なのは、間違いなく勝つ方法を見つけることだ。それが見つけられなければ、この作戦は諦める」


《本当にできるの？》


「不可能じゃないさ。カジノ全体のシステムに従って、君がチップに触れさえすれば、こちらが勝つ。普通の客は、金を稼いだりスリルを楽しんだりするためにチップを握る。僕らはチップの中に隠された卵の黄身を手に入れる。殻にも白身にも手をつけずに」


《四百万ドルって、どれくらいのお金なの？》


「そうだなあ……」


「お金ではない」


　ウフコックが遮さえぎった。バロットとドクターの二人にだけ聞こえる程度の小声だった。


《どういうこと？》


「四百万ドルという名のチップにすぎないということだ。我々は金を奪いに行くわけではない。だからこそ正当な突破口が見えるし、俺も協力する気になれる。それに今が最善のタイミングだ。向こうも間もなく俺たちの狙いに気づく。その前にこちらから仕掛ける」


《あなたたちができると言うなら、できると思う》


　バロットは本心から言った。ドクターが優しく微笑し、電子手帳を開いた。


「では、作戦決行だな」


　そう言って、手帳の中身を全て消去してしまった。これから行くカジノのあらゆるデータを。真っ白になった手帳を感覚して、バロットはびっくりした。


《なんで消したの？》


「カジノ側から注意を受けたときに、こんなのを持ってたら、その場で叩き出されるよ。連邦の全カジノに僕らの顔写真がばらまかれて、二度とどこのカジノでも遊べなくなる」


　ドクターは、心の底からそれだけはあってほしくなさそうな顔をした。


《大丈夫なの？》


「いざというときにはウフコックの中にデータは入ってるからね。心配はいらないよ」


　ドクターはそこでふいに眉間に皺を寄せた。


「ところで、僕の呼び方は決まった？」


　と難問を口にするように訊いてきた。バロットはちょっと困ってかぶりを振った。


「試してみてよ」


《お兄さんブラザー》途端に、ぷっと吹き出してしまった。《ごめんなさい》


「駄目か」ドクターはいたって真面目な調子だ。「じゃあ、お父さんダデイは？」


《変な感じ》今度はバロットが顔をしかめた。《駄目だと思う》


「ふむ……」


《叔父さんアンクル》


「それは……？」


《大丈夫。間違えないと思う》


「よし。じゃあ、僕は今から、イースター叔父さんだ」


　バロットは我慢できず吹き出し、肩を震わせて笑った。ドクターが憮然となるのを見て、


《アンクル・イースター》


　笑顔を浮かべながら繰り返した。ドクターもうなずいた。


「決まったね」


　バロットはまた笑ったが、それほど違和感があるわけではなかった。一点だけ除いて。バロットはドクターに向かって、自分の髪を撫でつける真似をしてみせた。


《髪の色はせめて一色にして》


　ドクターは無言で肩をすくめ、渋々承知した。


《ずっと訊きたかったんだけど、何で、そんなふうに髪を染めるの？》


「スクランブル‐０９オー・ナインを創案した〝三博士〟の一人が、こういう髪型を好んだんだ」


　とウフコックが解説した。


「複雑系の色彩的な表現さ。カオス理論にもとづいて正確に頭髪を色分けするんだ」


　ドクターは髪をかき上げて誇らしげに言ったものだった。


《その博士のこと、尊敬してたの？》


「僕の唯一無二の師匠マスターであり、ウフコックの設計主任さ。君にも会わせたかったよ」


　バロットは小さくうなずいた。


　その大切な人物が殺されたことについては質問しなかった。何となく二人の心に図々しく踏み込んでしまうようで気が引けたのだ。ただ、別のことを訊いてみた。


《その人も、賭け事が好きだったの？》


「無敵だったね」


　間断なくドクターが答えた。さもあらん、という感じでバロットはうなずいた。





　部屋に戻り、再びシャワーを浴びた。念入りに。ウフコックをきちんと身にまとうために。それからしっかり着飾った。チョーカーはメイド・バイ・ウフコックだが、ウフコック自身ではなく、ただの音声器だった。


　バロットは最後にウフコックを手に取り、イメージした。両手を覆う柔らかい手袋を。


　ウフコックの姿がぐにゃりと歪み、両手を覆った。そのまま腕に伸び、肩の後ろでつながった。両手が合わさった部分に切れ目が走り、バロットはゆっくり両手を離した。


　同時にウフコックなりのデザインが浮かび上がっている。ネットショップのカタログで研究したらしく、二、三修正を加えただけで、なかなか気に入るものになった。


　ロビーで待っていると、いかにも娯楽に長たけたという風体のドクターがやってきて、バロットをやや啞然とさせた。


　カウボーイが着るようなロングコートに、マフィアみたいなマフラーを首から下げている。髪は光沢のある銀に染めあげ、オールバックにしていた。靴の踵かかとをかつかつ鳴らしながら歩き、心から楽しみに行くのだという素振りで浮き浮きとキーをフロントに渡した。そばにいるバロットのほうがちょっと恥ずかしくなるほど、堂に入った浮わつきぶりだ。


　二人でモーテルを離れ、エア・カー用エントランスに立った。時間通りにリムジンが来た。バロットはふいに緊張を覚えた。ドクターがバロットの肩を軽く叩いた。それが演技開始の合図になった。


「さ、行こうか」


《うん》


　バロットは音声器に手を触れて声を返した。リムジンの運転手が小さなつばのついた帽子の下で穏やかに微笑し、ドアを開けてくれた。車に乗り込み、ドクターを呼んだ。


《叔父さんも》


　腹のあたりがむずがゆくなったが、我慢した。


　ドクターが乗り、ドアが閉められた。それから運転手は座席に着き、車を出した。


　到着までドクターは喋り続けた。自分の腕をカジノとバロットの両方に見せつけてやるというふうに。バロットは言葉少なにうなずき、自分は都市に遊びにきた姪めいで、叔父にはしょっちゅう面倒をみてもらっているという態度に努めた。丘の上の高級住宅地セニヨリータには親戚が大勢いるのだという感じで。


　リムジンは高架道路をすいすい進み、やがてホテルの入り口で停まった。地上とは別の、エア・カー専用のエントランスで、すぐ隣が目的のカジノの入り口になっている。一帯に高層ビルが林立し、様々な協会の事務所があった。メディアセンターがあり、地上には歓楽街が広がっている。そしてそれら全てを睥へい睨げいするように都市最大のビルであるグランタワーがそびえ立っていた。


　ドクターが運転手にチップを渡し、帰りは配車事務所に連絡すると告げた。


　実際は違った。ドクターは高架道路用エントランスの端まで歩くと、カジノの地上側の駐車場を見下ろし、いたずらげに指さしてみせた。一角に、見慣れた赤いオープンカーが停められているのだ。


「法務局ブロイラーハウスの人間に頼んで運んでおいてもらったんだ。帰りはあれを使って逃げる」


　バロットは感心した。ドクターは計画を立てることに関しては実にそつがない。


「さあ、楽しもう」


　ドクターと一緒にバロットはカジノに入った。リムジンに乗るときに感じた緊張が、今度は逆にすっと抜ける感じがした。高架道路の大通りストリツプに面したエントランスの左右に『エッグノッグ・ブルー』と記された巨大な卵の殻があった。卵は二つに割れ、中からチップが溢れ出す立体アニメーションになっている。そこをくぐったとき妙な感覚を覚えた。それが何かすぐにわかった。一瞬で荷物をチェックされたのだ。赤外線、監視カメラ、Ｘ線映像──もしそこで引っかかるものを所持していた場合、係の人間がすぐにやってきて足止めされる。シェルのもとにいたときはまるで知らなかった設備だ。


　実に隙のない感じがするエントランスを、ドクターは慣れた足取りで悠々とくぐった。


　大きなカジノだった。ホテルに続く廊下も広かった。地上の子供向けテーマパークに向かうエスカレーターも長大だ。屋内ショッピング・センターの壁にはいくつもテレビ画面が設置され、ボクシングやマジックショーの様子を映している。バロットも何度か来たことのあるカジノだったが、シェルのショーの付き添いをしていたときには気づかなかったことが、ドクターの指摘で目に飛び込んできた。


　カジノはファミリーサービスを意識しており、ごく少数の大金持ちや、日陰に生きる人間が大手を振って歩くイメージはない。合法カジノでは「百万ドルを落とす一人の客」より、「百ドルを落とす一万人の客」へのサービスを徹底したものほど生き残るのだという。そして確かにその通りだった。


　市外からの旅行者が子連れで遊び回るような場所を尻目に、ドクターはすたすた場内を歩き、大きなエスカレーターを続けて降りた。ドクターは施設内の地図をくまなく記憶しているようだった。やがてバロットが足を踏み入れたことのない区画に来た。たちまちざわめきが大きくなった。まだ昼過ぎだから客は少ないだろうと思っていたが、その予想がいきなり喧騒に吹き飛ばされた。


　視界を埋め尽くすほどの数のスロットマシンが──五セントコイン用から、百ドルコインを放り込む大口の客ハイローラー向けのものまで──縦横にびっしりと立ち並び、ひしめいている。


《すごい》


　バロットが言った。わざわざ演技をする理由がわからなくなるほどの騒ぎだった。


　アンモナイトの種属みたいに多種多様の形と色彩をしたスロットマシンが電子音をかしましく鳴り響かせている。そして消防車のサイレンみたいなけたたましい音とともに、大当たりの叫びを上げる老若男女がいた。ジャックポットが出たマシンの上ではパトカーの赤灯のような照明灯が回転し、周囲に人だかりが出来て客同士で肩を抱き合ったりしていた。受け皿に吐き出されるコインの金属音とともに盛り上がる刺激と興奮の波に、めまいがしそうだった。


「遊んでみるかい？」


　ドクターが訊いた。バロットは目前の光景に圧倒されるあまり素直にうなずいている。ドクターはフロントでコインを手に入れ、その一部と、二十ドル札の束を渡してくれた。


「まずは雰囲気に慣れることだね。波を感じるんだ。サーフィンみたいに」


　ドクターはそう言って、今にも波に溺れそうな足取りでスロットの品定めをして回った。


　店の奥には、実物のエア・カーや高級ガソリン車が、『ジャックポットが当たればただちにキーはお客様に』という看板と一緒に置かれている。ドクターはそのガソリン車に近いスロットに座った。バロットに操作を教えながらコインを放り込む。するすると絵柄が回転し、固唾かたずを飲む瞬間へ向かって走り出した。音を立てて絵柄が一つ止まり、さらに止まり、そしてドクターの運勢をはじき出した。


　四点に賭けたうち一点だけ当たり、二十セントコインが五枚、受け皿に転がった。


「悪くない運試しだ」


　ドクターが本心とも言い訳ともつかぬ調子で言った。


　じっくりコインを入れ、プッシュボタンを押した。一瞬、バロットは機械に干渉しようと思った。だが手袋姿のウフコックがひょいと持ち上がり、バロットの手をマシンから遠ざけた。それから手のひらが耳元に来て、ウフコックの声が聞こえた。


「ここのセキュリティを甘く見るな」


　どきっとした。マシンはドクターのコインを全部飲み込んでしまった。


　ドクターは気にもせず、マシンのリズムを探るようにコインをちゃらちゃらいわせながら一枚一枚、放り込んでいる。


　バロットはマシンの内部を感覚した。外から操作すれば、すぐさまマシンが停止する仕組みだった。複雑な構造ではなかったが、その分、セキュリティは万全といえた。


　ふいに視線を感じて頭上を見た。高い天井のあちこちで色とりどりの照明が輝いている。その輝きの隙間に、信じられない数のカメラが設置されているのに気づいた。思わず、ごくっと喉が鳴った。


「天空の目アイ・イン・ザ・スカイだ」ウフコックが説明した。「全て軍事用カメラだ。高度二万メートルの上空から、草原に残った人間の足跡を正確に見分ける。カメラの向こう側では、監視係が客のほとんどの動きをチェックしている。君がスロットマシンを操作した瞬間、監視係に警報が伝わり、自動的にあらゆる角度からカメラが君を追いかけ始める。これだけでも並大抵のセキュリティではないことがわかる」


　バロットはぎゅっと手を握り、自分もそれを理解したことを告げた。


「バロットもやってみるかい？」


　ドクターが振り返った。どうやらコインは増えたり減ったりしているらしかった。バロットはうなずき、チョーカーのクリスタルに干渉して訊いた。


《マシンを自分で選んでいい？》


「もちろん。三十分くらい別行動にしよう。ここで兵へい站たんを築き、先に進む──幸運を」


　ドクターは真剣な顔で敬礼してみせた。


　バロットはドクターから離れて歩き回った。マシンの群から、波を感じようとした。ドクターが言った波を。マシンへの干渉を封じられても、感覚するだけなら問題なかった。


　マシンは一つ一つ複雑なリズムで動いている。全てが平均的に当たりを出すよう設定されているわけではなかったが、全体として平均なのがわかった。一つ一つが水の雫しずくで、全部が集まって波が出来ていた。だが波によって水面が移動するわけではない。ただ雫が上下に動いているだけなのだ。どれかが上がれば、どれかが下がった。その様子がだんだん細かに感覚できるようになってきた。


　バロットはマシンの一つを選んで席に着いた。一ドルコインのスロットだった。マシンはウイスキーの瓶をかたどっている。そこに座ったのは、大当たりのリズムが沈むのを感じたからだった。


　周囲からは大げさな音が聞こえてくる。無数のマシンが複雑なリズムで浮き沈みを繰り返す中、バロットが選んだマシンだけが、ぽっかりと静寂に沈もうとしているように感じられた。バロットはコインを入れた。プッシュボタンを押し、絵柄がくるくる回るのを見た。その動きを感覚しながら、絵柄を止めていった。見事なまでにバラバラになった。


　バロットはまたコインを入れた。今度は一つだけ。そして回した。また外れた。さらに入れ、そして外れた。それを何度か繰り返すうち、ふいに当たった。


　その瞬間の感覚をバロットはしっかりと把握した。ウフコックが何か言ったような気がした。それでいい、というようなことを。だが集中するあまり何も聞こえなかった。周囲の喧騒さえ聞こえなくなっていた。バロットは続けて外した。自分が周囲のマシンと一緒に浮いたり沈んだりする感覚があった。ふいに体ごと持ち上がるような気がした。自然と手が上がった。コインを立て続けに放り込み、一瞬の間を置いて、波が頂点に達したところで、間髪容れずにボタンを押した。


「完璧だ」


　ふいにウフコックの声がはっきり聞こえ、バロットは我に返った。喧騒が戻ってきた。けたたましいサイレンの音が鳴り響き、何か悪いことをしたような気になって、ぎょっと身をすくませた。


　周囲からどっと人のわめき声が押し寄せてきた。気づけば周りに人だかりが出来ている。びっくりして彼らを見回した。みな口々に驚きの声を上げていた。


　警察が来て引っ張られるのかと思った。だがそうではなかった。ものすごい金属音が手元で跳ねた。これほど大量のコインを、どうやってポケットに入れようか、という考えが、たちまち吹っ飛んだ。それほどの量だった。


　周囲で羨望の声が上がり、人だかりをかきわけてカジノの係員がやってきた。


　バロットがびっくりした顔のままそちらを向くと、相手はにっこり笑って籠を見せた。


「お入れしますか？」


　コインをみんな持っていかれるのかと思い、うなずいて席を立った。どうせ自分のものではないのだという気分だった。相手が籠にコインを移しているとき、また、ひょいと手が耳元に上がった。


「チップを用意しておけ。一ドルで良い」


　慌てて一ドルコインをポケットから出した。相手は中身がぎっしり詰まった籠を手に振り返り、出されたコインを見て、うやうやしく受け取った。そしてバロットを連れてカウンターに行き、ボーリングのボールみたいな重さの籠の中身を、それよりはだいぶ軽い、百ドルコインの束に換えてくれた。


　バロットは籠ごと百ドルコインを受け取った。数えてみたら、ちょうど六十枚だった。一瞬、それがどれほどの金額になるのかわからなかった。いったい自分が何をすればそれだけ稼ぐことができたか思い出そうとしてやめた。代わりに、籠を手に、またスロットのほうへ歩いていった。


　先ほどと同じように、波が沈もうとしているマシンを見つけて席に着いた。五ドルコインのマシンだ。ポケットには三枚しかない。最初の一枚を入れる前に、じっくり待った。


　それからおもむろに入れた。あっさり外れ、次の一枚を出した。


　波が上がる感じがしたところで入れた。それもまた外れた。だが、外れたことで波がさらに高く上がろうとしているのを感じた。バロットはすうっと息を吸い、吐いた。波がするすると昇っていく様子を感覚で追い、コインを握ったまま待った。


　突然その手が勝手に動いた。あっと思う間もなくコインを放り込み、ボタンを押した。


　──なに？


　バロットはびっくりしてウフコックに干渉した。手袋姿のウフコックの仕業だった。


「この段階で勝ちすぎるのは良くない。マークされるぞ」


　マシンの絵柄がくるくると回り、止まった。サイレンなし。人だかりもなし。五ドルコインが五枚ほど出てきた。タイミングさえ合えば何十倍も手に入れる自信があった。


「目的は四枚のチップだ。何百枚手に入れても関係ない。カジノ側の注意を引くな」


　──遊ばせてくれるって言ったのに。


「君には遊びでも、君を見ている人間は違う。カジノにとって勝ちすぎる人間は天敵だ」


　その言葉で、頭上のカメラの存在を思い出した。


　バロットはコインを籠に入れ、ドクターとの待ち合わせ場所に向かった。
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「コツがつかめてきたかな？」


　ドクターが言った。その手には何も握っておらず、てっきり負けたのかと思ったら、


「合わせて一万ドルちょいか」


　千ドルチップの束をポケットから取り出してみせ、バロットをびっくりさせた。


《あの機械を使って、チップを手に入れるんじゃないの？》


「スロット全体に収まってる金をかき集めたって、二百万ドルもないんだ。無理だよ。それに最初からカジノを相手にしていると思われないほうがいい」


《どうするの？》


「カジノに来ている人間から頂くのさ」


　バロットはきょとんとした。打ち合わせは何度もしたが、どういうときにどう動くか、という要点を叩き込まれただけで、全体のプランはドクターのものだった。


「兵站は築いた。これから戦線へ躍り出るぞ」


　スロットマシンの迷路を抜け、見通しの良い空間に出た。ギャンブルテーブルが整然と並び、両サイドには観葉植物で飾られたカクテルバーが設けられている。より高価で、大人向けの場所だった。礼儀正しいディーラーたちが、それぞれの舞台を担う役者みたいにテーブルの向こう側に立っている。無料の飲み物を載せたお盆を手に、滑らかに歩き回るカクテル・ウェイトレスたちは、古典的なバニースタイルの者もいれば、カードの絵柄やアルコールの銘柄を模した服装の者もいた。


「メカニックについては、説明したよね？」


　ドクターが小声で訊いた。バロットはうなずき返してみせた。


　いかさま師メカニツクのことはドクターから色々と教えられている。その手口から、そのような行為をする理由まで。スリルを求める者もいれば、それが富と名誉への近道だと思う者もいるのだと。あるいはカジノが非合法とされる場所で育ったディーラーにとって、当然、いかさまは日常茶飯事なのだという。


「彼らを釣る。最初からカジノを相手にしてたら、すぐにマークされて叩き出される。まずはカジノにとっても我々にとっても、最も得をし、最も損のない地点で塹壕を掘ろう」


《私たちがいかさまをしてなくても、叩き出されるの？》


「一時間かそこらで十ドルを百万ドルにしたら追い払われるさ。千ドルを十万ドルにしても、カジノ側の妨害が始まる。百ドルを千ドルにし、千ドルを一万ドルにする。勝負は、それからってわけ」


《誰がメカニックなの？》


「さっき、君がスロットで稼いでる間に、目星を付けておいたよ」


《どうしてわかるの？》


　ドクターは、天井に向かって親指を上げてみせた。そこにひしめくカジノの眼まな差ざしの鋭さは、今ではバロットにもよくわかっている。


「カジノにとってメカニックは厄介者だ。それらしい人物はすぐにチェックされ、プロのディーラーたちが、あっという間に手口を暴き出す。あるいは店のディーラーがメカニックとぐるの可能性だってある。だからディーラー同士の申告が三十分ごとに行われるし、客と接する全てのディーラーの背後では、ピットボスやフロアマネージャーがいて記録してるんだよ。カジノママは全てお見通しってね」


　それで、ドクターが電子手帳をにやにや眺めていた理由がわかった。怪しい人物がどのテーブルに何人いたか、といったカジノの監視記録を盗み見ていたのだ。


「さて、可愛い姪に、僕の腕がどれほどのものか見せてあげよう」


　ドクターは急に大声を出すと、ふんふん鼻を鳴らし、テーブルを品定めするようにうろつき回った。どう見ても博ばく打ち狂いの若旦べえアマチユアという感じで、正直とても恥ずかしかった。


　バロットのほうは、ゲームに興味はないが、カジノの雰囲気に刺激を感じている、という顔でいる。そういう指示をされていたし、実際のところその通りだった。


「そうだな、ここにしよう。なかなか素敵な火かき棒が転がっていそうだ」


　ドクターが勝負がひと段落したテーブルを見つけて席に着いた。


《火かき棒ポーカー？》


　バロットもドクターに手招きされた席に座りながら訊いた。


「お互いに憎しみで焼けた棒を突き刺ポークし合うってわけさ」


　ドクターはしたり顔でチップをテーブルに置いた。ディーラーがバロットに目をやり、


「付き添いですか？」


　と訊いてきた。ブロンドに涼しげな青い目がよく似合う若い男だった。


「席に着いたら、ライバルさ」ドクターがすかさず言った。そしてバロットを振り返って片目をつむってみせた。「君もやりたまえよ。いつも家のポーカールームで遊んでるんだろう？　どうせ服で消える小遣いなんだ、たまにはスリルに使ってしまっても良いさ」


《じゃあ、これくらいでいい？　叔父さん？》


　そう声を出し、バロットは籠から百ドルコインをつかみ出した。あらかじめ指示されていた通りに。コインの山に、ディーラーと他の客たちの視線が集中した。服で消えるとはよく言ったものだと思った。実際、自分が身を削って稼いで買った服など、全てこのひとつかみで消えてしまいそうだ。


《いいですか？》


　バロットがディーラーに訊いた。ディーラーはやや眉を寄せて、口も開かずに喉の機械で喋るバロットを見つめたが、微笑んでうなずいた。


「チップに交換させていただきます」


　丁寧な調子でコインをチップに替えて渡し、ドクターが差し出す五ドル札の心づけチツプを受け取った。それから、自分が正当なチップを得たのだというジェスチャーをフロアマネージャーに示し、しかもテーブルの専用のスペースに、誰の目にも見えるよう札を置いた。


　てっきりポケットに入れるのかと思っていたのだが、なんと服のポケットは全て口が縫いつけられているのがわかってバロットは驚いた。実に徹底した管理だった。自分が清廉潔白であることをいちいち示したディーラーは、それが自慢だというように、背筋をきりっと伸ばし、客を見渡した。


　バロットとドクターの他にテーブルには四人の客がいた。一人はカウボーイハットをかぶって葉巻をくわえている。その右隣はビジネススーツに身を包んだ大人しそうな男だ。


　二人が右側で、バロットの左側には、髭を綺麗にカットした老紳士がいて、その左に太鼓腹の男がいる。ドクターとの会話を思い出せば、四人の誰かがメカニックのはずだった。


「ああ、ちなみに、手話はできるかね」


　だしぬけにドクターがディーラーに訊いた。ディーラーは少し困ったような顔で首を横に振った。


「彼女は喉が不自由なんだ。見てわかるだろう？　だからといって発音が不明瞭なのを許してくれとは言わないが、その代わり、彼女の機械の調子がおかしくなったら僕が代弁してあげていいかな？」


　ディーラーはイヤホンに触れ、マネージャーの了承を得てから、うなずいてみせた。


「かまいません」


　本来は許されないが、あなたたちが楽しもうとするこの時間に免じて許そう、とでも言いたげな笑みを浮かべている。ドクターの演技が効果を発揮するのは、こういうときだ。ディーラーからすれば、場違いだがたやすいカモが二人、というふうに見えるに違いない。それは他の客にしても同じだった。


「紳士の方々も、よろしいかな？」


　ドクターが他の客にも訊いた。カウボーイハットは無言で肩をすくめた。ビジネススーツの男は慇いん懃ぎんに了解を告げた。


　老紳士も太鼓腹も大して気にする様子をみせず、むしろ若いレディがゲームに参加してくれるのが嬉しいとかいったことを口にした。カウボーイハットがそれに同意し、


「身障者用のチップでも作りゃいい」


　と言って大笑いした。誰も聞かないふりをした。バロットは咄とつ嗟さに、このカウボーイハットがメカニックであればいいと思った。


　そこへふいに左手が上がり、耳たぶのイヤリングに指が触れた。


「気にするな」


　イヤリングをいじるふりをしながら、ウフコックのそんな声を聞いた。


　バロットは心の中でうなずいた。ウフコックに気持ちを伝えるにはそれで十分だった。


「これ以後のやり取りは、文字で行う。主に左の手だ。読み違えるなよ」


　ウフコックが小声でささやいた。バロットは顔を引き締めた。


　──大丈夫。絶対、間違えない。


　間もなく、最初の賭けベツトが始まった。





　ゲームはホールデムと呼ばれるポーカーの一種だった。


　プレーヤーには二枚の伏せ札が配られる。ディーラーが順番に場に出す五枚の共有のコミユニテイカードとの組み合わせをもとに、一ゲームにつき四ラウンドの賭けベツトを行う。


　このテーブルでは、最低賭金ミニマムは三十ドルから、最高賭金マキシマムは六十ドルまで。


　変動上限の賭けスプレツド・リミツトの勝負で、上賭けレイズは三回までと、ずいぶん高額なレートだ。


　ディーラーがゲームの開始を告げ、それ以上の参加者をうち切った。


　カードをカッティングマシーンに入れ、何度かボタンを押す。公正に切られたことを示した上で、カードの組デツキをカードシューに収め、ラウンドを開始した。


　まずビジネススーツに一枚配られた。ついでカウボーイ、ドクター、バロット、老紳士、太鼓腹。左回りに、さらに一枚ずつ。計二枚のカードが客に配られた。


　ディーラーズボタンは、ビジネススーツの前にある。


　その左隣のカウボーイが最初の強制的ブラインドベットを行う。一般のポーカーでいう参加料アンテイで、この時点ではまだ手札二枚分しか判断材料はない。最初のブラインドベットは、スモールブラインドと呼ばれ、ミニマムの半分か、それ以下の額のチップを場に置けば良かった。


　カウボーイは十ドルチップを出した。


　ついでドクターが、ビッグブラインドと呼ばれる賭け金を置いた。


　これは十ドルに対する同賭けコールだけでなく、レイズが強制されるベットだ。


　ドクターがレイズした額は二十ドル。これ以後のプレーヤーは、十ドルと二十ドルの計三十ドルでのコール、レイズするのであれば三十ドル単位でレイズ、でなければ降伏するフオールドという選択になる。


　バロットの手札は、[image: ]10と[image: ]７。この時点で、カードは五十二枚のうち十二枚が配られている。ディーラーズボタンからは、三番目の位置。まずフォールドすべき手だ。それくらいはバロットにもわかる。ハンプティでさんざんドクターに叩き込まれたゲームの一つが、このホールデムだった。


　だがウフコックの指示は違った。


『コール』


　左手に文字が浮かび上がるのを感覚し、バロットは三十ドルのチップをつかみ、


《三十ドル、コールです》


　そう告げてテーブルに置いた。老紳士もコール。太鼓腹は早々にフォールドした。


　ディーラーズボタンを前にしたビジネススーツがコールして三十ドルのレイズ。


　カウボーイとドクターがそれぞれコール。バロットもウフコックの指示に従ってコールし、老紳士も同じくコール。太鼓腹以外は誰も引き下がらず、それ以上のレイズはなし。


　第一ラウンドが終わり、十ドルから始まった賭けは合計二百八十ドルになっている。


　ディーラーがカードシューの一番上のカードを廃棄デイスカードして場に置いた。いかさま防止のためだ。カードに印をつけて、次にどのカードが来るか把握するといういかさまを防ぐための慣習だった。


　第二ラウンドが始まった。ディーラーが三枚のカードを伏せたままテーブル中央に並べる。フロップと呼ばれるコミュニティカードだ。そして三枚とも端から表向きオープンにした。


　カードは、[image: ]Ｋ、[image: ]８、[image: ]２。


　バロットは役なしノーペア。フラッシュも消えた。あるのは、10、８、７、を用いたストレートだが、その確率がどれほどのものかバロットにはわからなかった。


　第二ラウンドもブラインドベッターからの賭けで、カウボーイが三十ドルチップを出した。ドクターも三十ドルのコール。バロットもウフコックの指示で三十ドルのコール。


　老紳士がフォールドし、カードを場に伏せた。ビジネススーツがコールし、三十ドルのレイズ。あとは誰も降りずに三十ドルずつ出して一巡し、コールの合わせが済んだ時点で、場には二百八十ドルのチップに加えて、さらに五百二十ドルが集められている。


　バロットは以前の仕事で、それだけの額をもらえるのがどういうときか思い出して嫌になった。退ひくに退けない感じがした。ウフコックはじっと考えているようだった。誰がメカニックなのかを。


　第三ラウンドが始まった。ディーラーが再びディスカードし、四枚目のコミュニティカードを場に並べてオープンした。ターンと呼ばれる共有カードだ。印スーツは[image: ]でＪ。


　思わず、どきりとした。


　これで、Ｊ、10、８、７が揃い、９が来ればストレートである。


　次に来るカードを、ウフコックは何かの手段で読んでいるのだろうか。もしそうではなく、ただ強引にコールし続けているのなら、いかにも素人くさい。それとも、それを演じようとしているのだろうか。バロットには何もわからなかった。


　ブラインドベッターのカウボーイが三十ドルのベットをし、ドクターがコール。


『レイズ、六十ドル』


　と手のひらに文字が浮かび、バロットは思わず何度も確認してしまった。


《──三十ドルのコールに、レイズ六十ドルです》


　信じがたい思いで最高賭金マキシマムの額を置いた。これで二百十ドルが手元から消えた。この調子だとスロットで稼いだ分が、あっという間に消えてなくなるのがわかって怖くなった。


　ビジネススーツが六十ドルをコールし、加えてさらに六十ドルをリレイズした。


　カウボーイがレイズ分の六十ドルをコール、ドクターも同じくコール。再びバロットの番になった。


『レイズ、六十ドル』


　破れかぶれという感じだった。緒戦で強気に出る理由など想像もつかない。バロットは、レイズされた六十ドルにコールし、さらにレイズした。支出は合計で三百三十ドルだ。


　ビジネススーツはいささかも躊ちゆう躇ちよしなかった。それどころかリレイズしてきた。


　カウボーイがコールし、なんとまたレイズした。


　そこで、ドクターがチェックした。第三ラウンドから許される行為で、賭け金を払わずに、ゲームを継続する選択である。バロットは、取り残されたような不安を感じながらも、ウフコックの『コール』という指示に、むしろほっとした。さらにレイズさせられるのかと思っていたのだ。


　カウボーイとビジネススーツのレイズ分の百二十ドルを払い、四百五十ドルの支出だ。


　ビジネススーツがコールした。それで賭け金の合わせが終わったかと思いきや、


「レイズ」


　という声が上がった。ビジネススーツである。徹底的な応戦の構えだ。


『コール』


　というのがウフコックの指示だ。カウボーイとバロットがコール。これで五百十ドル。


　だがなんとドクターがフォールドしてカードを伏せ、あーあ、とぼやき声をこぼした。


　そうしたいのはバロットのほうだった。


　ビジネススーツのコールの後、カウボーイがコールした。あまつさえ、


「レイズだ、六十ドル」


　と吠えた。


　ウフコックの指示は『コール』。バロットはその通りにした。これで五百七十ドル。


　ビジネススーツがコールして、ようやく合わせが終わった。場には二千ドル近くあった。


　十ドルから始まったゲームの末に、馬鹿みたいな金額が紙飛行機みたいに飛んでゆく感じがした。ゲームを降りた老紳士も太鼓腹も、興味津々でゲームの行方を見守っている。


　最後のラウンドになった。


　ディーラーが再三ディスカードし、リバーと呼ばれる五枚目のカードをオープンした。


　バロットもカードを凝視した。そして、ひどくがっかりした。顔に出さずにいるだけで精一杯だった。


　カードは[image: ]７。


　ここまで戦って、結局、手にしたものは７のワンペアだ。それとも、それで勝てるような手で、カウボーイもビジネススーツも騙しブラフをかけているのだろうか。


　ウフコックにとっては人間のブラフなど、ごまかしにもならないはずだった。


　だがブラインドベッターであるカウボーイは悠々とさらに六十ドルを出してきている。


『コール』


　ウフコックの指示に従い、バロットは他人事のような気分で六十ドルのコールをした。


「六十ドルにコール。レイズ、六十ドル」


　ビジネススーツがそう告げ、カウボーイがコールし、そしてリレイズした。


『コール』


　バロットは百二十ドルを出した。


『レイズ、六十ドル』


　ぎょっとした。とはいえ素直に従わなければ、周囲の不審を買うだろう。


　バロットは無意識に顔をしかめてレイズした。これでなんと八百十ドルの支出だ。


　ビジネススーツが、ちらりとバロットを見て、穏やかな顔でチップをつかんだ。


「コール、そしてレイズ、六十ドル」


　カウボーイが葉巻を嚙んだ歯を剝き出しにしてコール──さらにリレイズをかけた。


　ウフコックの指示は唐突だった。


『フォールド』


　チップをつかみかけたバロットの手が凍りついた。でたらめだった。やることなすことちぐはぐで、せめてチェックをして様子を見るなりすれば、まだ格好はつくのに、と思いながら、バロットは渋々と手札をテーブルに伏せた。


《フォールド》


　カウボーイがにたりと笑みを浮かべてバロットを見た。人を威圧する嫌な笑みだ。かと思うと、ぎろっとビジネススーツを睨みつけ、肩をいからせてみせた。


　ビジネススーツは絵に描いたようなポーカーフェイスでコール。そして、レイズ。


　カウボーイが唸り、コール。そこで合わせが終わった。いよいよのショウダウンだ。


　最後のレイズを行ったビジネススーツが、カードを開示した。


　[image: ]Ｋと[image: ]２。Ｋと２のツーペア。ブラフどころの手札ハンドではない。もう一枚、どちらかのカードが来ていればフルハウスである。


　うおっとカウボーイが唸り、自分のカードを叩きつけてハンドを見せた。


　[image: ]Ｋと[image: ]８。同じくツーペアだが、こちらのほうが高かった。カウボーイの手が伸び、がつがつと、犬が餌に口を突っ込むときに驚くほど似た音を立ててチップをかきこんだ。


　ディーラーがカードを回収し始めたところで、ドクターがバロットのカードに目を向け、


「どんな手だったんだい？」


　考えられないような質問をしてきた。カードの狙いをあらわにすれば不利になると教えたのはドクターなのである。だがドクターは、バロットが隠そうとする前に、カードを表向きにしてしまった。


「ははあ、ストレート狙いか。ちょっと無理だね。最初にフォールドする手だよ」


　言わないでもいいことを大声で言われて、思わず身がすくんだ。テーブルの右側でカウボーイが吹き出した。ひどく機嫌が良さそうだった。他の客も遠慮のない様子でバロットの手札を見ている。勇気を誉めるような笑みを浮かべながら、誰もが、無謀な素人を餌食にしようという目つきだった。


「僕も君のように果敢にやっていれば良かったかな」


　今度はドクターが、ディーラーが回収する寸前、自分のカードをひょいと表向きにした。


　[image: ]２と[image: ]２。なんとスリーカードである。カウボーイが目を丸くし、ビジネススーツが息をのんだ。老紳士も太鼓腹も、ほう、と感心するような吐息を洩らした。


　高い手札でも慎重に賭けを行う者を堅物ザ・ロツクと呼ぶが、この場合のドクターがまさしくそれだ。ゲームではリスクを怖れすぎることも敗因になると教えたのはドクターではないか。


　他の客もドクターのことをバロットとは別の意味で与くみしやすい相手と思ったに違いない。


　侮あなどられるために座っている気持ちになった。ドクターとウフコックの両方に文句を言いたかった。


　だがそのとき、ちらりとドクターがウィンクした。素早く、周囲に悟られないように。


　それで、全く意図のない行為ではないことがわかった。ウフコックもドクターも、バロットにはわからないところで、このゲームを狙っているのだ。


　バロットはちょっとふくれっ面をしてみせながら次のゲームを迎えた。半分は演技だったが、半分は本当にふくれていた。





　新しいカードの組デツキが収められたカードシューが出され、第二ゲームが始まった。


　バロットのカードは[image: ]Ｑと[image: ]８。


　ディーラーズボタンがカウボーイの前に移動し、ブラインドベッターであるドクターが最初のベットとして十ドル出した。バロットはウフコックの指示通り即座にレイズし、ぐるりとコールが続いた。


　先の勝利で味をしめたか、カウボーイがレイズ。太鼓腹がまた真っ先にフォールド。


　コールが終わり、第二ラウンドで公開オープンされたフロップカードは、[image: ]５、[image: ]８、[image: ]Ｑ。


　この時点でバロットの手はツーペア。先ほど八百ドル以上負けたことを考えると、俄然ここが勝負だという気持ちが湧いた。


　コールとレイズが繰り返され、先ほど最終戦にもつれこんだビジネススーツが、フォールドした。


　第三ラウンドに入り、オープンされた四枚目のターンカードは、[image: ]Ｋだった。


　バロットは胸が高鳴るのを覚えた。たいていこの第三ラウンドで、あらぬ希望を抱かせられるものだが、とはいえ[image: ]のフラッシュの可能性がこの上なく濃厚に感じられた。


　だがしかしカウボーイのレイズに対して一度コールし、老紳士がレイズした直後、


『フォールド』


　という指示が手袋の左手に浮かび上がった。バロットは落胆を隠さずカードを置いた。


　恨みがましい思いで生き残ったアクテイブプレーヤーのコールを見守り、最終ラウンドに入った。


　五枚目のリバーカードは、[image: ]Ａ。


　フラッシュの完成である。何がなんだかわからない。フォールドする前に賭けた額と合わせると千数百ドルの負けだ。わざと滅茶苦茶なことをしているようなものではないか。


　そして事実、その通りだった。


　最終ラウンドでドクターがフォールドし、老紳士とカウボーイの勝負になった。


　老紳士がレイズし、カウボーイがリレイズするという繰り返しだった。カウボーイは誰の目から見てものっていたし、熱くなっていた。一方、老紳士は泰然とした様子でチップを場に置いている。


　コールの合わせが終わり、ショウダウンとなった。まず老紳士が手を見せた。[image: ]Ｋと[image: ]Ｋ──Ｋのスリーカードである。ホールデムの中では一般的な強ハンドといえた。


　ばしっとカウボーイがテーブルを強く叩いた。バロットは悔しがっている様子を期待したが、違った。またもや歯を剝き出しにし、下品な笑い声を上げてハンドを告げた。


　[image: ]Ａと[image: ]Ａ──Ａのスリーカード。完勝である。これでカウボーイの勝利金は四千ドル近くにのぼった。バロットの目に、もはやカウボーイはメカニック以外の何者としても映らなくなった。ドクターとウフコックはいったいどうやってこの男を釣るのかと思った。


　やがて次のゲームが開始された。今度こそと勢い込んだ。


　[image: ]６と[image: ]３がバロットの手に来た。ディーラーズボタンがドクターの前に移動し、すかさずバロットがブラインドベットを行って十ドル出した。


　第一ラウンドでは、またもや太鼓腹が真っ先にフォールド。カウボーイがレイズし、全員のコールの合わせが終わって第二ラウンドへ。


　三枚のフロップカードは、[image: ]10、次が[image: ]５、そして[image: ]４。


　さすがに、ぐっときた。６、５、４、３で、７か２のストレート狙い、もしくは[image: ]５で再び[image: ]のフラッシュ狙い。素晴らしいとしか言いようのない手だ。


『フォールド』


　ベットを出そうとした途端、指示が来た。信じられなかった。ウフコックの判断はバロットの思考から完全にかけ離れていた。バロットはカードを伏せ、我慢できずに訊いた。


　──どうして？


『仕掛けがわかった』


　というのが、ウフコックの応答だった。


　──メカニックがわかったの？


『全部だ』


　バロットは眉をひそめた。


　──あの勝ってる人が、メカニックってこと？


　それくらい自分にもわかるという意味だったが、ウフコックの返答はまるで違った。


『右端の席の男と、一番左端の席の男が、ぐるだ』


　ビジネススーツと太鼓腹のことだ。バロットは驚きのあまり、立ち上がって二人の男を見比べそうになった。フォールドした太鼓腹と目が合いかけ、慌てて視線をそらした。


　第三ラウンドになった。ターンカードは[image: ]Ｊ。


　バロットと太鼓腹以外の四人の勝負だった。なのにウフコックは、


『君は、クラブのスーツに縁があるようだな』


　どうでもいいことを伝えてきた。フラッシュを二度もつぶしたのはウフコックなのだ。


　──そんなことより、教えて。どうしてあの人たちがメカニックなの？


『匂いと行動でわかる』


　あっさりと答えが浮かび上がった。


　──負けてるのに？


『いきなり勝ってもしょうがない。一番の得策は、誰か一人に勝たせて、あとはそいつを利用して儲けることだ。少なくとも、この三人はそう思っているようだ』


　──三人？


『ディーラーもぐるだ』


　思わずディーラーを見た。ちょうど最終ラウンドのリバーカードを開いたところだった。カードは[image: ]Ａ。幸いというべきか、バロットにとっては、ストレートにもフラッシュにもならない。


　──カウボーイハットの人はメカニックじゃないの？


『ただのカモだ。次から大負けする』


　身も蓋もない言い方だった。気分がすっきりするのを感じつつ、バロットは訊いた。


　──どうして、いかさまがわかるの？


『教えるから、さりげなく見るんだ。今度は右端の男が勝つ』


　バロットはビジネススーツを見た。その絵に描いたようなポーカーフェイスを。


　老紳士がレイズし、それを受けてビジネススーツがリレイズ。カウボーイが顔を赤く膨らませてコール。ドクターがちらっとこちらを見ながら、コールした。


「コツが飲み込めてきたかな？　大事なのは、雰囲気に慣れることさ」


　ドクターが通ぶったことを言った。みなが聞いていた。その言外の意味をバロットだけが理解し、


《うん。なんとなくわかってきた。叔父さんも、頑張って》


　きちんと演技してみせながらそう言った。


『積んだチップを、テーブルのベットラインに対し、数字が縦になるよう置いている』


　ウフコックが告げた。ビジネススーツの、一番最初のコールのチップのことだ。確かに一番上のチップの数字が、テーブルに引かれた白いラインに沿って縦になっている。


『左端の男が、チップを右手の中指と薬指の間に握っている』


　太鼓腹が、全くその通りにしていた。


『右端の、勝負役の男がＡのスリーカード。ドクターは５と４のツーペア。ドクターの隣のカウボーイはＪのスリーカード。君の左隣の老人は10と４のツーペアだ』


　──なんでわかるの？


　呆気に取られた。体臭で感情がわかるとはいえ具体的な数字を読めるはずがない。だが、


『左端に座る男が、ディーラーと勝負役の男との間で情報を中継している。それを読んだ。あとは観察していれば、どういう手のときに、どういう匂いになるか、すぐにわかる』


　と告げる文字が手のひらに浮かんでは消えるのを感覚し、ただただ感心した。


『コミュニティカードに対し、誰がどのカードのペアを持っているか、ディーラーと左端の男が、右端の男に教えている。右手のチップの位置でプレーヤーの中で一番強い手を、左手の形と姿勢で他の人間の役と、ディーラーがより強い手を提供可能かどうか示している。勝負役の男がチップを縦に置いたのは、Ａのカードをリバーに持ってこさせる合図だ』


　──カードをいじれるの？


『仕掛けマーキングカードを、カードシューに忍ばせている。大きさや角かどの形の感触でカードがわかる。全カードに仕掛けをする必要はない。ＡやＫのハイカードの位置と印スーツさえわかれば圧倒的に有利だ』


　そのとき確かにディーラーが、そうと気づかぬほどの自然さでカードシューの上を軽く撫でるのを、バロットはそちらを見ずに感覚した。物体の形を認識する力ではバロットも負けていない。カードの微妙な違いを確認した。ウフコックに言われるまで全く気づかなかった。それで余計に悔しい思いを味わった。


　──ずるい。


『そろそろ、メカニックが勝つぞ』


　老紳士がフォールド──ドクターもフォールドした。カウボーイは自分の歯を勢い余って口から落っことしそうなほど剝き出しにしてぎりぎり軋きしらせながら、レイズを繰り返した。もし本当にカモなら、見ていて思わず可哀想になるほど、メカニックにとって扱いやすそうな男だった。


　コールの合わせが終了し、カウボーイが勢い良くカードを見せた。


　Ｊのスリーカード。ウフコックの言った通りの手役ハンドだ。バロットは改めて驚きに目をみはった。きわどい勝負だが、十分に勝算はあるという感じの手だった。だがおそらく、客をそういう気持ちにさせるということもふくめていかさまなのだ。


　ビジネススーツがハンドを開示した。カウボーイが、ぎょっとなった。


　Ａのスリーカードである。先ほどの自分のハンドでそっくり仕返しされた形だ。


　チップがごっそりとビジネススーツに移るのを見て、ようやくバロットにも仕組みがわかってきた。まず、カモを育てるのだ。カウボーイにわざと勝たせて、調子に乗ってきたところを、やる気をなくさせない程度に奪うという具合なのだ。


　次の勝負は老紳士の勝ちで、その勝ちがカウボーイに移り、そしていかさまの勝負役であるビジネススーツに移った。バロットとドクターの金は出ていく一方だった。それでも二人ともカードに触れているだけで楽しい、というふうを装っている。メカニックたちもその点でぬかりなかった。つまり、ある程度、期待の持てるカードをこちらに渡し、すんでのところで勝ちを奪うという算段なのだ。


『よし、ここがチャンスだ。カメラに干渉できるか？』


　第二ラウンドが始まったばかりのとき、ふいに、ウフコックが訊いてきた。


　──できると思う。


『こちらの手の動きを映しているカメラをどけておいてくれ』


　天井に並んだカメラを、そちらを見ずに感覚した。このテーブルを映すカメラは三つ。ここに注目しているのではなく周囲を把握する三つの視点が重なっているということだ。


　バロットはそれらのカメラをほんの数ミリずらした。カメラ自体のセキュリティは甘く、すんなり操作スナークできた。ほんの数分だけバロットの手元を映すカメラは皆無になった。


　このときバロットのカードは[image: ]Ｋ、[image: ]８──フロップカードは[image: ]10、[image: ]６、[image: ]Ｊ。


『みなの呼吸を読んで』


　バロットはその通りにした。ディーラーをふくむ全員の呼吸のリズムを感覚した。スロットマシンのリズムのように。息を吸い、そして吐く。また吸い、吐く。トゥイードルディと違って、この場にいる誰もが、呼吸なしで生きていられるわけがなかった。


　カウボーイの息が一番荒かった。胸から肩のあたりで呼吸している。老紳士が腹の下で、最も穏やかだ。ディーラーやメカニック、そしてドクターは、ほとんど胸と腹の間で息をしている。呼吸はゲームの進行と微妙に重なり、コールするときにみな強く息を吐いた。


『なるべく全員が同時に息を吐ききった瞬間を狙ってコールするんだ』


　ウフコックの指示に従ってチップを場に出した。


『よし。力を抜いて』


　と告げられた途端、バロットの右手が、ひょいと動いた。テーブルについた全員の息が重なり、吐ききられた直後だった。すでに第一ラウンドでフォールドしていたドクターのカードの一枚と、バロットのカードの一枚が、あっと思う間もなく交換された。


『息を吐き終わって吸い始めるときが、人間の肉体と五感にとって最も無防備な瞬間だ』


　バロットのカードが[image: ]Ｋと[image: ]Ｑになっていた。驚いたことに誰もそれに気づいていなかった。十秒ぐらい後でカメラが再びこちらを視野に入れたが、そのときにはもうすべきことは終わっていた。


『クラブのスーツにあやかろう』


　というのがウフコックの意見であり、そして予言だった。


　第三ラウンドが始まった。フォールドは太鼓腹とドクター。残り四人の勝負だった。


　ターンカードは[image: ]Ｊ。コミュニティカードですでにＪのワンペアが出来たから、スリーカードになれば自動的にフルハウスが完成する。その完成が間近か、あるいは誰かすでに完成しているのか、それともブラフか、という読み合いの勝負でもあった。


　老紳士がレイズし、ビジネススーツがコール。カウボーイもコールし、さらにレイズ。


『限度一杯にレイズだ』


　バロットはコール額に合わせて百二十ドルのチップを置いた。その場にいる誰もがその果敢さを歓迎している雰囲気だった。バロットの無謀な果敢さを。だがこのときは無謀とはかけ離れていた。


　カウボーイがレイズ、バロットがリレイズした。場の金額は、二千ドルを超えた。


　コールが終わり、第三ラウンドが終わった。さすがに胸の高鳴りを止められなかった。


　ディーラーがカードシューに手をかけた。その目が、ちらっと左端の男の手の形に向けられたのを、バロットは見逃さなかった。そして五枚目のリバーカードがオープンされた。


　[image: ]Ａだった。


　信じられなかった。勝つとは信じていたが、これはさすがに予想もしていなかった。


『四分の一の確率だったが、勝算はあった』


　ウフコックがひっそりと告げた。


『目にしたスーツや数によって匂いが偏かたよるのは人間の一種の癖だ。スペードのスーツが来たとき、右端の男からは安心と自信の匂いがする。他の人間も目にするスーツによっては独特の匂いがする。どうやらクラブは、あまり面白味がなく、人気のないスーツらしい』


　──それが私のところに来てる理由？　余り物ってこと？


『必然的な余剰だな。運や縁というのはそういうことかもしれない』


　ウフコックが、わかったようなわからないようなことを告げたとき、老紳士がフォールドした。


　レイズが繰り返され、ビジネススーツとカウボーイとバロットの三人の決着シヨウダウンとなった。


　最初に開示したのは、カウボーイだ。[image: ]６と[image: ]Ｊ──フルハウスの完成である。


　カウボーイの満面の笑みと、酷薄とさえいえるビジネススーツの微笑が対照的だった。


　ビジネススーツがハンドを見せた。[image: ]Ａと[image: ]Ａ──ＡとＪのフルハウス。圧倒的な勝利といえた。この手を破るにはＡとＫもしくはＱのフルハウスか、フォーカード、ストレートフラッシュ、あるいはロイヤルストレートフラッシュだけだ。フォーカードはＪのスリーカードが出た時点でコミュニティカードとの組み合わせ上、絶対に出ない。あるのは極端に低い確率のストレートフラッシュとロイヤルストレートフラッシュのいずれかのみ。


　そのため誰もがビジネススーツの勝ちを確信したようだった。カウボーイが歯をぎりぎり軋らせるのをよそにビジネススーツがチップに手を伸ばすのを、誰も止めなかった。


《勝ちました》


　バロットは自分の存在が平然と無視されたことに少し腹を立てて告げた。


　ディーラーですら虚を突かれた。無視されることがウフコックの狙いだったのだとそれでわかった。完全なる奇襲の成功のために。ドクターを除く誰もが、咄とつ嗟さにバロットの言葉を理解しなかった。みなぽかんとなり、一瞬遅れて、おおっ、と老紳士が大声を上げた。それから全員がバロットのカードに注目し、黙りこくった。ドクターは演技のため押し黙り、老紳士は感動で沈黙し、カウボーイは驚きのあまり絶句し、ビジネススーツと太鼓腹、そしてディーラーは、恐怖を伴う衝撃で言葉を失っていた。


　バロットの手に[image: ]Ｋと[image: ]Ｑ──そして場には[image: ]のＪ、10、Ａ。


　約六十五万分の一の確率という、およそありえぬ、ロイヤルストレートフラッシュの完成だった。


《勝ちですよね？》


　みな一言も発さぬせいでバロットが不安になって訊いた。何か間違いをしでかしたのではないかと心配になったが、ディーラーが青い顔でうなずくのを見て、ほっとした。


　わっと座が沸いた。通りがかる他の客も、はっと足を止め、わざわざバロットの手役を覗くために集まってきた。三千ドル以上あるチップの山をかき集めたバロットに、ディーラーがさらに千ドルチップ一枚と、何かの交換紙を渡してくれた。カジノがハウスルールとして設定している、ロイヤルストレートフラッシュに対する褒賞金だ。交換紙は、カジノが提携するホテルのスイートの宿泊券と、フロントで提示される商品の交換券、各テーブルごとの『名誉賞』のための写真撮影についての説明書だった。


　一つ一つ説明しながら祝福するディーラーはきわめて冷静そうに見えたが、


『怒りと恐怖の匂いだ』


　というのがウフコックの断定だった。


『そもそも、ドクターがカジノ側の記録を読んだ上で目を付けたテーブルだ。ただでさえ勝負のアベレージに偏りがある。極端な額のチップが移動すれば、カジノの管理者の目に留まるから、もともとぎりぎりの偏りでいかさまをやりくりしていたんだ。アベレージの偏りは、いかさまが失敗したときこそ発生しやすい。ディーラーも必死になる。そこが狙い目だ。合法カジノは非合法のカジノに比べて、いかさまには別の意味で非常に厳しい』


　そのことはバロットもドクターから教えられていた。ファミリー指向で稼ぐ合法カジノにとって、いかさまは最悪の経営妨害だ。露見すれば関与した人間はどのカジノでも出入り禁止になるばかりか、訴えられて有罪になる可能性もある。その上、カジノビジネスから締め出され、株主や後見人になることを禁じられ、徹底的に業界から追放される。裏にいるギャングたちが制裁を加えるよりも、遙かに広範囲で決定的な処置でもあった。


　だから、このテーブルでメカニックたちのすべきことは、跳ね上がったテーブルのアベレージを元に戻すことなのだ。死に物狂いで。叩けば埃が出るのは間違いないのだから。


『おそらくメカニックのグループが入れ替わりでこのテーブルに着き、同じ手口で勝つのだろう。一つ間違えば、芋づる式にメンバーが露見する』


　ディーラーは冷静さを装いながら目つきも鋭くカードを配っている。


　バロットはカードを手にしながら、先ほど干渉したカメラに加えて、いくつものカメラの視線がこのテーブルに集まるのを感じた。


　驚くべき対応の早さだった。カメラの視線は特にバロット以外の人間に集まっていた。カジノ側も、これまでのバロットとドクターの行動を把握しているのだ。素人丸出しのプレーを。監視所に詰める者たちにとって、バロットがいかさまをしたというより、他のメカニックが何らかの理由で失敗した、と見るほうが筋が通っている。このテーブルのメカニックたちもカジノ側の注目を悟っているはずだった。それでいてアベレージを戻すため、さらにいかさまを仕掛けるしかないのだ。


　バロットのカードは[image: ]２と[image: ]４。


『おそらく二度と高手札ハイハンドをこちらに回さない気だろう。ＡやＫは彼らの独占だ』


　──どうするの？


『レイズする』


　バロットはその通りにした。第一ラウンドでは積極的にレイズを受け、リレイズし、強引にくっついていった。途端にディーラーやメカニックたちがほっとするのが感じられた。どうやら、バロットが調子に乗って弱いハンドでも見境なく賭け金を吊り上げてきていると思ったらしい。


　彼らにとってアベレージを元に戻しやすい状況だった。この勝負で状況を一気に改善すると言わんばかりに、太鼓腹までもが突然レイズを始めるようになっていた。


　誰もフォールドせず、第二ラウンドに入った。フロップカードは、[image: ]５、[image: ]Ｋ、[image: ]Ｋ。


　何度かのレイズが繰り返され、老紳士が静かにフォールドした。


『さっきのようにカメラを動かせ』


　指示が来た。バロットは頭上のカメラに干渉した。今度は五つのカメラを、注意しながら、ほんの数ミリずつ向きを変えた。手袋がぐにゃりと歪み、カードを一枚飲み込んだ。ついで、新たに別のカードが現れ、バロットの手札は[image: ]２、[image: ]３になっている。


　第三ラウンドに入り、ターンカードがオープンされた。カードは[image: ]４。カウボーイがあからさまにやる気をなくしてフォールドした。太鼓腹が執拗にレイズし、それにドクターが応えてリレイズ、ビジネススーツとバロットは淡々とコールし続けた。


　第四ラウンドに入った。リバーカードは、[image: ]Ａ。先ほどと同じカードだった。


　バロットはやりすぎなのではないかと不安に思ったが、


『クラブの３が誰の手にもないことはわかっている。大丈夫だ』


　ウフコックに従い、コールを続けた。お前がせっかくその気になったんだ、とドクターはハンプティを降りたとき言った。事実、この手にウフコックがいる時点で、勝敗は決したも同然なのだ。


　ドクターがフォールドし、太鼓腹も自分の役目は終わったとばかりにフォールドした。


　ビジネススーツがレイズ。これをバロットがあっさりコール。ビジネススーツが、ちょっと嫌な顔をした。だが後に退けなかった。退けるわけがなかった。


　ビジネススーツが開示した。[image: ]Ａ、[image: ]Ｋ──フルハウスだ。間違いなく最強の手だった。


《勝ちました》


　バロットが告げたときビジネススーツの手はすでにチップの山にかかっていた。


　その手が、おお、ちくしょう、なんてこった、というカウボーイのけたたましいわめき声とともに、ぴたりと止まった。


《クラブのＡ、２、３、４、５──です》


　ビジネススーツの顎が、かくんと下がった。


　ロイヤルではないものの、文句なしのストレートフラッシュである。Ｋが相手の手に独占されている限り、これがフルハウスを破る唯一の手役だった。


　ディーラーは血の気を失って蒼白になり、太鼓腹は滝のような汗をかいて今にも卒倒しそうだ。老紳士も運命の女神がもたらす感動を通り越してあんぐりと口を開けており、カウボーイにいたっては、自分も同じ手役を狙うべきだったなどと訳のわからないことを口走っている。ドクターはドクターで、喜びはしゃいだ様子を見せるために大忙しだった。


　ウフコックのいかさまに気づくべきディーラーは、落ち着いた様子でカードをカッティングマシーンに入れながらも、目はせわしげに他のメカニックのほうばかり向いている。おかげでバロットはチップをかき集めながら、ウフコックが元に戻したカードを他のカードに難なくまぎれこませている。


『仲間同士の疑心暗鬼だ』


　ウフコックが告げた。


　ディーラーにしてみれば、仲間がバロットを使って自分を陥れようとしていると思えてくる。一方、他のメカニックたちにしてみれば、ディーラーがカードを操作し、自分たちを痛めつけてカジノから追い出そうとしているとしか考えられない状態だった。


『次は、ドクターを勝たせるぞ』


　バロットはウフコックの指示に従って、


《叔父さんも、頑張って。沢山賭けないと、私みたいに、勝てないよ》


　と、精一杯、可能な限り姪っ子らしいと思われる仕草を交えて、指示を送った。


「よし、一つここは君の幸運にあやかるか」


　ドクターはすかさず理解し、にやっと笑んだ。


　メカニックたちの渦巻くような疑心暗鬼と焦りの中で、ゲームが始まった。


　バロットのカードは[image: ]８、[image: ]７。


　フロップは[image: ]Ｋ、[image: ]８、[image: ]Ａで、ブラインドベッターはビジネススーツ。レイズとコールが繰り返された。カウボーイは二度続けてのストレートフラッシュの出現に驚いたせいで冷静になったのか、あっさりフォールドした。一方、太鼓腹は、ぎょろっとした目でディーラーを睨みつけている。


『ディーラーも、仲間がいかさまを要求し続けるせいで強引な手に出るしかないんだ』


　ウフコックの言葉通り、ディーラーがカードシューの底でカードを差し替える動作が、バロットにも、はっきり感覚された。焦るあまり、まるで隙だらけという感じだった。


　四枚目ターンは[image: ]８。


　攻防の中で太鼓腹が、つづいて老紳士がフォールドし、最終ラウンドに入った。


　五枚目リバーは[image: ]Ａ。


　カードが現れた瞬間、バロットがカメラを動かし、ウフコックが──右の手袋が動いた。目にも留まらぬ速さでドクターのカードと一枚すり替え、左手に指示が来た。


『フォールドだ』


　ビジネススーツがレイズ。ドクターがさらにレイズしてのち、バロットがフォールド。


　バロットが退場し、ディーラーも二人のメカニックも、ほっとなるのが感覚された。


　コールが終わり、ショウダウンとなった。


　ビジネススーツは、[image: ]Ａ、[image: ]Ｋ──またもやの手、二度連続の最高位のフルハウスが出現したことで、さすがにカウボーイと老紳士がきな臭いものでも嗅いだような顔になった。


「勝ったかな」


　ドクターがわざとワンテンポ置いて言った。ビジネススーツがチップに手を伸ばしかけた中腰の姿勢のまま振り返り、そのまま気を失うのではないかと思われるほど顔をぴくぴく引きつらせた。


　[image: ]８と[image: ]８。


　敵が最高位のフルハウスを目指す隙を正確に突いた手役──フォーカードだ。


『彼らのいかさまのシステムは、ハイクラスのフルハウスを最高手役として設定されている。低位のフォーカードや、ストレートフラッシュに対する方策は、何も用意していない』


　ウフコックの判断はどこまでも正確だった。以後、ビジネススーツと太鼓腹の間で、高位のフルハウスが交互に出現した。もはやアベレージも何もない。無茶苦茶だった。カウボーイがふくれっ面になり、なげやりにチップを積み重ねた。間もなく老紳士が静かに席を立ち、去っていった。


　ディーラーもメカニックたちも、どうしてこんなことになったのかまるで理解できない様子で、怒りと焦しよう慮りよに満たされるあまり、ウフコックにいいように操作され、踊らされた。どれだけポーカーフェイスを作ろうとも、体臭をコントロールできる人間などいるはずもない。感情をくまなくウフコックに読まれ、人間性まで暴露されるメカニックたちに、バロットは同情しそうになった。


　意地になってゲームを続けるカウボーイは、やがてチップが足りなくなり、タップアウトのルールに従って、別のポットに分けて賭けを行ったが、結局、全部使ってしまった。


　メカニックたちは、床に唾を吐いて去ってゆくカウボーイを、ぼんやりと見送った。


　他に客は寄りつかず、ハイレートのテーブルであることと、何か変だという雰囲気のせいで、相手はバロットたちしかいなくなっている。それから二ゲームが行われたが、とうとうディーラーがメカニックの言うことを聞かなくなった。二人のメカニックも、サインのやり取りを間違えたことがきっかけで逆上寸前になった。その様子をウフコックが正確にとらえ、相手の心を食い千切るようにして、バロットに容赦なくチップを奪い去らせた。


　太鼓腹がチップを使い尽くし、無言でテーブルを去った。すぐ後で銃を手に戻ってきて、ディーラーとビジネススーツに向かって引き金を引きそうな雰囲気を発散していた。


　ビジネススーツも、怒りを通り越した虚脱の表情で席を立ち、途方もない徒労感を抱えた足取りで、太鼓腹とは反対のほうへふらふら歩いていった。


「いいゲームだったねえ」


　ドクターが大声で言って席を立った。


　ディーラーは最後の自制心で微笑み、ドクターが放った心づけの百ドルチップを宙でつかんだ。そしてドクターが背を向けたとき、表情が一変した。嚙みつきそうな顔、という、かなり兇悪で、この上なく滑稽なしろものをバロットは初めて見た。










　　　　　４







「実に素晴らしい」


　ドクターが吠えた。バカラ・テーブルにいた。大口の客ハイローラーばかり集まる一角で、そういう規則でもあるかのように例外なく葉巻をくゆらす男たちや、ローネックドレスと宝石で着飾った女たちが、高額チップを山のように積み上げて熱狂していた。


《どうして勝ったの？　足した数は向こうのほうが多いのに》


「いやいや、数の多さが問題じゃないんだ」ドクターが品の良さなど残らずダイスと一緒に放り出して、勝ち分のチップをかき集めながら言った。「合計して９に近いほうが勝ちなのさ。今のはプレーヤー側が４の数字で次のカードを引く義務があったんだが、引いたのは６の数字だったんだ」


《10のほうが、９に近いのに？》


「10は、合計ゼロバカラで、最悪の手だ」


　バロットはぼんやりうなずいた。バカラは担当ではなく、ルールもうろ覚えだった。ドクターの席のすぐ後ろに立ち、その肩に左手を置いている。実はその手がくせものだった。ウフコックがほとんど全てのゲームを読みとり、バロットの左手を通して、ドクターに指示を出す、という具合だった。


　ゲームの参加者は、交互にカードを引くプレーヤーかバンカーの、どちらが合計で９に近い数字を出すのかを予測して賭けるわけで、本来、完璧に運に支配されたゲームのはずだった。なのにウフコックが参加するや、まるで違った。カードを引く人間たちの匂いを嗅ぎ取り、彼らが目にしたであろう数字から、彼らがどう戦略を立てるかまで、ウフコックが正確に予言してしまうのである。


　やがてドクターが、バロットに籠ごとチップを渡して言った。


「そら、勝った分だよ。君も遊んできたまえ」


　ウフコックの助けがいらなくなったという合図だ。両サイドの人間の癖を完璧に把握したのだろう。それはそれでドクターの記憶力と観察眼も凄いのだが、バロットにはどうしても、このゲームの面白さがわからないうちにテーブルを離れてしまうのが残念だった。


　バロットの気持ちを察したウフコックが、手袋の内側に文字を浮かばせた。


『カジノ全体のアベレージにのっとって行動する。ゲームを楽しむのは別の機会にしよう』


　それで渋々ながらその区画を離れた。ハイレートのテーブルではよくある光景だった。熱狂した客が、連れの女性にチップを渡し、時間を潰すよう告げるのである。


　バロットは大人の享楽の背後で置き去りにされた子供みたいに、ぶらぶら歩き始めた。演技でもあったし、本音でもあった。テーブルに集まった人々のあれほどの熱狂にもかかわらず、ついに何が面白いのかよくわからなかった。それがやけに悔しかった。あるいは、全くの初心者であるバロットさえも、そういう心理状態にさせてしまうことが、カジノ経営の重要な戦略なのだ。


　バロットはテーブルの間を通り過ぎ、また別の空間へ入った。いつの間にか、周囲はハイレートを示す札ばかりだ。調度品もディーラーの格好も、ずいぶん洒しや脱だつで金のかかったものになり、だんだんとカジノの心臓部へ入り込んでゆく感じがした。


　目的はルーレット台テーブルが並ぶ一角だ。そこがバロットの本当の初うい陣じんといってよかった。


　回転する数字とボールを老若男女が追いかける、その運命の輪ホイール・オブ・フオーチユンこそ、バロットとウフコックの能力を足し合わせ、直接カジノからチップを奪うには最適だ、というのがドクターの判断だった。


　バロットがテーブルを選んでいると、左の手袋の内側に文字が浮かび上がった。


『七番テーブルに着くんだ』


　ウフコックが何かを察知したらしかった。バロットは指示されたテーブルにゆき、最もディーラーに近い席に座った。ルーレットでは、回転盤に近ければ近いほど、バロットの能力が発揮されるはずだというのがドクターのアドバイスだったからだ。


『勝たせてくれるぞ』


　先ほどの文字が消え、そんな言葉が浮かんだ。


　バロットはチップを、このテーブル専用のものに換えてもらった。赤い百ドルチップだ。ディーラーは三人で、一人がルーレットを担当し、残り二人がチップの交換や配当を行う。


　客もまばらで、このテーブルにはバロットしかいない。チップを配るディーラーが、バロット一人のためだけに動いた。おそらく大きな勝負が終わり、客がぞろっと移動してしまったのだ。あるいはここを占領していた団体客が、いっぺんに引けたのかもしれない。いずれにせよウフコックはそこに、有利な状況を敏感に嗅ぎつけていた。


　──どこに賭けるの？


『どこでもいい』


　というのがウフコックの答えだった。


　バロットは、ちらっとディーラーを見た。ボールを投げるディーラーである。


　老婦人だった。美しい婦人だ。年は六十を越えていそうだが、背筋が伸び、凛りんとした立ち姿をしている。グレーブロンドの髪を結い上げ、青い目はぱっちりして涼やかで、強く冷静な眼差しだった。


　カジノで女性のディーラーは珍しくなかったが、ここまで年上なのは初めて見た。


　──格好いい女ひと。


　賭け枠レイアウトに目を向けながら、こっそり感想を洩らした。


『データによれば、名はベル・ウィング。カジノ界屈指のスピナーだ』


　──スピナー？


『ルーレットの回転盤に、ボールを投げ入れ、回転スピンさせるディーラーのことだ』


　バロットは、ますます格好いいと思いながら賭け枠レイアウトのどこにチップを置くか思案した。


　緑色の絨毯タピベールと呼ばれるテーブルには、０と00、そして赤と黒に塗り分けられた１から36の数字の他、様々な賭け方がプリントされている。


　テーブル脇に設けられた縦に細長いモニターから、過去二十回分の出目が見て取れた。


　賭けの参考のための公表データだ。テーブルやディーラーによって特異な癖が出る、という発想から、ボールが落ちる場所の偏りを見つけ出すことが、ルーレットの楽しみ方の一つになっているのだ。


　過去五回の出目は、14の赤、０の赤、17の黒、30の赤、23の赤。


　バロットはモニターが示す数字の列を一いち瞥べつし、レイアウトの上端、２の黒に、チップを一枚置いた。それから、なんとなく14の赤にも一枚置いた。


　スピナーの老婦人が、ちらっとそのチップを見た。いきなり高額の一目賭けストレートに出るとは思っていなかったのだろう。ややあってから、おもむろにルーレット盤に手を触れた。


「スタート」


　老婦人が、低い静かな声で告げた。


　左手で数字盤タブローの取っ手に触れ、すっと回した。ほとんど撫でるような動作だ。右手は滑らかにボールを投げ込んでいる。タブローは右へ、周椀部ボウルではボールが左へ回転した。


　数字がめまぐるしく流れ、ボールが滑り、二つの相反する回転が美しい軌跡を描く。


　さらにチップを置きかけ、考え直して回転を見守った。ほとんどその美しさに見入っていた。


「ここまでノーモア・ベツト」


　老婦人が賭けの終了を宣言し、それ以上チップを置くことを禁じた。


　バロットはチップを握ったまま、ついつい目を輝かせてボールの行方を追っている。


　二つの回転の間が徐々に狭まり、ふいに外周部に埋め込まれた八本の金属のピンにボールが接触し、予期せぬ方向へ跳んだ。そして回転が弱まったタブローに近づいたかと思うと、あっという間に、するりとポケットに飲み込まれている。


　するするとタブローの回転がやんだ。数字の流れが弱まり、ボールの落下地点がはっきり見えた。


「２の黒トウー・ブラツク」


　老婦人が告げた。先ほど滑らかにボールを回転させたその手が、分銅型のクリスタルを、レイアウトの的中番号の上に置く。二人のディーラーが配当のチップを積むのをよそに、バロットは驚きに息をのんだまま、その運命の輪に目を釘づけにされている。


　ウフコックの言った通り、勝たせてくれたのだ。


　スピナーの老婦人が、バロットが賭けた数字に、正確無比にボールを入れたのである。ドクターから、そういうとんでもない腕を持つ人間の存在を聞いてはいたが、実際その目で見るまで信じられなかった。バロット自身にもできるかどうかわからない、驚異的に精密な技術だった。


　あるいはこれも偶然なのだろうか。モニターの数字は微妙にそれを示唆している。ルーレットの数字は１から36まで順に並んでいるのではなく、14、２、０、28、９、26、30と、特殊な並び方をしている。過去五回の的中数字を見れば、ずいぶん０周辺に偏っていることがわかる。台の癖かスピナーの意図か判然としないが、なんであれ過去の傾向をよく見て狙えば損はないように思わされた。


　それとも、そういった状況さえ、この老婦人があえて演出してみせたのだろうか。


　いかにも涼しげな彼女の姿を見ていると、そうとしか思えなくなってくる。なんとも手て練だれな印象で、バロットは感動すらしていた。


「おめでとうございます」


　ディーラーがくま手レイクを使ってチップの山をバロットのほうへ押しながら微笑む。


　なんと三十五倍の配当である。バロットは慌てて賭けたチップをディーラーに渡した。賭け金ではなく心づけチツプとしてだ。


　──びっくりした。


　バロットがこっそり洩らした。


『誰かに勝たせようという感じだった。多分、客引きのためだろう』


　ウフコックが、今しがたのバロットの考えを裏づけるように告げた。


　気づけばテーブルの周りに人が集まってきている。三十五倍の配当は、ルーレットでは最高の成果だ。しかもモニターを見さえすれば、ルーレットの数字の並びについて知識のある人間なら、すぐ偏りに気づく。さらに数字が偏るか、それともボールが散るか──単純な読みがそこには示されていた。それこそが賭けを熱くさせるポイントでもあった。


　一人また一人と客がテーブルに集まり、中には立ったままルーレット台を眺め下ろすようにして賭ける者もいた。自分でチップを置く者、あるいはディーラーに数字を告げて代わりにチップを置いてもらう者、みなそれぞれ自分の色のチップをばらまき、我こそはという熱気がにわかに燃え盛った。


『体臭がごちゃついてる』


　ウフコックが悲鳴を上げるように文字を浮かばせた。


『別のテーブルに行こう。このスピナーの目的も、我々の目的も、済んだ』


　──待って。もう一度だけ。お願い。


　そう干渉しながら、すでにチップを握っている。


『また当ててくれるとは限らない。移り気で微妙な匂いだ』


　──少しでいい。この女ひとを、もっと見たい。


『スピナーに興味が？』


　ウフコックが戸惑うように文字を浮かばせる。バロットはチップをレイアウトに置いた。


　再度、一目賭けストレートへ。


　ナンバーは14の赤。


　老婦人が、ちらりとバロットのチップへ目を向けた。


　見れば見るほど、高潔な感じのする美しい婦人だった。やわな上品さで取り繕つくろった美しさではない。芯から発する気配のようなものだ。


　バロットは自分を名づけた女支配人や、逮捕されたプリンセスを思い出した。彼女たちを強く尊敬しているというわけではなかったし、彼女たちが老婦人に似ているのでもなかった。ただ連想した。それがさらに連想を呼び、以前観たテレビのトークショーで映画女優が語ったことを思い出した。


「多くの女優が行っているが、あなたは顔の皺を除去する整形手術をしないのか」という記者の質問に、その女優は、「この皺は、苦労して手に入れたのよ」と笑って答えていた。


　ポルノ女優から映画女優へ、さらには大スターになった女性だった。彼女に自分を重ね、憧れる気持ちがないわけではなかった。だがそれ以上に、女が手に入れ、誇るべきものがあるとしたら、まさしくそれだと納得させられるような雰囲気が、その女優にはあった。


　今、同じような雰囲気を持つ女性が目の前にいた。人生で何か特別なものを手に入れ、しかもそれを失わずにいられたという雰囲気──バロットがこれから必要とするであろう何かを、すでに持っているのだと見るだけで納得させられる女性が。ベル・ウィング。その名を心の中で呟いた。このテーブルに座ったこと自体が運のような気がした。勝つ見込みがあるというのではなく、たとえばシェルに殺されかけたところを助けてくれたのが、他ならぬウフコックとドクターだったのと同じで。


　そんなことを考えるうちに、名スピナーたる老婦人は、先ほどとは反対方向へタブローとボールを回転させている。その美しく回る二つの運命の輪を見定めるように見つめ、やがて賭けの終了を告げた。


　ボールが落ちる寸前、そこに宿る彼女の意志が、香りのように匂い立つのを感じた。


　タブローがゆっくりと停止し、的中数字を示した。


「14の赤」


　ベル・ウィングが告げた。穏やかな声なのに、喧噪の中でも鋭く澄んだ鈴の音のように耳を打った。


　二度連続の一目賭け的中ストレート・アツプに、どっとテーブルが沸いた。ポーカーのテーブルで、ロイヤルストレートフラッシュを完成させたときに勝るとも劣らぬ沸騰ぶりだった。小山のようなチップがこちらへ押し出された。バロットの前に、バラの花でも乱れ咲くかのように赤いチップが溢れ返った。


　百ドルチップの三十五倍が二回。そのうち賭けたチップと約五パーセントの控除分がカジノの収入として引かれ、六千六百ドル強の額のチップがバロットの前に積まれた。


　次こそ我が手に、と勇み沸く客たちを尻目に、バロットはぼんやりチップを眺めている。賭けた額に比べて配当が多すぎて、自分のものではないような気分だった。そもそも目的は金ではないのである。金は階段にすぎず、目的へ近づけたという意味しか持たなかった。


　だから冷静でいられたし、


『次は難しい。離れたほうが良い』


　というウフコックの言葉にも、納得がいった。だがそれでもバロットはまだこのテーブルにいたかった。階段を昇るのであれば、一歩一歩が価値あるものであってほしいという気持ちがどこからともなく湧いていた。がむしゃらに突き進むのではなく。自分がその一歩を進んだのだという実感がほしかった。


　──もう少し、ここにいたい。勝った分を全部使ってしまったりしないから。お願い。


　心から懇願した。ウフコックは思案するようにやや間をあけたが、しいてバロットを追い立てはしなかった。


『今、獲得したチップでさえ、目標アベレージには程遠いことを忘れるな』


　バロットは感謝して次のチップを握り、そっとベル・ウィングの反応を窺うようにレイアウトに置いた。ナンバーは14の赤、２の黒。ベル・ウィングは何も反応を示さなかったが、何人かの客がバロットにあやかって同じ数字にチップを置いた。さすがに三度目はないと断ずる客もいれば、テーブルのアベレージがどうのと講釈する者もいた。


　賭けが打ち切られ、ボールが投げ入れられた。回転は、タブローが左へ、ボールが右へ。白いボールが赤と黒の運命の輪を回転し、数字が溶け合うように流れ、ボールがピンに当たった。三十八個のポケットから一斉に目に見えぬ手が伸びて、タブローがボールを迎えようとしていた。


　ボールが内椀部ドームに接触し、飲み込まれた。ボールとタブローの回転が重なって運命の数字をあらわし、場が客たちの溜め息に満ちた。タブローが止まり、ベル・ウィングがクリスタルを手に取った。


「15の黒」


　配当のチップが配られ、バロットの賭けたチップはディーラーに没収されてしまった。


「惜しかったね」


　ふいに声をかけられた。自分に向けての言葉だと気づくまでに間があった。


　バロットは驚いて顔を上げ、ベル・ウィングを見た。相手もバロットを見ていた。だが何かを伝えようという様子はなく、すぐテーブルに向き直ってしまった。


『惜しいわけはない』


　ウフコックが文字を浮かばせ、口を挟んだ。バロットにもわかっていた。


　15は数字盤タブローの配列からいって、ほとんど14と正反対の位置にあるのだ。


　なぜベル・ウィングが声をかけてきたか、理由がわからなかった。


　客引きに使った客が、調子に乗って、稼ぎをすっかり費やすタイプか見極めようとしたのだろうか。あるいは、バロットが子供であることに惑わされず、自分がボールを上下左右に振り分けられるスピナーであることを認識させて牽けん制せいしようとしたのかもしれない。


『まだやるのか？』


　──最初は勝たせてくれたから、今度は勝ちに行きたい。


　というのがバロットの強気な返答だった。


　その自信もあった。ドクターが教えてくれた攻略法も。何より、ほとんど初めて、身につけた力を駆使して何かを獲得したい、という強い欲求が湧き上がってきていた。元死体安置所で殺し屋たちを迎え撃つ準備をしていたときとは違う衝動が。


　なんで私なの？　その問いが銃を握ることでひっくり返り、さらに過ちを知ることでひっくり返った。そして今、未知の運命の的中へ自分を導こうとしているという逆らいがたい直感めいたものを抱いていた。その直感に身も心も委ねたがる内なる声を強烈に意識した。ドクターが眠れるバロットの無意識に問いかけてきたときと同じように。


　そのとき生存を選択した声が、これは自らの手で人生を切り開くための、生まれて初めてのチャンスかもしれないと盛んに呼びかけている気がした。そういうとき、本当の意味で、人は怖れを知らなくなるのだ、と。


『ここでプランを実行する気なんだな？　強敵だぞ。屈指のスピナーだという情報は覚えているな』


　だからこそなのだ。そういう思いを伝えたくて、両方の手袋を内側から握りしめるようにした。


　──それができると思うから。


　そしてウフコックは、そのバロットの気持ちを十分に察してくれた。


『わかった。最大限のバックアップをする』


　バロットは感謝をこめて、今度はチップを握りしめると、さっと腕を伸ばし、広いテーブルの緑色の絨毯タピベールの枠めがけて置いていった。





第４章　爆発　Explosion









　　　　　１







　一転して、バロットは一倍から二倍の低い配当を狙って、賭けを行った。


　緑色の絨毯タピベールに記された、数字賭けの脇にある、二者択一の賭けイーブンマネーである。


　方法は三種類。１～18か19～36のいずれかを当てる低位か高位かハイ・ロー、もしくは奇数か偶数かオツド・イーブン、はたまた赤か黒かレツド・ブラツク、という賭け方だ。


　いずれも一倍の配当で、バロットは主に低位か高位かハイ・ローに賭け、じっと数字盤タブローとボール、そしてベル・ウィングの指先を感覚していった。


　ポイントがいくつかあり、それをバロットが感覚し、ウフコックが左の手袋の内側に記載していった。


　台テーブル全体の水平さ、周椀部ボウルの傾斜角の浅さ、ピンの形状と数、そしてタブローの内椀部ドームの傾斜、さらにポケットの深さとクッションの有無である。


　台の傾きはボールの位置の偏りを生む。周椀部ボウルが浅ければボールの落下の跳ねが少なくなる。ピンの形状が棒状に近く、数が少ないほど、ボールの跳ね方が予測可能なものになる。内椀部ドームの傾斜が急であればボールはそのまま下に落ち、ポケットが深くクッションがあれば、いったん入った場所からボールが跳び出すことが少なくなる。


　バロットのテーブルは、どれも及第点といえた。台はほぼ水平で、周椀部ボウルは深すぎない。ピンは棒状が四つ、菱形が四つ。内椀部ドームの傾斜は約四十度。ポケットは五ミリ強。


　あまりに攻めにくい台であればやむなく諦めることも考えたが、俄然、やる気が湧いた。


　それらを詳細に把握し、感覚に刻み込んでのち、バロットは回転数を数えている。


　ボールの周回数と、タブローの回転数である。


　同時に賭け方を変え、一倍から二倍の賭けへ重心を移していった。


　これは、０と00以外が対象で、


　一列賭けコラム──三つの異なる数字の列に沿った、三者択一の賭け──二倍の配当。


　ダース賭けドウーザー──１～12か13～24か25～36かの、三者択一の賭け──同配当。


　これらの賭け方を織り交ぜながら、スピナーがどれだけボールとタブローを回転させるかを、右回りと左回りで数え上げるのである。


　ボールの周回数は、ほぼ十八回から二十回。特にスピナーが意図してボールを放つときほど、十八回に近くなるように思われた。またウフコックが、ボールを放ってから落ちるまでの時間を計測し、ピンに当たる割合とタブローへの落下角度を割り出してゆく。


　タブローの回転状態を見極めるポイントは三つ。数字が読める、目で追いかければ読める、全く読めない、というこの三つの状態が、何回転でどのようなリズムのときに見て取れるかを測る。


　この回転の読みは非常に難しかったが、スピナーの癖を見極めるためにも必要だった。


　一方で右手袋の内側に、数字の配列が、ずらりと浮かび上がっている。ウフコックによるカンニング・ナンバーが。ピンの位置に合わせて八分割した数字の配列で、それぞれに名称を付け、ウイールのどの位置からどの位置へボールが跳ぶかを正確に判断するのだ。


　北側ノースサイドの25──29──12──８。


　北東のノースイースト19──31──18──６──21。


　東側のイーストサイド33──16──４──23──35。


　南東のサウスイースト14──２──０──28──９。


　南側サウスサイドの26──30──11──７。


　南西のサウスウエスト20──32──17──５──22。


　西側のウエストサイド34──15──３──24──36。


　北西のノースウエスト13──１──00──27──10。


　これら三十八個の数字の並びを瞬時に把握できるのとできないのとでは、ルーレットにおける勝率に雲泥の差が生じる。その点でウフコックのフォローは完璧だ。ボールが落ちるたび、まさに一瞬で、的中数字とエリアを、文字を太く強調することで示してくれた。


　もっとも、数字の配列を手元で確認することは決して反則的な行為ではなく、むしろゲームに慣れた者なら誰もがすることだった。なにしろカジノの売店やホテルのロビーなどで、カードゲームのハンドの確率表などと一緒に、ルーレットの数表が記されたカードが公然と売られているのである。


　問題は、その数字の並びを、どれだけ素早く、的確に、意味あるものとして把握できるかだった。そうすることでさらにタブローが回転を始める瞬間と、ボールの落下時とで、どれだけの角度を移動するかを、大まかに把握できるようになる。


　テーブルを四ブロックに分け、たとえばスタート時にＡブロックにあった00が、ボール落下時にＢにあれば、タブローの回転は結果としてほぼ九十度、すなわち四分の一回転とみなせる。これにより、途中の周回を抜かしてボールとタブローの接触角度だけを抽出することが可能となる。


　ベル・ウィングが意志をもって回転させたときには、角度はほぼ一回転、すなわち二百七十度から三百六十度エリアに集中した。それ以外は、四分の一回転の位置──〇度から九十度エリアに収めている。まさしくそれが、このスピナーの癖なのだ。


　むろん、それ以外の角度も出現したが、それらはむしろ、ベル・ウィングが意図的にずらしているせいだと思われた。そういうときに限って、ボールからはまた別の意志が感じ取れるからだ。すなわち、アベレージを分散させようとする意志が。


　スピナーの腕が良ければ良いほどアベレージは一定化しやすくなる。そのためゲームを監視しているカジノ側の管理者たちが、プレー中のスピナーに、回転数や周回数、タブローとボールの接触角度を、ばらけさせることを命じるのだ。


　大勢の客との勝負の中で──次々に緑色の絨毯タピベールに攻め込んでくるチップの軍勢を前にして──そんなことを冷静に行えるスピナーはほとんどいない。その困難さをバロットははっきり感覚した。にもかかわらず、ベル・ウィングは実に的確だった。的確ゆえにウフコックによって事前に意志を察知されてしまうのも、決して皮肉なことではなく称賛すべきことのようにバロットには思われた。


　通常、こういったテーブルやスピナーの癖は、ルーレットのプロフェッショナルが、何時間も何万ドルもかけて把握するものだとドクターは言った。だがバロットとウフコックがタッグを組めばそれをきわめて短い時間でやり抜けるに違いないと。実際その通りだった。わずか一時間弱。金額は一万ドル未満。たったそれだけの時間と投資で、バロットは、台の特徴、スピナーの癖、そしてアベレージをばらけさせようとするカジノハウスの命令を、ほとんどその肌で感覚しきることに成功した。


　いつしか賭け方も、低倍率から高倍率の賭けへと積極的に攻め込む姿勢を見せている。


　六目賭けラインナンバー──賭け枠レイアウトの線の上に置く賭け方の一つ、六つの数字への賭け──五倍の配当。


　五目賭けフアイブナンバー──０と00、そして１～３への賭け──六倍の配当。


　四目賭けコーナー──四つの数字への賭け──八倍の配当。


　三目賭けストリート──十一倍の配当。


　そしてまた的中させることはできなかったが、


　二目賭けスプリツト──十七倍の配当。


　一目賭けストレート──三十五倍の配当。


　といった、ほとんど運頼みの賭けも、半ばスピナーや他の客の反応を見るために行った。


　他にも大陸方式の特別ルールが取り入れられており、他のテーブルにはないことから、おそらくベル・ウィングが特別にカジノハウスに認めさせたのであろう、特別な賭け方だ。


　特別ルールは三種類あり、一つが末尾数字フイナール──たとえば「３の末尾数字フイナール」と配当係のディーラーに告げ、３、13、23、33に百ドルずつ賭ける。当たれば八倍から十一倍の配当だ。


　ゼロ周辺ジユー・デユ・ゼロは、文字通り０に隣接した六つの数字に賭けるもので、35──14──２──０──28──９──26へ、百ドルずつ置く。26が当たれば三十枚、それ以外なら十五枚のチップが返ってくる。だがこれは本来、数字の並び自体が違う大陸方式のルーレットの賭け方で、ディーラーの総取りである０への用心という以外、あまり意味はなかった。


　監獄プリゾンは、０の目が出たとき、全てのチップが没収されるが、二者択一の一倍賭けイーブンマネーに置かれたチップだけが凍結されるルールだった。客はそこで、賭け金の半分だけ返してもらって勝負を諦めるか、チップを置いたまま次回の結果を待つか、選ぶことができる。


　バロットはこれを利用し、０の周辺を狙うときは必ず一倍賭けを行っている。賭けの推移を考えたとき、損失を抑えやすくなるし、スピナーの意図をつかみやすくなるからだ。


『すごいな』


　ふいにウフコックがアドバイス以外の言葉を浮かび上がらせた。


　──なにが？


『君が』


　──私？


『我々が設定した段階的な目標アベレージに完全に従っている。いや、より早く進行しつつある』


　──そのつもりで、やってる。いけないこと？


　バロットは急に不安になったが、


『そのままやってみてくれ。ここで俺にできることは少ない』


　というのがウフコックの指示だった。バロットは嬉しくなってさらに干渉した。


　──どこにボールが落ちるか、わかる気がする。


『予測できるのか？』


　──予感がするの。


　そのときだった。


「お嬢ちゃん、ルーレットは初めてかい？」


　唐突に声をかけられていた。ディーラーが配当のチップを配る合間を見計らっての声だ。


　バロットは再び、声の主を見上げた。


　ベル・ウィングは今度こそ、じっとまっすぐにバロットを見つめていた。


《はい》


　と素直に音声に出して答えた。ベル・ウィングは、その電子音声を聞いて、ちらっとチョーカーを見たが、それについては何も言わなかった。代わりに、こんなことを言った。


「目がきらきらしてるよ。慣れた目じゃないね。ボールが動くのが楽しいって感じだ」


　バロットはうなずいた。


　自分の正直な気持ちを言い当てられたのだから隠す必要もない。初めての経験でなければ、ここまで熱心になれなかっただろう。だがもう一つ、重要な点があった。


《あなたがスピナーだから、楽しめてるんだと思います》


　と真面目に付け加えた。


　ベル・ウィングは特に喜ぶ様子もなく、小さくうなずき返した。ありがとう、というように。いかにも鷹おう揚ようで、涼しげな所作に、バロットはちょっと見とれた。


「だが、あんた、大きなことをしようとしているね」


　完全に断定だった。バロットが何か言い返す前に、つづけてベル・ウィングは言った。


「このカジノに恨みでもあるのかい」


《どうして？》


「あんたのチップがそう言ってるからさ」


　その一言で、氷を当てられたように背に鳥肌が立つのを覚えた。自分がベル・ウィングとテーブルの癖を読むのと同じくらい、ベル・ウィングもまたバロットを読んでいたのだ。深いところまで。その賭け癖から、攻略法、性格、そして、なんのためにここにいるのかまで。そう思って頰がそそけ立つのを覚えた。だが、怖さやプレッシャーと同時に、奇妙な感動のようなものも感じていた。


「スピナーってのは、ほんのちょっとした賭け方から、客の心を読むもんさ」


《あなたに迷惑をかけるつもりは、ありません》


　咄とつ嗟さにそう返すと、ベル・ウィングはそこで初めて唇に笑みを浮かべた。


「あたしのテーブルに着いた理由は？」


《あなたが素敵だったから》


　即答した。ベル・ウィングは何も反応を示さず、再び台に手を触れた。


　その目が、ちらりと動いた。


　目だけではなく、ベル・ウィングの全身が、一つの数字に集中するのを感じた。レイアウトに記された数字の一つ──これから回転させようとするタブローに刻まれた数字に。


　２の黒──最初にバロットが当てさせてもらった数字に。


　ベル・ウィングがボールを手にした。反射的にバロットの手も伸びていた。タブローの回転が始まるのと、チップがレイアウトに置かれるのとが、同時だった。２の黒に。


　ボールが放たれ、周椀部ボウルを強く滑らかに疾走した。タブローの数字が溶けて重なり、バロットの予想を上回る接触角度を見せようとしていた。


　慌てて新たなチップを握ったが、すでに遅かった。


「それまでノーモア・ベツト」


　凛りんと通る声がバロットを完全に封じた。タブローがボールを飲み込んだ。回転を緩め、停まった。


「３の赤スリー・レツド」


　ベル・ウィングが涼やかに告げ、クリスタルが的中数字の上に置かれた。


　ざわめきとともにチップが配られ、あるいはディーラーが手にしたプラスチック製のくま手レイクで没収された。バロットが賭けた五百ドルは海の藻屑となった。


　ふいにまたベル・ウィングがこちらを見ているのに気づいた。


　バロットは顔を上げ、ちょっと唇の端を下げ、悔しそうな顔をしてみせた。演技かそうでないのか、自分ですらどちらとも判じかねた。


　素晴らしいフェイントだった。バロットの気持ちを受け流し、無造作に外れさせるという、きわめて高度な技術だ。そしてベル・ウィングは、その穏やかな立ち姿をもってバロットに問いかけている。こういうことをする人間が、素敵なのかと。


　バロットは思わず微笑した。その笑みにベル・ウィングの冷ややかな目が向けられた。


「あたしには、スピナーとしての仕事がある」


《はい》


「仕事にプライドがある。義務がある。あんたの邪魔もする。最初のは好意でもなんでもない。あたしの仕事だ。それでも、他のテーブルに行く気はないのかい？」


　意外だった。ベル・ウィングは、はっきりと、バロットをマークしたと告げていた。このテーブルでこれ以上勝たせるつもりはないが、かといってカモにする気もないと。


　明らかな牽けん制せいだが、同時に、カジノでお目にかかることなどないと思っていた、この上なくフェアな警告でもあった。


　バロットはチョーカーに触れ、声を放った。


《もう少しだけ、遊ばせてもらいます》


「あたしが、あんたの手助けをすると？」


《ゲームはゲームです。私が勝手にあなたから学びます》


「学ぶ？」


　バロットはうなずいた。こんな利口ぶった会話をする自分を不思議に思いながら。


《それが何かはわかりません。でも何かを学べると思ってます》


　ベル・ウィングは黙ってバロットを観察していたが、やがて小さくうなずいた。


「いいさ。そこまで言うなら止めないよ。ただし、あんたの運が左回りになり始めたら、あたしは容赦しない。どこまでも左に回す」


《左回り？》


　だがベル・ウィングは答えなかった。


　静かにルーレット台と向き合い、タブローに触れた。バロットのことなど眼中にないかのような態度だったが、これまで以上にこちらの全てを読み取ろうとする意志を感じた。


　この女性も、この台も、このゲームも、何もかも面白い。ふいにそんな気持ちが湧き起こった。止められない感じがした。どこまでも突き進んでいきたくなった。そこへウフコックが警告してきた。


『バロット、気をつけろ』


　止められるのかと思って、強く干渉し返した。


　──この台で勝負する。そうしたい。お願い。


『相手は君の攻撃意欲を敏感に察している。万全の態勢で来るぞ』


　──攻撃？


　指摘されて初めて、心に芽生え、自分を支配しようとしているその気持ちに気づいた。


　ゆっくりと息を吸い、吐いた。強い気持ちが空気に逃げてゆくように。攻撃する意志など、このベル・ウィングならば、すぐに読み取って逆手に取ってしまうだろう。さっきの３の赤のように。肝心なのは確信だった。攻撃の意志ではなく。ボールがどうなるかという、運命の輪の確信だ。


　──このゲームで勝ちたい。あなたに迷惑はかけないから。お願い。私にやらせて。


『相手の感情が読みにくい。確信した匂いがする。だが何を確信しているかがわからない』


　──私、わかる気がする。


『なに？』


　──ボールが回ってるってこと。


『俺も、ボールの回転は確認しているが？』


　ウフコックは困惑したように返す。バロットは微笑んだ。自分に任せてくれることを願って両方の手袋を握った。ウフコックはノーとは言わなかった。何も言わず、バックアップに傾注してくれた。


　ベル・ウィングが運命の輪を回転させ、ボールを矢のように解き放った。


　バロットは自分が拳銃か何かになった気がした。チップで狙う運命の数字は、射撃の着弾修正に似ている。狙いがずれていれば、ずれた方向に狙いを移しながら、照準を調整する。中央に数字が来るようにし、的中へ向かって、徐々に左右のあそびを減らしてゆく。


　バロットが賭けた数字は、北西ノースウエストの13──１──00──27──10に、五百ドルずつ。


　さらに一倍賭けの赤か黒かレツド・ブラツクで黒に五百ドル。三千ドル分の弾丸を撃ち込んだ気分だった。


　タブローがボールを飲み込んだ数字は、29の黒。


　位置としては、二つずれていた。


　あるいは二つしかベル・ウィングはずらさなかった。誘っているのだろうか。バロットは五百ドルの等倍のチップを受け取り、それを次の賭けに費やした。


　次の勝負では、北側ノースサイドの25──29──12──８に五百ドルずつ。


　加えて、25──26、29──30、11──12の三点に、二目賭けスプリツトで五百ドルずつ。


　さらに赤か黒かレツド・ブラツクで、赤に五百ドル。


「30の赤」


　ベル・ウィングが告げた。


　二目賭けスプリツトの的中で十七倍、赤で等倍、合わせて九千ドルのチップの山が返ってきた。


　二千二百ドル以上の勝ち越しである。ボールを反対側へ散らすことを読んだ上での賭けが、見事に的中した。


　バロットはタブローの回転を見た。前回のと今のとで角度と速度の違いを肌で感じた。


　チップを握り、ベル・ウィングとタブローとボールの動きを同時に感覚した。


　先ほどとは逆の手でタブローが回され、反対の周回でボールが放たれた。


　バロットは動いた。俊敏に。射撃と同じ確かさで。


　南側サウスサイドの26──30──11──７に素早く五百ドルずつ。


　さらに、28、９、20に、一目賭けストレートの五百ドル。


　この時点で、ボールの周回は五周目。賭けを打ち切るまでに、まだ時間があった。


　ボールはさらに十回以上回転し、速度を緩めたタブローへ落ちてゆく。バロットはしっかりその様子を感覚し、賭けが終了する寸前、32に一目賭けストレートの五百ドルを叩き込んだ。


　ベル・ウィングが目を細めた。


「17の黒」


　四千ドルのチップが、丸ごと、バロットの手から、テーブルへと飲み込まれた。


　バロットのためらいのない賭けっぷりに、周囲の客が大変な賑わいをみせた。高額の賭けを次々と行うことで場が熱狂するのは、どこのテーブルでも同じなのだ。その熱狂のさなかにあって、ベル・ウィングはいっそう冷たく冴えるような立ち姿で、バロットが賭けた数字を見つめている。


　17の黒は、バロットが最後に賭けた32の赤の、すぐ隣にあった。


　バロットが肉迫したとも言えるし、ベル・ウィングが完璧に仕事をしたとも言えた。バロットは、これまでとは違う、ベル・ウィングの指先の仕事を感覚していた。テーブルの癖や、アベレージといったことに加えて、バロットが狙うであろう数字をぎりぎり外したのだ。そんな証拠はなかったし、そもそも可能なことなのかもわからない。だが確かな感覚があった。今はなにより頼りになる感覚が。


　ボールが放たれた。台の形状、構造、角度、ベル・ウィングの指のしなやかさ、ボールの回転、数字が変転するタブローの様子──そのどれもが胸に迫るほど美しかった。


　バロットはチップを手の中に収めた。弾丸を装塡する気分で。


　そして無意識にベル・ウィングの優雅さと滑らかさを真似できるよう願いながら、やはり鋭さは隠せぬ手つきで、レイアウトに並べた。


　14──２──０に、五百ドルずつ。


　それ以上、置く気はなかった。


　ボールの激しい回転音が耳を打った。ベル・ウィングは射るようにバロットを見つめている。ボールがピンに当たって大きく跳ね、そしてタブローに飲み込まれた。


『よくやった』


　ウフコックが短い言葉で称賛した。輪が緩やかに最後のひと巡りを終え、運命の数字を示した。


「０の赤ゼロ・レツド」


　テーブルが爆発的に沸いた。


　０に賭けたのはバロットただ一人。それ以外は没収か、監獄プリゾンに入れられる。そしてバロットの前に、三十五倍の配当が積まれた。一万五千ドル以上のチップが。


「チップが木こっ端ぱのようだね」


　ベル・ウィングが呟いた。バロットは相手が怒っているのだろうかと不安になった。だが相手の顔から冷ややかさが消えているのを見て、少し意外に思いながら微笑を返した。


「台の癖はもうわかったのかい」


《平らな台です》


「そうだね。平らすぎる台だ。運が偏る」


《運？》


「確率で言えば、毎回、同じ確率でボールが散ることのほうが、よほどありえないのさ。苦労させられるよ。誰のためでもなく、運の偏りを切り崩すのはね」


　ベル・ウィングはそこで顎を左右に振った。自分の行いの悪い面を隠さず話すための仕草だった。


「ディーラーなんてのは、多かれ少なかれ、客の破滅を見るのがひどく楽しみな人種でね。人間の支配欲ってのは色々なかたちで出るものだけど、ディーラーの支配欲は中でもいっとう、狡ずる賢がしこいのさ」


　その淡々とした口調が、かえって深くバロットの胸に沁みた。そんな話し方ができるのに、と思った。凛り々りしくて優雅で、しかしそのくせ、言葉に失望が濃すぎた。それでつい、訊いていた。


《どうして、このカジノで働いているんですか》


「あんたは、このカジノの何を知ってるんだい？」


　バロットは黙った。ここで自分たちの目的を告げていいわけがない。シェルやオクトーバー社のことを口にすることもできないし、この短いインターバルの間に説明できる自信もなかった。


　だがベル・ウィングは、目尻に静かな笑みを溜めると、たやすく核心を突いてきた。


「そうかい……ここのボスに恨みでもあるんだね」


　バロットは目をみはった。ベル・ウィングへの感嘆の念を隠さず顔に出している。そしてベル・ウィングのほうも、あっさり答えを教えてくれた。


「どんな経営者だろうと関係ない。金が必要だったのさ。夫が病気でね。あたしと違って真っ当なかたぎだったけど、性しよう根ねはあたしと似たところがあった。狡賢くて欲深いのさ。それでも子供たちには、金ではなく教えと兄弟を残した。その一点だけが偉くてね。金はあたしが稼ぐことにした」


　そこで言葉を切ろうとする素振りをみせた。だが気が変わったのか、ディーラーがチップの配当を行っているのを眺めながら、さらに続けた。


「夫が死んでからも、左に回り続けているような気がしてね。そこから右に回るすべを探して、ここでボールを放り続けていたんだ」


《左回り？》


　バロットが訊いた。先ほどと同じ質問だった。また答えを拒まれるだろうと予想したが、


「運命の輪は二重だ」


　ベル・ウィングは、ルーレット台に目を移しながら、そう告げてくれた。


「左へ回れば悲しみを運んでくる。右に回れば喜びを運んでくる。右回りの運命を呼び込むことが、あたしの人生とのつき合い方なんだ」


　まるでタブローに話しかけるような優しげな声こわ音ねだった。それからベル・ウィングはボールを手に取り、タブローにもう一方の手を伸ばした。新たな勝負のために。すっと運命の輪に回転を与え、ボールを放った。タブローは左回りに、ボールは右回りに回った。


　バロットは正確にその動きを読み、チップをつかんだ。千ドルチップを置くとき、これは自分で決めたことなのだという強い思いを自覚した。ウフコックは席を移ろうと言い、ベル・ウィングも去れと言った。それでもここに座り続けることが、そのときのバロットの気持ちであり、価値と呼ぶべきものだった。楽園でシェルの記憶のありかを調べるため、あのプールに潜ったのと全く同じで。


　バロットがチップを置いた数字は、北西ノースウエストの13──１。


　一目賭けストレートを、千ドルずつ。


　ベル・ウィングが周回するボールを追い、そして目を閉じた。


「また、左へ回った」


　淡々とした呟きが聞こえた。だがボールの回転音の変化に従い、再び目蓋を開き、


「それまでノーモア・ベツト」


　凛と告げる声は、あくまで穏やかに澄んでいる。


　ボールがピンで跳ねた。右回りに落ちてゆく。左回りのタブローに当たり、ドームの上を滑って、するりと飲み込まれる。


　怒濤のような歓声が起こった。テーブルが沸きに沸いた。二人のディーラーが愕然と棒立ちになる。暴動が起こり、市民に略奪されるマーケットの店主たちのようだった。


　ベル・ウィングはクリスタルを取り、何があろうと誇りを失わない強靭な態度で告げた。


「１の赤ワン・レツド」


　テーブルのチップが乱舞するようだった。それから、どっと一カ所へ集められ、バロットの前に、控除分を引いた三万四千ドルが積み上げられてゆく。そのチップの山をベル・ウィングが静かに眺めている。


《次は、右に回してください》


　バロットが声をかけた。何の衒てらいもなく、作戦も何もないまま、そうすべきだと信じて告げた。


《当ててみせます》


　ベル・ウィングの目が、チップの山からバロットに向けられた。驚きをこめて。脅威を感じたのではなく、生涯でその言葉を聞いたのはこれが初めてだといった純粋な驚きで。


　二人のディーラーも同じだったらしく、ぎょっとなってベル・ウィングを振り返った。


　ベル・ウィングはいっそう凛と背筋を伸ばし、


「名前は？」


《ルーン[image: ]バロットです》


「覚えておくさ。あたしは、ベル・ウィングだ。あんたみたいな孫娘がほしいと思ってたところだよ。あたしの孫はみんな男でね。あんた、もし自分で玉を放ってみたくなったら、あたしに会いに来な」


　びっくりした。脇にいるディーラーたちも啞然となっている。


「どこのカジノでもいい。その店で一番腕のいいスピナーに、ベル・ウィングの弟子になりに来たと言うんだ。運が良けりゃ、あたしの技を、残らずみんな教えてあげられる」


　おそらく一緒に仕事をしているディーラーでさえ聞いたことのない言葉だったのだろう。二人とも取り残された子供のように、ぽかんと口を開けてバロットとベル・ウィングを交互に見比べている。


《はい》


　ベル・ウィングは先ほどよりも深い笑みを目尻に溜めた。ひどく嬉しげに。


「さあ、右に回すよ」


　宣言してタブローに触れた。チップの配当はとっくに終わっている。座が静まった。ベル・ウィングの指先が、柔らかくシリンダーに回転を与えた。右回りへ。それに重ねるようにして、ボールを左回りに放ち、周回させた。


　完璧な動作だった。バロットは余さず見た。ベル・ウィングの仕事と、そして誇りを。まるで舞台に登った役者だと思った。事実、それがこのカジノにおけるベル・ウィングの最後の舞台となった。


「大陸生まれのスピナーさ。故郷の町じゃ、誰もがカジノとゴルフ場とウイスキー作りで暮らしてた」


　タブローとボールの二つの回転を見つめながら、ベル・ウィングが呟いた。


「もうしばらく、稼業を続けようという気になったよ。もうちょっと気分良く投げられるカジノで」


　その穏やかな独白を聞きながら、バロットは千ドルチップの束を手に取った。


　先ほどにも増して、ベル・ウィングと同じような振る舞いができるよう無意識に願いながら、レイアウトに置いた。たった一つの数字に。それ以上置く気はなかった。


　２の黒へ。バロットが積み重ねた一万ドル分のチップに、ざわっと客たちが反応した。菓子にたかる蟻のように、色とりどりのチップが後から後から同じ数字に置かれていった。


「ルーン[image: ]バロット」


　ベル・ウィングが呼んだ。


《はい》


「運を右回りにする努力を怠おこたってはいけないよ」


《はい》


「なに、難しいことじゃない。女らしさを磨くのと一緒さ」


《どうすればいいんですか？》


「いるべき場所、いるべき時間に、そこにいるようにしな。着るべき服、言うべき言葉、整えるべき髪型、身につけるべき指輪と一緒に。自分自身の声を、おろそかにせずに。女らしさは運と同じさ。運の使い方を知ってる女が、一番の女らしい女なんだ。そういう女に限って運は右に回るのさ」


　バロットはうなずいた。ベル・ウィングが言っていることはよくわかるつもりだった。それらをおろそかにしたせいで車に閉じ込められて焼き殺されかけたのだ。だからこそウフコックは、そうではない場所に自分を連れ出そうとしてくれていた。今このときも。


　ベル・ウィングがうずたかく積まれたチップと、その下にすっかり隠れてしまった数字を見やった。


「あんたが当てる数字が、あたしにとって右回りであれば、それで良い」


　穏やかにそう口にしたとき、ボールの回転音が変化し、周回がゆるやかになった。


「そこまでノーモア・ベツト」


　ベル・ウィングの声が澄みやかに響き、ボールがピンに当たって跳ねた。


　旋回するタブローの数字が目で追える程度の速さになり、溶け合っていた数字が今やそれぞれのポケットを示している。


　ボールが長い軌跡を描いてタブローに飛び込んだ。帰る場所を見つけたように。目指すべき数字へと。左回りから、右回りへ乗り移るようにして。バロットにはそう思えた。


　うわっと歓喜の声が湧いた。誰もが喜びで踊り跳ねんばかりだった。


　ベル・ウィングの手が、静かにクリスタルを持ち上げた。


「２の黒トウー・ブラツク」


　そう告げ、積み重ねられたチップで隙間もない数字の枠の横に、クリスタルを置いた。テーブルに集まった客たちの歓声がいっそう爆発的なものとなった。その場にいる全員がスロットでエア・カーでも当てたみたいだった。チップがやかましく鳴り響き、客たちが小躍りして手を叩く中でも、ベル・ウィングの声は、最後までよく通った。


「あたしにはよく見えなかった」


　そう言ってバロットを振り返り、


「どうだったね？」


　と訊いた。バロットは、自分のほうへ押し出される三十数万ドル分のチップには目もくれず、素直に思った通りの答えを口にした。


《右へ回っていたと思います》


　ベル・ウィングは、静かにうなずいた。


「さ、もう行きな。これで、あんたにとってもあたしにとっても、このテーブルはお仕舞いだよ。この店でのベル・ウィングのテーブルは、これ限りさ」


　どこまでも穏やかで強く、しなやかな姿だった。


　そのベル・ウィングの背後に、配当を終えたディーラーたちが立った。他の台にいたスピナーが一人、こちらへ歩み寄った。テーブルを引き継ぐためだった。


　ベル・ウィングは背を伸ばし、凛としてテーブルを去っていった。










　　　　　２







「彼女は、立て続けに君の一目狙いストレートに振り込んでしまったんだ。その結果、多くの客にチップを奪われた。待っているのは、ピットボスの叱責と、マネージャー査問だろう」


　チップの山を抱えてテーブルを離れたバロットに、ウフコックが声に出して告げた。


　──あの女ひと、仕事をなくしたの？　私のせいで？


「そうだ。だが彼女にとっては、大したことではなさそうだった。むしろ、何かが吹っ切れたような匂いがした。こういった事態に、慣れているのかもしれない」


　──慣れ？


　その言葉を聞いて、思わずベル・ウィングの姿を探した。バロットが知る限り、それは決して良い言葉ではなかった。それどころかひどい悲しさばかりがつのる言葉だった。だがベル・ウィングは見つからず、バロットの気持ちを察してウフコックが言い添えた。


「業界屈指の技術者だ。我々の心配など必要としないだろう。それに……彼女が回した数字は、右回りだったんだろう？」


　最後の質問だけ、自分にはよくその意味がわからないが、と断るような口調になった。


　──そうだと思う。


「我々は、我々の仕事をしよう。彼女は彼女の仕事を果たした」


　そのとき背後から誰かが近づいてくるのを感覚した。振り返る前から誰かはわかっている。果たしてドクターが、にこにこしながら近寄ってきて言った。


「恐ろしく、目立っていたね」


《ごめんなさい》


「あ、いや……」


　急に恥ずかしくなって肩をすぼめるバロットに、ドクターのほうがまごついた。


「ま、どのみち勝負に出る頃合いさ。ぴったりのタイミングだよ。とはいえ──客の中には、君に声をかけてみたくなったっていう連中が大勢いるだろうからね。早いところ、この辺から離れるに越したことはないってだけのことさ」


　そう言ってさりげなく周囲に向かって顎をしゃくってみせた。バロットはそこで初めて視線に気づいた。頭上のカメラや、ディーラーたちの視線だけでなく、一般客の視線だった。かなりの数の客が、ちらちらとこちらの様子を窺っている姿が感覚された。単純な興味という以上の視線だった。


　ドクターは彼らを無視するように、さっさとフロントに向かって歩き出している。


「中にはろくなのがいないからね。ゲームを見て、君をスカウトしたくなってるプロの連中や、金儲けの匂いにさといやつらが、うじゃうじゃいるんだ。気をつけないと」


　バロットは黙ってドクターについて歩いた。その胸で、チップがかちゃかちゃ音を立てていた。そういう視線は、バロットを見ていたし、バロットが抱えたチップを見ていた。そしてまた、バロットとチップをセットで見つめ、欲しがっていた。


《私、ルーレットだったら、絶対に勝てると思う》


　周囲の視線に対する腹立ちまぎれに、かえってそんなことを告げていた。


《何百万ドル賭けたって、外さない》


「我々の目標アベレージとは関係のない勝率だ」


　淡々と返したのはウフコックだった。この相棒は何よりバロットの感情にさとかった。


「ルーレット台のディーラーたちだって馬鹿じゃない。台をより難度の高いものに変えたり、特殊な機器を使用して妨害することもありうる。ベル・ウィングのように最後までフェアに勝負しようとする者のほうが少ない」


《でも──》


　さらに言い募ろうとして、すっぱりとウフコックに遮さえぎられた。


「目的のチップはルーレットでは手に入らない。チップの山を手に入れても我々にとっては徒労だ。ルーレットに興味があるなら、事件を解決したあと、そうすればいい」


《何をするの？》


「君が会いたいと思えば、ベル・ウィングはそれを拒まないだろうということだ」


《うん》


　途端に、不快感がすっと体から抜ける感じがした。


　素直に納得できたし、安心もした。何より初めて、事件が解決した後でしたいと思えることができたのだ。そのことがベル・ウィングに対する罪悪感のようなものを薄れさせてくれた。周囲の視線による怒りを意識してやわらげることもできた。


　だがそれでも、誰かが自分を便利な物とみなす視線には慣れそうもなかった。なるべくそうした視線を感じないよう、こちらの目を塞ぐのが精一杯だ。特にベル・ウィングに教えられたことを意識すればするほど、いるべきでない場所にいた自分の愚かしさが、とめどなく恐怖と怒りを生んだ。


　心の底では、ドクターとウフコックに対してすら、自分を被害者ヴイクテイムではなく物ヴイクテイムとして扱うようになるのではないかという不安があった。そうなったときのことを想像するだけで、今すぐ二人から離れたくなるほどの恐怖心を刺激された。


　バロットにはまだ、自分の放ったボールを撃ち抜かれてなお、凛としていられるような自信などなかった。ウフコックのような優しさもなかった。自分を酷ひどく濫用した相手の腕に、再びやどってくれるような優しさも。これっぽっちも持っていないのだ。そのことを改めて思い知らされる気がして、ひどく心細い思いを味わった。


　フロントでドクターが大量のチップを高額チップに交換してもらっている間、ずっとそんなことを考えていた。かと思うと、ふいにドクターがこんなことを言った。


「君でも、あんな顔をするんだね」


《顔？》


「あのスピナーと戦っていたときの、君の顔さ」


《どういうこと？》


「鋭くて、怖い顔さ。僕らなんていらないんじゃないかと思えるほどの。ここに来て正解だったかな」


　両替した一万ドルチップの塊を籠ごとバロットに渡しながらドクターは言った。


　バロットには理解できなかった。ドクターはさっさとフロントから離れ、ボックスバーへ向かって歩き出している。あっちのゲームを覗き、こっちのゲームに口笛を吹き、演技なんだか地なんだかわからない享楽的な様子だ。バロットは一歩遅れて、黒塗りの遮蔽に仕切られたボックスの席に座った。客の行き交う空間と隣り合った、ほとんど唯一、ゲームとは関係なく座れるエリアだ。


「飲み物は？」


　ドクターが訊いた。バロットがメニューを指差す。ドクターがまとめて注文用のマイクに向かって頼んだ。それが終わると、今度はバロットが訊いた。


《怖い顔って？》


「うん？」


《私の顔。ルーレットをしていたときの》


「ああ」


《どういう顔？》


「いやいや……。どう言えばいいのかな」


　バロットの真剣さにまたもやまごつくドクターに代わって、ウフコックが口を挟んだ。


「君は、君にしか見えないものを見ていた」


《よくわからない》


「君が事件を解決する力を得ることで、無用になることを恐れているんだ、ドクターは」


　ドクターは冗談っぽく肩をすくめた。むしろ、そのほうがいい、とでも言うように。


　グラスを二つトレイに載せたウェイトレスがやってきた。ドクターはチップを渡すついでにウィンクしてみせた。さも遊び慣れている風情で。ウェイトレスは微笑んでチップを胸の谷間に入れ、少しお尻を振ってみせながら去っていった。その後ろ姿をなんとなく睨みつつストローを嚙み、


《あなたたちが今、いなくなったら、私はすごく困ると思う》


　正直に言った。甘えるつもりもなかったが、先ほどと同じような心細さを感じていた。自分一人で解決する。そんなことができるとは思えず、悲しい気持ちになってきた。


　ドクターはグラスを手に取り、生真面目な調子でうなずいてみせた。


「もちろん、そうでなきゃ僕らは０９オー・ナイン法案の事件担当官として能なしってわけだ。明日にも廃棄処分と刑務所行きが待ってる」


《だったら、いらなくなるって、どういうこと？》


「君には僕らをクビにして、別の事件屋を雇う権利があるんだよ。法務局ブロイラーハウスの担当官に一言伝えれば、書類を一式渡してくれる。そのための軍資金も、君は手に入れたんだしね」


《そんなふうに考えなきゃいけないの？》


「君に、そういう考えはないの？」


　バロットはきつく眉をひそめた。なぜドクターもウフコックも、急に今までとは逆のことを言い出したのかさっぱりわからなくて不安だった。あるとき突然、別れを告げられるときと感じが似ていた。


《なぜ？》


「僕の方針では、そんな考えも及ばないよう僕らの優秀さをアピールすべきだけどね」


　バロットはうなずいた。事実、二人とも、そうしていたし、何の文句もなかった。


「君は、事件当事者だ。僕らを雇い、不当な被害に対し、訴えを起こし、戦っている」


　バロットはまたうなずいた。


「そして今、君は、自ら事件を解決する側に回った」


　今度はうなずけなかった。ルーレットであんな勝ち方をしたせいだろうかと思った。自分でも気づかなかったどこかで、ドクターやウフコックを怒らせてしまったのだろうか。


　ルールを忘れた子が、どんな目に遭うか、お前は知っているか？　あの最悪の言葉がよみがえり、もう少しで両手で耳を塞いで激しくかぶりを振りそうになった。


　代わりに表情が消え、心と体の両方が、無感動の殻に覆われるのを望み、じっと動きを止めようとしているのがわかった。それが、そう簡単には変えることのできない自分の流儀なのだと思い知らされたが、


「君は力を自覚した。ドクターが言いたいのは、そういうことだ」


　ウフコックがきっぱりと言った。そのあまりに断定的な調子に、思わずどきりとなって、両手の手袋をぎゅっと握りしめていた。


「ドクターは、あの隠れ処がで、銃撃戦を戦い抜いた君を、間近で見ていないからな。君の能力に対して、今になって技術者としての責任を感じているんだろう」


《責任？》


　自分の過ちを厳しく指摘されるのだろうかと不安になって思わず身構えた。


「もし君が、君の個人的な悪意で力を振るうなら、ドクターは君の能力を凍結して、君を事件解決のための要協力者の項から外さなければならなくなる」


　バロットは全身が冷たくなるのを感じた。今ようやくウフコックから、濫用を責められていると思った。バロットは、じっと手を──そこにやどるウフコックを見つめた。だがウフコックは、そのバロットのやましさも引き受けるように静かな調子で言った。


「君は成長する。俺やドクターの予想以上の早さで能力を自覚し、応用を生み出してゆく。ときには我々に不可能なことも、君になら可能な場合だって出てくるはずだ。そして結局、俺やドクターが気にしているのは、君自身の焦げつきなんだ」


《焦げつき──？》


「当カジノにおける我々のプランは、これで最後の段階に入った。俺とドクターは、最大限、できることをする。そして君は、できなかったことができるようになるべきだ」


「なあに、君にならできるさ。問題は、できなかったことが、できるようになった瞬間、君の踏み出した足のつま先が、どの方向を向いているかってことでね」


《それが私の、焦げつき？》


　バロットは手袋を見つめていた目を上げた。


《そのせいで私が、私の事件を解決できなくなるってこと？》


「人間の心理は、そういうふうにも出来てるってことさ。シェルを追い込む物証を手に入れたところで、君自身が焦げつきに足を取られたまま事件に関わり続ければ、いずれ別のトラブルが発生しかねない。それも君自身にとって致命的なトラブルが。まあ、僕らからすれば、それこそ僕ら自身の有用性にかかわることでね。それだけは避けたいってわけ」


　しっちゃかめっちゃか、というドクターの言葉が思い出された。ハンプティの中で、ウフコックとボイルドが袂たもとを分かつことになった事件を教えてくれたときの言葉が。それでわかった。ウフコックもドクターも、そのときバロットが打ち明けた気持ちについて真剣に考えてくれているのだ。怪物になる可能性について。ボイルドや、シェルのように。


　このネズミと男のコンビは、力の限り、それだけは防いでみせると言ってくれていた。


　バロットは急に泣きたくなってうつむいた。二人に対して申し訳なかった。物扱いされることを恐れて二人から離れたくなったことも、結局、自分のやましさがそうさせただけではないかと思った。


《どうして、そんなふうに優しくなれるの？　私のことなのに》


　本当に涙がこぼれそうだった。かえってドクターのほうがおろおろし始めた。


「そりゃ、まぁ……それが仕事上、合理的でもあるわけだしね」


《私、きっと、どこもかしこも焦げついてる。走り出したら止まらないと思う。あなたたちに迷惑をかけたくないと思ってるのは本当。ここでやめたほうがいい？》


「君の目的は？」


　ドクターが逆に訊き返した。


　バロットはうつむいたままグラスのシナモンエードを見つめて考え込んだ。目的は単純だった。だが、それがどんな意味を持つのか、正しく答えられるかは疑問だった。


《私、トゥイードルディムに言ったの。プロフェッサー・フェイスマンにも。楽園を出るときに。私は、私の事件を解決しなくちゃならないって》


　グラスから目を離し、涙をこぼす代わりに我知らずきつい表情になって告げた。


《そうしなければ、どこにもいられなくなってしまうから。だから、そのために、私はシェルの過去を手に入れて──》


　そこでまた体が冷たくなるのを感じてはっとなった。腹の底から心まで凍てつくような感覚だった。殺意に似ていた。いや、殺意そのものに等しいことに遅れて気づいた。全身ばかりか心の全てが、いつでもそのための用意を整えることができると言っているのだ。それはまったくもって、たやすいことなのだと。そんな心の有り様に改めて気づかされた。ドクターとウフコックが気づかせてくれていた。


　ウフコックが言った。


「君が能力を駆使し、目的を果たすとき、誰かが破滅するかもしれない。基本的人権も財産も凍結され、多大なる時間を、閉鎖環境に奪われる。我々によって刑務所に送られた人間が、そこで自ら命を絶つ行為に及んだことだってある。むろん、何度となく解放されては同じようなことを繰り返す、しぶといのもいる。だが彼らが、俺たちの手で、命以外の何か重要なものを奪われたことは確かだ。それが彼らの焦げつきの結果だとは、簡単には言えない。俺やドクターの焦げつきもあるからだ」


《残酷になれってこと？　このまま目的を果たすなら？》


「そうだ。自分自身の残酷さを認識しなければ駄目だ。あのベル・ウィングが、自分を狡賢いと言ったように。それが無理なら連邦法違反者となったほうが、ましかもしれない」


「おいおい。僕はそこまで彼女に情緒面でも責任を背負わせようってつもりはないぞ」


　ドクターが面食らったように口を挟む。ウフコックは真面目な調子で反論した。


「彼女くらいの年齢であれば、俺の種属など七世代は交代する」


「人間は哺乳類の中で最も成長が遅いんだぞ。お前みたいに生まれた数ヶ月後には大人になれるわけじゃないんだ。何も彼女にそこまで……」


《でも、それが、シェルの選んだゲームなんだと思う》


　バロットが告げ、ドクターもウフコックも黙った。


《だから、私も、そういうゲームを選ぶかどうかってことなんだと思う。それ以外のゲームなんて、もうないと思うから。本当はもっと色んなゲームがあるのは知ってる。たとえば、シェルのことなんか忘れて、この街から逃げ出すとか。でも、もし誰かに、そうやって私が今のゲームを諦めれば、みんな幸せになるんだって言われても、私には許せない。だから、せめて今あるチップを全部使って、届くところまでは階段を昇りたい》


　一気に告げた途端、自分がちっぽけな存在に思われていた。無力感ではなく、個人としての自覚だった。どれだけチップを奪い、いかなる力を手に入れようとも、全能からはほど遠いのだということが、すっきりと受け入れられていた。


　たちまち怖さや不安が体から出ていく気がした。ついで怒りが。愚かだった自分に対する根深い怒り。葬られるべきだし、実際に何度となく葬ったにもかかわらず、いつでも墓の下から這い出てきて、他人を巻き込みたくて仕方がなくなっている感情だった。


「大したもんだ。僕らの仕事にしては、ずいぶん大したもんじゃないか、ウフコック。バロットは自分で自分の価値に挑戦しようってんだから」


　ドクターが言った。それから、ぐっと前屈みになると、テーブルの上のバロットの手に向かって、


「もう少し、素直になったほうがいいぞ。僕の経験上」


　と、バロットにはわからないようなことを、ぼそぼそ口にした。


「十分、そうしているつもりだ」


　ウフコックが言った。ちょっと、ぶすっとした感じだった。


　ドクターはそのまま顔を上げ、力強くバロットを見つめた。


「ここから先は、ノンストップだ。絶対に勝たなければ駄目だ」


　バロットはうなずいた。二人がいればできると思った。カジノに来る前のモーテルで、そう二人に告げたように。感謝と信頼で胸が溢れそうになった。その気持ちのままいられることを切に願った。それこそが何よりの勝利だと信じた。


　だがそれはたやすい願いではなかった。


　そして同じそのモーテルでは、今まさに怪物が立っていた。










　　　　　３







　モーテルの支配人は、その男をひと目見た瞬間、逆らう気力を根こそぎ奪われた。


　もちろんボディガードもいたし、カウンター下のショットガンには大口径の散弾が詰まっている。だがどれもが男に対して無力であることを長年の経験ですぐに悟った。


　確かにその男は暴力沙汰にはとても慣れているように見えたが、問題は、その男が暴力沙汰をとても強く望んでいるように思われたことだった。そしてそういう男であるからには、いったん起こった暴力沙汰をとても広い範囲に拡大するであろうということも容易に想像がついた。支配人は、男に向かって、ほとんど自動的に最大限の敬意と愛嬌をこめた微笑みを浮かべてみせた。


「チェックインでしょうか？」


「ディムズデイル[image: ]ボイルド、委任事件担当官だ」


　男はライセンスを見せ、さっとその後ろから男と少女の写真を出し、突きつけた。


「これらの人物がここにいたな？　タクシー会社とエア・カーのリムジン手配事務所で照合済みだ」


　支配人が思ったのは、この男には裁判やら書類を用いた争いのあれやこれやでも、到底敵かないそうになく、つまりは〝全面的な協力〟のグレードを可能なかぎり上げるべきだということだけだった。それこそ全従業員を今すぐこの場に集め、今日一日この男の命令ならなんでも聞くよう言いふくめようとさえ考えたのだ。


　しかしそこで支配人自身が、ガソリン車とエア・カーという相反する車種クラスを一度に出されたせいで混乱し、相手の言うことを理解するまで何度か会話を交わさねばならないという冷や汗ものの数分間を味わった。まさか空港から来るガソリン車のタクシーで現れた男と少女が、すっかり装いを変えて、ここから歩いて高架道路のターミナルに行き、エア・カーのリムジンに乗って去ったとは考えもしなかった。


「部屋を見せてもらう」


　ボイルドが言った。支配人は喜んでそうした。


　隣り合った部屋のどちらのドアノブにも、清掃願いの札がかけられていた。ボイルドはまず、ドクターがいた部屋に入り、トランクを見つけて中身をベッドにぶちまけた。衣類と地図が出てきた。地図には、これ見よがしに赤インクで×印がついている。シェルの住むマンションや、現在滞在中のホテルに。ボイルドは地図を空のトランクの上に放った。


　次にバロットがいた部屋に入った。小さなバッグと衣類があった。同じような地図があり、こちらはさらに色々な場所に印がつけられていた。


　地図を一瞥してデスクに置いたとき携帯電話が鳴った。出るとシェルの声が響いた。


《夜のナイトメールを見た。なんていう気味の悪い悪夢ナイトメーアだ。上空一万五千フィートに逃げただと？　ふざけてるのか》


「軍事用の浮遊式住居だ。超高密度の軽金属と、連邦法に守られている」


《なんだって？》


「今は地上に降りている。法務局ブロイラーハウスのビルを経由し、ハイウェイ沿いのモーテルに宿泊していることを突き止めた。俺も今、そのモーテルにいるが、相手はいない」


《しばらくすれば戻ってくるんじゃないのか？》


「いや。服と地図をわざと放置している。戻ってはこない」


《地図……？》


「あんたの住所や、今、あんたの取引先の女を泊めているホテルに、印がついた地図だ」


《本当か!?》


「騙しブラフだ。俺を攪かく乱らんするための。あんたの住居を狙う理由がない。目的は別の場所だ」


　そこでふと視界の隅に何かをとらえた。電話を耳に当てたまま、デスクの下のゴミ箱を横へどかした。小さな四角いカードがあった。それをつまみ上げ、眺めた。それから入口を振り返り、清掃願いの札を見た。ブラフか？　予期せぬ偶然による手掛かりか？


《……悪夢だ、ボイルド。たとえ話じゃない。本当の悪夢だ。あの女が、夢に出てくるんだ。もう記憶のかけらもない女に俺は襲われてる。脅されてるんだ》


「じきに始末する」


　ブラフだ。すぐに判断できた。部屋の清掃係がゴミ箱の中身をかき出す際、うっかりその場に置き去りにしてしまった、と思わせるもの──ウフコックの罠だ。


　本当に手掛かりになるような品なら、わざわざ清掃係に運命を預けたりはしない。これはわざとここに置かれていた。


《今日、例の娘の父親を、俺のカジノで遊ばせることは知ってるな。死んだはずの女を気にする素振りなんか、あの連中の前では少しも見せられない。俺は今、ひどく無防備なんだ。あいつらが攻めてきても、何の対処もしちゃいけない。何でもないってところを、連中に見せなけりゃならないんだ》


　カードをゴミ箱に落としかけて、何かが引っかかって手が止まった。それが何か考えた。


《お前に完全に任せると言ってるんだ。女も事件屋も、どんなことをしてでも潰せと》


　引っかかったものが見えてきた──問うべき言葉が自然と口をついて出た。


「敵が先行したときに阻止できるよう、あんたの取引の鍵がどこにあるか知る必要がある」


《馬鹿を言え。それを教えた後で、オクトーバー社が、お前を引き抜いたらどうなる。連中はお前の口から全部すっかり聞くだろう。そして俺の取引の鍵を、俺が綺麗にした金ごと奪っていくんだ》


「俺には守秘義務がある」


《くそくらえだ。これは俺の取引だ。俺一人でやるから勝てるんだ。お前は自分の脳に入ってたものをバラバラにして、取引の材料にできるか？　お前はお前のすべきことを今すぐしろ。今すぐだ》


　電話が切れた。ボイルドは携帯電話をしまい、改めてカードを見た。一方の面にはスペードのジャックがプリントされ、別の面にはいくつもの数字の羅列と、フェンダー・エンターテイメント社のロゴがプリントされている。オクトーバー社と同じ系列の企業で、シェルのカジノの協賛の一つだった。


　ますます罠に思える。だがボイルドは廊下に出て支配人に歩み寄り、カードを見せた。


「このモーテルで手に入るものか？」


「は……チーティングカードですか？　ええ、もちろん。このあたりならどこでも手に入ります。これは、ブラックジャックの勝率カードですね。カードの組み合わせの……」


「ご苦労だった」


　支配人は素晴らしいご褒美を与えられたように笑顔を浮かべた。そしてボイルドがエントランスに戻り、そこから出てガソリン車に乗り込むのを見届けると、安堵のあまり客用ベンチにへたり込んだ。いやはや、実に幸運だった。あの男が追いかける人物がここにいなかったことを神に感謝しなければ。あの男ならこのモーテルを焼け野原にした挙げ句、その責任を別の誰かにおっかぶせるだろう。いやまったく、あの写真の女の子と男も気の毒だが、彼らがいる場所にたまたま居合わせた人間こそ不幸ってものだ。


　そして事実、ボイルドはそのように手続きを整えていたし、これから向かう全ての場所で同じように行動するつもりだった。カードを見つけるまでは。


　ボイルドは運転席に座り、じっとそのカードを見た。


　それを熱心に見る者だけが幸運にあずかれるのだとそそのかす、どのみち勝ち目のない勝率が記されたしろもの。客を呼び込むための品だ。実際、幸運だったかもしれない。それまで全てブラフと判断していたのだ。このカードを見ながらシェルと会話するまでは。


　シェルは言った──あいつらが攻めてきても、何の対処もしちゃいけない。


　ウフコックたちは、まず間違いなくシェルの取引の鍵のありかをつかみ、ブラフを仕掛けながら先行している。ドクターがダミーの名前と住所でリムジンを手配したことも、その行き先も判明していた。アップタウンの高層ホテル。アミューズメント・カンパニーの系列で、シェルが経営するカジノの一つが隣接している。これも最初はブラフだと判断できた。カジノをウフコックたちが狙う理由はないのだ。シェルの自宅と同じように。


　だがシェルは言った──取引の鍵を、俺が綺麗にした金ごと奪っていく。


　カジノでの資金洗浄ルート。そこでぴたりと確信が訪れた。シェルは今まさに取引相手とともに、取引の鍵がある場所にいる──だから無防備で、ひどく怯えている。


　ウフコックたちが仕掛けたリムジンも、清掃札とチーティングカードも、こちらに発見させ、見破らせ、ブラフだと思わせるためのものだ。あえて本命をおとりに見せかけ、混乱させるための。最も発見されやすい場所にいながら、今日、あと数時間かそこらだけ、こちらを惑わすためのブラフ──つまりその数時間でウフコックたちは目的を達成する。


　ボイルドは車のナビゲート・システムでシェルが経営する店を検索した。『エッグノッグ・ブルー・カジノ・リゾート』『エルドラード・ホテル・カジノ』『ゴールデンエッグ・リバーサイド・イン』『セプテンバー・グランド・カジノ・シップ』──どのカジノだ？　リムジンの行き先か？　それとも、そう見せかけて別のカジノに向かった？


　時間はかかる、ということはわかった。四つのカジノを捜査するだけでなく、それらを焼け野原にするための手続きにも。間に合うかはわからない──だが悪い場所ではない。本当に少女がカジノにいるならば。複数の従業員に、少女がシェルを殺害する可能性があったと証言させるだけでいい。少女の死の必然性をでっち上げるには最適の場所だし、そのことをウフコックたちも承知している。だからブラフとおとりをちりばめたのだという、さらなる確信が湧いた。


　ボイルドはカードを上着の胸ポケットに収め、車のキーをひねった。獰どう猛もうなエンジンの唸りを感じながら車を発進させ、素早くハンドルを操作してアップタウンへ向かった。





　猛スピードで車を走らせるボイルドの脳裏では、楽園で交わされた会話が虚ろにこだましている。フェイスマンとの益やく体たいもないやり取りにおける、暴力と好奇心、そして命の価値についての言葉が。


　命にまつわる感情を失ったのはいつだったか、過去を遡さかのぼってはっきりした瞬間を探ろうとした。仲間とこの都市に来てからか。あるいはあの楽園に、瀕死の献体同然の身で放り込まれてからか。それとも軍に入隊し、エリートとみなされ、戦闘航空団に配属されたときすでにそうだったのか。わかっている自分がどこかにいる気もする。


　そのときふいに心が空漠たる大気と化し、暗い夜空をちっぽけな自我が鋼鉄の翼を生やして突き進んでいるというビジョンが出現した。昔懐かしいビジョン。感情がどこへ消え去ったのであれ、少なくともそれが人生を決定的な一瞬へ投げ込んだのだ。大陸の敵対国へ決定的な打撃をもたらすべく実施された苛烈な空爆作戦で。


　その瞬間の感情をボイルドは思い出そうとした。味方の上に、半トンもの高性能爆薬と劣化ウランの雨を降らせたときのことを。


　明らかな誤爆だった。味方であり友であった者たちの肉体は一瞬で砕け、蒸発した。友軍二十二名が死傷と報道されたが、実際はもっと多かったはずだ。特に民間人の死傷者は。


　軍のはからいによってボイルドは国内のマスコミからは完全に守られたが、当時の優秀な航空団員の多くが深刻な中毒者であったことが曝露され、ちょっとした騒ぎになったものだった。ある意味で周知の事実だった薬物の処方が──軍の上層部にとっては常識でさえあり、五十年以上もの〝伝統〟に裏打ちされた〝景気づけの行為〟であった錠ピ剤ルの存在が──味方の陣地を襲う苛烈な爆撃となって混乱を呼んだ。デキストロ・アンフェタミン──アンフェタミン、あるいはデキセドリン。中枢神経に興奮作用をもたらし、疲労を完璧に忘却させ、注意力や反射能力の他、さまざまな能力を著しく向上させる、覚醒剤。


　確かに薬物治療として使用されるケースもままある薬品だったが、実際のところボイルドは、そのときとっくに脳の中枢に日常的かつ恒常的な打撃をこうむっていた。


　特に夜間の空爆など極度の緊張をしいられる戦闘で、それはごく当たり前に処方された。錠剤の形態以外にも、いかにも手軽なドリンク剤が、脳を加速し、代謝を促進し、痛みも恐れも消し飛ばし、


（休養だ──）


　そしてボイルドに、味方を殺させたのだ。


（十二時間の休養──いや、六時間でいい。それだけくれれば──）


　当時、ボイルドは指揮官に疲労を訴え、任務と任務の間の、ごく常識的な休養を求めたが、それに対する指揮官の命令は、軍医に頼んで〝任務につきたくなる薬〟を処方してもらうことだった。ボイルドはその通りにした。そして味方を表す光点を、敵と思い込んだ。いや、嚇かく々かくと輝く赤い光点の全てが、そのときのボイルドにとってのターゲットだった。ボイルドは白熱する快楽の雄お叫たけびをあげ、おぞましい歌を唄う死の天使となって、生きとし生けるものに火の雨を降らせる痛快さに震えた。


　そして無惨に引き裂かれた死者と、いっそう見るも哀れな生存者を生んだのだ。戦闘どころか人間的な生活を諦めねばならなくなった友軍たち。中にはエリート部隊に抜擢されたボイルドを、自分のことのように祝ってくれた友人たちもいた。彼らを有利な戦況に導く任務についたボイルドは、その逆の扉を開いてのけた。嬉々として。歓声を上げながら。


　その〝悲しい事故〟として報道された必然的な誤爆の直後、ボイルドは「優秀だがこのままだと悪い可能性のある者たち」が集められる場所に行くよう命じられた。


　宇宙戦略想定科学部隊、通称Ｐ７。高度十万フィート以上での戦闘を想定するという、聞くも馬鹿げた部隊への参加を。


　一時は除隊を覚悟したが、軍を離れて生活ができる状態ではなかった。除隊したところで、あるのは孤独だった。誤爆という心の傷と、恐ろしい勢いで肉体を冒すアンフェタミン中毒を背負った孤独。そうした兵士の末路は知っていたし、自分も同じ道を辿ることは理解していた。中毒者たちの暴力衝動や、不眠や、幻聴を。偏執的で攻撃的な妄想と、その果てにある、無意味な死を。


　ボイルドは新たな配属に志願したことを示す書類にサインし、楽園と呼ばれることになる施設を訪れた。誤爆という失点を取り返し、正常な兵士に戻るために。そして確かに、中毒から脱却することに成功した。


　ボイルドは車を走らせながら、再び思い出そうと試みた。最後に眠ったときのことや、自分が吹き飛ばした友人たちの冥福を最後に祈ったのはいつだったかを。まだ命に価値があると思えていた頃のことを。だが何も思い出せず、代わりにハンドルを握る右手に幻の感触が起こり、


（まだ、実験段階だ）


　それを持たされたときのことが急に思い出された。楽園に来て間もない頃、たまたま目にしたそれを紹介されたのだ。


　それは、暖かかった。


　自分の手のひらの上に、温もりを持った柔らかいものが震えながら乗っていた。


（さ……む……い）


　金色のネズミは、たどたどしい声音で喋った。ボイルドは驚き、両手でそのネズミを包んでやった。ネズミが小さな体を手に押しつけてくるのがわかった。手の熱と、ネズミのほのかな熱とが溶け合っていた。かつて感じたことのない──あるいは二度と感じることがないと思っていたものを、そのときはっきりと手のひらに感じていた。


（あた……たかい）


　やがて指の間からネズミが顔を出し、しげしげとボイルドを見上げ、ささやいた。


（あり……が……とう）


　子供用のテレビ番組そのものの光景だった。事実、心が子供に戻ろうとしているのかもしれないとさえ思った。苛烈な戦場が遠のき、ほのかな温もりが胸に広がった。


（だ……れ……？　あな……た、だ……れ？）


　あのときネズミは澄んだ声で訊いた。今では想像もつかないほど幼い喋り方で。


　ディムズデイル[image: ]ボイルドだ、と答えた。それが典型的な戦中派の両親に育てられた優秀な兵士の名だった。十代の終わりに両親が他界したあと、軍の上層部が親代わりになった。スパルタと触れ合いがモットーの指揮官が、そこにいるあらゆる子供たちの愛情と憎しみの的となり、いずれ自分をそういう指揮官の同類へと育て上げるのだろうと漠然と思っていた。だが何もかもを失い、廃棄寸前の兵員として楽園に放り込まれたボイルドは、その小さな存在を手に、すっかり立ちつくしていた。


　ネズミの温もりに、感じたことのない尊さがあった。今にも握り潰せそうな、弱々しく震える存在が、戦場で見たどんなものより鮮烈に心を打った。失点を取り戻すための配属であり、志願だった。だが本当に失ったものは何だったのか。その答えが、間違いなくその手にあったと確信することができた。そのときだけは。


（な……ぜ？　いたぁ……い、の？）


　ネズミが澄んだ声で訊いてきた。最初は何を言っているのかわからなかった。


（いたぁ……い、の？）


　やっと、痛いの、と訊いているのがわかった。なぜネズミがそう訊くのかもわかった。


「何も……痛くはない」


　そう返したが、内心では驚嘆していた。ネズミは、人が泣くのがどういうときか理解していたのだ。ボイルドは泣いていた。手のひらに小さな命の温度を感じながら、心の中で自分が殺した友に謝罪していた。自分の犯した罪の赦ゆるしを請い願い、深い泥沼に一片の救いを求めて泣いた。そしてそのとき、心の底から中毒を克服する決意を抱いたのだ。失点を帳消しにするために。人生の失点を。


　それこそ自分に対する真の忠誠だった。楽園でボイルドは与えられた任務をこなした。もっと言えば、生き延びた。多くの志願者が廃人と化す一方で、ボイルドはあらゆるものに耐え、己の力とした。一匹のネズミとともに。ウフコックの知能は、ボイルドが楽園にいる間に恐ろしい勢いで成長し、いつの間にか対等に喋れるまでになっていた。


　楽園での数年が過ぎ、ボイルドの体からは覚醒剤の後遺症とともに多くのものが消えていった。それらが何であったか、わかるものもあるし、誰にもわからないものもあった。


　休養はその一つだった。兵員であったとき、あれほど欲し、そして与えられなかった休養も、もはや必要なかった。脳の一部と代謝系統が改造され、一定の栄養摂取のみで完全に無睡眠の活動を可能とする兵士が誕生し、軍人の新たな概念が作り出されたと、当時は大いにもてはやされたものだ。


　だが猿や爬虫類では多くの成功例が出たその技術も、ボイルド以外の人間では全て失敗し、逆に植物状態となって二度と目覚めなかった。さらには、眠らずに活動し続けることに成功した猿や爬虫類たちは、揃って、ある共通した傾向を見せ始めるようになった。


　ある猿は、他の猿が眠っている隙に、いきなり首を絞めて殺した。殺意があったわけではない。ただ自分が活動しやすいよう、空間を広げるために仲間が邪魔だと判断したのだ。眠っているところを襲ったのは、そのほうが効率が良いと、猿にもわかったからだろう。


　本来の猿の行動からは、かけ離れた殺害行為だった。その猿は、相手を威嚇して自分の領土を広げようとはしなかった。ただ、ゴミでもどかすみたいに片づけたのだ。


　無睡眠とそうした行動との関連は、ついに明らかにならなかった。実験体の猿は何頭もいた。どれも普通に見えた。ただし群を作るという行為を一切しなくなった。


　どの猿も世界から切り離された個体として存在しようとしていた。そのことを悲しみも嘆きもしない猿と同じように、ボイルドの心にも茫漠としたものが広がっていった。外見上は何の変化も見られず、むしろ健康そのものだった。


　実験体である猿もボイルドも、病気にならない限り、いつでも好調でいられた。


　心と体が好調であり続けること。それが感情の起伏を著しく失わせたのだ──ある研究者はそう言った。スクランブル０９オー・ナイン法案を創り、自分を再び最前線の兵士にしてくれたその男は、眠らぬ兵士と喋るネズミのコンビネーションを育て、その有用性に期待し続け、そして殺された。その死にまつわる感情を残らず思い出そうと試みたが、空漠たる心のどこにも見つけられなかった。どこかに全てを知る自分がいるという気が再びしたが、その自分にしても、暗い夜の底で眠ることを選び、燃え盛る炸裂の雨の届かぬ場所で、この世と関わりを持つことがらの全てを忘れたようだった。


（あた……たかい）


　何も思い出せない虚無の広がりに、ただネズミが自分の手のひらにうずくまる感触ばかりがよみがえり続ける。車を走らせながら、ボイルドは一方の手をハンドルから離し、その手のひらを見やった。


「ウフコック……」


　小さな重みを思い出すことができた。だが確かに感じていた熱が──胸の奥から湧き上がってくるような温もりの感覚が、どこにもなかった。それは虫の抜け殻のように虚ろで、その輪郭が思い出される分、いっそうその中身が失われたことを強調しているようだった。


　ゆっくりとハンドルを握り直したとき、脳裏でサメに食われた男が残した言葉がこだました。俺たちは取り戻さなければいけないんだ。なあ、そうだろう？　そうなんだろう？


　失点を取り戻すのだ。人生の失点を。自分の現在を脅かす過去を──あらゆるフラッシュバックをかけらも残さず消し去るために。


「取り戻せないなら、お前を消すだけだ……最初からいなかったものとして」


　好奇心キユリオス──ふいに楽園でフェイスマンが告げた言葉が思い浮かび、それが空っぽの感情の代わりに、急激に自分の内部で膨れあがるのを感じた。


　後には虚無が残るだけ。


　本当にそうできるのかという強烈な興味が沸騰するのを覚えた。


　車が速度を上げて疾走した。血の臭いを嗅いだサメが全身を躍動させて凄まじいスピードで海中を泳ぐように。行く手に獲物がいるという確信がますます強まっていく。まるでそこに置き忘れたものを急いで取りに戻るような気持ちだった。


　ボイルドはアップタウンを目指して驀ばく進しんした。


　今まさに少女とネズミがいるであろう、シェルのカジノに向かって。










　　　　　４







「戦術と戦略、その違いがわかっているかどうかが、勝率を大きく左右する」


　ドクターが言った。その足は、まっすぐ奥の区画へ向かっている。


「戦術は、その時点での個々の選択だ。全部で五つに区分される。では第一の選択は？」


　ドクターが訊きながら人差し指を立てる。バロットは即座に答えた。


《このままステイ。それ以上カードを引かないという選択》


　ドクターが続けて中指を立てた。


「第二の選択」


《追加ヒツト。手札から、もう一枚、カードを引くという選択》


　薬指を立てた。


「第三の選択」


《倍賭けダブルダウン。賭け金を倍にする代わり、次の一枚を最後にする選択》


　小指を立てた。


「第四の選択」


《分割スプリツト。同じ数字が二つ来たとき、カードを分けて、賭けを二つに増やす選択。一つ一つ違う賭けにして、最初のと同じ額のチップをもう一つ出す》


　バロットは言った。すでにルールは十分なほど叩き込まれている。シンプルなルールだった。そしてその分、複雑な計算が要求されるゲームだった。ドクターはどこかの大学の壇上を歩き回る教授みたいに微笑み、最後に親指を開いた。


「あと、もう一つ。第五の選択だ」


《降伏サレンダー。賭け金の半分を払って、ゲームから降りる選択》


「その通りイグザクトリイ」


　ドクターがにっこり笑って言った。出来の良い生徒を誉めるというより、君は出来が良いのだと生徒に言い聞かせるように。


「カジノによっては取り入れてないけど、ここのハウスルールでは認められてる」


《再分割リ・スプリツトは？》


「無制限だ。いくらでもスプリットできる」


《スプリットの後のダブルダウンは？》


「このカジノの正式なルールで、認められてる。なんだ、完璧じゃないか」


《それくらい、わかる》


　バロットは眉をひそめ、真顔でこう付け加えた。


《馬鹿にしないで》


「いやいや、そんなつもりはないよ」


　冗談半分なのに、ドクターはあっさりうろたえた。


　ウフコックが笑いながら助け船を出した。


「ドクターは真剣だ。基礎戦術が完璧であることの大切さを教えたいんだ。基礎戦略を応用するよりもそのほうが重要だ」


「そういうこと。では、これら五つの戦術の判断材料となる、三つの判断の第一は？」


《10の引力テン・フアクター》


　バロットは決まりきった謎々リドウルの答えでも返すように澄まして告げた。


《10が一番、偉い》


「バカラとは逆ってわけだ。では、第二の戦術的判断は？」


《好手パツト・ハンドと、悪手ステイツフ・ハンド》


「では第三の、特定のカードの有無による戦術的判断は？」


《Ａがある手ソフト・ハンドと、Ａがない手ハード・ハンド》


「それらプレーヤーとディーラー相互の有利さを計る、全ての手に通じる戦術的法則は？」


《７以上セブン・アツプの法則》


　ドクターはうなずき、すれ違う客やディーラーに愛想を振りまきながらも、威厳を込めて言った。


「戦略は、目的に沿った戦術の積み重ねだ。タイミングとチームワークさえ合えば、絶対に勝てる。僕らはゲームを楽しむ前に、勝たなければならない」


　バロットも神妙にうなずいてみせたが、


「でも、まあ、やっぱり少しは楽しまないとね。こんな機会、他にないんだし」


　ドクターがそんなことを洩らしたところで、ＶＩＰルームの入り口に辿り着いた。


「いざ、我らが、あこがれの世界ホール・ニユー・ワールドへ」


　一歩入った途端、明らかにそれまでとは違う空気に触れていた。まさに豪奢であることに慣れた人々のための空間だった。深紅に染め上げられた絨毯に、鮮やかな緑のゲーム台が映え、純白と漆黒に身を包んだ彫像のようなディーラーたちがカードを配っている。


　フロアのそこかしこに、それこそがここで最も高価な家具だとでもいうように、どっしりと落ち着いた様子のフロアマネージャーがいた。これまで見てきた華麗なウェイトレスたちが、俗臭い素人に思われてしまうほど、シャープな身のこなしのハウスレディたちがしなやかに動き回っている。


　きらびやかさや華やかさを味わうのではなく、むしろそれが生活の中で当たり前となった人々を、ゆったりとくつろがせ、心を開かせるための社交場だった。


　プレーヤーたちはみな重鎮揃いといった風情で、中にはこれが有閑の唯一の慰めといった感じの老夫婦の姿や、若い恋人を連れ歩く年輩の男女の姿が見られた。


　家族連れは皆無に等しく、ごく少数の、バロットと同じくらいの齢としの子供たちは、みな別のプレイルームに案内され、そこで親からたっぷり与えられた金を使ってディーラーたちをからかって遊んでいる。バロットを見てそこへ案内しようと近づいてきたフロアワーカーがいたが、それをドクターがやんわり手を振って退けた。フロアワーカーは、ちらっとバロットを見つめ、このエリアにぶしつけな騒音をもたらさないかどうか値踏みしてから、にっこりと微笑んだ。バロットも行儀正しく微笑み返し、さも享楽になじんだふうで広々としたフロアを歩くドクターの後についていった。


「的中者に配当ペイ・ザ・ライン！」


　という声もどこか厳おごそかで、幸運を得た者も、左右を見回して本当にそれが自分の分け前なのか、といった顔はせず、当然のごとくチップを受け取り、そして無造作に賭けた。


　また別のフロアワーカーが近づいてきて、望みのテーブルを聞いてきた。ドクターは目当てのテーブルがあると告げて付き添いを断った。それでもフロアワーカーは、さりげなくドクターの名前を訊き──ドクターは変名で登録していた──ＶＩＰリストの新参者の素そ行こうを推おし量るような態度でいる。だがドクターがそのことを気にしたふうもなく目当てのディーラーの名を口にすると、ようやくこのフロアにいても問題のない客であると判断したらしく、大人しく引き下がった。


　そうしてドクターが次々に露払いをして歩くうち、ふいに通りがかったテーブルの一つでどっと歓声が沸いた。目を向けるとディーラーが祝福の言葉を述べ、二組のカードを引き寄せた男が得意満面の笑顔を浮かべている。同じテーブルの他の客たちも、宝石はきらめいても決して摩耗しない、という格言通り、惜しみない微笑みを男に送っていた。


「Ａと10点札の組み合わせには、普通、一・五倍の配当がつくんだけど──」


　ドクターが、ひょろりと高い位置から渦中の男を眺めた。勝利者である男に、小山のようなチップがどっと渡された。一・五倍どころの配当ではない。


　その幸運のカードについて、ドクターが言った。


「このカジノでは、両方ともスペードの場合に限り、なんと十一倍の配当だ」


　バロットもそれを見た。スペードのエース。そして黒い片目のジャックワン・アイド・ジヤツク──絵が横を向いていることからそう呼ばれる、スペードのジャックを。


《ブラックジャック》


　バロットが緊張を込めて言った。まさしくそれが、たった今見たカードの組み合わせの名であると同時に、このカジノで戦うべき最後のゲームの名だった。


　別名を21──二枚のカードからスタートし、合計が21になることを目指しつつ、ディーラーとカードの合計数を競う。合計数が21を超えた時点で敗退する。全ての絵札は10と数えられ、Ａは１と11いずれかの数をプレーヤーが選ぶ。シンプルなルールの内側に、複雑な駆け引きをこれ以上ないというほど、ぎっしり詰め込んだゲームだった。


　そのゲームを最後の勝負に選んだ理由についての、ドクターの説明はこうだ。


　第一に、百万ドルチップを手にする機会があるゲームであること。すなわちショーやＶＩＰルームで行われているゲームの種目でなければならない。


　第二に、バカラやポーカーなどでは主に客同士の勝負となることから、ハウスエッジを削られるだけで、直接カジノから奪うことは難しく、カジノ側の看板に等しい百万ドルチップには手が届かない。プロのギャンブラーであれば積極的に選ぶであろうゲームも、バロットたちには用がなかった。


「ブラックジャックでは他の客との勝敗は関係ない。純粋にカジノとの勝負になる」


　ドクターは、ここに来る前、ハンプティの中でバロットにそう説明してみせた。


「また、ブラックジャックの特色は、ハウスエッジが極端に低いことだ。ハウスエッジというのは、プレーヤーが的中する可能性と、現実の配当との間に開かれた差額のことで、カジノ側が必ず手に入れるパーセンテージをいうんだ。


　たとえばルーレットでは、三十八個の目から一つの数字を的中させる。オッズは三十七対一だ。でも現実には、配当は最大で三十五倍。実際のオッズ通りに配当が払われるわけじゃない。この場合、カジノ側が必ず手に入れるのは五・二六％。千ドル賭ければ、必ず、五十二ドル以上が、ハウスエッジとして天引きされる計算になるってわけ。


　でもブラックジャックでは、その点が大きく違ってくる。プレーヤーが漫然とカードを引き続ける限り、ルール上、ハウスエッジはだいたい五％を超える計算になる。けれども様々な戦略を正確に駆使するとき、それを〇・五％以下にまで下げることが可能だ」


　それがブラックジャックの最大の特徴であり、戦略のゲームと呼ばれるゆえんなのだとドクターは言った。


「過去、このカジノで百万ドルチップがプレーヤーの手に握られた確率が最も高かったゲームが、ブラックジャックさ。特に、ここでカードの大会が開催されるときには、決まって一ダースの百万ドルチップがフロアに飾られることになってる。波に乗って百万ドルチップがテニスのボールみたいにカジノとプレーヤーの間を行ったり来たりしたこともあるくらいだ。とはいえ、最終的にはいつでもカジノが勝ってきたけどね。それだけ、優秀で、抜け目のないディーラーを揃えてるってことだよ」


　まるで実際にその戦いを観てきたかのような話し方だった。ドクターの調査はそれこそ抜け目がなかった。バロットにはハウスエッジの計算など全くできなかったが、ドクターの言う戦略を大まかには理解しているつもりだった。ウフコックがその手にあって協力してくれる限り、確かに勝てるといえるだけの根拠があるのだということを。


　あとはバロット自身が、今いるこのフロアの雰囲気に飲まれないことが大事だった。勝負の境目を感じ取り、正しく動けるかどうかにかかっていた。


　ふいにドクターが振り返り、身を屈めてバロットの顔を覗き込んだ。


「戦術と戦略──それらからつむぎ出される、最も有効な戦法とは？」


　まるで戦場に出る兵士が、合い言葉でも求めるような口振りだ。バロットは相手の青い目をまっすぐ見つめ返しながら、きっぱりと答えた。


《撃ったら退くヒツト・エンド・ラン。プレーヤーは、いつも不利な条件だから。自分よりも強い相手と戦うための方法》


　ぎゅっと両の拳を握りしめ、同時にウフコックにも告げていた。手袋姿のウフコックが、握った拳を柔らかく包んでくれたのを感じた。


「その通り。さあ、いよいよ最低賭金ミニマムも最高賭金マキシマムもない、正真正銘の青天井だ。是が非にでも勝ちに行こう。そして、勝ったらすぐに、逃げ出してしまおう」


　ドクターはそう言うと不敵な笑みを浮かべて再び歩き出した。そして目当てのディーラーを首尾良く見つけ出すと、緩やかに歩いてゆき、相手にも聞こえるように声を上げた。


「さあ、ここが僕らの戦場だ」


　バロットにとってはまさに戦闘開始の合図だった。


　ちょうどゲームがひと段落したところで、シャッフルに入ったディーラーがドクターを見て微笑した。澄んだシルバーブロンドの髪と蒼い瞳。すらりとした身ごなしの長身で、手元も見ずに滑らかに行うシャッフルの手さばきも、確実で、丁寧で、見栄えが良かった。


　ドクターは七つある椅子シユーズの真ん中の席に手をかけ、客たちへにこやかに声をかけた。


「よろしいですかな？」


「どうぞ、おかけになって。ちょうど、変化がほしかったところなの」


　そう答えたのは年のいった大柄な婦人だった。太い指に太い指輪が何本も食い込んでいる。美しいアクセサリーで飾った首も太ければ、椅子に乗せている尻などバロットの四倍はあった。婦人は銀縁の眼鏡の奥で大きな目をぱっちりまばたかせ、ドクターに着席を促している。だがドクターは椅子の背もたれに手をかけたまま、新参者らしい愛嬌を他の客たちにも振りまいた。


「僕たちのせいで、あなた方のカードの引きに迷惑をかけなければ良いのですがね」


「それはお互い様というものよ、ねえ？」


　婦人がにっこり笑って、隣にいる老紳士の腕に太い手をあてた。その動作の中に慣れ親しんだ媚こびが見えた。婦人と老紳士は同伴者らしく、老紳士がドクターに向かって小さく会釈してみせた。まるで太いソーセージの隣に、細いパセリを添えたような感じだった。


　その老紳士の隣にいる男も、シャッフルされるカードをにらんでいた目をゆるめ、ドクターとバロットに目礼をよこした。男は、婦人と老紳士のカップルとは特に関係ないらしい。黒々とした立派な髭をたくわえ、鼻の上に掛けた伊達っぽい片眼鏡越しに、ドクターとバロットの登場でどうカードが変化するか、値踏みするような目を向けている。


　客は三人だけで、みなドクターの選んだ席の右側にいた。


　特に片眼鏡の男は、半円形のテーブルの右端、一塁席フアーストベースと呼ばれる、最初にカードが配られる席にいる。そこでカードを待ち構える様子から、勝負に──あるいは自分だけの世界に、とことん熱中するタイプであるのは容易に想像がついた。


　ブラックジャックに限らず、カジノでは席の選び方によってその人間の性格が出るというのがドクターの言だが、実際こうして好例を目にすると、さもあらんという感じだった。


　そうこうしてドクターは愛想を欠かさず席に着き、バロットも倣ならって左隣に座った。


「可愛いお嬢さんね」


　婦人が好奇心を隠さず言う。バロットは軽く頭を下げ、ドクターがすかさず応じた。


「今日は可愛い姪めいっ子の案内役を父君から仰せつかったというわけでしてね」


「カードでおもてなし？」


「こういうことは、早めに慣れ親しんでおくのがよろしい、というのが僕と父君の同意であるのですよ。母君はやや不賛成のようでしたが、僕はこう彼女に進言して差し上げたのです。ゲームを知るということは、すなわち忍耐を知るということなのだとね」


「忍耐」


　その言葉を呟きながら、婦人がドクターに向ける笑みがにわかに親しげなものになった。まるで誰かにそれを言ってほしかったのだとでもいうように。


「まさにその通りですわ」


　と大きな体を震わせながら、右脇にいる老紳士の肩を撫でた。老紳士も肩をすくめ、


「それに、理性と冷静さも」


　穏やかな微笑とともに、ドクターとバロットに向かって右手の人差し指を立ててみせた。


　かと思うと、テーブルの端から片眼鏡の男も会話に参加し、


「智恵と勇気もだ」


　渋い口調で、にやりと笑ってみせた。


　歯が浮きそうだとバロットは正直に思った。ドクターには詐欺の天分があるのではないかと思われるほど、場の空気に溶け込む力があった。あるいは場の空気を、思い通りに操る力が。研究者としての栄誉に包まれていた頃のドクターも、そうだったのだろうか。理性に満ちた道化の振る舞いで、周囲の誰も彼もを、自分の渦に強引に巻き込んでしまうドクターを、バロットはなんとなく想像した。


　ドクターはつづけざまに自分たちが客たちと同種の人間であることをアピールしながら、さしずめ社交界デビューといった趣でバロットの存在をこの場になじませ、その代わりに、とでもいうように、率先してシャッフルの間の退屈しのぎを引き受けていた。


　シャッフルには意外に長い時間がかかる。その間、冷静さを取り戻したい者はゲームを抜け、代わりに新参者が現れ、飲み物を頼み、客同士で親睦を深め合う。ディーラーにあれこれとカジノの物語を求め、夢のような実話や、怪しい噂、大損の話などを楽しむ。


　ドクターは、そうした時間の利用の仕方を十分に知っているという顔で言った。


「我々の着席は、十分に許されたらしい。よろしく頼むよ、マーロウ」


　それまで席全体を見渡していたディーラーが、暴動鎮圧用シールドなみに強靭そうな微笑みの後ろから、ドクターにぴたりと眼まな差ざしを向けてきた。


「どこかでお会いしたことが？」


　シャッフルを続けながら、穏やかな警戒をにじませて尋ねた。ディーラーの弱みを握り、買収を狙うプロは大勢いるのだ。だがドクターは特に相手の警戒をなだめる様子もなく、


「マーロウ・ジョン・フィーバー」


　とフルネームを口にした。ディーラーがうなずいた。他の客たちも、今初めてこの男にも名前があるということを思い出したように、ディーラーを見つめている。


「直接の面識はないはずさ、マーロウ。それだけ、君が我々の間で噂の男だということだよ。なにより、僕のポーカー仲間でもある、彼女の父君からのご推薦でもあってね」


　それからドクターはどこかの遺伝子治療の特許会社の名を挙げた。さも自分もバロットの父親もそこの責任者の一人であるかのように述べ、


「君のテーブルがここで一番安心して楽しめると評判でね。かくいう僕も、その評判を確かめたいのさ。なんでも、話はうまいし、カウンティングを見逃さない鋭い目も持っているらしいじゃないか」


　片眼鏡の男が髭に手をあて、ほう、と感心した。カウンティングという言葉に反応したのだ。だがドクターはそのことにはそれ以上触れず、


「特に今日は、大事な姪っ子を預かってるんだ。できるだけクリーンなゲームを経験させてあげたいのさ。それに、やはりハンサムさでもピカイチじゃないか？」


　半ばバロットに顔を向けながら、同時に他の客も煽ってディーラーをはやすように言う。


　このマーロウという名のディーラーは、もちろんその程度では微動だにせず、


「ルールでわからないことがあれば、遠慮なく聞いてください」


　涼しげにバロットに声をかけた。


《ありがとう。お願いします》


　バロットが告げた。客たちが驚き顔を向けてきた。だがディーラーは涼しげに微笑み、


「喉が？」


　と訊いた。


「交通事故でね。なあに、発音で君を困らせるようなことはないはずさ」


　ドクターが言った。ディーラーはうなずき、そこで初めてシャッフルの手を止めた。


「指でのサインはご存じですか？」


　バロットは答える代わりに、左手を少し上げた。


《このままステイ》


　手のひらを下に向けて左右に振った。ディーラーは感心したようにうなずいた。


《追加ヒツト》


　今度は、テーブルの上を、人差し指でとんとんと叩いた。ディーラーがまたうなずいた。


《分割スプリツト》


　両方の手の人差し指で、二つに分ける仕草をした。ディーラーがみたびうなずいた。


《倍賭けダブルダウン》


　グリーンのクロスに印刷された四角い区画にチップを置く真似をした。ディーラーは丁寧にうなずき、さらに選択が許されていることを、少し首を傾かしげることで示した。


《降伏サレンダー》


　手のひらを上にし、置かれたチップを相手に差し出す仕草をした。ディーラーはひときわ優しげな微笑みを浮かべて、最後までうなずいてみせた。そして他の客も安心させるように朗ほがらかに宣言した。


「何の問題もありません」


　ポーカーのテーブルでは障害者用のチップといった言葉で笑われたバロットにとって、障害を意識させない相手の気遣いが素直に嬉しかった。カジノ側の人間として当然のフォローなのだが、思わずドクターが口にした通りの感想を相手に対して抱きそうになった。


　ディーラーが涼やかな風情で再びシャッフルに入ったとき、ウフコックの指示が来た。


『カウンティングについて訊け。シャッフルが終わる前に』


　文字が左の手袋の内側に浮かび、バロットは内心慌ててディーラーの笑顔から目をそらした。ウフコックに、お前は何も学ばないのかと責められている自分を想像してしまった。


　攻略すべきディーラーに安心させられるなど、場に気け圧おされている証拠でもあるのだ。気を引き締めながら、ドクターの袖を、なるべく親しげに見えるような仕草で引っ張った。


《ねえ、叔父さん。カウンティングって何？》


　ようやく慣れてきた呼び方で、無邪気さを装って訊いた。ドクターが目を丸くした。


「いったい、どこでそんな無粋な言葉を覚えたんだ？」


《叔父さんが、さっき言ってたから》


　ドクターは、大きな過ちを犯したとでもいうように天を仰いだ。


「くれぐれも、僕の口から聞いたなんてことを、父パ君パに言ってはいけないよ」


《うん。何のルールなの？》


「ルールじゃないんだ」


　ドクターは子供に不都合なく教えるすべを探すように目をさまよわせた。


「カウンティングというのは、出たカードを記憶カウントすることなんだよ。どんなカードが何枚出たかを知っていれば、次に来るカードの予想がしやすいだろう？」


《すごい、やってみせて》


「いや、いや……」


　ドクターが口ごもった。隣の婦人がくすくす笑った。老紳士と片眼鏡も、面白そうに微笑んだ。みなカウンティングについて知っているのだ。それが、カジノを脅かす必勝法だということまで。だが、ドクターは熱心に説得するようにこう言った。


「ゲームは運と度胸を試すためのものだ。カウンティングなんてのはカジノで稼ごうという無粋な連中の手口でね。自分の運を見切れない人間の最後の手段であって、君が覚えるべきものではないよ」


《ふうん》


　あえてそこでつまらなさそうな顔をする。ドクターが厳いかめしそうに首を左右に振った。


「カジノは五分五分の勝負を楽しむ場所さ。勝ち負けがわからないから面白いんだ」


　念を押すような口調だった。


　五分五分。そんなはずなかった。ここではあらゆるルールが、精密な確率統計のもと、カジノ側に有利に設定されているのだ。しかしバロットは納得顔でうなずいた。


《でも、どうしてカウンティングが悪いことなの？》


「プロは他の客の迷惑になるんだ。ゲームは楽しむためのものさ。だいたい六組のカードを全て暗記するなんて、できるわけないじゃないか。何人もが組んでやるものだよ」


《でも叔父さん、数学は得意だって言ってた》


「計算機が使える限りね」


　そこで客たちばかりかディーラーもふくめたみんなが笑った。テレビ番組のハウス・コメディみたいに。家庭ハウスならぬ、カジノハウス・コメディというわけだ。


　目的は、ディーラーや他の客に対して予防線を張り巡らすことだった。大勝するのでも、客のチップを奪うのでもない。一定の確率で勝ち続けるための予防線を。


　それこそカジノが最も怖れることだとドクターから教えられていた。客が同じゲームで同じ勝率を延々と築き上げること。いっそ地震で崩壊するほうがましなくらいのダメージを、カジノに与える行為なのだと。


　ドクターが狙いを定めた席でありディーラーなのだ。無意味な会話など何一つなかった。


　やがてディーラーがシャッフルを終え、コメディによる退屈しのぎを終わらせた。


「カードの山に差してください」


　そう言って透明な赤いカードをバロットに渡した。シャッフルの仕上げである。バロットを選んだのは、客たちが最も納得しそうだからだろう。


　バロットは渡されたものをカードの山の中程に差し込んだ。さらにディーラーがその赤い標しるしを、全カードの最後の三十枚あたりに来るようカットし直した。その赤いカードが現れた時点で、ゲームは一巡を終えて完了となる。シャッフルの公平感を出すためだが、実はこれがカウンティング対策の最たるものだった。最後の三十枚前後を使わなければ、たとえ出たカードを記憶し続けても、残りカードを読むことができなくなる。


　カードは全部で三百十二枚。六つの組デツキの全てがカードシューに収められ、蓋が閉められた。ディーラーが最初の一枚に手を置き、場を見渡した。客たちはすでに会話をやめている。代わりに、チップを置く音が立て続けに響いた。


　静けさに熱気が立ちこめ、バロットもチップを握りしめると、思いきってその場に踏み込むように、小気味良い音を立ててテーブルに置いた。


　いよいよのゲーム開始だった。





　ブラックジャック・テーブルの右端から順にカードが配られた。バロットのもとに来た最初のカードは[image: ]Ｑ。10点札、良いパツトカードだ。このゲームで印スーツに意味はないが、


『クラブに縁があるな。ポーカーでは、その印スーツで勝った』


　ウフコックのそんな言葉が、左の手袋の内側に浮かび上がった。


　──運がいいってこと？


『悪くない』


　その言葉を祈るように握り、ディーラーの表向きのフエイスカードを見た──[image: ]Ａだった。


　──どこがいいの。


　思わずぼやいた。手袋の裏側でウフコックが飄ひよう然ぜんと肩をすくめている感じがした。要するにバロットの緊張をなだめようとするウフコックの気遣いなのだ。


　バロットのもとに二枚目が来た。印スーツはまたも[image: ]。ただし６だ。合計16。ディーラーのカードを見た。[image: ]Ａの隣の、伏せられたカードを。テーブルの右端に座る片眼鏡の男がカードを追加ヒツトする声が聞こえた。そちらを見ようとしてウフコックに止められた。


『まだ、他ひ人とのカードは気にしなくていい』


　うつむいて自分のカードを見た。問題はバロット自身だった。急に場違いな気がして心臓がどきどき鳴り出しているのだ。このカジノに入って初めての本格的な緊張だった。16がどんな数字か思い出せない。ドクターは何と教えてくれたか。良い数字か、悪い数字か。


　片眼鏡の男の、このままステイ、という声が聞こえた。老紳士も、このままステイ。


　婦人の追加ヒツト──一瞬の沈黙、そしてこのままステイ。すぐ隣でドクターの声が上がった。


「追加ヒツト」


　鼓動が跳ねた。どくどくいう心臓の音で体が揺れ、気持ちが揺れた。まるで地震だ。


「このままステイ」


　ドクターが言った。勝負を乗り切ったのだ。バロットは顔を上げた。微笑するディーラーと目が合った。一瞬で引き込まれた。


《追加ヒツト》


　ディーラーは機械的な動作でカードを滑らせ、バロットの三枚目のカードを現した。


　[image: ]のＪ。鋭い短剣を連想させる黒い印スーツに、ぐさりとやられた気がした。


「負けバストです」


　ディーラーの声とともに何もかもが消え失せた。カードも、チップも。そして勝負も。ディーラーがそれらを没収して所定の位置に収め、伏せカードを開いた。


　７である。ルールではこの場合、Ａを11として数え、合計で18の手ハード・エイテイーンだ。いずれにせよバロットの負けだった。動いても、動かなくても。では動いた分、良かったか。


　そうでもない。うーん、と唸り声がした。片眼鏡の男だ。バロットが引かなければ次のゲームで[image: ]のＪが──片目のジャックワン・アイド・ジヤツクが──男のもとに来ていたのだ。面白いはずがない。


　ブラックジャックでは誰の隣に座るかが重要だ。下手が余計なカードを引けば周りが迷惑をこうむる──それがディーラーにとって有利な点の一つなのだと。そんなドクターの教えが思い出された。さっきは何も思い出せなかったのに。やけに恨めしかった。


　ディーラーが、勝った人間と負けた人間とを、ポケットの中のいらないものでも分別するみたいに分けていった。勝ったのは老紳士とドクター。配当はそれぞれ一倍。


『では、プランの第一段階に入ろう』


　ウフコックは今のゲームなどなかったかのように告げている。


　──さっきは、どうすれば良かったと思う？


『第一にすべきことは、それがわかるようになることだ』


　身も蓋もなかった。バロットは百ドルチップを三つ、場に置いた。無性に悔しかった。


　バロットの最初のカードは２。印スーツはしいて無視した。つづいて５──合計７。


　ディーラーのフェイスカードはＪ──10点札だ。


　全員にカードが配られると同時に、左手袋の内側にウフコックの言葉が浮かび上がった。


『バンクロールを表示する』


　了解の合図として軽く両手を握った。たちまち右手袋の内側に数字の列が出現した。


　情報は四つ。まずバロットの持つ全資金額、それを十等分した出動原資セツシヨン、そして一回のゲームにおける自己設定の上限賭金額マキシマムと下限賭金額ミニマム、さらには過去の支払額が示された。


　これが、全資金を原資バンクロールとした、資金管理表である。


　カジノでの最も根本的な戦法は、暗記術でも心理戦でもない。自分が持てる資金を、いかにしてシステムとして管理するかだ、というのがドクターの言だ。


　そもそもどんな戦法も、カジノ側に有利な確率設定を、客に有利に変えることはできない。だがそれはあくまで長期的な確率設定であり、短期的には客の連勝もありうる。重要なのは、その連勝の波に乗るまで、いかにして資金を持続させるかだった。


　場に置いたチップは三百ドル。先ほどと同じ額だ。それは何もバロットの気持ちを表しているわけではない。純粋に戦略上の額なのである。


　今、バロットの原資バンクロールの総額は六十三万ドル強。その十分の一を準原資ミニバンクとし、一単位の出動資金セツシヨンとして扱う。現在の一単位は六万三千ドル強。これがなくなるまでが一区切りとなる。ミニバンクの二十分の一が、一ゲームに賭ける上限賭金額マキシマムとなり、さらにその十分の一が下限賭金額ミニマム、すなわちゲームごとの単位ユニツトとなる。


　よって今、一ゲームで出動させるべき単位は、三百ドル強というわけだった。


　単純計算で一ゲームごとの上限をミニバンクの十分の一としたとき、ルール上、原資を丸ごと失う確率は、約一％。だが原資の額が変化するたび上限と下限を計算し続けることで、その確率を、なんと〇・〇一％にまで引き下げることが、確率統計上、可能なのだ。


『まずはできるところからやっていこう』


　数表を示した後、そんな気楽なウフコックの言葉が、左手袋に浮かび、ふっと消えた。


　唐突にバロットは自分の緊張の理由を理解した。できることが少なすぎるのだ。実際に操作できるのはチップの額だけで、いかさま防止のためプレーヤーがカードに触れることもない。ポーカーのような心理戦や、ルーレットでの空間認識による必勝法も無意味だ。


　ひたすら不確実な綱渡りを繰り返す以外にないのである。だから妙にやきもきしていたし、そのせいで雰囲気にたやすく飲み込まれていた。だが、不確実な綱渡りを成功させる鍵は、決して運だけではない。操作不能なものはさておき、できることは全てやるからこそ綱渡りにも意味が生まれるのだ。戦術以前にドクターやウフコックから教えられたそうした心構えが、急に、体の中心に心地よく収まった気がした。


　ほどなくしてバロットの番になった。カードは２と５で、合計７。定石もなにもない。どんなカードが来てもバストはないのだ。


《追加ヒツト》


　実質的にはこれが二枚目といえた。来たカードは８──これで、合計15。


　フェイスカードは10点札のＪ。ディーラーは合計17以上になるまで引き続けるのがルールである。15ではディーラーがバストする以外に勝てない。ならば引くべきだ。


　複雑な確率はともかく、単純に、バロット自身がそう信じた。


《追加ヒツト》


　と告げたとき、ほんの少し心臓が跳ねた。だが前回と違い、雰囲気で引かされたわけではない。自分が選択した実感があった。するりと四枚目が並んだ。数字は７。合計22。


「バストです」


　先ほどと同じく、あっさりチップが消えた。しごく当然だという雰囲気だった。バロットのような少女が、この深遠不可思議なゲームでそうそう勝てるわけがない。客もディーラーもそう言いたげだ。それはそれでいい。事実なのだから。素直にそう思える自分がふいに現れ、それまでかちかちに意気込んでいた自分に代わって席に着いた感じだった。


　ディーラーの伏せカードは６──合計16。さらに一枚引いた。５が現れた。合計21。


　そこかしこで溜め息が起こった。バロットが追加ヒツトしなければ、ディーラーのバストで全員が勝っていた。だが結果、全員が負けた。バロットはもはや気にもしていない。勝ちたいなら、こちらがどうカードを引くかまで読んで勝てばいい。そんな強気な思いが湧いた。


　全員のチップが没収され、また新たなゲームが始まった。バロットはそこから二度負け、一度勝ち、やがて勝ち負けが交互に起こるようになった。


　負けるときには、どうあがいても負けるのがブラックジャックだ、というドクターの教えを実感するラウンドだった。自分がカードを引いたせいで負け、引かなかったせいでも負ける。数字が12のときに引いたらバストし、16のときに引かなかったら負けた、というのもざらだ。引いても引かなくても負けが決まっている勝負が、一回や二回ではなく、五回も六回も、ときには十回以上も続くのだ。


　そのうちそれが逆転し、どうしたって勝つ状態になる。自分や他の客がどうしようが、圧倒的に勝ち続けるのだ。ただの運といえばそれまでだが、その運を手に入れるため、多くの人間が膨大な時間と執念を費やし、必勝法を生み出してはカジノと激戦を繰り広げてきたゲームが、このブラックジャックなのだった。


　今この瞬間のバロットにとって、戦うべき相手は自分の気持ちそのものだった。勝つにしろ負けるにしろ、心の動揺を誘われてばかりでは何の意味もない。


『呼吸を整えて』


　ウフコックは繰り返しその言葉を示した。それが自分をコントロールする有効な手段であることはバロットも知っていた。銃を初めて撃ったときに覚えたのも呼吸だった。隠れ処で目覚めた後や、裁判が終わった後で、頭痛がひどかったとき、ドクターから教えられたのもそれだった。バロットは自分が一番落ち着いているときの呼吸を思い出し、その通りに息を吸い、吐く努力をした。息など勝手に激しくなったり落ち着いたりするものだと思っていたが、実際に意識すると、呼吸次第で驚くほど気分が変化した。


　腹で呼吸すれば安心を、胸で呼吸すれば希望を感じた。肩で息をすれば自然と鼓動も速くなり、全身の脈動を意識して呼吸することで自分の肉体の存在を実感できた。


　チップを失うときも得るときも穏やかな呼吸を保つよう努めた。それだけで最初に席に着いたとき、どれほど硬くなっていたかわかった。自ら不安を生む呼吸をしていたのだ。


　とはいえ、緊張や不安は、不思議なことにチップの額が原因ではなかった。


　六十万ドル。これまでの生活では到底考えられない額だ。確かにドクターが言うように金だけ手に入れて事件などすっかり忘れてしまってもおかしくない。あるいはその金のためだけにシェルを殺そうとしても、自分自身おかしいと思いそうにない額だった。


　だが同時に激しい憎悪も感じていた。金への、そして金を巡る人間への憎悪だ。こんなもののために心を殺され、命すら奪われかけたのだと思うと熾烈な怒りが湧いた。


　二度と支配される気はなかった。それどころか延々と傷つけられてきた自分が、今、逆に金を支配し、自分のゲームの駒にしているのだ。その思いはバロットの胸を熱くさせたし、その熱はゲームを妨げなかった。熱は呼吸によってぴたりとコントロールされ、いかなる状況でも最善の選択をするのだという意志を後押しした。


　ミニバンクは刻々と減り、一歩進むごとに少しずつ退路が消えていった。だが動揺はなく、代わりに助けがあり、チャンスがあった。最善を信じて進み続けるべきだった。


　三十ゲームほど進行したあたりで、ふとあることに気づいた。ディーラーの動作に何かを感じたのだ。自分の番が来たとき、たった今感じたことを試してみたくなった。


　フェイスカードは、10点札のＪ。バロットはＱと９。合計で19だ。


《追加ヒツト》


　一瞬、ディーラーがタイミングを狂わせた。原因の一つはバロットのカードにある。19から引くことは、普通ありえない。それでも注文通りディーラーはカードをよこした。


　２だ。バロットの無謀な選択に、あからさまな溜め息をついていた他の客たちの呼吸が、一斉に乱れる様子が感覚された。合計で21──バロットのブラックジャックである。


　伏せカードが開かれた。10点札だった。合計で20──バロットだけが勝った。


　ディーラーが一・五倍の勝ち金をバロットに支払った。客たちはバロットに注目し、すぐにみな、まぐれだと理解した。当のバロットも勝つと考えてなかった。そのことがありありと顔に出ていた。だが確信はつかんだ。バロットはその意味を考えた。どんな意味か、というのではなく、そのことに果たして意味があるのかどうかを。


　──ウフコック、私、変なことに気づいた。


『どうした？』


　──ディーラーの人、狙って配ってるみたい。私たちが息を吐き終わる瞬間を。


　何だそれはと訊かれて、答えられる自信はない。だがウフコックは、


『どうしてそれがわかった？』


　と、まるでたった今それを教えるつもりだった、というように返してきた。バロットは漠然とした感覚が、急に重みを持つのを感じた。


　──わざと長く息を吐いたの。そうしたら、あの人、私が吐き終わるまで待ってた。


『それに気づくほどなら、この段階ですべきことは完了した。君は、自分の力で勝利に向かっている』


　ウフコックにそう言われて嬉しい反面、急に不安が首をもたげた。


　──そんなことない。負けっぱなしで、どうしたらいいのかわからない。


『この段階での目的は、有意義に負けることだ。君は勝つ。俺がそのバックアップをする』


　胸が熱くなり、強い安堵感が体の真ん中で一本の柱として据えられた感じがした。どんな圧力でも決して砕けない、柔軟な弾力をもった柱が。


『この勝負でひと段落するな』


　カードシューを見た。バロットが山に差し込んだ赤い透明なカードが現れ、ゲームの一巡が終わったことを告げている。


『シャッフルの後、プランを進める。いいかな』


　バロットは両手を握りしめ、了解を告げた。間もなくゲームが一区切りしたことをディーラーが宣言し、カードを集め、滑らかな手つきでシャッフルを始めた。


　右腕の資金管理表によれば、通算ゲーム数は二十八回。勝ちは七回。引き分け三回、負け十八回。三千三百ドルのマイナスだ。テーブルではまた客同士の会話が始まっており、その間バロットは、じっとシャッフルの様子を感覚した。何かがつかめそうだった。客の呼吸に合わせてカードを配る理由が。それが何であれ、自分の能力を発揮できる予感があった。ただ運に身を任せるためにここに座っているわけではないのだ。


「楽しいだろう？」


　ふいにドクターが訊いてきた。その横で、婦人がにこにことこちらを見ている。


　バロットは十分に落ち着いて微笑み返した。ドクターは婦人に、気まぐれな若い少女でも、このゲームの魅力には逆らえない、などと話した。そうしてバロットの不自然さをカバーしてくれているのだ。


　シャッフルが終わり、片眼鏡の男が赤いカードを山に差し込んで二巡目が始まった。


『プランの第二段階だ。基礎戦術を表示する。徐々に情報を増やしてゆくぞ』


　左腕の手袋の裏側に、ずらりと記号が浮かんだ。ディーラーのフェイスカードと、自分のカードを元にした、戦術表である。横列には自分のカードの合計数が、縦列にはディーラーのフェイスカードの数字が並び、全ての場合における戦術記号が記された。


　バロットは素早く表とカードを対比した。自分のカードは９と５で、合計14。ディーラーのフェイスカードは５。表の一点が太字になって戦術を示した──Ｓ──ステイ。


　バロットの判断ではヒットだが、違った。勝負どころと思われたのに、実は耐えどころだということが意外だった。バロットは指示通り、自分の順番が来るとステイを告げた。


　ディーラーが、ちらっとバロットの顔を見て、それから伏せカードを開いた。


　Ｑ──合計で15。ディーラーは17以上になるまで引き続けなければならない。


　一枚引き、Ｊを出した。合計25。バストだ。バロットは素直に感心した。


　──ヒットだと思った。


『この場合、それは誤りだ。このゲームで最も引く確率の高いカードは、10、Ｊ、Ｑ、Ｋの四種類の10点札だ。こちらのカードが何であれ、ディーラーがバストする確率は、あまり変わらない。10点札が来る確率は三一％。単純計算で、他の数字の四倍の確率だ』


　──10の引力テン・フアクター。


　バロットが告げた。教えられていたことなのに、カードの印象のせいで忘れていた。


『その通り。ディーラーのフェイスカードが５の場合、バストする確率は四三％。五回に二回はバストする計算だ。ステイして相手の自滅を待つほうが、勝つ確率は高い』


　支払いが終わった。次にバロットが得たカードはＪと６。合計で16。


　ディーラーのフェイスカードは７。戦術表が示す記号は──Ｈ──ヒット。


　これまた意外だった。バロットの気持ちではステイなのである。だがそれは結局、自分が教えられた法則をきちんと身につけていないということなのだ。


『こちらが12から16の数字で、ディーラーのフェイスカードが７以上の場合、ステイすると七五％の確率で負ける。逆に、こちらが17以上で、ディーラーのフェイスカードが２から６の場合、ステイしたほうが圧倒的に勝つ確率が高い』


　──７以上セブン・アツプの法則。プレーヤーは17以上、ディーラーは７以上が強い。


　また教えられたことを思い出した。


『そうだ。こちらが15か16の場合、負けて当たり前だ。しかしヒットすることで、負ける確率を七五％から六三％にまで下げられる。動かないよりは動くべきだ』


　その言葉に従い、バロットは追加ヒツトした。引いたカードは無情にもＫ。バストだ。


　ディーラーが開いた伏せカードはＪ──合計17。引いても引かなくても負けていた。


　しかしこの場合、引いて負けるべきだった。ブラックジャックは負けるゲームなのだ。毎回勝つことなど不可能で、大事なのは戦術を正確に駆使し、より高い確率で勝てる状態を目指すことだった。負け続ける可能性のある長い道のりを、果てしなく進む精神力こそが求められるゲームなのだとドクターは言った。そのことを、はっきり思い出せていた。


　次のゲームで、またもや攻めどころが来た。10と５──負けて当然の15が。


　フェイスカードはＱ。ステイはしない。降伏サレンダーも手としてはあるが、今は守りどころではない。バンクロールはまだ豊富だし、ミニバンクが一つも削られないうちから降伏すべきではなかった。バロットは果敢に告げた。


《追加ヒツト》


　またディーラーがちらっとバロットを見た。引いたカードは４。合計で19。


《このままステイ》


　伏せカードが開かれた。８だ──合計18。


　勝利者はバロットと片眼鏡の男だけだった。思わず大きく息をついた。束の間、バロットを淡い充実感が満たしていた。





『そろそろ周囲の状況も把握していい頃だ』


　ウフコックが告げた。バロットがゲーム全体に興味を持ちだしたのを察しているのだ。


　──他の人たちがどんなふうにカードを引くか知りたいの。きっと冷静に見てられる。


『君の対応の早さは素晴らしい。やや早いが、第三段階に入ろう』


　左腕の戦術表が、さっと消えた。そして新たな表がびっしり浮かび上がった。


　ほぼ六倍の情報量だ。すなわちディーラーをふくめた、全員の戦術表である。加えて全員分の戦績が示された。最も勝っているのが片眼鏡の男で、老紳士とドクターが続き、婦人とバロットが似たりよったりの負けである。ディーラーがバストした回数も示され、ほぼ五回に一回はバストしていた。興味を引かれたのは片眼鏡の男で、圧倒的に勝っていた。それがこの男の力なのか、ただの偶然なのか、それが問題だった。


　カードが来た。バロットはＪと２。男は４と６──合計で10である。


「倍賭けダブルダウン」


　男が告げた。フェイスカードは４。ウフコックの示す戦術表と寸分違たがわぬ選択だ。


　男がチップを重ねて招いたカードは９。合計で19。ダブルダウンを宣言した場合、カードは一枚しか引けなくなるが、これはほぼベストの状況だった。


　ゲームが進み、バロットはステイ。伏せカードは８。さらにディーラーは５を引いた。


　合計17──バロットも他の客も負けた。勝ったのは片眼鏡の男のみ。


　次のゲームに入った。注目すべき男の前に来たカードは、８と６。


「倍賭けダブルダウン」


　一瞬、バロットは聞き間違えたかと思った。だが男はどっしりとチップを置いている。


　フェイスカードは３。ウフコックの示す戦術表では動かずにステイすべき手だ。


　ところが男が引いたカードは７。合計で21──なんとブラックジャックである。


　男の顔が満面の笑みに染まった。ディーラーが同数を叩き出さない限り、ブラックジャックとダブルダウンで三倍の配当になる。そして男の願いは叶い、ディーラーはバストした。バロットもふくめ全員が勝ったのだが、片眼鏡の男の勝ちは明らかに輝きが違った。


　やがて一巡が終わり、シャッフルの間、客たちは盛んに男の勝利を話題にした。


　──あの右端の人、すごい。


『あの男、ディーラーに目を付けられたな』


　──勝ちすぎているから？


『勝たせられている』


　咄嗟には意味がわからなかった。


『うまくディーラーに操られている。勝っているのは偶然だ』


　そのとき片眼鏡の男に、あることを感覚した。客の中で最も呼吸が荒れているのだ。


　──あの人、苦しそう。


『君の指摘は鋭い』


　──呼吸と関係があるの？


『ある』


　──でもあの男の人、勝ってる。


『勝率の問題ではない』


　何か変だった。突然、バロットは自分が完全な考え違いをしていることに気づいた。


　──今まで賭けていたお金もわかる？　負けたお金の額も？


　手袋の裏側でウフコックがにやっと笑った気がした。


『了解した』


　戦績に加えて、あっという間に収支表が現れた。


　バロットがここに座って以来の、全員の勝ち金と負け金の計上だ。驚いたことに片眼鏡の男はかなりの負け額を背負っていた。最も負けが少ないのが老紳士で、ドクターが近い額で抑えている。バロットは最初の段階で負け額が多かったが、その後は半分以下に抑えていた。そして片眼鏡の男と婦人の二人が、ほぼ同じ額で負け越している。


　さすがに呆あつ気けに取られた。これでは勝てば勝つほど損をしているようなものだ。


　──こんなにあの男の人が負けていると思わなかった。


『誰も、そうは思わないだろう』


　──ディーラーのせい？


　そうとしか考えられなかった。何らかの手段で、男の賭金計算を狂わせているのだ。


『ゲームの性質のせいだし、あの男性プレーヤーの性格のせいでもあるが、それらとは別に、明らかなディーラーの意図が臭う。きわめて巧妙な、誘導の臭いだ』


　シャッフルが終わった。老紳士が赤いカードを山に差し、カードがカットされた。


　片眼鏡の男が意欲旺盛にチップを置いた。額は五百ドル。では男のバンクロールは最低でも百万ドル近くあるのかというと、決してそうではなさそうだった。


　最初のカードが配られた。バロットはそのタイミングを感覚した。片眼鏡の男が息を吐ききった直後にカードが来た。男が軽く息をのんでカードを見つめた。


　カードは９。それから他の客にも配られ、バロットの前には７のカードが来た。


　フェイスカードは４。ディーラーが間髪容れず男に二枚目を配った。まるでナイフで突き刺すように、６のカードが、男の息をさらに詰まらせた。


　そしてバロットに二枚目のカードが配られた直後、男の声が聞こえた。


「倍賭けダブルダウン」


　思わず男のカードを確認してしまった。合計15。まず負ける手だ。他の客も男のカードに注目している。男が招いたカードは８。合計で23──バストだ。男の顔が歪んだ。


　バロットは慌てて自分のカードを見た。７とＪ。ステイの手だ。戦術表のおかげで選択には迷わなかったが、つい片眼鏡の男のカードが気になった。実際、ひどく集中をそがれ、


　──あの男の人が気になるのも、ディーラーのせい？


　男の存在を心から切り離すために質問していた。頭から否定されることを予想したが、


『そうだ。君もディーラーの誘導に引っかかっている』


　というウフコックの言葉に、内心、ぎょっとした。


『ディーラーの目的は、我々に、本来ありえない行動をさせることだ。そのために全てを呼吸のリズムにのっとって演出している』


　──呼吸のリズム？


『呼吸法ブレス・コントロールの初歩だ。息を吐ききって吸いに入る一瞬、人は最も無防備になる。その瞬間を狙って様々な誘導術を用いている。たとえば、我々はディーラーのフェイスカードにもとづいて戦術を判断すべきだが、多くの客は自分のカードのほうを印象づけられしまう』


　──あの男の人、あんなにゲームに集中しているのに？


『彼は集中しているわけではない。単に熱中しているだけだ』


　ウフコックの評価は手厳しかった。バロットはちょっと姿勢を正した。


『誘導の一つは、印象の操作だ。客が何にどんな印象を持っているかを把握し、意図的にずらす。君も引っかかった。あの男は、今やディーラーが示す印象の最たるものだ』


　──どういうこと？


『他の客があの男の真似をするかどうかはともかく、潜在意識のレベルでは確実に強い印象が残る。ディーラーは客たちに植えつけられた印象をもとに誘導すればいい』


　──どうやって？


『俺と君とでゲームをしてみないか』


　バロットはちょっと目を丸くした。そのときちょうど、バロットの番になった。


《ステイ》


　ディーラーはうなずき、伏せカードを開示した。７だ。合計11。さらに７を引いて18になった。バロットのチップは没収されたが、このとき興味は別のところにあった。


　──どんなゲーム？


『これから、シャッフルごとに一人ずつ客が席を立つ。それが誰かを当てるんだ』


　──席を立つ？　どうしてそんなことがわかるの？


『このディーラー、交代時間になる前に全員の客のチップを奪いたがっている。苦労して印象づけした客を同業者に譲りたくはないからだ』


　餌づけをした獲物みたいな扱いだった。バロットは不快感に眉をひそめた。


　──お客さんがこれ以上増えたら？


『それはない。我々が来てから、このディーラーは周囲に目を向けようとしない。他の客に対し、この席を、親密な者同士が座る近寄りがたいテーブルとして印象づけるためだ』


　どうしてそこまでわかるのか、とは訊かなかった。今、この手を包んでいるのは、限りない智恵を授けてくれる魔法の手袋なのだ。バロットはただただ感心した。


　──でも、どうして一人ずつなの？


『呼吸のリズムには個人差があるからだ。一人ずつ、効果的に奪い尽くしてゆくはずだ』


　気づけばカードが二枚とも来ていた。ＪとＫで合計20。もはやフェイスカードを見るまでもなかった。バロットはほとんどカードを無視して、客たちに注意を向けた。


　片眼鏡の男が簡単に席を立つとは思えなかった。勝ちの波が来れば確かに大稼ぎするのだ。老紳士とドクターは堅調で、その点、婦人は豪快な賭け方をする上、ろくに勝てない。負け額もすでに数千ドルだ。座っていたくともいずれチップのほうがなくなるだろう。


　──あの女の人。


『では、俺は右端の男だ』


　ウフコックが告げた。バロットはちょっとびっくりした。あんなに熱中しているのに。


『それ以外の人間が席を立たないことを祈りつつ、ゲームを見てみよう』


　バロットの番になった。ディーラーは優しくこちらを見ている。その態度の奥に潜む狡こう猾かつさに負けぬよう微笑み返し、ステイした。結果はバロットの一人勝ち。片眼鏡の男がウェイターを呼び止めてグラスを取り、酔いで勝負の熱を冷まそうとするようにあおった。


　バロットは自分のカード以上に、片眼鏡の男と肥った婦人のチップに注目した。男は五百ドルを最低額とし、ことあるごとに倍賭けダブルダウンを繰り返した。婦人は気ままに三百ドルから千ドル近い額をいったりきたりしているが、倍賭けダブルダウンはあまりしない。どちらもバンクロールが健在なうちは、梃て子こでも席を立ちそうになかった。


　十ゲームほど過ぎたあたりで、男が17から果敢にヒットした。来たカードは４。


　合計21──男の一人勝ちだった。


「賢明な選択でしたね」


　ディーラーが言って、使用済みカードを廃棄デイスカードした。男のカードを片づけたのは一番最後だ。21を叩き出したカードを、さも貴重なもののように扱う様子が、肌にぴりっとくる刺激のようにバロットには感じられた。思わず首筋を撫でつつウフコックに干渉した。


　──今、ディーラーは、わざと言ったの？　お店のマナーとかじゃなくて？


『店のマナーは、すなわち誘導だが、今のディーラーの対応は、かなりオーバーだな』


　──なんだか、あの男の人が偉いみたい。下手なお世辞。


『お世辞でも言われれば嬉しい。そこに心の隙が出来る。どんな言葉を放り込めば心の隙が出来るか、このディーラーは熟知している。全て、気分良く負けさせるためだ』


　バロットは眉をひそめた。気分良く負ける。それでいいという客は沢山いるだろう。


　華やかな雰囲気、無償のサービス、丁寧な応対の後で、カジノ側に有利に設定されたハウスエッジが、客のチップを一寸刻みにするのだ。鋭い刃エツジのように。バロットは、自分がバンクロールを失ったらどうなるかを考えた。裁判や、連邦法違反のことを。ただ暴力に耐えるだけの日々に戻ることを考えた途端、背筋がそそけ立った。ゲームへの興味など、いっぺんに吹き飛びかけた。娯楽どころではない。一か八かの勝負なのだ。この程度のディーラーでまごついていられない──


『焦るな。まずは君が、敵の手口を知るのが先だ』


　強い戒いましめが左手に浮かび上がった。バロットは、いつの間にか乱れていた呼吸を急いで整えた。ウフコックの言葉がありがたかった。敵の手口。ウフコックはただ助けてくれているのではない。教えてくれていた。無力であることから脱出する方法を。


　自分は勝つ。助けもチャンスもある。そう強く思ったとき、男の声がした。


「これは、ヒットすべき手と思うかね？」


　片眼鏡の男が、なんとそんなことをディーラーに訊いている。見ると男のカードは合計15。フェイスカードは８。確かに微妙だ。だがディーラーは淀みなく答えた。


「状況によりますが、定石ではヒットです」


　一流のディーラーなら即答できて当然だった。ブラックジャックの定石は約二百九十通り。その全てを暗記していなければ一流ではない。だがディーラーはこう付け加えた。


「倍賭けダブルダウンかどうかはプレーヤーの気持ち次第でしょう。流れを呼ぶには代価が必要です」


　まるで倍賭けダブルダウンが男の専売特許であるかのようだ。結局、男は勇敢にヒットし、Ｊを引いてバストした。しかし男は納得したようにうなずいている。これでいいというように。


『ダブルバインドだ。誘導の前提を、相手の心に滑り込ませることをそう呼ぶ。あの場合、倍賭けダブルダウンかどうか、という言い方で、ヒットすることに束縛バインドが生じた』


　──でも、本当にヒットしたほうが良かったんでしょう？


『基礎戦術は、ディーラーの誘導に引っかからない限り有効だ。しかしディーラーの狙いは、男の頭の中からヒット以外の選択を消すことにある』


　──消す？


『倍賭けダブルダウンは大げさな提案だ。それによって他の問題を過小評価させる。しかも、気持ちに従うなどというのはごく曖昧な表現だ。選択の基準を、曖昧さの中に封じ込めている』


　──どうすれば良かったの？


『あの男は、負けている事実を認識すべきだ。一瞬の華々しい勝利を願うのではなく。負けることが代価というのは明らかな欺ぎ瞞まんだ。あれでは負けはただの負けでしかない』


　事実、片眼鏡の男も婦人も、熱中するあまり判断基準そのものを放棄する感じがした。


「倍賭けダブルダウン」


　と男が言ったのは、わずか数ゲーム後だ。13から９を引き、バスト。フェイスカードは６──定石ではステイ。男が崩壊した。今までは音もなく崩れる感じだったが、轟音を立てて砕けるようだった。どこかで触れてはいけない金スケアード・マネーに手を出したのかもしれない。生活費や滞在費に。そう思えるほど気負いが激しく、婦人が気楽に熱中する分、その様子は際立った。15や16から倍賭けダブルダウンを敢行して自滅し、大賭けしたかと思えばフェイスカードがＡであることに呆然とした。いつしかディーラーが男の選択に対して口を出すようになり、男もそれにすがっていった。


　ディーラーいわく、「倍賭けダブルダウンは攻撃の手です。攻撃が似合う場面と守備が似合う場面があります」


　いわく、「私が知るプレーヤーの中でも、あなたは攻撃が似合うプレーヤーだ」


　いわく、「攻撃すべきかどうか、十分に必要な時間をかけて考えてください」


　こんな調子で片眼鏡の男の鼻面を引きずり回し、一方では婦人がその口車を耳にしてどんどん賭け金を増やした。そしてその全てに、ウフコックが容赦のない注釈を入れた。


『攻撃と守備というのも曖昧な表現だ。似合うなどというのは、選択基準を曖昧にし、ディーラーの誘導を効果的にするための言葉にすぎない』


　──時間をかけるってことも誘導？


『わざと相手に時間をかけさせ、自発的に狭い選択肢に陥らせることは最も強い束縛バインドになる。あの男はヒットか倍賭けダブルダウンかという二者択一に陥った。五つの戦術の半分以上を奪われて勝てるわけがない』


　──このディーラーの人、どういう人なの？


『売れっ子だ。成績も上々、売り上げも大きい。ゲームへの造詣も深く、客への応対も一流だ。このカジノにしてみれば金の卵だし、本人もそのことを自覚している』


　──嫌な人。


　最初の印象など吹っ飛んでしまった。我ながら勝手なものだがどうしようもない。


『そう思っていることを、相手に気け取どられるな』


　──どうすればいいの？


『勝ったら微笑めばいい。負けたら、むっとしてやれ』


　その通りにするうちに、カードシューの中のカードが尽きてきた。片眼鏡の男はいつの間にか少額の賭けに転じている。自力で冷静になったのかと思ったが、


『俺の勝ちだ』


　ウフコックが自信たっぷりに告げた。赤いカードが現れ、ゲームが一巡を示したのだ。


　男は12からヒットして10を引き、チップが尽きた。少額での賭けに転じたのは単に残金がなくなったからなのだ。両腕の表に集中するあまり、バロットはテーブルに積まれていた男のチップがあらかた消えていたことにやっと気づいていた。


　男はシャッフルに入ると同時に帽子と上着をフロアワーカーから受け取り、


「悪い勝負だったかな」


　と自分をさんざん引きずり回した相手に訊いた。ディーラーは最後まで真顔で答えた。


「流れに乗るには、代価が必要なのです」


　男は望み通りの答えを得た、というようにうなずき、立ち去った。





　シャッフルの間、男の敗因についてドクターが話題を振った。ディーラーは代価であるという態度を崩さず、老紳士が、あの男は熱くなりすぎて己の運を失ったと言った。


『必然の負けだ』


　というのが、面々の言をまとめたようなウフコックの結論だ。


『自分のカード、ヒットと高配当の倍賭けダブルダウン、そして21の的中ブラツクジヤツクへの印象づけ。ここまでがんじがらめにされて勝てるわけがない。特に小さなカードへの執着がひどかった』


　──小さなカード？


『どう確率計算しても、６以下の数字の小さなカードはディーラーに有利に働く。ディーラーは攻撃という言葉で、男が無理に小さなカードを求めるよう繰り返し誘導していた』


　問題は男が負けたことではなく、負けさせられたことなのだ。


　一瞬の華々しい勝利すら幻で、無一文への道のりの途中にたまたまそういう状況があったにすぎない。全てディーラーの演出であり、カジノの売り出す幻想だった。そうした幻惑と戦うすべを持たねば、勝とうとする気持ちさえ、よってたかって負けさせられるための階段でしかなかった。まさしくこの都市の象徴たる〝天国への階段マルドウツク〟の負の面のように。そんなことを考えているうちに、ウフコックの言葉が浮かび上がった。


『最初のゲームは俺の勝ちだったな』


　珍しく自慢げだ。バロットは少し意地になった。婦人の負け額は、去った男と大して変わらなかったのだ。単純に婦人のバンクロールの大きさを見誤ったと思った。


　──次は絶対、女の人。


『では、俺は老人のほうだ』


　──私が女の人を選んだから？


『いや。俺は断然、あの老人だと思う』


　驚きだった。先ほどの男の大負けはまだ納得できた。しかし老練を絵に描いたような紳士が、いかにも金遣いの荒い婦人より先に敗退するなどとどうして断定できるのか。


　シャッフルが終わった。婦人が赤いカードを山に差し、四巡目のゲームが始まった。


　今は老紳士が右端の席におり、最初にカードを得た。ディーラーは老紳士の呼吸を巧みに読んでカードを滑り込ませるが、老紳士の穏やかな堅実さはまるで崩れそうにない。


　ゲームが進行する間、ときおりディーラーが老紳士に言葉を投げかけたが、バロットにはどこにも誘導らしきものは見つけられなかった。


　いわく、「あなたはゲームをよく知っておられる。教えを乞われることも多いでしょう」


　いわく、「あなたのようにゲームの楽しみ方を知る人間は、このフロアでも数少ない」


　いわく、「人生を知っている人ほど、ゲームを有意義に楽しむものですが、あなたは特に自分以外の人と一緒に楽しむ方法もご存じですね」


　しかもときには、


「今のヒットは、賭けたチップを考えれば当然でしたね」


　というディーラーのおべんちゃらじみた言葉に対し、


「いや、むしろ無謀だった。チップの多寡で自分のゲームを左右しようとは思わんよ」


　などというふうに、老紳士のほうでさりげなく訂正を入れてしまう。ディーラーが失礼しましたとばかりに会釈する光景さえ見られるのだ。


　中でもＡとＪを引いたときの判断こそ、老紳士の本領発揮だった。


「イーブンマネー」


　と告げたのである。


　21の場合にのみ可能な、第六の戦術と呼ぶべき特殊な行為だった。イーブンマネーを宣言した時点で、プレーヤーの勝利は確定する。ただしその配当は元に戻る。


　一・五倍も、ダブルダウンの二倍も、ブラックジャックの十一倍も、全て一倍賭けイーブンマネーにまで引き下げられてしまうのだ。これは、ただ一つの可能性を──万が一ディーラーも21になった場合、引き分けになって勝負が無効になることを──避けるためだけの、まず使うことのない選択だとドクターからは教えられていた。


　これほど極端に確実さを追求する老紳士に、もはやディーラーも余計なことは一切言わなくなった。とても誘導の余地があるとは思えない。それでもやはり、あるのだろうか。確実にチップを吐き出させる方法が。そしてその方法を知る前に、異常に遭遇した。


　表を見る限り、婦人の負け額がどんどん増えてゆくのだ。どこまで負ければ気が済むのか。すでに通算七万ドルを超える大敗だ。にもかかわらず婦人に焦る様子はない。さすがに変だった。これではまるでチップを詰め込んだ目に見えない金庫を傍らに置いているかのようではないか。そう思った途端、バロットは、あっとなった。


　両腕の表に集中していた心を慌てて引っぺがし、テーブルを感覚した。


　金庫があった。もっと早く気づいてしかるべき位置に。顔を上げさえすれば視界に入る場所──婦人の隣に。堅実にチップを保持し、ときにその中身を増やす金庫が。


　婦人が13からヒットして10を引き、バストした。実に不運だが、額が桁外れだった。ディーラーが没収したチップは千ドルを超えた。それでも婦人は焦りも反省もせず、


「勝てる波が、すぐそこまで来てる気がするの」


　そんなことを小声でささやいた。誰にか。もちろん隣の老紳士である。


「試してごらん」


　老紳士が尊大な笑みを返す。それが許可だった。それまで老紳士がさりげなくテーブル上を滑らせ、婦人に渡していたものが、今や何の遠慮も示さない婦人の手によってごっそりつかみ取られた。どこからか。もちろん老紳士の籠からだ。


　やられた、と思った。すぐウフコックに告げた。


　──わかった。あの女の人が、なんであんなに沢山賭けられるのか。変だと思った。


『君も、あの女性のバンクロールの源も泉とに気づいたらしい』


　──ずるい。


　手袋の裏側から、ウフコックが小さく忍び笑いを洩らした気がした。


　婦人が老紳士を引き回しているような雰囲気は、老紳士の愛嬌にすぎないのだ。実際は婦人のほうが依存しきっていた。婦人はチップを持っているのではない。供給されていた。


　ディーラーの誘導も、二人に対してだった。それがバロットにもわかった。たとえば、


「勝つ波を感じるのに、なかなか勝てないのね」


　と婦人がぼやくと、ディーラーが慰めて、


「私たちはカードに愛されるには年とし季つきが足りません。先達者に教えを乞うのが一番です」


　表面的には二人に対するあからさまなおべっかだが、事態はもっと深刻だった。


『老人にとって最も重要なプライドを刺激しているんだ。あの老人は、今や慈悲溢れる援助者だ。そういう役割を、ディーラーも老人も、婦人を利用して作り上げている』


　──でも、あのおじいさん、ディーラーの言うことに反対したりもするのに。


『それも誘導だ』


　あっさりウフコックが告げ、バロットを驚かせた。


『わざと部分的に誤ったことを言い、相手に訂正させる。相手に答えを言わせることで行動を促すんだ。時間をかけて考えさせるのと同じくらい強い束縛バインドになる。老人にとっては自分の考えだが、実際はディーラーに誘導されているにすぎない』


　めまいがしそうだった。よくもそこまで周到に他人を操ろうとするものだと呆れる思いがした。しかも相手を操作している気配は毛ほども見せない。なんという巧妙さか。


　だがそれでも、席を立つのは婦人だと思った。老紳士の誘導の鍵が彼のプライドにあるのなら、そのプライドに賭けてチップをなくす目には遭わないだろう。


　だがそうではなかった。


『俺の勝ちだ』


　ゲームが一巡し、ウフコックが告げた。思った通り老紳士はしっかりチップを保持している。その上でフロアワーカーを呼び、預けていた帽子と上着を受け取ってこう言った。


「思ったよりも、増やせなかったようだ」


　バロットはかろうじて、ぎょっとした顔をしないでいられた。


　老紳士が席を立った。残ったチップは、もちろん婦人に全部手渡した。婦人は幸せそうに感謝し、老紳士も満足そうに微笑んでバーのほうへ悠然と去ってしまった。


『彼は堅実だ。自分の限界をよく知っている。ゲームへの集中力が持続するとは限らない。自分の疲れきった姿を見せるよりも、彼女に戦利品を贈呈し、撤退するに限る』


　バロットは呆然としている。そんな男の心理など全く考えていなかった。


　今までどうやって老紳士が女性を口説き、女性に何を求めてきたか、なんとなくわかる気がした。きっとあの老紳士は、自分の弱さを女に見せるくらいなら、金庫の扉みたいに堅実な心の蓋をぴったり閉じてしまうに違いない。


『なかなか面白いゲームだっただろう？』


　──どっちも当たらなかった。


『だが目的は達成した。君は俺との会話でディーラーの誘導を無効にした。もうこれで君はディーラーの示す印象のほうを、我々の目的よりも優先してしまうことはない』


　なんとなくそんな気はしていたが、こうもあっさり告げられると、どう反応していいかわからなかった。するとウフコックはちょっといたずらっぽく言い加えた。


『君を誘導する勝負では断然、俺が有利だ。彼には君とこうして会話する方法はない』


　──意地悪な言い方はしないで。


『実態を理解し、観察眼を養いさえすれば、君がこの程度の印象づけで自分が不利になるような誘導に振り回されることはもうなくなる』


　ウフコックはさらりとそんなことを告げ、さらにこう付け加えた。


『もちろん、俺やドクターの誘導にも振り回されることはない』


　──私、あなたを信じたい。あなたたちを。それは悪いこと？


『君は君自身の判断を磨くべきだ。君は事件の解決に、そういう方法を選んだ』


　──私、きっと一人じゃ勝てない。


『君のサポートは我々の職務の一つだ』


　ひどく直ちよく截せつだし、冷淡で突き放すようですらあった。なのに胸の奥が、じんと熱くなるのを感じた。誘導が問題ではなかった。それが悪意かどうかも大したことではないのだ。ウフコックはバロットに、より多くのものを見抜くことができる眼差しを与えようとしてくれていた。バロットが思っている以上に懸命に。どれだけ腐った卵でも、この人は大事に温めてくれる。楽園で目覚める前に見た夢で抱いた思いが、再び強く胸を打った。


　その感情がはっきり相手に伝わることもわかっていた。そのせいで少し意地悪く言った。


　──それも、あなたの誘導？


『そうだ。俺は道具だ。君に使ってもらうことでしか俺は俺の有用性を証明できない』


　ウフコックはきっぱりと答えた。バロットは目を細め、我知らず腕を抱くようにした。


『俺のプライドは、あの老人のものと同じだ。だからよくわかる。他者に自分の有用性の証人になってもらうしかない。俺は俺の価値を他者に対して試し続けなければならない』


　──あなたは……あなたがいなくても私一人でできることを増やしてくれる。


　抱いた両腕を強く握った。その腕を覆う存在を。考えたこともないような最高の価値を感じて。驚くほどの優しさで対等に接してくれる相手が、こんなにも身近にいることが信じられない思いだった。


　──だから私、あなたを使いたい。あなたと私にとって有意義に。二度と、あなたを裏切らない。


　ウフコックの言葉が消えた。


　そしてわずかに間を置き、こんな言葉が浮かび上がった。


『俺は、良い相棒バデイに巡り会えた』
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